








政
府
は
あ
の
手
こ
の
手
で

多
く
の
人
を
社
会
保
険
に

加
入
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す

こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
年
金
は
ど
こ
ま
で
減
る
の
か
？
　
山
田
真
哉
　
18
ペ
ー
ジ

老
後
に
必
要
な
お
金
を

把
握
す
る
た
め
に

私
が
お
す
す
め
し
て

い
る
の
は
、「
貯
金
簿
」で
す

70
歳
か
ら
の｢

お
金
の
壁｣

の
乗
り
越
え
方
　
畠
中
雅
子
　
55
ペ
ー
ジ

日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、

明
治
期
に
軍
人
や
官
僚
の

た
め
の
恩
給
制
度
と
し
て

始
ま
っ
た

コ
ラ
ム
◎
払
う
の
は
先
だ
か
ら
、今
の
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
使
え
…

「
年
金
の
生
み
の
親
」の
本
音
に
み
る
官
僚
の
無
責
任
体
質   

渡
瀬
裕
哉
　
30
ペ
ー
ジ

全
体
的
に
、試
算
の
前
提
が

や
や
楽
観
的
な
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん

日
本
の
公
的
年
金
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
？  

井
堀
利
宏
　
71
ペ
ー
ジ

我
々
に
は
、

素
晴
ら
し
い
ホ
テ
ル
を

つ
く
っ
た
と
い
う

自
信
が
あ
り
ま
し
た

な
ぜ
そ
れ
が
や
れ
た
の
か
　
パレ
ス
ホ
テ
ル・
吉
原
大
介
社
長
　

古
く
て
狭
か
っ
た
パレ
ス
ホ
テ
ル
が「
御
三
家
」よ
り
高
級
な
ブ
ラ
ン
ド
に
な
れ
た
理
由
　
94
ペ
ー
ジ

言行録
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特
集

︱

年
金
で
泣
く
人

年
金
で
笑
う
人

コ
ラ
ム
◎
ね
ん
き
ん
定
期
便
を「
チ
ェッ
ク
し
て
い
た
人
」と「
し
て
い
な
か
っ
た
人
」の
残
念
す
ぎ
る
違
い

ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る

 「
年
金
の
し
く
み
」超
入
門 	

 

清
水
典
子

…
…
…
22

3
回
だ
け
届
く「
封
書
」に
は
な
に
が
書
い
て
あ
る
の
か
？

知
識
が
な
い
と
大
損

 「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」正
し
い
見
方
と
落
と
し
穴	

 

山
中
伸
枝

…
…
…
32

50
歳
か
ら
で
も
遅
く
な
い「
付
加
年
金
」／
40
代
後
半
は「
学
生
時
代
の
未
納
期
間
」を
確
認

納
付
が
約
１
カ
月
分
お
得
に
な
る
方
法
／
選
ぶ
べ
き「
上
乗
せ
」制
度
は
？

受
給
繰
り
上
げ
最
大
の
デ
メ
リ
ッ
ト
／
辞
職
の
前
に
受
診
し
た
い「
障
害
年
金
」

「
年
収
の
壁
」撤
廃
、国
民
年
金
の
財
源
不
足
、高
所
得
者
へ
の
ツ
ケ
回
し
…

こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
年
金
は

ど
こ
ま
で
減
る
の
か
？ 	

 

山
田
真
哉

…
…
…
14

コ
ラ
ム
◎
払
う
の
は
先
だ
か
ら
、今
の
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
使
え
…

 「
年
金
の
生
み
の
親
」の
本
音
に
み
る
官
僚
の
無
責
任
体
質 	

 

渡
瀬
裕
哉

…
…
…
30
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日本雑誌協会調査

（印刷証明書つき部数）

年
金
で
静
か
に
暮
ら
す
高
齢
者
が
抱
く「
最
大
の
不
安
」と
は
な
に
か
？

徹
底
取
材「
年
金
生
活
の
リ
ア
ル
」

男
女
5
人
の
証
言

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
38

「
資
産
2
億
円
以
上
あ
る
が
独
身
で
、認
知
症
が
不
安
」  

 

月
54
万
円・66
歳 	

 

タ
ク
ミ
さ
ん

「
年
金
生
活
で
初
め
て
中
ト
ロ
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
」  

 

月
69・５
万
円・70
歳 	

 

ア
ヤ
カ
さ
ん

「
ど
ん
な
名
門
企
業
で
も
手
篤
す
ぎ
る
年
金
は
続
か
な
い
」  

 

月
26
万
円・63
歳 	

 

チ
サ
さ
ん

「
ま
だ
仕
事
が
で
き
る
か
ら
、趣
味
代
は
ケ
チ
ら
な
い
」  

 

月
30
・
２
万
円・68
歳 	

 

ヒ
ロ
ト
さ
ん

「
熟
年
離
婚
で
一
生
賃
貸
だ
が
、85
歳
ま
で
は
大
丈
夫
」  

 

月
14
万
円・68
歳 	

 

マ
ヤ
さ
ん

欧
州
に
は「
毎
月
１
０
０
万
円
」と
い
う
国
も
あ
る
の
に
…

英
国
在
住
37
年
作
家
が「
日
本
の
年
金
」を
嘆
く
ワ
ケ 	

 

黒
木 

亮

…
…
…
60

「
乏
し
い
年
金
よ
り
生
活
保
護
の
ほ
う
が
幸
せ
」は
本
当
か
？

家
な
し
職
な
し
年
金
な
し
…
ド
底
辺
老
後
の
リ
ア
ル 	

 

國
友
公
司

…
…
…
64

現
役
世
代
は「
現
在
の
8
割
以
下
≒
月
10
万
円
以
下
」を
覚
悟
す
べ
き

日
本
の
公
的
年
金
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
？ 	  

井
堀
利
宏
×
黒
田
尚
子

…
…
…
70

 「
超一
流
の
子
育
て
」に
日
本
が
向
い
て
い
な
い
理
由 	

 

河
崎
三
行

…
…
…
76

 「
年
金
未
払
い
の
ま
ま
老
後
」を
迎
え
る
と
ど
う
な
る 	

 

山
田
篤
裕

…
…
…
69

実
例
紹
介
◎
限
ら
れ
た
年
金
で
満
足
に
暮
ら
す
人
た
ち

…
…
…
…
51

「
老
後
２
０
０
０
万
円
問
題
」に
ダ
マ
さ
れ
る
な

70
歳
か
ら
の「
お
金
の
壁
」の
乗
り
越
え
方 	

 

畠
中
雅
子

…
…
…
55

コ
ラ
ム
◎
専
業
主
婦
優
遇「
年
金
３
号
」の
廃
止
に

私
が
徹
底
的
に
反
対
す
る
本
当
の
理
由 	

 

荻
原
博
子

…
…
…
49
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プレジデントは、第2・第4金曜日発売。 次号は、1月24日（金）です。

「金のタマゴ」をドーンと中央に置き
ました。編集長になってすぐ、現代
美術作品を表紙に使ったのですが、
今回は特別なアートではありません。
複数のタマゴを使ったパターンも検
討しましたが、インパクトを重視しま
した。いかがでしょうか。（星野）

今号の表紙

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
祭
２
０
２
5
／「
開
催
レ
ポ
ー
ト
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

特
別
企
画

「
社
長
が
明
る
く
な
る
」「
全
社
集
会
が
頻
発
」も
う
す
ぐ
潰
れ
る
会
社
9
つ
の
予
兆

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

100

中
国
や
イ
ン
ド
に
抜
か
れ
た
日
本
が
存
在
感
を
高
め
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

104

減
税
の
代
償
。「
１
０
３
万
円
の
壁
」撤
廃
で
何
が
増
税
さ
れ
る
の
か

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
90

「
政
府
歳
出
の
30
％
は
削
減
で
き
る
」イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
の
ト
ン
デ
モ
主
張
を
ト
ラ
ン
プ
が
野
放
し
に
す
る
ワ
ケ

…
…
…
92

卒
業
後
５
年
で
年
収
が
７
５
０
万
円
増
え
る 

世
界
基
準
の「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」の
効
果

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
86

大
前
研
一
の「
日
本
の
カ
ラ
ク
リ
」
355

人
間
邂
逅
877

新
連
載 

山
崎
ま
ゆ
み
の
温
泉
街
ヒ
ッ
ト
の
源
泉
1

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、新
社
長
57

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
タ
イ
ム
9

セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長 

田
口
義
隆
×
慈
眼
寺
住
職 

塩
沼
亮
潤 「
里
に
下
り
て
か
ら
が
修
行
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

宿
泊
客
の
半
数
が
20
〜
30
代
に
劇
的
変
化
！ 

草
津
温
泉
を
救
っ
た「
イ
チ
ア
サ
」と
は

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
社
長 

所
司
ケ
マ
ル 「
ト
ル
コ
紅
茶
が
つ
な
ぐ〝
家
族
と
世
界
〞」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8

小
池
伸
介 「
街
に
出
た
ク
マ
は
殺
す
し
か
な
い
」 

ク
マ
を
愛
す
る
大
学
教
授
が
そ
う
断
言
す
る
理
由

…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

コ
ー
ヒ
ー
博
士
が
解
説 「
若
返
り
サ
プ
リ
」よ
り
効
く
科
学
的
に
正
し
い
飲
み
方

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

106

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
社
長 

吉
原
大
介

古
く
て
狭
か
っ
た
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
が「
御
三
家
」よ
り
高
級
な
ブ
ラ
ン
ド
に
な
れ
た
理
由

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
94

お
金
・
孤
独
・
健
康
の
不
安
を
一
挙
に
な
く
す
働
き
方

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
96

河
崎 

環
評 

石
戸 

諭
著 『「
嫌
わ
れ
者
」の
正
体 

日
本
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
97

職
場
の
心
理
学
813

神
田
眞
人「
金
融
マ
フ
ィ
ア
の
仕
事
術
」
3

飯
島 

勲「
リ
ー
ダ
ー
の
掟
」
373

田
中
道
昭
の
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
最
前
線
4

笹
井
恵
里
子
の「
根
拠
あ
る
医
療
健
康
情
報
」
12

な
ぜ
そ
れ
が
や
れ
た
の
か
9

茂
木
健
一
郎
の「
成
功
へ
の
物
語
」
320

本
の
時
間 

新
刊
書
評

鎌
田
和
樹 『
名
前
の
な
い
仕
事
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
98

若
杉
忠
弘 『
す
ぐ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
ほ
ど
自
分
に
や
さ
し
い
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
99

著
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

写
真
が
語
る
エ
コ
ロ
ジ
ー 

第
31
回
環
境
フ
ォ
ト
・コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
５
／「
入
賞
作
品
発
表
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…

115

エ
デ
ィ
タ
ー
ズ
ノ
ー
ト
　
▼
読
者
の
声 

▼
編
集
部
よ
り 

▼
編
集
長
よ
り 

▼
出
版
だ
よ
り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

114

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
言
行
録

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

期
待
を
か
け
た
若
手
が
な
ぜ
か
育
た
な
い
本
当
の
理
由

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
88

齋
藤 

孝
の「
人
生
が
う
ま
く
い
く
古
典
の
名
言
」
149

62025.1.31





vol.

57



構成＝渡辺一朗　撮影＝宇佐美雅浩

土
曜
日
の
朝
、
ト
ル
コ
料
理
を

家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
理
由

　
私
は
ト
ル
コ
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
ト
ル
コ

の
朝
食
は
豪
華
で
す
。
メ
ネ
メ
ン
（
卵
料
理
）、
ス

ジ
ュ
ク（
サ
ラ
ミ
ソ
ー
セ
ー
ジ
）、
パ
ス
ト
ゥ
ル
マ（
生

ハ
ム
）、
オ
リ
ー
ブ
、
チ
ー
ズ
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ

ウ
リ
、
バ
タ
ー
、
ジ
ャ
ム
、
は
ち
み
つ
、
サ
ワ
ー

ク
リ
ー
ム
な
ど
20
種
類
以
上
の
小
皿
が
ず
ら
り
と

並
び
、
バ
ケ
ッ
ト
や
シ
ミ
ッ
ト
（
胡
麻
を
ま
ぶ
し
た

パ
ン
）
に
載
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
。

「
カ
フ
ヴ
ァ
ル
ト
ゥ
ジ
ュ
」
と
い
う
朝
食
専
門
の

レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
ト
ル
コ
な
ら
で
は
の
文
化
で
す
。

私
た
ち
は
毎
週
末
、
家
族
や
親
戚
、
時
に
は
友
達

家
族
ま
で
20
人
以
上
で
お
気
に
入
り
の
店
に
集
ま

り
、
昼
過
ぎ
ま
で
朝
食
を
楽
し
ん
だ
り
も
し
ま
し

た
。
私
は
日
本
の
朝
ご
は
ん
も
大
好
き
で
す
が
、

ト
ル
コ
の
味
と
家
族
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
朝
食

に
は
、
特
別
な
郷
愁
を
感
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ト
ル
コ
の
朝
食
に
欠
か
せ
な
い
も
う

一
つ
の
楽
し
み
が
紅
茶
（
チ
ャ
イ
）
で
す
。
紅
茶

は
単
な
る
飲
み
物
で
は
な
く
、
人
々
の
会
話
を
彩

る
大
切
な
存
在
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
茶
葉

を
ブ
レ
ン
ド
し
「
わ
が
家
の
味
」
を
つ
く
る
の
が

一
般
的
で
、
淹
れ
方
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

２
段
式
の
「
チ
ャ
イ
ダ
ン
ル
ッ
ク
」
は
、
下
の
ポ

ッ
ト
で
お
湯
を
沸
か
し
、
上
の
ポ
ッ
ト
で
茶
葉
を

蒸
ら
す
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
蒸
ら

す
こ
と
で
紅
茶
の
深
み
が
引
き
出
さ
れ
ま
す
。

　
15
分
ほ
ど
茶
葉
を
蒸
ら
し
た
後
、
下
の
ポ
ッ
ト

の
お
湯
を
注
ぎ
、
鮮
や
か
な
深
紅
の
お
茶
を
抽
出

し
ま
す
。
そ
れ
を
口
が
少
し
広
が
っ
て
中
央
が
く

び
れ
た
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
型
の
小
ぶ
り
な
グ
ラ
ス

に
注
ぐ
の
で
す
。
角
砂
糖
を
入
れ
る
人
も
い
ま
す

が
、
私
は
ス
ト
レ
ー
ト
が
好
み
。
小
ぶ
り
な
グ
ラ

ス
だ
か
ら
こ
そ
、
気
づ
け
ば
朝
だ
け
で
５
〜
６
杯

は
飲
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

　
今
は
仕
事
が
忙
し
く
、
平
日
の
朝
は
だ
い
た
い

コ
ー
ヒ
ー
１
杯
と
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
を
か
じ
る
だ
け

で
家
を
出
ま
す
。
出
張
も
多
く
、
帰
宅
が
深
夜
に

及
ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
れ
で
も
12
歳
の
長
男

と
８
歳
の
次
男
と
過
ご
す
時
間
は
、
私
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
も
の
。
だ
か
ら
こ
そ
、
土
曜
の

朝
だ
け
は
特
別
な
時
間
を
取
っ
て
、
ト
ル
コ
の
朝

食
を
囲
み
な
が
ら
一
家
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
父
親
は
忙
し
く
て
毎
日
は
会
え
な
い
け
れ
ど
、

土
曜
日
の
朝
だ
け
は
キ
ッ
チ
ン
で
メ
ネ
メ
ン
を
焼

い
た
り
、
ト
マ
ト
を
切
っ
た
り
し
て
朝
食
の
準
備

を
し
て
い
る
│
│
そ
ん
な
光
景
が
、
こ
れ
か
ら
先

も
ず
っ
と
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
り
続
け
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
守
的
な
農
機
メ
ー
カ
ー
で

海
外
売
上
を
２
倍
に
す
る
方
法

　
私
が
社
長
に
就
任
し
て
掲
げ
た
の
は
「
海
外
売

上
を
５
年
で
２
倍
に
す
る
」
と
い
う
挑
戦
的
な
目

標
で
し
た
。
当
社
は
12
カ
国
に
現
地
法
人
を
持
ち
、

ア
フ
リ
カ
や
南
米
に
も
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー

が
い
ま
す
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の「
Ｙ

Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｒ
」
は
、
農
業
機
械
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
た
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
日
本
か
ら
製
品
や
人
材
を
供
給
し
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
農
業
機
械

は
使
う
人
や
地
域
、
育
て
る
作
物
に
よ
っ
て
求
め

ら
れ
る
も
の
が
異
な
り
ま
す
。
柔
軟
な
設
計
開
発

と
迅
速
な
供
給
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
後
は
現

地
で
の
生
産
と
人
員
強
化
を
推
進
し
、
地
域
ご
と

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
産
・
販
売
体
制
を
築
い
て

競
争
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
は
保
守

的
な
会
社
で
、
農
機
業
界
一
筋
で
、
長
年
に
わ
た

り
技
術
と
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
多
く
い
ま
す
。
彼
ら
の
技
術
力
を
誇

り
に
思
う
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
大
胆

に
変
え
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

は
、
苦
手
意
識
を
感
じ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　
私
自
身
は
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
で
新
し
い
事
業
に
挑
戦
す
る
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。
私
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
せ

れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
シ
ナ
ジ
ー
が
生
ま
れ
る
は
ず

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
垣
根
を
越
え
た
自
由
な

話
し
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
が
、
ト
ル
コ
の
職
場
で

は
当
た
り
前
だ
っ
た
、
紅
茶
の
あ
る
風
景
で
す
。

朝
に
な
る
と
美
味
し
い
紅
茶
が
淹
れ
ら
れ
、
職
場

の
皆
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
お
客
様
が
訪
れ
た

際
に
、
お
も
て
な
し
と
し
て
お
出
し
す
る
の
も
紅

茶
で
す
。
紅
茶
が
あ
る
と
会
話
が
弾
み
、
自
然
と

笑
顔
が
増
え
、
お
互
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
紅
茶
文
化
に
な
ら
っ
て
、
今
朝
は
オ
フ

ィ
ス
に
チ
ャ
イ
ダ
ン
ル
ッ
ク
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
や
お
客
様
に
ト
ル
コ
の
紅
茶
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
挑
戦
を
語
り

合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
あ
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん

も
朝
の
紅
茶
を
お
飲
み
く
だ
さ
い
。 

ヤンマーアグリ社長

Kemal Shoshi

所司ケマル 「トルコ紅茶がつなぐ〝家族と世界〞」

1982年、トルコ生まれ。DENSOのドイツ研究開発拠点、住友商事のベルギー、イスタンブール支店などを経て、2016年、ヤンマーホールディングス入社。トルコ現地法人設
立に携わり、24年から現職。
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ク
エ
ス
チ
ョ
ン
タ
イ
ム

Q

09

人
口
の
都
市
集
中
に
よ
り

ク
マ
の
生
息
範
囲
が
拡
大

　
昨
年
11
月
末
、
秋
田
市
内
の
ス
ー
パ
ー
に

ク
マ
が
侵
入
し
、
店
員
１
人
が
け
が
を
す
る

事
故
が
起
き
た
。
ク
マ
は
店
内
に
居
座
り
、

２
日
が
か
り
で
捕
獲
さ
れ
、
駆
除
さ
れ
た
。

近
年
、
こ
の
よ
う
に
人
の
住
む
場
所
で
人
が

ク
マ
に
襲
わ
れ
る
被
害
が
増
え
て
い
る
。
２

０
２
３
年
度
に
全
国
で
被
害
に
遭
っ
た
人
は

過
去
最
悪
の
２
１
９
人
に
の
ぼ
る
。
24
年
度

は
８
月
末
ま
で
に
、
前
年
度
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
ク
マ
の
出
没
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
と
し
て
、
40
〜
50
年
と
い
う
長

い
年
月
を
か
け
て
、
ク
マ
の
分
布
し
て
い
る

範
囲
が
広
が
り
、
人
の
住
ん
で
い
る
場
所
に

徐
々
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
長
年
に
わ
た

り
ク
マ
を
保
護
す
る
政
策
が
採
ら
れ
て
き
た

こ
と
だ
。
バ
ブ
ル
期
に
ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー

場
を
つ
く
る
た
め
に
山
林
開
発
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
ク
マ
の
分
布
域
が
孤
立
、
縮
小
し
、

西
日
本
を
中
心
に
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
地
域

も
出
て
き
た
。
そ
こ
で
１
９
９
９
年
に
鳥
獣

保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
各
都
道
府
県
で
ク
マ

の
捕
獲
上
限
数
を
定
め
、
獲
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
政
策
が
採
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
が

あ
る
程
度
成
功
し
た
と
い
え
る
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
日
本
の
人
口
の
都

市
部
へ
の
集
中
と
地
方
の
過
疎
化
で
あ
る
。

戦
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
人
が
山
へ
入
っ
て

活
動
し
て
い
た
た
め
、
動
物
を
山
へ
押
し
と

ど
め
る
効
果
が
あ
っ
た
。
し
か
し
50
年
ほ
ど

前
か
ら
人
口
が
都
市
部
へ
集
中
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
人
が
撤
退
し
た
里
山
は
耕
作
放
棄

地
と
な
っ
て
徐
々
に
森
へ
と
戻
っ
て
い
き
、

野
生
動
物
の
新
た
な
生
息
場
所
に
な
っ
て
い

っ
た
。
70
年
代
ま
で
は
人
間
が
陣
取
り
合
戦

に
勝
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
人
が
都
市
へ

と
移
動
し
、
撤
退
し
た
場
所
に
野
生
動
物
が

※
1

分
布
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
２
０
２
３
年
は
ど
ん
ぐ
り
が
凶
作
だ
っ
た

た
め
、
ク
マ
の
出
没
が
非
常
に
多
い
年
だ
っ

た
。
ク
マ
に
と
っ
て
、
生
息
地
で
あ
る
森
か

ら
出
る
の
は
か
な
り
の
リ
ス
ク
を
伴
う
行
動

で
あ
り
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
出
る

こ
と
は
な
い
。
そ
れ
で
も
人
の
住
ん
で
い
る

場
所
に
出
て
く
る
の
は
、
ク
マ
を
引
き
つ
け

る
エ
サ
に
な
る
よ
う
な
誘
引
物
が
あ
る
た
め

だ
。
田
舎
で
は
庭
に
カ
キ
の
木
や
ク
リ
の
木

が
あ
る
家
が
多
く
、
か
つ
て
は
秋
に
な
る
と

き
ち
ん
と
収
穫
さ
れ
て
い
た
が
、
高
齢
化
や

過
疎
化
し
た
集
落
で
は
果
実
が
収
穫
さ
れ
ず

に
放
置
さ
れ
、
そ
れ
に
誘
引
さ
れ
て
ク
マ
が

出
没
す
る
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
ク
マ
に
遭
遇
す
る
と
、
人
身
事
故
に

つ
な
が
り
や
す
い
の
か
。
基
本
的
に
ク
マ
は

植
物
を
中
心
に
し
た
雑
食
性
で
、
人
を
襲
っ

て
食
べ
る
こ
と
は
な
い
。
ク
マ
が
攻
撃
し
て

く
る
の
は
防
御
の
た
め
で
あ
る
。
ク
マ
は
基

本
的
に
人
へ
の
警
戒
心
が
非
常
に
強
い
た
め
、

人
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
人
と
鉢

合
わ
せ
し
て
し
ま
う
と
、
ク
マ
も
パ
ニ
ッ
ク

に
な
り
、
目
の
前
の
人
を
は
ね
除
け
て
で
も

そ
の
場
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
結
果

と
し
て
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

　
人
の
住
む
場
所
に
出
没
し
た
ク
マ
に
、
私

た
ち
は
ど
う
対
処
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。「
駆

除
せ
ず
に
保
護
す
べ
き
だ
」
と
い
う
声
も
あ

る
が
、
前
提
と
し
て
、
人
の
住
む
場
所
に
出

没
し
た
ク
マ
に
対
し
て
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
駆
除
以
外
に
ほ
ぼ
何
も
な
い
と
考
え

た
ほ
う
が
い
い
。
行
政
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

人
身
事
故
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
刻
も
早
く
ク
マ
が
い
な
い
状
態
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
銃
器
に
よ
る

駆
除
し
か
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
山
に
追
い
払
う
方
法
も
あ
る
が
、
人
の
住

む
場
所
で
は
、
追
い
払
っ
た
先
に
ま
た
別
の

人
が
住
ん
で
い
る
た
め
、
さ
ら
に
事
故
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
檻
に
捕
ま
え

て
山
に
放
つ
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
し
か
し
、

檻
を
置
い
た
と
こ
ろ
で
ク
マ
は
そ
う
簡
単
に

入
っ
て
は
く
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
解
決
に

時
間
が
か
か
り
、
そ
の
間
、
周
辺
の
住
民
は

ず
っ
と
怖
い
思
い
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
で
は
、
麻
酔
銃
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
麻
酔

を
確
実
に
命
中
さ
せ
る
に
は
、
10
㍍
く
ら
い

※１筆者註：環境省「平成30年度中大型哺乳類分布調査」によると、2003年度から18年度にかけてのクマ類の分布域の増減率について、中
国地方270％、近畿地方169％、東北地方134％、北海道129％と増加する一方、四国地方は88％、九州地方は絶滅したとされる。

「
街
に
出
た
ク
マ
は
殺
す
し
か
な
い
」

ク
マ
を
愛
す
る
大
学
教
授
が

そ
う
断
言
す
る
理
由

こいけ・しんすけ⚫東
京農工大学大学院
グローバルイノベー
ション研究院教授。
博士(農学)。ツキノワ
グマの生態や森林
での生き物同士の
関係を研究。著書に

『わたしのクマ研究』
『ある日、森の中でク
マさんのウンコに出
会ったら　ツキノワ
グマ研究者のウンコ
採集フン闘記』など。

小
池
伸
介

答
え
る
人

構成＝増田忠英 102025.1.31
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「どんぐり」が凶作になるとクマの出没が増える

の
距
離
で
ク
マ
が
見
え
て
い
る
状
況
で
な
け

れ
ば
撃
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
興

奮
し
て
い
る
ク
マ
に
麻
酔
は
な
か
な
か
効
か

な
い
。
人
の
住
む
場
所
に
出
没
し
た
ク
マ
は

大
抵
興
奮
し
て
い
る
の
で
、
麻
酔
が
当
た
っ

て
も
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
、
別
の
事
故

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
秋
田
市
の
ス
ー

パ
ー
の
事
件
で
は
檻
が
使
用
さ
れ
た
が
、
あ

の
場
合
は
ク
マ
が
建
物
の
中
に
い
て
外
に
逃

げ
ら
れ
る
恐
れ
が
な
か
っ
た
た
め
に
使
え
た

特
殊
な
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
人
の
住
む
場
所
に
出

没
し
た
ク
マ
に
対
し
て
は
、
地
域
住
民
の
安

心
安
全
の
た
め
に
、
一
刻
も
早
く
銃
で
駆
除

す
る
し
か
方
法
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ク
マ
の
保
護
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

も
そ
も
ク
マ
が
人
の
住
む
場
所
に
出
て
く
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
森
の
中
か
ら
ク
マ
を

出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ

の
た
め
に
、
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
は

２
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
カ
キ
の
木
や
ク
リ
の

木
な
ど
、
ク
マ
の
え
さ
に
な
り
そ
う
な
誘
引

物
を
撤
去
す
る
こ
と
だ
。
木
の
伐
採
に
は
費

用
が
か
か
る
た
め
、
最
近
は
公
費
で
助
成
す

る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
も
う
一

つ
は
、
森
か
ら
集
落
に
侵
入
す
る
経
路
を
遮

断
す
る
こ
と
。
耕
作
放
棄
地
や
、
川
原
沿
い

の
ヤ
ブ
な
ど
を
刈
り
払
い
、
ク
マ
が
姿
を
隠

し
な
が
ら
移
動
で
き
る
場
所
を
な
く
す
こ
と

で
、
人
の
住
む
場
所
に
ク
マ
が
出
没
す
る
の

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　
長
期
的
な
対
策
と
し
て
は
、
人
と
ク
マ
と

の
棲
み
分
け
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ク
マ
が
昔
か
ら

住
ん
で
い
る
場
所
と
人
が
住
ん
で
い
る
場
所

の
間
に
緩
衝
帯
を
設
け
、
人
が
住
ん
で
い
る

場
所
に
ク
マ
を
入
れ
さ
せ
ず
、
緩
衝
帯
で
う

ま
く
ク
マ
と
付
き
合
う
よ
う
に
す
る
の
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
ヤ
ブ
を
刈
り
払
う
な
ど
し

て
、
緩
衝
帯
を
ク
マ
に
と
っ
て
住
み
に
く
い

場
所
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
つ
て
は
地
元

の
集
落
に
ヤ
ブ
を
刈
り
払
う
だ
け
の
元
気
が

あ
っ
た
が
、
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
中
で
、

地
域
住
民
だ
け
に
対
応
を
任
せ
る
の
は
困
難

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
公
共
事
業
と

し
て
、
集
落
周
辺
に
動
物
が
居
着
か
な
い
よ

う
な
管
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
何
年
か
に

一
度
起
こ
る
大
雨
に
よ
る
洪
水
を
防
ぐ
た
め

に
堤
防
を
整
備
す
る
の
と
同
様
に
、
何
年
か

に
一
度
起
こ
る
ど
ん
ぐ
り
の
凶
作
の
と
き
に

ク
マ
を
出
没
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
公
費
で
森

を
管
理
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、

ク
マ
と
付
き
合
っ
て
い
く
の
は
難
し
い
の
が

現
在
の
日
本
社
会
の
状
況
と
い
え
る
。
24
年

に
は
ク
マ
が
「
指
定
管
理
鳥
獣
」
に
指
定
さ

れ
、
交
付
金
を
使
っ
た
ク
マ
と
の
共
生
存
の

た
め
の
環
境
整
備
の
試
み
が
各
自
治
体
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。

猟
友
会
頼
み
の
駆
除
は

な
ぜ
問
題
な
の
か

　
野
生
動
物
に
対
応
す
る
の
は
行
政
の
役
割

だ
が
、
行
政
に
も
２
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一

つ
は
、
職
員
の
中
に
野
生
動
物
管
理
の
専
門

知
識
を
持
っ
た
担
当
者
が
少
な
い
こ
と
。
都

道
府
県
レ
ベ
ル
で
も
、
そ
の
割
合
は
６
％
に

満
た
な
い
。
多
く
の
担
当
者
は
専
門
知
識
を

持
た
な
い
ま
ま
、
３
年
ほ
ど
担
当
し
て
異
動

す
る
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
都

道
府
県
で
専
門
的
な
職
員
を
複
数
配
置
で
き

れ
ば
、
市
町
村
で
も
安
心
し
て
対
策
に
つ
い

て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
野
生
動

物
管
理
の
力
を
底
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
駆
除
を
地
元
の
猟

友
会
に
依
頼
し
て
い
る
点
だ
。
そ
も
そ
も
猟

友
会
は
狩
猟
を
趣
味
に
し
て
い
る
人
た
ち
の

集
ま
り
で
あ
り
、
駆
除
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

近
い
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
山
に
い

る
野
生
動
物
を
撃
つ
の
に
は
長
け
て
い
て
も
、

人
の
住
む
場
所
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

ク
マ
を
捕
獲
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
し
、
野
生
動
物
管
理
の
科
学
的
な

知
識
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、

人
の
住
む
場
所
で
発
砲
す
る
こ
と
は
２
次
被

※
2

害
や
３
次
被
害
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
、

非
常
に
責
任
を
伴
う
仕
事
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
依
頼
す
る
こ
と

は
大
き
な
間
違
い
と
い
え
る
。
行
政
で
捕
獲

従
事
者
の
よ
う
な
専
門
職
員
を
雇
用
す
る
か
、

民
間
事
業
者
に
き
ち
ん
と
費
用
を
支
払
っ
て

委
託
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
ク
マ
対
策
の
や
っ
か
い
な
と
こ
ろ
は
、
人
々

の
ク
マ
に
対
す
る
印
象
が
「
怖
い
」「
か
わ

い
い
」
で
二
分
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
ク
マ
が

出
没
す
る
地
域
の
人
は
「
ク
マ
な
ん
て
い
な

い
で
ほ
し
い
」
と
願
い
、
ク
マ
の
出
没
が
身

近
で
は
な
い
人
は「
殺
す
の
は
か
わ
い
そ
う
」

と
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
、
ま
ず
ク
マ
の
正
し
い
姿
を
知
る

こ
と
だ
。
ク
マ
を
過
度
に
恐
れ
る
こ
と
は
な

い
が
、
た
だ
か
わ
い
い
だ
け
の
動
物
で
は
な

い
こ
と
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ク
マ

の
被
害
が
多
い
秋
田
県
で
は
、
ク
マ
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
普
及
さ
せ
る
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ

と
が
、
正
し
い
対
策
に
結
び
つ
く
か
ら
だ
。

　
都
市
に
生
活
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
ク

マ
は
あ
ま
り
身
近
な
存
在
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
果
た
し
て
10
年
後
、
20

年
後
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
札
幌
や
仙

台
な
ど
の
１
０
０
万
人
都
市
で
も
ク
マ
が
街

中
に
出
没
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
東
京
で

は
今
、
高
尾
辺
り
が
ク
マ
の
分
布
の
最
前
線

だ
が
、
今
後
、
そ
の
先
の
多
摩
丘
陵
に
ま
で

進
出
し
て
く
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
。
ク
マ

の
出
没
は
、
都
市
の
住
民
に
と
っ
て
も
、
決

し
て
他
人
事
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
だ
。 

※2筆者註：環境省は2024年4月、クマを「指定管理鳥獣」へ追加した。ニホンジカ、イノシシに続き3例目となる。絶滅の危険が高い四国のツキノワグマは除く。
都道府県による生息状況の調査事業や人材育成などが国の交付金の対象となる。

出典：新潟県鳥獣被害対策支援センターの資料をもとに編集部作成
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人
間

邂
逅田口義隆　　塩沼亮潤

セイノーホールディングス社長 大峯千日回峰行大行満大阿闍梨
慈眼寺住職

Ryojun ShionumaYoshitaka Taguchi

同

東
京・日
本
橋
に
て
。

撮影＝的野弘路　構成＝本誌編集部

世
代
の
経
営
者
ら
が
集
ま
る
場
で
最

初
に
阿
闍
梨
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た

と
き
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
奈

良
県
の
吉
野
山
で
高
低
差
１
３
５
５
㍍
の
山
道
を

毎
日
48
㌔
㍍
、
１
０
０
０
日
間
に
わ
た
り
歩
き
通

す
「
千
日
回
峰
行
」
に
加
え
、「
四
無
行
」「
八
千

枚
大
護
摩
供
」
と
い
う
荒
行
を
満
行
さ
れ
た
と
い

う
の
で
す
。
と
て
も
人
間
業
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
目
の
前
の
阿
闍
梨
さ
ん
が
そ
れ
を
成
し
遂

げ
た
の
だ
と
考
え
れ
ば
、
人
間
の
可
能
性
の
豊
か

さ
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
思
い
が
し
た
の
も
事
実
で

す
。
私
た
ち
は
つ
い
自
分
自
身
の
能
力
を
枠
に
は

め
、
限
界
を
意
識
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
実

は
も
っ
と
や
れ
る
ん
だ
よ
、
と
背
中
を
押
し
て
も

ら
え
た
気
が
し
ま
し
た
。
今
で
は
仙
台
・
慈
眼
寺

で
開
か
れ
る
護
摩
修
法
に
参
加
す
る
ほ
か
、
折
に

触
れ
友
人
た
ち
と
阿
闍
梨
さ
ん
を
囲
む
食
事
会
を

開
い
た
り
す
る
仲
で
す
。

「
生
き
仏
」
と
も
呼
ば
れ
る
阿
闍
梨
さ
ん
で
す
が
、

人
当
た
り
が
よ
く
誰
と
で
も
フ
ラ
ッ
ト
に
話
を
さ

れ
ま
す
。
楽
し
い
会
話
を
続
け
る
う
ち
に
気
づ
き

を
も
ら
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
よ

く
口
に
す
る
の
が
「
里
に
下
り
て
か
ら
の
ほ
う
が

修
行
で
す
よ
」
と
い
う
言
葉
。
山
で
修
行
を
重
ね

て
い
た
と
き
よ
り
も
、
里
で
人
間
関
係
を
含
め
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
の
ほ
う
が
人

格
を
磨
く
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
だ
か

ら
「
日
々
仕
事
に
向
か
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
も
修

行
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
言
わ
れ
れ

ば
、
自
分
も
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
と
い
う
気
持
ち
に

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
と
も
に
、

阿
闍
梨
さ
ん
と
の
気
づ
き
の
多
い
会
話
を
楽
し
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
田
口
）

里
に
下
り
て
か
ら
が
修
行
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プレジデント

年金で泣く人
年金で笑う人

13 2025.1.31

「年収106万円の壁」「基礎年金の底上げ」…2024年は年金問題が大きく動いた。
老後資金への不安は強まるが、正しい知識を身に付ければ何も怖くはない。

あなたの年金を「金のタマゴ」に変える知恵をお届けする──。



「年収の壁」撤廃､絶対的財源不足､高所得者へのツケ回し…

豊
か
な
老
後
生
活
に
は

「
働
き
続
け
る
」が
前
提

　
年
金
制
度
は
５
年
に
１
度
、
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
す
。
２
０
２
５
年
は
そ
の
年
に
あ
た

り
ま
す
が
、
今
回
は
ど
ん
な
改
革
が
行
わ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
厚
生
労
働
省
は
12
月
上

旬
に
そ
の
具
体
案
を
公
表
し
ま
し
た
。
私
が

配
信
し
て
い
るY

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル

「
オ
タ
ク
会
計
士
ch
【
山
田
真
哉
】
少
し
だ

け
お
金
で
得
す
る
」
の
動
画
で
も
詳
し
く
解

説
し
て
い
ま
す
が
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
誌
で
も

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
大
き
く
左
右
す
る
内

容
も
あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
年
金
改
革
で
は
、
定
年
後
の
働
き

控
え
を
解
消
す
る
改
革
が
行
わ
れ
ま
す
。
現

状
、
60
歳
以
降
に
年
金
を
受
け
取
り
な
が
ら

働
く
と
、
年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

在
職
老
齢
年
金
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
給
与
・
賞
与
と
年
金
を
合
わ
せ
た
額
が

月
50
万
円
を
超
え
る
と
、
超
え
た
分
の
２
分

の
１
が
減
額
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
中
に
は
減
額
さ

れ
な
い
範
囲
で
働
こ
う
と
す
る
人
が
見
ら
れ

ま
す
。
今
後
は
減
額
の
基
準
を
50
万
円
か
ら

62
万
円
ま
た
は
71
万
円
に
引
き
上
げ
、
働
く

シ
ニ
ア
の
受
け
取
れ
る
お
金
を
増
や
す
狙
い

で
す
。

　
年
金
額
底
上
げ
の
改
革
案
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
公
的
年
金
に
は
全
員
が
加
入
し

て
い
る
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）
と
会
社
員
や

構成＝向山 勇　図版作成＝大橋昭一

これから私たちの年金は
どこまで減るのか？
私たちの老後を支える年金。不安を抱えず十分なお金を、本当に国からもらうことはできるのか？

今度の改正で大激変が予想される年金制度について、最新情報をお届けする。

芸能やアニメ関連専門の会計事務所「芸能文化税理士法人」会長。内
閣官房行政改革推進会議EBPM･歳出改革等有識者グループ参画。著
書『さおだけ屋はなぜ潰れないのか？』は165万部を超える大ベストセ
ラーに。YouTubeチャンネル「オタク会計士ch【山田真哉】少しだけお金
で得する」は登録者数１００万人。www.youtube.com/@otakuCPA

公認会計士・税理士
山田真哉  Shinya Yamada
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これから私たちの年金はどこまで減るのか？

会社員ならば国民年金と厚生年金合わせて
月額約30万円もらえる人もいる

出所：厚生労働省年金局「令和4年度 厚生年金保険・国民年金事業の概況」をもとに編集部作成

■厚生年金保険（第1号）　男女別 年金月額階級別受給権者数
　男子：1060万440人　女子：539万6261人（2022年度末）
　※年金月額には基礎年金月額を含む 年金月額

（万円）

42,520
10,079
4,930
7,128
22,573
56,631

163,911
242,231
248,550
270,422

342,760
431,283

519,747
625,003

735,371
835,773

926,898
981,435
958,567
873,863

735,334
553,806

373,837
247,558
162,911
100,437
58,850
33,028
15,615
7,225
12,164

18,838
5,649
49,991
88,044
79,829
96,142

247,838
445,242

679,961
853,550

784,733
602,971

425,915
300,500

217,785
158,271
113,832
76,975
51,987
36,135
23,752
15,400
9,745
5,971
3,370
1,854
916
435
178
126
326

～１
１～
２～
３～
４～
５～
６～
７～
８～
９～
１０～
１１～
１２～
１３～
１４～
１５～
１６～
１７～
１８～
１９～
２０～
２１～
２２～
２３～
２４～
２５～
２６～
２７～
２８～
２９～
３０～

200020 4040 6060 8080 100100

■女子： 受給権者数■男子： 受給権者数
（万人） （万人）

公
務
員
な
ど
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
が

あ
り
ま
す
。
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
基
礎
年
金
と
厚
生
年
金
の
２
階
建
て
で
加

入
し
て
い
ま
す
。
厚
生
年
金
は
、
会
社
員
で

年
収
３
０
０
万
円
だ
っ
た
人
の
場
合
、
毎
年

約
１
４
７
万
円
受
け
取
れ
る
計
算
と
な
り
ま

す
。
40
年
間
勤
務
と
仮
定
し
て
、
支
払
っ
た

厚
生
年
金
保
険
料
は
１
１
４
１
万
円
。
受
給

開
始
か
ら
お
よ
そ
８
年
で
元
を
取
れ
る
こ
と

に
な
り
、
会
社
員
に
と
っ
て
は
有
利
な
年
金

な
の
で
す
。

　
一
方
で
、
国
民
年
金
は
財
政
状
況
が
厳
し

く
、
こ
れ
で
は
自
営
業
な
ど
国
民
年
金
だ
け

に
加
入
す
る
人
は
、
老
後
生
活
が
心
配
で
す
。

そ
こ
で
、
厚
生
年
金
の
積
立
金
の
一
部
と
追

加
の
国
庫
負
担
で
国
民
年
金
の
額
を
底
上
げ

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
結
果
、
基
礎
年
金
は

現
状
の
１
割
低
い
水
準
で
下
げ
止
ま
る
と
い

い
ま
す
。
た
だ
し
、
基
礎
年
金
を
底
上
げ
す

る
た
め
に
「
会
社
や
厚
生
年
金
加
入
者
が
支

払
っ
た
保
険
料
を
流
用
す
る
の
は
ど
う
か
」

と
の
声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
が
受
け
取
る
厚
生
年
金

は
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
基
礎
年
金
の

底
上
げ
に
よ
っ
て
厚
生
年
金
受
給
者
の
大
半

の
受
け
取
る
年
金
額
の
合
計
額
が
増
え
る
の

で
は
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

保
険
料
の
流
用
が
国
民
に
理
解
さ
れ
る
か
は

今
後
の
課
題
で
す
。

高
所
得
者
が
年
金
を

支
え
る
べ
き
な
の
か

　
さ
ら
に
年
金
財
政
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、

高
所
得
者
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
厚
生
年
金
の
保
険
料

は
賞
与
を
除
く
年
収
が
７
９
８
万
円
（
月
額

報
酬
65
万
円
）
で
上
限
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

以
上
に
年
収
が
増
え
て
も
保
険
料
は
増
え
な

い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
月
額
報

酬
の
上
限
を
75
万
〜
98
万
円
に
引
き
上
げ
て
、

年
収
の
増
加
に
合
わ
せ
て
保
険
料
の
負
担
も

増
や
す
予
定
で
す
。

　
共
働
き
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て
、

配
偶
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
る

遺
族
厚
生
年
金
の
男
女
差
も
解
消
さ
れ
ま
す
。

遺
族
厚
生
年
金
は
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
遺
族
が
受
け

取
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
遺
族
厚
生
年
金

の
受
け
取
り
対
象
者
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど

も
が
い
る
配
偶
者
、
ま
た
は
子
ど
も
の
い
な

い
配
偶
者
（
条
件
：
配
偶
者
が
妻
で
あ
り
、
30
歳

未
満
の
場
合
は
５
年
間
支
給
、
30
歳
以
上
の
場
合
は

生
涯
、
配
偶
者
が
夫
の
場
合
は
55
歳
以
上
で
５
年
間

支
給
）
で
し
た
。
改
革
案
で
は
受
給
で
き
る
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改正後

「年収106万円の壁」撤廃で
手取りは減るが年収は微増
■ 短時間労働者社会保険加入条件（現在）

1、3 、4すべてを満たせば社会保険強制加入

■ 夫：会社員（年収500万～800万円）
　 妻：パート（都市部）の場合

出所：山田氏のYouTube動画をもとに編集部作成

年収の壁 税金 社会保険
（健保・年金・雇用）

手取り
（率）

100万円 ー ー 111万円
（111％）

103万円 住民税 ー 113万円
（110％）

103万円超
（104万円）

住民税
所得税 ー 114万円

（110％）
週20時間

（106万円） 〃 ほぼすべての
事業所で社保加入

100万円
（94％）

130万円 〃 〃 117万円
（90％）

150万円 夫の配偶者
控除が逓減 〃 131万円

（87％）

178万円 〃 〃 145万円
（81％）

労働 週20時間以上1 労働 週20時間以上1

賃金 月８万8000円以上（年105万6000円）2

勤務期間 ２カ月以上3

対象 学生は除外4

従業員数 51人以上の企業5

配
偶
者
の
年
齢
を
妻
、
夫
問
わ
ず
20
代
〜
50

代
と
し
て
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
な
い

場
合
は
給
付
期
間
を
５
年
間
に
統
一
し
ま
す
。

現
在
す
で
に
遺
族
厚
生
年
金
を
受
け
取
っ
て

い
る
人
や
40
歳
以
上
の
人
、
子
ど
も
を
養
育

中
の
方
に
は
と
く
に
影
響
は
で
ま
せ
ん
の
で
、

今
回
の
改
正
案
を
気
に
す
る
必
要
は
な
い
で

し
ょ
う
。

「
１
０
6
万
円
の
壁
」か
ら

「
週
20
時
間
の
壁
」へ

　
今
回
の
改
革
案
で
最
も
影
響
の
大
き
い
の

は
、「
年
収
１
０
６
万
円
の
壁
」の
撤
廃
で
す
。

年
収
の
壁
に
は
所
得
税
の
「
１
０
３
万
円
の

壁
」も
あ
り
ま
す
が
、「
１
０
６
万
円
の
壁
」

は
社
会
保
険
の
壁
で
す
。
現
在
、
個
人
事
業

主
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
と

国
民
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料

は
1
人
当
た
り
年
間
20
万
円
ほ
ど
に
な
り
ま

す
。
一
方
、
会
社
員
は
、
健
康
保
険
と
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
保
険
料
は
会

社
と
折
半
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
配

偶
者
に
つ
い
て
は
、
年
収
１
３
０
万
円
未
満

で
あ
れ
ば
、
健
康
保
険
料
が
無
料
、
国
民
年

金
に
も
無
料
で
加
入
で
き
ま
す
（
60
歳
以
上

は
１
８
０
万
円
未
満
）。
こ
の
人
た
ち
は
国
民

年
金
で
「
第
3
号
被
保
険
者
」
と
呼
ば
れ
る

立
場
で
、「
主
婦
年
金
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
年
収
１
３
０
万
円
未
満
の
配
偶
者
は
、

健
康
保
険
も
年
金
も
無
料
に
な
る
こ
と
か
ら
、

か
つ
て
は
「
年
収
１
３
０
万
円
の
壁
」
と
し

て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
１
３
０
万
円
の
壁
の
存
在
に
よ

っ
て
、
働
い
て
い
る
の
に
年
金
保
険
料
を
支

払
わ
な
い
人
が
増
加
す
る
と
い
う
一
面
も
あ

り
、
年
金
財
政
的
に
は
厳
し
く
な
る
一
方
で

す
。
政
府
と
し
て
は
「
こ
の
壁
を
な
ん
と
か

し
て
な
く
せ
な
い
か
」
と
考
え
、
新
し
い
壁

を
つ
く
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
「
短
時
間
労

働
者
の
社
会
保
険
加
入
」
と
呼
ば
れ
る
制
度

で
す
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
5
つ
の
条
件
を

満
た
す
場
合
に
は
、
自
分
で
保
険
料
を
支
払

っ
て
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
条
件
と
は
、
現
在

は
①
週
20
時
間
以
上
働
く
、
②
賃
金
が
月
8

万
８
０
０
０
円
以
上
、
③
勤
務
期
間
2
カ
月

超
え
る
予
定
、
④
学
生
で
は
な
い
、
⑤
従
業

員
数
51
人
以
上
の
企
業
で
働
く
、
で
す
。
５

つ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
に
は
、
社

会
保
険
（
健
康
保
険
＋
厚
生
年
金
）
に
強
制
加

入
と
な
り
ま
し
た
。
②
の
賃
金
月
８
万
８
０

０
０
円
を
年
収
に
換
算
す
る
と
約
１
０
６
万

円
に
な
る
こ
と
か
ら
、「
１
０
６
万
円
の
壁
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
今
回
の
改
正
で
、
こ
の
「
年
収
１

０
６
万
円
の
壁
」
を
撤
廃
し
よ
う
と
い
う
の

で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
３
年
の
最
低
賃

金
は
、
全
国
平
均
で
１
０
０
４
円
で
し
た
。

こ
の
金
額
で
あ
れ
ば
、
週
20
時
間
は
働
い
て

も
月
8
万
６
０
０
０
円
程
度
に
し
か
な
り
ま

せ
ん
。
②
の
条
件
で
あ
る
8
万
８
０
０
０
円

を
下
回
っ
て
い
る
の
で
、
社
会
保
険
未
加
入

で
よ
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
24
年
の
最

低
賃
金
は
、
全
国
平
均
で
50
円
ほ
ど
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。
週
20
時
間
働
く
と
、
９
万
６
４

４
円
で
す
。
最
低
賃
金
で
も
8
万
８
０
０
０

円
を
超
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、
②
の
賃
金
が

8
万
８
０
０
０
円
以
上
と
い
う
条
件
は
意
味

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で

今
回
の
改
革
で
は
②
の
賃
金
要
件
が
な
く
な

り
、
加
え
て
⑤
の
従
業
員
51
人
以
上
の
規
定

も
な
く
な
る
予
定
と
な
り
、「
１
０
６
万
円

の
壁
」
か
ら
「
週
20
時
間
の
壁
」
と
な
る
見

通
し
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
事
務
所
の
場
合
は
、
従
業
員

が
５
人
以
上
で
特
定
業
種
に
該
当
す
る
場
合

の
み
強
制
加
入
の
対
象
で
し
た
が
、
今
回
は

こ
の
業
種
縛
り
も
な
く
な
り
ま
す
。
個
人
事

務
所
で
従
業
員
が
５
人
未
満
の
場
合
以
外
は

す
べ
て
社
会
保
険
に
強
制
加
入
と
な
り
ま
す
。
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これから私たちの年金はどこまで減るのか？

こ
の
改
革
で
、
働
く
人
の
手
取
り
収
入
に
ど

の
程
度
の
影
響
が
出
る
で
し
ょ
う
か
。
例
を

挙
げ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

夫
の
年
収
５
０
０
万
円
か
ら

８
０
０
万
円
の
場
合

　
夫
が
年
収
５
０
０
万
円
か
ら
８
０
０
万
円

の
会
社
員
で
、
妻
が
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る

ケ
ー
ス
で
す
（
都
市
部
に
居
住
）。
仮
に
妻
の

パ
ー
ト
収
入
が
年
１
０
０
万
円
の
場
合
、
手

取
り
額
は
１
１
１
万
円
と
な
り
ま
す
。
年
収

よ
り
手
取
り
額
が
多
く
な
る
の
は
、
夫
の
配

偶
者
控
除
を
考
慮
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
妻

が
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
場
合
、
年
収
１
０

３
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
夫
が
配
偶
者
控
除
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
配

偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
夫
の
手
取

り
額
が
11
万
円
増
え
る
た
め
に
、
そ
れ
を
妻

の
手
取
り
額
に
加
算
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
妻
の
年
収
が
１
０
０
万
円
の
場
合
に
は
、

手
取
り
額
が
１
１
１
万
円
と
な
り
、
手
取
り

率
で
考
え
る
と
１
１
１
％
で
す
。
そ
し
て
、

妻
の
年
収
が
１
０
０
万
円
を
超
え
る
と
、
妻

に
住
民
税
が
か
か
り
ま
す
。
仮
に
年
収
１
０

３
万
円
で
あ
れ
ば
、
手
取
り
額
は
１
１
３
万

円
、
手
取
り
率
は
１
１
０
％
に
下
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
妻
の
年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え
る

と
妻
に
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。
仮
に
年
収

１
０
４
万
円
で
あ
れ
ば
手
取
り
額
は
１
１
４

万
円
で
手
取
り
率
１
１
０
％
で
す
。

　
１
週
間
の
労
働
時
間
が「
週
20
時
間
の
壁
」

を
超
え
る
と
、
改
正
後
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事

業
所
で
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険

と
い
っ
た
社
会
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
仮
に
20
時
間
を
超
え
た
時
点
の

年
収
が
１
０
６
万
円
だ
っ
た
と
す
る
と
、
手

取
り
額
は
１
０
０
万
円
と
な
り
、
手
取
り
率

は
94
％
ま
で
下
が
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
無
料

だ
っ
た
社
会
保
険
料
の
負
担
が
発
生
す
る
こ

と
に
よ
り
、
手
取
り
率
が
マ
イ
ナ
ス
約
16
％

に
な
る
の
で
す
。
ち
な
み
に
年
収
が
１
３
０

万
円
に
増
え
る
と
、
社
会
保
険
料
は
さ
ら
に

増
え
手
取
り
額
は
１
１
７
万
円
、
手
取
り
率

は
90
％
で
す
。
こ
の
先
に
「
年
収
１
５
０
万

円
の
壁
」
も
存
在
し
ま
す
（
２
０
２
５
年
以
降

は
「
１
６
０
万
円
の
壁
」に
す
る
こ
と
を
現
在
検
討
中
）。

そ
れ
は
夫
の
配
偶
者
控
除
の
壁
で
す
。
配
偶

者
控
除
に
は
「
配
偶
者
控
除
」
と
「
配
偶
者

特
別
控
除
」
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。「
配
偶
者

控
除
」
は
妻
の
パ
ー
ト
収
入
（
給
与
収
入
）
が

１
０
３
万
円
以
下
の
場
合
、
夫
の
所
得
か
ら

38
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
（
２
０
２
５
年
以
降
は
１
０
３
万
円
以
下
と
い
う
基

準
の
変
更
を
検
討
中
だ
が
、控
除
額
に
変
更
は
な
い
）。

「
配
偶
者
特
別
控
除
」
は
妻
の
パ
ー
ト
収
入

が
１
０
３
万
円
を
超
え
た
場
合
に
、
夫
の
所

得
か
ら
最
大
38
万
円
を
差
し
引
け
る
制
度
で

す
。
妻
の
パ
ー
ト
収
入
が
１
５
０
万
円
の
壁

を
超
え
る
と
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
額
が
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま
す
。
妻
の
パ
ー
ト
収

入
が
１
５
０
万
円
の
場
合
、
配
偶
者
特
別
控

除
の
効
果
も
加
味
し
た
妻
の
手
取
り
額
は
１

３
１
万
円
で
手
取
り
率
は
87
％
で
す
。
国
民

民
主
党
は「
年
収
１
０
３
万
円
の
壁
」を「
年

収
１
７
８
万
円
」
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
年
収
に
な
る
と
妻
の

手
取
り
額
は
１
４
５
万
円
で
手
取
り
率
は
81

％
と
な
り
ま
す
。
税
金
と
社
会
保
険
料
で
20

％
程
度
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

働
い
て
も
増
え
る
年
金
は

た
っ
た
の
年
５
７
０
０
円

　
週
20
時
間
以
上
働
い
て
、
社
会
保
険
に
加

入
し
た
場
合
、
無
料
だ
っ
た
健
康
保
険
料
や

年
金
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
手
取
り
は
15
％
以
上
減
少
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ケ
ガ
や
病
気
で
働
け
な
く
な
っ

た
と
き
に
は
最
長
1
年
半
の
傷
病
手
当
金
や

障
害
厚
生
年
金
を
受
け
取
れ
る
ほ
か
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
も
増
え
ま
す
。
た
だ
、
1

年
間
、
働
い
た
こ
と
に
よ
る
年
金
の
増
加
額

は
年
５
７
０
０
円
程
度
で
す
。
支
払
っ
た
年

金
保
険
料
の
元
を
取
る
た
め
に
は
、
17
年
以

上
は
年
金
を
受
け
取
り
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
支
払
っ
た
健
康
保
険
料
の
分
ま
で

元
を
取
ろ
う
と
考
え
る
と
28
年
か
か
り
ま
す
。

仮
に
65
歳
か
ら
年
金
の
受
け
取
り
を
開
始
す

る
と
、
年
金
分
だ
け
な
ら
82
歳
以
上
ま
で
長

生
き
す
れ
ば
元
が
取
れ
ま
す
が
、
健
康
保
険

料
の
分
ま
で
含
め
る
と
93
歳
以
上
ま
で
長
生

き
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
考
え
る
と
、「
働
く
時
間
を
週
20
時

間
未
満
に
抑
え
た
い
」
と
考
え
る
人
が
増
え

そ
う
で
す
。
そ
れ
で
は
改
革
の
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
働
き
控
え
を
抑
え
る
た
め
の

対
策
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
前
述
の
よ

う
に
厚
生
年
金
の
保
険
料
は
会
社
と
本
人
が

折
半
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
革
で
は
こ
の

負
担
率
を
調
整
可
能
に
す
る
案
も
で
て
い
ま

す
。
年
収
１
０
６
万
円
で
あ
れ
ば
会
社
と
本

人
の
負
担
割
合
を
最
大
９
対
１
に
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
れ
で
い
て
、
将
来
は
厚

生
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
得
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
得
感
が
増
し
て
働
き
控
え
を
解
消
す

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

年
収
が
１
０
６
万
円
以
上
に
な
っ
て
も
保
険

料
の
負
担
が
徐
々
に
増
え
る
形
に
な
れ
ば

「
年
収
の
壁
を
気
に
せ
ず
に
働
け
る
だ
ろ
う
」

と
厚
生
労
働
省
は
考
え
て
い
る
の
で
す
。
会

社
の
負
担
率
を
上
げ
る
と
、
経
営
が
厳
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
会
社
へ
の
支
援

も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
社
会
保
険
料
を
負
担
す
る
の
が

い
や
だ
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
扶
養
か
ら
外

れ
な
い
方
法
で
働
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
方
法
に
は
４
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ
目
は
働

く
時
間
を
週
20
時
間
未
満
に
抑
え
る
こ
と
で

す
。
時
給
が
１
２
０
０
円
で
週
19
・
5
時
間

の
契
約
で
働
く
と
、
月
換
算
10
万
円
に
な
り

ま
す
。
８
万
８
０
０
０
円
は
余
裕
で
超
え
て

し
ま
い
ま
す
が
、
週
20
時
間
の
基
準
を
下
回

っ
て
い
る
の
で
、
社
会
保
険
に
加
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
月
に
た
っ

た
一
度
だ
け
1
週
間
の
労
働
時
間
が
20
時
間

以
上
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

す
ぐ
に
社
会
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雇
用
契
約
で

勤
務
時
間
を
ど
う
決
め
て
い
る
か
で
す
。

「
週
20
時
間
未
満
で
は
生
活
が
で
き
な
い
」

と
い
う
人
に
は
、
裏
技
的
で
は
あ
り
ま
す
が

２
つ
目
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
複
数

の
会
社
で
週
20
時
間
未
満
ず
つ
勤
務
す
る
の
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超氷河期世代の多くは30代で正社員化

出所：労働力調査データベースをもとに編集部作成

時期 2013年 2018年 2023年
当時の年齢 35～39歳 40～44歳 45～49最

正社員 非正規 正社員 非正規 正社員 非正規

男
就労数（万人） 346 35 343 33 334 30

比率 90.80% 9.20% 91.20% 8.80% 91.80% 8.20%

女
就労数（万人） 131 141 154 182 155 180

比率 48.20% 51.80% 45.80% 54.20% 46.30% 53.70%
女（既婚）就労数（万人） 72 104 93 141 92 142

で
す
。
こ
の
場
合
、
働
く
時
間
を
合
算
す
る

ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
社
会
保
険
に
加

入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
合

算
し
て
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
だ
と
扶
養

か
ら
外
れ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
３
つ
目
は
５
人
未
満
の
個
人
事

務
所
で
働
く
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
も
年
収

１
３
０
万
円
未
満
に
抑
え
る
必
要
は
あ
り
ま

す
。
４
つ
目
は
、
契
約
方
法
を
パ
ー
ト
で
は

な
く
業
務
委
託
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
す
。

こ
の
場
合
も
所
得
を
１
３
０
万
円
未
満
に
抑

え
る
必
要
は
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
３
つ
目

以
外
の
方
法
の
場
合
、
雇
用
保
険
に
も
加
入

で
き
な
い
の
で
、
こ
の
点
は
デ
メ
リ
ッ
ト
に

な
り
ま
す
。
雇
用
保
険
に
は
失
業
手
当
や
育

休
手
当
、
教
育
訓
練
給
付
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

氷
河
期
世
代
の「
貧
困
」は

本
当
に
解
消
す
る
の
か

　
こ
の
よ
う
に
政
府
は
あ
の
手
こ
の
手
で
多

く
の
人
を
社
会
保
険
に
加
入
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
年
金
財
政
が
苦
し

い
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
就
職
氷

河
期
世
代
の
老
後
の
貧
困
を
減
ら
し
た
い
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
就
職
氷
河
期
世
代

に
は
、
非
正
規
雇
用
で
働
い
て
い
る
人
が
多

く
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち

は
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
が
少
な
く
な
る
の

で
貧
困
が
続
い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
社
会
保
険
に
入
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

前
提
が
覆
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。
24

年
12
月
10
日
に
行
わ
れ
た
第
23
回
社
会
保
障

審
議
会
年
金
部
会
に
慶
應
義
塾
大
学
教
授
の

権
丈
善
一
委
員
が
提
出
し
た
資
料
で
明
ら
か

に
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
資
料
に
よ
る
と
、

就
職
氷
河
期
世
代
の
非
正
規
労
働
者
の
う
ち

67
・
９
％
を
既
婚
女
性
が
占
め
て
い
て
、
多

く
が
パ
ー
ト
主
婦
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

就
職
氷
河
期
世
代
で
も
、
大
卒
の
人
は
30
代

前
半
ま
で
に
は
多
く
が
正
社
員
に
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、「
就
職
氷
河
期
世
代
に
は

非
正
規
労
働
者
が
多
い
」
と
い
う
前
提
が
崩

れ
た
の
で
す
。
こ
の
資
料
が
厚
生
労
働
省
に

提
出
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
点
は
、
今
後
の
議
論
を
待
つ
と
し
て
、

「
１
０
６
万
円
の
壁
」に
話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
険
の
対
象
者
が
増
え
る
と
、
企
業
も

従
業
員
の
社
会
保
険
料
を
折
半
で
負
担
す
る

の
が
大
変
で
す
。
今
回
の
改
革
で
は
、
従
業

員
50
人
以
下
の
会
社
も
社
会
保
険
の
対
象
と

な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
規
模
に
な
る
と
、

経
理
の
仕
事
は
社
長
が
や
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
多
い
で
し
ょ
う
。
社
会
保
険
の
手
続
き
だ

け
で
も
大
変
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
社
会
保

険
労
務
士
に
も
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
し
、
社
会
保
険
料
の
負
担
が
重
く
な

る
と
、
滞
納
す
る
会
社
も
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。
社
会
保
険
料
を
徴
収
し
て
い
る
の
は
日

本
年
金
機
構
で
す
が
、
実
は
そ
の
取
り
立
て

は
厳
し
い
の
で
す
。
経
営
状
態
な
ど
考
慮
し

て
く
れ
な
い
ケ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

従
業
員
が
週
20
時
間
以
上
働
い
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
保
険
に
加
入
さ
せ
て

い
な
い
場
合
、
悪
質
だ
と
判
断
さ
れ
れ
ば
６

カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰

金
と
い
う
重
た
い
懲
罰
も
待
っ
て
い
ま
す
。

国
は
厚
生
年
金
保
険

加
入
者
を
増
や
し
た
い

　
今
回
の
年
金
改
革
で
は
見
送
り
に
な
り
ま

し
た
が
、「
主
婦
年
金
の
廃
止
」
も
検
討
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
主
婦
年
金

と
は
、
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
の
こ

と
で
す
。
会
社
員
の
配
偶
者
は
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
保
険
料
を
納
め
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
タ
ダ
で
国
民
年

金
に
加
入
で
き
る
の
は
、
１
９
６
１
年
に
国

民
皆
保
険
制
度
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
関
係

し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
会
社
員
の
配
偶
者

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
し
な
く
て
も

よ
い
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、
国
民
皆
保
険

制
度
が
導
入
さ
れ
た
以
上
は
、
加
入
さ
せ
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
収
入
が

な
い
の
で
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
ま
ま
で
は
将
来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
と
く
に
熟
年
離
婚
し
た
場
合

な
ど
に
は
老
後
の
生
活
が
不
安
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
議
論
が
あ
り
、
１
９
８
６
年
に
な

っ
て
会
社
員
の
配
偶
者
は
無
料
で
国
民
年
金

に
加
入
す
る
「
第
３
号
被
保
険
者
」
制
度
が

で
き
ま
し
た
。
対
象
者
の
多
く
が
専
業
主
婦

だ
っ
た
こ
と
か
ら
主
婦
年
金
と
呼
ば
れ
て
い

る
の
で
す
。

　
以
前
か
ら
廃
止
は
検
討
さ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
廃
止
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
案
が
出

て
い
ま
し
た
。
主
な
３
つ
を
挙
げ
ま
す
と
、

①
主
婦
年
金
の
負
担
を
有
料
に
す
る
、
②
主

婦
年
金
の
給
付
を
減
ら
す
、
③
配
偶
者
も
厚

生
年
金
に
入
る
、
で
す
。
個
人
事
業
主
の
配

偶
者
は
保
険
料
を
支
払
っ
て
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
①
は
そ
れ
と
同
様
に
保
険

料
を
支
払
っ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
方
法

で
す
。
２
０
２
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
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これから私たちの年金はどこまで減るのか？

年金受給者は確定申告不要で
「定額減税」うまみ両取り

※年金収入400万円以下＆それ以外の所得が年20万円（給与75万円）以下➡申告不要
※給与収入年2000万円以下＆（65歳以上）年金収入130万円以下➡申告不要

税務署

所得税減税
１人３万円

（2024年６月～）

（2025年３月15日提出分）

住民税減税
１人１万円

（2024年10月～）

定額減税
▲３万円

会社

令和６年（2024年）分確定申告不要

年金＆給与（甲欄）
定額減税
▲３万円

年金事務所

■年金＋給与

もらい得！
確定
申告

出所：山田氏のYouTube動画をもとに編集部作成

は
１
カ
月
１
万
６
９
８
０
円
で
す
か
ら
年
間

20
万
３
７
６
０
円
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
た

だ
、
無
職
の
場
合
は
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん

か
ら
、
実
質
的
に
は
配
偶
者
で
あ
る
会
社
員

が
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

税
金
の
控
除
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ

を
考
慮
す
る
と
、
実
質
負
担
は
年
間
15
万
円

程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。
②
は
主
婦
年
金

の
制
度
は
残
し
つ
つ
も
受
け
取
れ
る
金
額
が

減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
③
は
配
偶
者
も
厚

生
年
金
に
加
入
す
る
案
で
す
が
、
今
回
の
改

革
案
で
週
に
20
時
間
以
上
働
く
場
合
に
は
年

収
に
か
か
わ
ら
ず
厚
生
年
金
へ
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
部
分
的
に
実
施
さ

れ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　
主
婦
年
金
の
廃
止
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、

厚
生
年
金
の
加
入
者
を
ど
ん
ど
ん
増
や
す
方

向
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
そ
も
そ
も
主

婦
が
タ
ダ
で
年
金
に
加
入
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
国
民
皆

保
険
制
度
に
よ
っ
て
無
収
入
の
人
も
加
入
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
今
後
、
再

び
主
婦
年
金
の
廃
止
が
検
討
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、
だ
と
し
て
も
す
ぐ
に
す
べ

て
を
廃
止
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
育

児
や
介
護
の
た
め
に
専
業
主
婦
を
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
い
の
で
、
そ
れ
を
考
慮

し
な
が
ら
、
検
討
が
進
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

年
金
受
給
者「
定
額
減
税
」を

合
法
的
に
２
重
取
り

　
２
０
２
４
年
に
実
施
さ
れ
た
定
額
減
税
も

年
金
受
給
者
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
定
額
減
税
は
岸
田
文
雄
政
権
時
代

の
２
０
２
２
年
末
に
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

打
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
も
物

価
高
騰
対
策
は
講
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

住
民
税
非
課
税
世
帯（
生
活
保
護
世
帯
を
含
む
）

や
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
給
付
金

を
支
給
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
「
一
部
の
世
代
だ
け
優
遇
す
る
の

は
不
公
平
だ
」
と
の
声
が
高
ま
り
、
追
加
の

給
付
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
過
程
で「
給

付
金
で
な
く
減
税
だ
」
と
な
り
、
１
人
４
万

円
の
定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
た
の
で
す
。

　
１
人
４
万
円
の
減
税
の
内
訳
は
「
３
万
円

の
所
得
税
減
税
」
と
「
１
万
円
の
住
民
税
減

税
」
で
す
。
会
社
員
の
場
合
、
所
得
税
減
税

は
会
社
が
手
続
き
し
ま
す
し
、
住
民
税
減
税

は
住
所
地
の
自
治
体
が
手
続
き
し
ま
す
か
ら
、

自
分
で
手
続
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
１
人
４
万
円
」
の
減
税
で
す
か
ら
、

働
い
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
な
ど

の
扶
養
家
族
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場

合
に
は
、
扶
養
し
て
い
る
納
税
者
の
税
金
か

ら
減
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
扶
養
家
族
が
多
い
場
合

や
納
税
者
の
所
得
が
少
な
い
場
合
に
は
、
定

額
減
税
の
枠
が
余
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
は
、
納
税
額
か
ら
差
し
引
き

き
れ
な
い
分
を
「
調
整
給
付
金
」
と
し
て
給

付
し
ま
す
。

　
年
金
を
受
給
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
人
の

場
合
、
定
額
減
税
の
「
２
重
取
り
」
が
可
能

に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
年
金
受
給
者

は
２
０
２
４
年
６
月
の
年
金
で
「
３
万
円
の

所
得
税
減
税
」
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
勤
務

先
の
会
社
の
給
与
か
ら
も
「
所
得
税
減
税
」

を
受
け
て
い
る
は
ず
で
す
。
減
税
が
重
複
し

た
場
合
に
は
、「
令
和
６
年
分
の
確
定
申
告
」

で
調
整
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下

で
そ
れ
以
外
の
所
得
が
年
20
万
円
以
下
の
場

合
」
あ
る
い
は
「
給
与
収
入
が
年
２
０
０
０

万
円
以
下
で
年
金
収
入
が
１
３
０
万
円
以
下

の
人
の
場
合
」
に
は
、
確
定
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
減
税
分
が
調
整

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
定
額
減
税
の
２
重

取
り
」
が
で
き
る
の
で
す
。
と
は
い
え
、
年

金
を
受
給
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
場
合
、
会

社
で
受
け
取
る
給
与
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
３
万
円
の
所
得
税
減
税

を
ま
る
ま
る
受
け
る
ケ
ー
ス
は
多
く
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
数
千
円
程
度
の
定
額
減
税
の

上
乗
せ
は
受
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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清水典子
Noriko Shimizu
社会保険労務士、年金アドバイザー。
2003年開業。「オフィス・椿」所長。年金
分野に特化した社会保険労務士として
２万件を超える年金請求、調査などの
実績を持つ。『図解 いちばん親切な年
金の本 24-25年版』（ナツメ社）の監修
を務める。

構成＝鈴木 工　図版作成＝大橋昭一

ゼロからわかる

年金のしくみ
超入門

目まぐるしく変わる社会に合わせて、見直しと改革を繰り返す年金制度。
かつての常識が、いつの間にか刷新されていることも少なくない。
身近な疑問を糸口に、今、最低限知っておきたい「年金の基本」を学ぼう。
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な
ぜ
保
険
料
と
年
金
額
は
毎
年
変
わ
る
？

年金の
全体像

1
ゼロからわかる ｢年金のしくみ｣超入門

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
役
世
代
が
将
来
受

給
す
る
年
金
の
給
付
水
準
を
確
保
す
る
た
め
、

賃
金
と
物
価
が
上
昇
し
た
場
合
、
現
役
世
代

の
人
口
減
少
や
平
均
余
命
の
延
び
な
ど
社
会

情
勢
に
合
わ
せ
て
年
金
額
の
伸
び
を
抑
制
す

る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
に
よ
る
調
整

が
入
る
の
で
す
（
左
上
表
）。「
イ
ン
フ
レ
で
生

活
が
大
変
だ
か
ら
、
年
金
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」
の
要
望
に
応
え
て
湯
水
の
よ
う
に
給
付

し
て
い
て
は
、
年
金
制
度
が
目
指
す
「
１
０

０
年
先
ま
で
続
く
」
を
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
財
政
均
衡
を
図
る
べ
く
、
２
０
０

４
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
後
、
年
金
制
度
や
給
付
水
準
に
不
安
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
先
も
年
金
制
度

が
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
の
財
政
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
、
定
期
健
康
診
断
的
な
「
財
政

検
証
」
が
５
年
に
１
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
役
男
子
の
平
均
手
取
り
収
入
額
を
１
０
０

％
と
し
た
場
合
、
夫
婦
２
人
の
モ
デ
ル
世
帯

が
受
け
取
る
年
金
額
は
50
％
を
下
回
っ
て
は

い
け
な
い
と
法
律
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
24

年
の
結
果
は
、
経
済
成
長
率
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で

も
将
来
50
％
を
維
持
で
き
る
見
通
し
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
24
年
12
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
健
康
保
険
証
が
一
体
化
さ
れ
ま
し
た
が
、

18
年
か
ら
年
金
の
手
続
き
は
原
則
年
金
手
帳

が
な
く
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
や
加
入
記

録
の
照
会
、
各
種
届
け
出
や
添
付
書
類
の
省

略
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

な
く
社
会
全
体
で
備
え
る
と
い
う
の
が
公
的

年
金
の
根
本
に
あ
る
発
想
で
す
。
あ
く
ま
で

も
「
払
う
」
と
「
受
け
取
る
」
が
ワ
ン
セ
ッ

ト
。
払
わ
ず
し
て
も
ら
う
こ
と
は
原
則
あ
り

ま
せ
ん
。
年
金
の
財
源
は
保
険
料
と
国
庫
負

担
、
積
立
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
現
役

時
代
に
払
っ
た
保
険
料
を
積
み
立
て
、
老
後

に
受
け
取
る
「
積
み
立
て
方
式
」
で
は
な
く
、

高
齢
者
世
代
の
年
金
給
付
を
そ
の
時
点
の
現

役
世
代
か
ら
の
保
険
収
入
で
賄
う
「
賦
課
方

式
」
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
金
額
は
賃
金
と
物
価
の
変
動
に
合
わ
せ

て
毎
年
改
定
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
変
動
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
わ

　
年
を
重
ね
る
ご
と
に
「
は
た
し
て
自
分
は

老
後
に
い
く
ら
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
、

だ
ん
だ
ん
公
的
年
金
制
度
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
る
人
も
い
る
は
ず
で
す
。
年
金
は
老
後

に
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
も
ら
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け

に
特
化
し
た
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族

を
養
う
担
い
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
受
け

取
れ
る
遺
族
年
金
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
際

に
受
け
取
れ
る
障
害
年
金
も
生
活
を
保
障
し

て
く
れ
る
大
事
な
制
度
で
す
。
公
的
年
金
は

３
大
リ
ス
ク
に
備
え
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
言
え
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
個
人
で
は

1942

1944

1954

1973

1985

1990

1994

2004

2017

2020

1961

2009

2016

2010

数値は2024年度のもの。賃金や物価の伸びがマイナスの
場合は、マクロ経済スライドは行わない。年金財政が長期
にわたって均衡すると見込まれるまで調整は行われる。

（年）

※厚生労働省の資料を参考に編集部が作成

年金の給付額を抑える
「マクロ経済スライド」

社会情勢で変わっていった
公的年金制度の歴史

賃金（か物価）の
上昇率

マクロ経済スライド
による調整

年金額の
改定率

３.１％
2.7%

0.4%

現役世代の減少
と平均余命の延
びに応じて算出
した「スライド調
整率」を差し引く。

労働者年金保険法の制定。工場などの男
子労働者向けに公的年金制度が創設
ホワイトカラー労働者や女性も加入可能
になる
厚生年金が報酬比例部分と定額部分の2
階建てに

国民年金法の施行で「国民皆年金」に

基礎年金の国庫負担が2分の1に

マクロ経済スライドの見直し

社会保険庁が日本年金機構に改組

物価の上昇に応じて年金が増える物価ス
ライド制を導入
基礎年金を導入。第3号被保険者として専
業主婦への年金加入を義務付け
物価上昇と年金額が連動する「完全自動
物価スライド制」を実施
厚生年金（定額部分）支給開始年齢60歳
を65歳に段階的に引き上げることが決定
保険料率の段階的引き上げ。「マクロ経
済スライド」を導入

受給資格を得られる保険料納付済期間
が25年から10年に短縮

厚生年金の適用拡大の決定
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パ
ー
ト
勤
務
で
も
厚
生
年
金
に
入
れ
る
？

年金の
種類

2
　
年
金
の
加
入
者
は
「
被
保
険
者
」
と
呼
ば

れ
、
職
業
や
立
場
に
よ
っ
て
３
つ
に
分
か
れ

ま
す
。
自
営
業
は
第
１
号
、
会
社
員
と
公
務

員
は
第
２
号
、
第
２
号
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
が
第
３
号
で
す
。
第
３
号
は
納
付
し

な
く
て
も
年
金
を
も
ら
え
ま
す
が
、
年
収
１

３
０
万
円
未
満
が
条
件
。
超
え
る
と
第
１
号

と
し
て
自
分
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

か
、
第
２
号
と
し
て
給
与
と
賞
与
か
ら
厚
生

年
金
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
か
つ
て
は
自
営
業
は
国
民
年
金
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
厚
生
年
金
、
公
務
員
は
共
済
年
金

（
厚
生
年
金
と
の
シ
ス
テ
ム
統
合
に
よ
り
15
年
に
廃

止
）
と
わ
か
り
や
す
い
区
分
で
し
た
。
今
は

昔
と
比
べ
て
働
き
方
が
多
様
化
し
た
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
で
き

る
人
が
限
ら
れ
て
き
た
の
で
、
加
入
で
き
る

人
の
条
件
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
５
０
１
人
以
上
が
適
用
対
象
だ
っ

た
事
業
所
の
従
業
員
数
は
、
24
年
10
月
か
ら

は
51
人
以
上
に
拡
大
し
ま
し
た
。
パ
ー
ト
な

ど
の
短
時
間
労
働
者
も
、
１
週
間
の
労
働
時

間
と
１
カ
月
間
の
労
働
日
数
が
正
社
員
の
４

分
の
３
以
上
に
な
る
か
、
左
下
表
の
よ
う
な

条
件
が
揃
う
と
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。

　
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る
と
「
手
取
り

が
減
っ
て
困
る
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
見

方
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
第
３
号
が
第
２

号
に
な
っ
た
場
合
、
健
康
保
険
も
セ
ッ
ト
な

の
で
傷
病
手
当
金
や
出
産
手
当
金
な
ど
が
労

働
者
と
し
て
保
障
さ
れ
ま
す
。
負
担
が
増
え

る
分
、受
け
取
る
権
利
は
増
え
る
の
で
す
。今
、

手
取
り
が
減
る
デ
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
、
将
来

の
保
障
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う
が
大
き

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
も
手

取
り
減
を
警
戒
し
て
働
き
控
え
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
、
年
収
１
５
６
万
円
未
満
ま
で
は
保

険
料
負
担
割
を
通
常
の
労
使
折
半
で
は
な
く

企
業
負
担
を
増
や
し
、
減
り
幅
を
埋
め
る
特

例
を
厚
生
労
働
省
は
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
種
別
で
注
意
し
た
い
の
は
変
更
時
で
す
。

就
職
し
て
第
２
号
に
な
っ
た
と
き
は
会
社
が

手
続
き
し
て
く
れ
ま
す
が
、
転
職
ま
で
の
期

間
や
失
業
中
で
第
１
号
に
な
っ
た
と
き
は
、

住
ん
で
い
る
市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
に
本
人
が
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。
届
け
出
漏
れ
が
あ

る
と
将
来
の
受
給
額
に
影
響
す
る
の
で
、
空

白
期
間
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

（会社に制
度があれば
強制加入）

年金制度の体系図

個人年金保険

iDeCo（個人型確定拠出年金）

国民年金（老齢基礎年金）

国民年金
基金

厚生年金保険
（老齢厚生年金）

確
定
給
付
企
業
年
金（
D
B
）

企
業
型
確
定
拠
出
年
金（
D
C
）

企業年金厚
生
年
金
基
金

第１号
被保険者

第２号
被保険者

第３号
被保険者

3階 任意
加入

2階

1階

強制
加入

従業員数51人以上の企業で働く、以下の4つの条件をすべて
満たすアルバイト・パートは、厚生年金の加入対象になった。
2024年10月から施行。

週の所定労働時間が20時間以上30時間未満
（残業時間は含まない）

●自営業、
自営業の
配偶者、学
生、失業中
の人

●会社員、公務員、
長時間勤務のパート
など

● 第 2 号
被保険者
に扶養さ
れている
配偶者

基本給と手当の合計月額が８.８万円以上

継続して2カ月を超える雇用の見込みがある

学生ではない
（休学中、定時制、通信制は加入対象）

●市区町
村の役所・
役場に本
人が届け出

●勤め先の会社な
どが届け出

●本人が
配偶者の
会社など
を経 由し
て届け出

●自分で
納める

●給料から自動天
引き

●自己負
担なしの
ため不要

加入の手続き

納付方法

加入者

年金の加入者は3種類に分かれる

加入対象が拡大する厚生年金
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年
金
受
給
額
が
足
り
な
い
と
き
、選
ぶ
べ
き「
上
乗
せ
」制
度
は
？

年金の
３階部分

3
ゼロからわかる ｢年金のしくみ｣超入門

50
歳
か
ら
で
も
遅
く
な
い

月
４
０
０
円
の「
付
加
年
金
」

　
第
２
号
は
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、

２
階
部
分
に
該
当
す
る
老
齢
厚
生
年
金
を
備

え
て
い
ま
す
（
24
㌻
図
）。
そ
れ
に
比
べ
る
と

第
１
号
は
２
階
が
な
く
、
も
ら
え
る
額
が
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
額
を
上
乗
せ
し
た
い

場
合
、
利
用
で
き
る
の
が「
国
民
年
金
基
金
」

と
「iD

eCo

（
イ
デ
コ
）」
で
す
。

　
国
民
年
金
基
金
は
加
入
し
た
年
齢
と
口
数

に
よ
っ
て
年
金
額
が
変
わ
り
、
支
給
開
始
と

期
間
が
異
な
る
終
身
年
金
２
種
類
、
確
定
年

金
５
種
類
（
最
初
の
１
口
目
は
終
身
年
金
）
か
ら

選
べ
ま
す
。iD

eCo

は
、
第
１
号
だ
け
で
な

く
第
２
号
、
第
３
号
も
利
用
可
能
で
す
。

　
第
１
号
に
お
勧
め
し
た
い
の
が
付
加
年
金

で
す
。
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
と

利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
１
カ
月
の
国
民
年
金

保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
プ
ラ
ス
し
て
納

付
す
る
と
、『
上
乗
せ
し
た
月
数
×
２
０
０

円
』
が
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
10
年
納

付
す
る
と
年
間
２
万
４
０
０
０
円
の
付
加
年

金
が
一
生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。
50
歳
か
ら
始

め
て
も
決
し
て
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
厚
生
年
金
保
険
の
３
階
部
分
に
該
当
す
る

の
が
企
業
年
金
で
、
入
社
し
た
会
社
に
制
度

が
あ
れ
ば
原
則
加
入
に
な
り
ま
す
。
代
表
的

な
の
が
「
確
定
給
付
企
業
年
金
（
Ｄ
Ｂ
）
」

と
「
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
（
Ｄ
Ｃ
）
」。
そ

れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ

か
り
理
解
し
、
老
後
の
資
金
に
活
用
し
ま
し

ょ
う
。

第1号被保険者が上乗せできる年金

国民年金基金 iDeCo（イデコ）

加入
対象者

途中解約

掛金

資産運用

メリット

デメリット

受給

•20～65歳
•国民年金の第1号被保険者と任意加入被保険者

•iDeCoと合計して月の上限68,000円（加入年齢・性別
により異なる）

•20～65歳
国民年金の第1号から第3号被保険者と任意加入被保険者

•月5,000円から千円単位で選択。第1号被保険者の上
限額は国民年金基金の掛金との合計で68,000円

•基金が行う。あらかじめ決められた予定利率で掛金
が運用されるため、加入時に受給額が確定する。

•毎月の掛金と金融商品を決めて自分で運用。運用実
績によって受け取れる金額が変動する

•65歳（プランにより60歳）から
•終身年金が基本

•60～75歳から5年以上20年以下の期間で受け取る
•年金（分割）または一時金（一括）で受け取れる

•原則、途中解約はできない。会社員になって加入資格
がなくなったら脱退。それまで納めた分は年金として受
け取れる。掛金の口数を減らすことは可能

•原則、途中解約はできない。掛金の積み立てをやめ
ると、運用指図者となり、それまで積み立てた額の運用
を続けることに

•掛金は全額所得控除の対象。受け取る際、公的年金
等控除が適用される
•原則終身なので長生きするほど得

•掛金は全額所得控除の対象。受け取る際、公的年金
等控除が適用される
•運用中や退職所得控除の利益は課税されず、再投資
できる

•インフレによって資産が目減りする可能性がある •元本割れするリスクがある

企業年金の違い

確定給付企業年金（DB） 企業型確定拠出年金（DC）

給付額

資産運用

メリット

デメリット

•企業年金基金や信託会社などを通じて会社が外部
で積み立て運用

•会社が社員に掛金を支払い、社員が自分で金融商品
を選んで運用

•あらかじめ確定 •運用実績により変動

加入可能年齢•退職までで、厚生年金の被保険者であることが条件。
70歳が限度

•DBと同じ

受給開始年齢•60～70歳 •60～75歳

•年金の受け取り見込み額がわかりやすいため、老後
の生活設計が立てやすい
•掛金も受け取り時も一部控除の対象になる
•一定条件を満たせば中途退職時にも退職一時金が
給付される

•運用が好調であれば年金額が増える
•会社が拠出する掛金に加えて、加入者本人が掛金を
上乗せしたマッチング拠出部分の掛金が全額控除さ
れ、受け取り時にも控除対象となる
•転職や中途退職しても年金資産の持ち運びができる
•運用益は非課税

•予定通りの運用益がでないことがある
•退職理由によっては年金額が減額される
•リスクを抑えた運用が一般的なので、大きなリターン
が期待できない

•運用管理機関そのものは従業員が選べない
•原則60歳まで現金化ができない
•運用商品の選択次第では元本割れのリスクがある

途中解約はできなくても全額所得控除が魅力

「安定した給付」か「個人による運用次第の給付」か
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保
険
料
は
安
く
納
め
ら
れ
る
？

加入期間
と保険料

4
40
代
後
半
な
ら
確
認
し
た
い

「
学
生
時
代
の
未
納
期
間
」

　
現
役
世
代
が
コ
ツ
コ
ツ
払
い
続
け
て
い
る

年
金
保
険
料
は
、
一
体
い
く
ら
、
ど
れ
だ
け

の
間
払
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
国
民
年
金
の
場
合
、
先
述
し
た
よ
う
に
毎

年
改
定
が
あ
り
、
上
限
は
法
令
上
１
万
７
０

０
０
円
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
24
年
３
月
ま

で
は
月
額
１
万
６
５
２
０
円
で
す
。
一
方
、

厚
生
年
金
保
険
は
標
準
報
酬
月
額
に
保
険
料

率
18
・
３
％
を
掛
け
た
額
を
労
使
折
半
し
ま

す
（
左
上
表
）。

　
国
民
年
金
の
加
入
期
間
は
40
年
で
、
10
年

以
上
で
受
給
資
格
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
未
納

が
あ
っ
て
受
給
額
が
少
な
い
人
は
、
60
歳
を

過
ぎ
て
任
意
加
入
の
手
続
き
を
す
る
と
、
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
左
中
図
）。

た
だ
し
、
保
険
料
は
当
時
で
は
な
く
現
在
の

金
額
。
未
納
期
間
を
埋
め
て
年
金
額
を
増
や

し
た
い
場
合
は
65
歳
ま
で
、
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
最
長
70
歳
ま

で
加
入
が
可
能
で
す
。

　
自
分
に
は
未
納
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

も
、
40
代
後
半
以
上
で
あ
れ
ば
学
生
時
代
の

納
付
を
確
認
し
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
学
生
納
付
特
例
（
27
㌻
上
表
）
が
創
設

さ
れ
た
の
は
00
年
。
そ
れ
以
前
は
制
度
が
な

か
っ
た
の
で
、
親
ま
た
は
自
分
で
納
め
て
い

な
い
か
ぎ
り
、
20
歳
か
ら
の
学
生
時
代
は
未

納
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
、
任
意
加
入
の
手
続
き
を
し
て
満
額

に
な
る
ま
で
払
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
少
し
で
も
安
く
納
め

た
い
の
で
あ
れ
ば
、
前
納
制
度
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。
６
カ
月
、
１
年
、
２
年
の
前
納
が

あ
り
、
期
間
が
長
い
ほ
ど
割
引
率
が
上
昇
。

ま
た
、
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
よ
り
も
、

口
座
振
替
で
納
付
し
た
ほ
う
が
安
く
な
り
ま

す
（
左
下
表
）。

　
社
会
保
険
料
は
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
２
年
前
納
し
た
場
合
は
、

納
め
た
年
に
２
年
分
か
、
１
年
ご
と
に
分
け

る
か
を
選
べ
ま
す
。
前
納
し
て
い
る
期
間
に

就
職
し
た
場
合
、
そ
こ
か
ら
は
厚
生
年
金
保

険
の
加
入
に
な
り
、
重
複
す
る
期
間
の
国
民

年
金
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。
安
心
し
て

前
納
制
度
を
活
用
で
き
ま
す
。

厚生年金保険料の計算式

標準報酬月額 標準報酬

企業負担 本人負担

加入

前納
期間

納付
方法

納付書・
クレジットカード

６カ月

１年

２年

830円

3,620円

15,290円

口座振替

1,160円

4,270円

16,590円

加入

40年納付で満額受給

未納 任意加入

厚生年金保険料

半分ずつ折半

保険料率
（18.３％）

国民年金の
支払い義務
期間20歳

標準報酬月額はその年の４～６月の３カ月間の給与の平均額をもとに、
32等級に分けたもの。賞与は支給額から1,000円未満を切り捨てた標
準賞与額にそのまま保険料率を掛ける。1回につき150万円が上限。

未納期間があったら、60歳以降に任意加入して未納期間を埋めること
ができる。

第1号被保険者は前納割引制度がある。表の数字は割引額。

報酬月額

等級 月額
1
2

31
32

88,000
98,000

620,000
650,000

円以上～円未満
～93,000

93,000～101,000

605,000～635,000
635,000～

25歳 60歳 65歳

約１カ月分
お得！

給料から天引きされている年金保険料はいくら？

未納分があったら「任意加入」で穴埋めできる

前納割引を使えば納付が約１カ月分お得に
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ゼロからわかる ｢年金のしくみ｣超入門

未
納
の
年
金
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
え
る
？

年金が
払えない
とき

5

納付・免除・猶予・未納の違い

産前産後・育児休業した場合の保険料負担

免除 猶予
納付

全額免除 一部免除 納付猶予
未納学生

納付特例
産前産後
期間の免除

就業中

負担 負担負担

産
前
６
週
間

産
後
８
週
間

3歳未満まで

全額免除

就業中復帰後
就業中

育児休業中
産前産後
休業中

就
業
状
況

保
険
料

子育て前の月収で計算してもらうのは、従業員の希望で行う任意の手続き。事業主経由で「育児休業等終了時報酬月額変更
届」を日本年金機構に提出する必要がある。

免除と猶予は１０年前まで追納が可能。承認を受けた期間の３年度目以降は利子が加算される。未納の追納は２年前まで。

年金額の5/8～7/8年金額の1/2

世帯の前年所得が一定額以下の
場合、保険料の全額または一部の
免除を受けることができる。

第1号被保険者が出産
した場合、出産予定日
の前月から4カ月間の
保険料が免除される。

本人と配偶者の
所得が一定額以
下の場合、保険
料の納付を先送
りにできる。

前年所得が一定額
以下の学生は、申
請により在学中の
保険料の納付が猶
予される。

子育て中の時短勤務などで給料が下がった場合は、子育てを始め
る前の月収による標準報酬月額で将来の年金額を計算してくれる。

免除と猶予は「受給額の反映」に注意

出産や育児休業でも厚生年金保険料は免除される

老齢基礎年金／
受給資格期間への算入

老齢基礎年金／
受給額への反映

障害・遺族年金／
受給資格期間への算入

　
経
済
的
に
苦
し
く
て
ど
う
し
て
も
年
金
が

納
め
ら
れ
な
い
…
…
。
そ
ん
な
と
き
は
申
請

す
れ
ば
「
免
除
」
か
「
納
付
猶
予
」
の
制
度

を
活
用
で
き
ま
す
。

　
家
族
が
国
民
年
金
を
払
え
な
い
と
き
は
、

世
帯
主
が
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
世
帯
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
と
き
、
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
を

払
わ
な
く
て
済
む
の
が
免
除
で
す
。
免
除
期

間
も
年
金
の
受
給
資
格
を
得
る
た
め
の
加
入

期
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　
対
し
て
、
納
付
猶
予
は
50
歳
未
満
の
人
が

対
象
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
と
き
、
今
は
納
め
る
余
裕
が
な
い
場

合
に
本
人
が
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
両
制

度
と
も
10
年
以
内
な
ら
追
納
が
可
能
で
、
払

え
ば
受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
一
方
、申
請
も
せ
ず
た
だ
払
わ
な
い
と「
未

納
」
に
な
り
ま
す
。
未
納
は
義
務
を
果
た
し

て
い
な
い
と
見
な
さ
れ
て
、
３
分
の
２
以
上

払
っ
て
い
な
い
と
原
則
障
害
年
金
と
遺
族
年

金
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
突
然
の
ピ
ン
チ
に
対

応
で
き
な
い
の
で
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
産
前
産
後
と
育
児
休
業
期
間
は
厚

生
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
（
上

表
）。
国
民
年
金
は
産
前
産
後
休
業
期
間
し

か
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
不
公
平
と

い
う
声
に
動
か
さ
れ
て
、
父
母
と
も
子
ど
も

が
１
歳
に
な
る
ま
で
免
除
さ
れ
る
制
度
が
新

設
さ
れ
ま
す
。
26
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

予
定
で
す
。
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繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ
受
給
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
？

年金の
受給額

6

受
給
繰
り
上
げ
の

最
大
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
は

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
は
原
則
65
歳

か
ら
。
し
か
し
、
希
望
す
れ
ば
繰
り
上
げ
・

繰
り
下
げ
受
給
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
度
申
請
し
た
ら
取
り
消
し
は
で
き
な
い
の

で
、
慎
重
に
選
び
た
い
も
の
で
す
。

　
繰
り
上
げ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
減
額
さ
れ

る
こ
と
。
そ
れ
を
覚
悟
で
申
請
し
た
は
ず
な

の
に
、
後
々
忘
れ
て
、「
年
金
が
少
な
く
て

お
か
し
い
」
と
い
う
相
談
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
申
請
し
た
時
点
で
年
金
額

が
確
定
に
な
る
の
で
、
満
額
に
増
や
し
た
く

て
も
任
意
加
入
や
追
納
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
特
に
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
多
く
の
場

合
、
障
害
年
金
を
請
求
で
き
な
く
な
る
こ
と

で
す
。
障
害
年
金
は
65
歳
よ
り
も
前
に
初
診

日
が
あ
る
こ
と
が
受
給
条
件
。
繰
り
上
げ
に

よ
り
65
歳
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る

た
め
、
よ
り
高
い
障
害
年
金
を
受
け
取
れ
る

状
況
で
も
一
生
老
齢
年
金
に
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
病
気
が
ち
だ
か
ら
早
め
に
受
け

取
ろ
う
と
考
え
る
方
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
繰
り
下
げ
も
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
が
65
歳
に
な
っ
て

一
定
条
件
の
配
偶
者
や
子
ど
も
を
扶
養
し
て

い
る
場
合
、
老
齢
厚
生
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ

る
加
給
年
金
は
、
繰
り
下
げ
期
間
中
は
支
給

停
止
に
。
繰
り
下
げ
中
に
配
偶
者
が
65
歳
に

な
れ
ば
、
要
件
か
ら
は
ず
れ
て
受
給
で
き
な

い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
繰
り

下
げ
は
最
初
か
ら
受
け
取
り
時
期
を
確
定
さ

せ
る
必
要
は
な
く
、
希
望
す
る
月
が
来
た
ら

手
続
き
を
し
ま
す
。
も
し
待
機
期
間
中
の
68

歳
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、

65
歳
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
３
年
分
の
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
場
合
、

増
額
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ
受
給
は
、
ど
ち
ら

が
得
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
60
歳
で
繰

り
上
げ
受
給
し
て
、
65
歳
か
ら
の
総
額
を
下

回
る
の
は
80
歳
10
カ
月
。
70
歳
で
繰
り
下
げ

受
給
し
て
、
65
歳
か
ら
の
総
額
を
上
回
る
の

は
81
歳
11
カ
月
。
そ
れ
以
上
長
生
き
す
る
と

前
者
は
損
、
後
者
は
得
…
…
と
い
う
計
算
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
年
齢
を
目
指
し
て
生
き

る
わ
け
で
は
な
い
し
、
寿
命
は
誰
に
も
わ
か

り
ま
せ
ん
。
数
字
は
目
安
程
度
に
と
ら
え
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
シ
ニ
ア
の
受
給
で
気
を
つ
け
た
い
の
が

「
在
職
老
齢
年
金
」
で
す
。
厚
生
年
金
保
険

加
入
者
で
年
金
と
賃
金
の
合
計
が
50
万
円
を

超
え
る
と
、
超
過
分
の
半
額
が
減
額
さ
れ
る

仕
組
み
で
す
（
上
図
）。
年
金
受
給
者
は
カ
ッ

ト
に
敏
感
な
の
で
、
労
働
時
間
を
減
ら
す
人

も
い
ま
す
。
た
だ
し
、
50
万
円
は
賃
金
と
老

齢
厚
生
年
金
の
合
計
で
、
老
齢
基
礎
年
金
や

加
給
年
金
は
対
象
外
。
勘
違
い
し
て
賃
金
を

減
ら
す
の
は
惜
し
い
の
で
、
専
門
家
へ
確
認

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

老齢基礎年金の計算式 繰り上げ・繰り下げの受給額

在職老齢年金の仕組み

１カ月早くするごとに
－０.４％

１カ月遅くするごとに
＋０.７％

給与
（月給＋直近1年間

の賞与の1/12）

年金
（老齢厚生
年金の月額）

満額の年金額
816,000円

保険料納付済
期間の月数

50万円を超過した額の
半分を支給停止

50万円

480月
免除期間がある場合、上式の「保険料納付済期
間の月数」に「保険料の免除月数×各免除月の
反映する割合」が足される。

もともと28万円だったのが段階的に引き上げ
られ、24年に50万円に。今後62万円への引き
上げや撤廃も検討されている。

2022年4月から、繰り下げ受給の上限年齢70歳が75歳に変更。繰り上
げの減額率が0.5％から0.4％に縮小された。

-40
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40
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100

60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75

24％の
減額

84％の
増額

0％

（歳）

（%）

国民年金はいくらもらえるのか 繰り下げ受給すると最大84％アップ

60歳を超えた会社員には
「50万円の壁」がある
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ゼロからわかる ｢年金のしくみ｣超入門

事
実
婚
で
も
遺
族
年
金
は
も
ら
え
る
？

万一の
場合に受け
取れる年金

7

子の加算（長男）

中高齢寡婦加算

子の加算（次男）

遺族基礎年金

遺族基礎年金は子どもがいないと受け取れない。遺族厚生年
金の場合、夫が死亡したときに40歳以上で条件を満たす子ど
ものいない妻は、40～65歳の間、遺族厚生年金に上乗せして
中高齢寡婦加算（年額612,000円）を受け取れる。

両方とも第1号被保険者が老齢基礎年金や障害基礎
年金を受けずに亡くなった場合の独自の給付制度。子
どもがいない、もしくは子どもが一定の年齢を超えて遺
族基礎年金がもらえない場合に支給されることがある。

3分の2の納付期間は免除された期間も含む。老齢年金を受け
取っていたり、25年以上納付してきた人などは納付要件は不
要。障害年金も納付要件の考え方は同じで、「加入から初診日
の前々月までの3分の２以上を納付」「初診日の前々月まで1年
間未納がない」が納付期間の条件になる。

第1号被保険者として
保険料を納めた期間
の合計が10年以上の
夫が老齢基礎年金を
受け取らずに亡く
なったとき

第1号被保険者として
保険料を納めた期間
3年以上の人が、老齢
基礎年金または障害
基礎年金を受け取ら
ずに亡くなったとき

亡くなった夫と10年以
上の婚姻関係があっ
た妻（事実婚含む）

死亡当時、生計を同
一にしていた①配偶
者　②子ども　③父
母　④孫…から優先
順位の高い人

妻が60～65歳の5年間 一時金
夫が受け取る予定だっ
た老齢基礎年金の4分
の3

12万～32万円（亡く
なった人が保険料を納
めていた期間による）

夫死亡 長男18歳

納付

加入 死亡日死亡日の前々月

納付

1年前 死亡日死亡日の前々月

妻65歳

次男18歳

どちらかを満たしていればよい

寡婦年金 死亡一時金

受給の
要件

対象者

期間

金額

家族が亡くなったとき、受け取れる年金は？
遺族年金受け取りのモデルケース

子どもの有無と数によって
もらえる年金が変わる

遺族基礎年金を受け取れないときに
確認したい制度納付状況によって遺族年金が

もらえなくなることも
遺族年金の保険料納付要件

妻の老齢
基礎年金

遺族厚生年金

加入していた
全期間の3分の2以上を

納付している

死亡日の前々月までの1年間に滞納がない

亡くなった人に生計
を維持されていた、子
どものいる配偶者、子
（18歳になる年度末
に到達前の子ども）

亡くなった人に生計
を維持されていた①
配偶者、子ども　②
父母　③孫　④祖父
母（優先順位あり）

816,000円＋子1人あ
たり234,800円（3人目
以降78,300円）

亡くなった人が受け
取る予定だった老齢
厚生年金の4分の3

•子どもがいないとも
らえない
•いる場合も、子ども
が18歳の年度末を過
ぎると受給終了

•子どもがいなくても
もらえる
•妻を除いて年齢条
件あり

遺族基礎年金 遺族厚生年金

対象者

金額

概要

遺族基礎年金と遺族厚生年金の違い

どちらかを
選ぶ

辞
職
前
に
有
給
を
取
っ
て

受
診
し
た
い「
障
害
年
金
」

　
家
族
を
養
う
大
黒
柱
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

遺
族
に
支
払
わ
れ
る
の
が
遺
族
年
金
で
す
。

遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
対
象
は
子
ど
も
が
い

る
父
親
か
母
親
、
ま
た
は
子
ど
も
の
み
で
、

子
ど
も
が
18
歳
に
な
り
高
校
卒
業
ま
で
支
給
。

遺
族
厚
生
年
金
は
子
ど
も
が
い
な
く
て
も
条

件
を
満
た
せ
ば
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
（
上
表
）。

　
生
計
維
持
関
係
が
あ
れ
ば
年
金
を
も
ら
え

て
、
事
実
婚
で
も
Ｏ
Ｋ
。
内
縁
の
妻
が
い
た

場
合
は
ど
ち
ら
の
生
計
を
立
て
て
い
た
か
で

総
合
的
に
判
断
さ
れ
、
双
方
に
支
払
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
配
偶
者
が
再
婚
し
た

ら
権
利
は
失
効
し
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
受
け

取
れ
る
の
が
障
害
年
金
で
す
。
初
診
日
に
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
れ
ば
障
害
基
礎
年
金
、

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
障
害
厚

生
年
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
保
障
が
手
厚

い
の
は
後
者
な
の
で
、
も
し
会
社
を
辞
め
る

ほ
ど
調
子
が
悪
い
と
き
は
「
辞
め
て
か
ら
病

院
に
行
こ
う
」
と
考
え
ず
、
辞
め
る
前
に
有

給
を
取
っ
て
診
察
に
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
で

し
ょ
う
。

　
障
害
年
金
は
ケ
ガ
や
身
体
の
病
気
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
一
方
、
多
い
の
は
う
つ
病

な
ど
の
精
神
疾
患
で
す
。
一
人
で
請
求
し
よ

う
と
す
る
と
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
社
会
保
険
労

務
士
な
ど
専
門
家
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、

手
続
き
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

29 2025.1.31



年
金
を
作
っ
た
官
僚
の

赤
裸
々
な「
回
顧
録
」

　
日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、
明
治
期
に
軍

人
や
官
僚
の
た
め
の
恩
給
制
度
と
し
て
始
ま

っ
た
。
そ
の
後
、
教
師
、
警
察
、
現
業
職
員

な
ど
公
務
員
向
け
の
年
金
制
度
が
整
備
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
日
本
の
年
金
は
も
と
も
と
仕

事
の
潰
し
が
利
か
な
い
公
務
員
の
老
後
生
活

用
の
特
権
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
民
間
人

が
公
的
年
金
制
度
を
使
う
こ
と
は
考
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、

総
力
戦
体
制
が
構
築
さ
れ
る
中
、
民
間
の
労

働
者
も
公
的
年
金
制
度
の
対
象
と
し
て
加
わ

っ
た
。
こ
れ
が
現
在
ま
で
続
く
厚
生
年
金
制

度
の
始
ま
り
で
あ
る
。
公
的
年
金
制
度
は
戦

費
調
達
や
強
制
貯
蓄
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
抑
制

な
ど
も
目
的
に
し
て
お
り
、
そ
の
保
険
料
は

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
開
始
し
た
源
泉
徴
収

制
度
を
利
用
し
て
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
（
そ
し
て
、
よ
う
や
く
戦
後
の
１
９
５
９
年
に
な

っ
て
自
営
業
や
農
家
な
ど
の
労
働
者
以
外
の
人
々
も

含
め
た
国
民
年
金
法
が
成
立
し
た
）。

　
こ
の
戦
時
体
制
下
生
ま
れ
の
厚
生
年
金
制

度
が
戦
後
も
温
存
さ
れ
た
こ
と
で
、
年
金
制

度
は
迷
走
す
る
。
社
会
保
険
料
は
引
き
上
げ

ら
れ
続
け
、
年
金
の
運
用
を
巡
っ
て
は
数
々

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
起
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、

上
述
の
通
り
、
厚
生
年
金
制
度
が
戦
時
中
に

無
理
や
り
作
ら
れ
た
制
度
の
残
滓
だ
か
ら
だ
。

　
そ
も
そ
も
厚
生
年
金
を
作
っ
た
官
僚
は
一

体
何
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

88
年
発
行
の「
厚
生
年
金
保
険
制
度
回
顧
録
」

に
具
体
的
な
証
言
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

証
言
者
は
初
代
厚
生
省
厚
生
年
金
局
年
金
課

長
で
あ
っ
た
花
澤
武
夫
氏
で
あ
る
。
以
下
は

花
澤
氏
の
発
言
内
容
を
そ
の
ま
ま
抜
粋
し
た

も
の
だ
。

「
そ
れ
で
、
い
よ
い
よ
こ
の
法
律
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
時
、
す
ぐ
に
考
え
た

の
は
、
こ
の
膨
大
な
資
金
の
運
用
で
す
ね
。

こ
れ
を
ど
う
す
る
か
。
こ
れ
を
い
ち
ば
ん
考

え
ま
し
た
ね
。

　
こ
の
資
金
が
あ
れ
ば
一
流
の
銀
行
だ
っ
て

か
な
わ
な
い
。
今
で
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
何

十
兆
円
も
あ
る
か
ら
、
一
流
の
銀
行
だ
っ
て

か
な
わ
な
い
。
こ
れ
を
厚
生
年
金
保
険
基
金

と
か
財
団
と
か
い
う
も
の
を
作
っ
て
そ
の
理

事
長
と
い
う
の
は
、
日
銀
の
総
裁
ぐ
ら
い
の

力
が
あ
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
厚
生
省
の
連
中
が
Ｏ
Ｂ
に

な
っ
た
時
の
勤
め
口
に
困
ら
な
い
。
何
千
人

だ
っ
て
大
丈
夫
だ
と
。
金
融
業
界
を
牛
耳
る

く
ら
い
の
力
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
必
ず
厚

生
大
臣
が
握
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
い
け
な

い
」

　
こ
れ
が
初
代
厚
生
省
厚
生
年
金
局
年
金
課

長
の
認
識
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

だ
け
の
莫
大
な
資
金
が
集
ま
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
ろ
う
か
ら
、
資
金
運
用
に
思
い
が
い
く
こ

と
は
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、「
Ｏ
Ｂ
に
な

っ
た
時
の
勤
め
口
に
困
ら
な
い
＝
天
下
り
先

に
は
困
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
は
衝
撃
が

走
る
。
省
益
丸
出
し
、
役
人
根
性
丸
出
し
の

い
か
に
も
官
僚
の
鑑か

が
みの
よ
う
な
発
言
だ
。
怒

涛
の
本
音
ト
ー
ク
は
さ
ら
に
続
く
。

「
こ
の
資
金
を
握
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
そ
の

次
に
、
年
金
を
支
給
す
る
に
は
二
十
年
も
か

か
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
間
何
も
し
な
い
で
待

っ
て
い
る
と
い
う
馬
鹿
馬
鹿
し
い
こ
と
を
言

っ
て
い
た
ら
間
に
合
わ
な
い
。

　
戦
争
中
で
も
な
ん
で
も
す
ぐ
に
福
祉
施
設

で
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
す
ぐ
に
団
体
を
作
っ
て
、
政
府
の
や
る

福
祉
施
設
を
肩
替
わ
り
す
る
。
社
会
局
の
庶

務
課
の
隅
っ
こ
の
ほ
う
で
や
ら
し
て
お
い
た

の
で
は
話
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
強
力
な
団

体
を
作
っ
て
や
る
ん
だ
。

　
そ
れ
も
健
康
保
険
協
会
と
か
、
社
会
保
険

協
会
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
大
営

団
み
た
い
な
も
の
を
作
っ
て
、
政
府
の
保
険

に
つ
い
て
は
全
部
委
託
を
受
け
る
」

　
こ
こ
で
は
流
用
の
方
法
に
つ
い
て
赤
裸
々

に
語
っ
て
い
る
。
実
際
、
そ
れ
ら
の
福
祉
施

設
建
設
は
戦
後
に
実
現
し
た
。
61
年
に
年
金

福
祉
事
業
団
法
が
成
立
し
、
年
金
被
保
険
者

ら
の
福
祉
の
増
進
を
建
前
と
し
、
そ
の
関
連

施
設
の
建
設
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

だ
。
そ
し
て
、
当
初
の
予
定
通
り
、
年
金
福

祉
事
業
団
は
厚
生
省
の
天
下
り
先
と
化
し
、

乱
脈
経
営
が
問
題
視
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
施
設

の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
流
用
さ
れ
た
。

　
実
際
、
２
０
０
４
年
に
発
覚
し
た
公
的
年

金
流
用
額
は
約
５
・
６
兆
円
に
も
及
ん
だ
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
や
被
保
険
者
へ
の
住
宅
融
資

事
業
、
厚
生
年
金
会
館
等
の
年
金
福
祉
施
設

建
設
費
、
年
金
相
談
・
シ
ス
テ
ム
経
費
な
ど

に
支
出
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
社
会
保
険
庁

（
当
時
）
に
関
わ
る
事
務
経
費
等
へ
の
流
用
事

払
う
の
は
先
だ
か
ら
、今
の
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
使
え
…

 「
年
金
の
生
み
の
親
」の

本
音
に
み
る
官
僚
の
無
責
任
体
質

な
ぜ
給
与
か
ら
異
常
な
額
の
社
会
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
る
の
か
。そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
、年
金
の
歴
史
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
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して活躍。創業メンバーとして立ち
上げたIT企業が一部上場企業に
M&Aされてグループ会社取締役
として従事。著書に『社会的嘘の
終わりと新しい自由　2030年代
の日本をどう生きるか』ほか。

文＝渡瀬裕哉
Yuya Watase
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※渡瀬裕哉氏の話をもとに編集部作成

年金制度の成り立ちは
明治期までさかのぼる

軍人や官僚のための恩給制度とし
て公的年金制度がスタート。その後、
教師、警察、現業職員など公務員向
けの年金制度が整備された。

明治期

第二次
世界
大戦下

民間の労働者も公的年金制度の対
象として加わった。これが現在まで
続く厚生年金制度の始まりである。

戦後
1959年、自営業や農家などの労働
者以外の人 も々含めた国民年金法
が成立。

戦時下生まれの厚生年金制
度が戦後も温存されたことで
年金制度は迷走していく

例
で
は
、
職
員
宿
舎
の
整
備
費
用
、
社
会
保

険
庁
の
公
用
車
購
入
費
、
社
会
保
険
庁
職
員

の
ゴ
ル
フ
道
具
、
社
会
保
険
事
務
所
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
器
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞
、
プ
ロ

野
球
観
戦
な
ど
に
１
兆
円
以
上
の
支
出
が
な

さ
れ
て
お
り
、
唖
然
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

現
役
世
代
の
苦
し
み
は

最
初
か
ら
仕
組
ま
れ
て
い
た

　
花
澤
氏
の
怒
涛
の
発
言
は
こ
れ
で
は
終
わ

ら
な
い
。

「
そ
し
て
年
金
保
険
の
掛
金
を
直
接
持
っ
て

き
て
運
営
す
れ
ば
、
年
金
を
払
う
の
は
先
の

こ
と
だ
か
ら
、
今
の
う
ち
ど
ん
ど
ん
使
っ
て

し
ま
っ
て
も
構
わ
な
い
。

　
使
っ
て
し
ま
っ
た
ら
先
行
困
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
声
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
ん

な
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
。
貨
幣
価
値
が
変

わ
る
か
ら
、
昔
三
銭
で
買
え
た
も
の
が
今
五

い
る
国
も
あ
る
。

　
今
、
超
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
多
く
の
現

役
世
代
が
苦
し
む
年
金
の
賦
課
方
式
の
発
想

は
、
官
僚
の
腹
の
中
で
は
創
設
時
か
ら
準
備

さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
い
か
が
だ

ろ
う
か
？

　
Ｏ
Ｂ
に
な
っ
た
と
き
の
勤
め
先
に
困
ら
な

い
、
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
足
り
な
く
な
っ
た
ら

賦
課
方
式
な
ど
、
初
め
て
こ
の
内
容
を
読
ん

だ
人
に
と
っ
て
は
と
て
つ
も
な
い
発
言
が
並

ん
で
い
て
唖
然
と
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
端
的
に
言
う
と
、
現
代
ま
で
続
い
て
い
る

厚
生
年
金
保
険
制
度
は
、
ハ
ナ
か
ら
無
責
任

に
作
ら
れ
た
制
度
に
弥び

縫ほ
う

策さ
く

を
繰
り
返
し
て

い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
の
よ
う
に
言
う
と
関
係
者
は
怒
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
80
年
以
上
前
の
戦
争
中
に
作

ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
現
代
の
よ
う
な
無
茶

苦
茶
な
人
口
バ
ラ
ン
ス
に
な
る
と
は
誰
も
予

測
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
仕
方
な

い
。
重
要
な
の
は
、
年
金
制
度
自
体
を
国
家

１
０
０
年
の
大
計
の
よ
う
な
大
仰
な
も
の
と

し
て
扱
う
こ
と
自
体
が
そ
も
そ
も
間
違
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
さ
て
、
年
金
制
度
は
も
と
も
と
そ
ん
な
も

ん
だ
と
確
認
し
た
う
え
で
、
こ
こ
か
ら
先
は

現
役
世
代
の
負
担
軽
減
方
法
に
つ
い
て
一
つ

の
ア
イ
デ
ア
を
示
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
こ

の
方
法
は
増
税
も
不
要
で
あ
り
、
政
治
が
決

め
れ
ば
25
年
度
か
ら
で
も
実
行
可
能
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
国
民
が
積
み
立
て
た
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ

（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）
の
年
金

積
立
金
の
取
り
崩
し
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
る
こ

と
だ
。
現
在
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
年
金
基
金
は
２
４
８
兆
２
２
７
４
億
円

（
24
年
度
第
２
四
半
期
末
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
順
調
に
基
金
総
額
を
拡
大
し
続

け
て
お
り
、
特
に
23
年
度
は
運
用
益
だ
け
で

な
く
保
有
資
産
の
値
上
が
り
幅
も
大
き
か
っ

た
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
23
年
の
厚
生

年
金
は
45
兆
４
６
４
６
億
円
の
黒
字
、
自
営

業
者
ら
が
入
る
国
民
年
金
は
２
兆
５
４
４
億

円
の
黒
字
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
投
資
で
あ
る

か
ら
損
失
計
上
さ
れ
る
と
き
も
あ
る
し
、
規

模
が
デ
カ
す
ぎ
て
簡
単
に
大
量
売
却
は
で
き

な
い
と
思
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
素
晴
ら
し

い
運
用
結
果
で
あ
る
。

　
合
理
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
Ｇ
Ｐ
Ｉ

Ｆ
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
基
金
の
ほ
ん
の
一
部

を
取
り
崩
し
、
現
役
世
代
の
年
金
保
険
料
を

減
ら
す
こ
と
に
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ

ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
れ
だ
け
の
成
果
を
国
民

生
活
の
た
め
に
還
元
し
な
い
ほ
う
が
も
っ
た

い
な
い
。
仮
に
25
年
度
か
ら
毎
年
５
兆
円
取

り
崩
し
て
現
役
世
代
の
年
金
保
険
料
引
き
下

げ
に
活
用
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
も
と
も

と
の
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

は
ず
だ
。

　
お
そ
ら
く
官
僚
は
こ
の
ア
イ
デ
ア
に
対
し

て「
財
源
が
足
り
な
い
！
　
浅
い
考
え
だ
！
」

と
い
う
趣
旨
の
反
対
論
を
並
べ
立
て
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
に
は
国
民
は
こ
う

い
う
べ
き
だ
。
年
金
制
度
を
作
っ
た
あ
な
た

方
の
先
輩
も
そ
ん
な
高
尚
な
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
よ
、
と
。

 

十
円
だ
と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
早

い
う
ち
に
使
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
得
す
る
。

　
二
十
年
先
ま
で
大
事
に
持
っ
て
い
て
も
資

産
価
値
が
下
が
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
ど
ん

ど
ん
運
用
し
て
活
用
し
た
ほ
う
が
い
い
。

　
何
し
ろ
集
ま
る
金
が
雪
ダ
ル
マ
み
た
い
に

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
、
将
来
み
ん
な
に

支
払
う
時
に
金
が
払
え
な
く
な
っ
た
ら
賦
課

式
に
し
て
し
ま
え
ば
い
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ

ま
で
の
間
に
せ
っ
せ
と
使
っ
て
し
ま
え
」

　
と
い
う
こ
と
で
、
支
払
い
金
が
不
足
す
れ

ば
「
賦
課
方
式
」（
現
役
世
代
が
高
齢
者
を
支
え

る
仕
組
み
）
に
切
り
替
え
る
こ
と
ま
で
話
さ

れ
て
い
た
。
当
た
り
前
だ
が
、
年
金
は
貯
蓄

の
意
味
合
い
が
強
く
、
本
来
は
積
立
方
式
で

あ
る
べ
き
だ
。
実
際
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ

う
に
政
府
が
国
民
に
年
金
に
関
す
る
個
人
勘

定
口
座
を
付
与
す
る
形
で
、
実
質
的
に
積
立

方
式
の
要
素
が
強
い
年
金
制
度
を
採
用
し
て
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ねんきん定期便とは？
年金制度に加入するす
べての人を対象に、日
本年金機構から毎年誕
生月に送付されるのが

「ねんきん定期便」。基
本的にはハガキだが、
35歳、45歳、59歳の人
には「封書」が届く。封書
は直近1年間の納付状
況だけでなく、これまで
納めてきた年金の保険
料や加入制度がすべて
記載されている。

35歳、45歳、59歳以外の人は…
「圧着式ハガキ」が届く

35歳、45歳、59歳の人は…
「封書」が届く

は
適
切
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
払

っ
た
保
険
料
は
将
来
ち
ゃ
ん
と
年
金
と
し
て

返
っ
て
き
ま
す
。
確
か
に
日
本
は
世
界
一
高

齢
化
が
進
ん
だ
国
で
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は

頭
で
っ
か
ち
。
そ
ん
な
状
況
で
年
金
制
度
を

維
持
す
る
の
は
難
し
く
、
少
し
前
ま
で
保
険

料
は
ど
ん
ど
ん
上
が
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
国
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
現
役
世
代

の
暮
ら
し
が
厳
し
く
な
る
ば
か
り
だ
と
し
て
、

２
０
０
４
年
に
保
険
料
率
の
上
限
を
設
定
し

「
保
険
料
の
範
囲
内
で
給
付
を
賄
う
」
こ
と

に
し
ま
し
た
。
働
く
人
が
増
え
れ
ば
、
入
っ

て
く
る
保
険
料
も
増
え
ま
す
。
日
本
で
は
こ

の
と
こ
ろ
60
歳
を
過
ぎ
て
も
働
き
続
け
る
人

や
、
今
ま
で
な
ら
専
業
主
婦
だ
っ
た
よ
う
な

女
性
も
働
き
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

そ
れ
が
年
金
の
財
政
収
支
改
善
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
今
後
の
年
金
収
支
を
予
測
し
、
財

政
の
健
全
性
を
確
認
す
る
の
が
、
５
年
に
一

度
行
わ
れ
る
「
財
政
検
証
」
で
す
。

も
ら
え
る
年
金
額
は

「
現
役
世
代
の
50
％
以
上
」

　
財
政
検
証
に
は
、「
所
得
代
替
率
」
と
い

う
目
安
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
得
代
替

率
と
は
、「
現
役
世
代
の
手
取
り
額
」
に
対

し
て
夫
婦
で
受
け
取
る
年
金
の
割
合
を
示
し

て
お
り
、
国
は
現
状
６
割
程
度
を
維
持
、
将

来
的
に
も
50
％
を
切
ら
な
い
よ
う
に
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
国
の
年
金
は
、
夫

は
会
社
員
、
妻
は
専
業
主
婦
と
い
う
モ
デ
ル

を
設
定
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
50
％
以
上
の

年
金
額
を
支
給
す
る
こ
と
を「
健
全
な
状
態
」

構成＝長山清子

知
識
が
な
い
と
大
損

 「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

正
し
い
見
方
と
落落
と
し
穴

働
き
続
け
る
人
が
増
え

年
金
財
政
は
大
き
く
改
善

　
毎
年
、
誕
生
月
に
な
る
と
送
ら
れ
て
く
る

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
と
い
う
ハ
ガ
キ
。
年

金
制
度
が
破
綻
す
る
と
騒
が
れ
て
い
た
記
憶

も
あ
る
し
、
見
方
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら

サ
ッ
と
見
た
ら
捨
て
て
し
ま
お
う
│
│
そ
ん

な
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
と
は
、
国
の
年
金
制
度

が
き
ち
ん
と
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え

る
と
同
時
に
、
将
来
自
分
が
も
ら
え
る
年
金

額
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
。
私
た
ち
が
老

後
の
生
活
設
計
を
考
え
る
際
の
ベ
ー
ス
と
な

る
、
と
て
も
重
要
な
通
知
で
す
。

　
年
金
制
度
に
不
安
を
持
つ
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
の
と
こ
ろ
国
の
年
金
制
度

3
回
だ
け
届
く「
封
書
」に
は
な
に
が
書
い
て
あ
る
の
か
？

山中伸枝 Nobue Yamanaka

ファイナンシャルプランナー（CFP®）、FP
相談ねっと主宰。1993年米国オハイオ
州立大学ビジネス学部卒業後、メーカー
に勤務。2004年にFPとして独立。著書に、
『50歳を過ぎたらやってはいけないお金
の話』（東洋経済新報社）など多数。

毎
年
届
く「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」。中
身
を
き
ち
ん
と
チ
ェッ
ク
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
だ
。専
門
家
の
徹
底
解
説
を
お
届
け
す
る
─
─
。
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知識がないと大損｢ねんきん定期便｣正しい見方と落とし穴

「5 0歳未満」の人に届くハガキ
表面

照会番号
電話で年金相談するときに
聞かれる番号。「ねんきんネ
ット」にアクセスする際も必要

これまでの加入実績に
応じた年金額
左側の数字が昨年時点で
の年金額で、右側の数字
が今年の加入実績に応じ
た年金額。1年間の加入
でどれだけ年金が増えた
か確認できる

受給資格期間
年金を受給する資格があ
るかどうかを判断する期
間。老齢年金の受給要件
は１０年以上加入実績に応じた	

年金額（年額）
「これまでの加入実績」だ
けで計算されているため、
想像より安いと感じること
も。今後、年金保険料を払
い続けることで額が増え
ていく

厚生年金の	 	
保険加入期間
会社員、公務員などが厚
生年金に加入した月数

保険料納付額（累計額）
これまで支払ってきた国民
年金保険料および厚生年
金保険料の累計金額。今
日に至るまでいくら保険料
を納めてきたのかが一目
瞭然

国民年金の加入期間
20歳から会社に入社する
までの期間など、厚生年金
に加入しておらず国民年
金のみ加入していた月数

ねんきんネットの	
アクセスキー
ねんきんネットに登録す
る際に使用する17ケタの
番号

裏面

最近の月別状況
年金の加入区分や標準
報酬月額（千円）、保険料
納付額を確認できる。実
際に納めた金額と違いは
ないか、要確認

公的年金シミュレーター
二次元コード
厚生労働省が提供する
WEBサイト(公的年金シミ
ュレーター）で年金見込額
の簡易試算ができる

と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
で
は
、
実
際
の
個
々
人
の
年
金
額
は
一
体

い
く
ら
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
年
金
額
は

年
金
受
給
開
始
年
齢
ま
で
の
「
年
金
に
加
入

し
た
期
間
」
と
「
納
め
た
保
険
料
の
額
」
で

決
ま
り
ま
す
。
長
く
加
入
し
て
い
る
人
や
保

険
料
を
多
く
納
め
た
人
は
年
金
も
多
く
な
り

ま
す
が
、
期
間
の
短
い
人
や
保
険
料
が
少
な

い
人
は
年
金
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
も
し
年
金
額
が
少
な
く
て
「
た
っ
た
こ
れ

だ
け
？
」
と
感
じ
る
場
合
で
も
、
年
金
受
給

が
始
ま
っ
て
か
ら
で
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
招
か
な
い
た
め

に
、「
今
の
と
こ
ろ
、
あ
な
た
の
年
金
額
は

こ
れ
く
ら
い
で
す
よ
。
足
り
な
け
れ
ば
自
分

で
な
ん
と
か
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
知
ら
せ

て
く
れ
る
の
が
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
と
い
う

わ
け
で
す
。
先
ほ
ど
の
「
所
得
代
替
率
」
が

学
校
全
体
の
偏
差
値
だ
と
し
た
ら
、
自
分
の

年
金
額
は
個
人
の
成
績
表
の
よ
う
な
も
の
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
い
よ
い
よ
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

の
見
方
を
解
説
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

給
与
明
細
や
記
憶
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
確
認
を

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
は
、
50
歳
以
上
の
人
と
、

50
歳
未
満
の
人
と
で
は
書
式
が
少
し
異
な
り

ま
す
。
ま
ず
は
50
歳
未
満
の
人
か
ら
説
明
し

ま
す
。

　
50
歳
未
満
の
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
〈
表
〉

に
は
、棒
グ
ラ
フ
の
よ
う
な
図
の
中
に
、「
こ

れ
ま
で
の
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
額
」
の
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「5 0歳以上」の人に届くハガキ
表面

最近の月別状況
年金の加入区分や標準報
酬月額（千円）、保険料納付
額を確認できる。実際に納
めた金額と違いはないか、
要確認

裏面

老齢年金の見込額
60歳未満の人は現在の
年金加入制度に60歳ま
で継続して加入したと仮
定して、65歳から受け取
れる年金見込額。60歳以
上、65歳未満の人は年金
加入実績に応じた年金見
込額

受給を70歳・75歳	
まで遅らせた場合の	
老齢年金の見込額
左側の数字が繰り下げ受
給で70歳まで遅らせた場
合の年金見込額、右側が
75歳まで遅らせた場合
の年金見込額

これまでの保険料	
納付額（累計額）
これまで支払ってきた国民
年金保険料および厚生年
金保険料の累計金額

受給資格期間
年金を受給する資格があ
るかどうかを判断する期
間。老齢年金の受給要件
は10年以上

老齢基礎年金・老齢
厚生年金の見込額
65歳から受給できる年金
の見込額。実際の数字に
非常に近い。この金額を
チェックして老後資金の
計画を立てよう

特別支給の	 	
老齢厚生年金
老齢厚生年金の受給開始
は本来65歳からだが、厚
生年金保険の加入期間が
1年以上あり、かつ受給資
格期間が10年以上ある場
合は、当分の間、60歳から
64歳まで特別支給の老齢
厚生年金を受け取ること
ができる。対象者のみこの
欄に記載される

音声コード
スマホなどで読み取ると、
自身の年金加入記録を音
声で聞くことができる

昨
年
と
今
年
の
分
が
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
い
う
な
れ
ば
現
時
点
で
確
約
さ
れ
た
年

金
額
。
直
近
の
１
年
間
で
将
来
の
年
金
額
が

こ
れ
だ
け
増
え
た
よ
う
に
、
こ
の
先
も
保
険

料
を
納
め
続
け
れ
ば
年
金
額
は
増
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
仮
に
こ
の
時
点
で
保
険
料
の
支
払
い
を
ス

ト
ッ
プ
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
納
め
た
保
険

料
か
ら
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
年
金
を
計
算

す
る
と
こ
れ
く
ら
い
で
す
よ
、
と
教
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
年
金
ポ
イ
ン
ト
」

が
こ
れ
く
ら
い
た
ま
っ
て
い
ま
す
よ
、
と
い

う
お
知
ら
せ
だ
と
思
え
ば
い
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
50
歳
未
満
の
人
が
特
に
確
認
す
べ

き
な
の
は
、〈
表
〉
の
右
側
「
最
近
の
月
別

状
況
」
と
い
う
欄
。
こ
こ
は
直
近
の
保
険
料

の
納
付
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。「
国
民
年

金
」
や
「
厚
生
年
金
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い

る
の
は
加
入
し
て
い
る
年
金
の
種
類
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
一
律
で
定
額
で
す

が
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
は
給
与
や
賞
与
の

額
に
比
例
し
て
変
わ
り
ま
す
。
給
与
は
「
標

準
報
酬
月
額
」、
賞
与
は
「
標
準
賞
与
額
」

と
い
う
端
数
を
丸
め
た
金
額
に
直
さ
れ
、
そ

の
額
に
応
じ
た
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

万
が
一
、
こ
こ
に
漏
れ
や
金
額
の
間
違
い
な

ど
が
あ
れ
ば
、
将
来
も
ら
え
る
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
給
与
明
細
、
も

し
く
は
自
分
の
記
憶
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
は
〈
裏
〉
で
す
。「
こ
れ
ま
で
の
年
金

加
入
期
間
」
の
一
番
右
の
欄
の
「
受
給
資
格

期
間
」
も
念
の
た
め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
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知識がないと大損｢ねんきん定期便｣正しい見方と落とし穴

「3 5歳・4 5歳・5 9歳」の人に届く封書

ねんきんネット

これまでの『年金加入履歴』
これまで勤めてきた会社名などと、加入
していた保険制度が履歴としてまとめら
れている。転職や早期退職もあるかもし
れない。実際に勤めた会社と違いや漏
れはないか、必ずチェックしよう。

これまでの厚生年金保険に
おける標準報酬月額などの	
月別状況
これまで納めてきた厚生年金の標準報
酬月額と保険料納付額の状況が年度、
月別に一覧できる。人生をかけてどれく
らいの保険料を納めてきたのかが一目
瞭然。実際の報酬と違いがないかどう
か、確認しよう。

将来の年金額を「かんたん試算」
ねんきんネットでは将来もらえる年金額を簡単
にシミュレーションすることができる。例えば現
在の加入条件が60歳まで続くと仮定して、老後
の年金の見込額を計算してくれる。50歳未満の
人はねんきん定期便だけでは見込額がわから
ないので、ぜひ活用して老後資金のプラン作成
の参考に。

「ねんきんネット」トップページ
ねんきんネットはねんきん定期便記載のアクセ
スキーや基礎年金番号、個人情報を入力するこ
とで登録できる。ただしアクセスキーはねんきん
定期便の作成日から5カ月後の月末までしか有
効ではない。マイナンバーポータルサイト「マイ
ナポータル」と連携させることで登録、利用する
ことも可能。年金記録の確認から各種届出書の
作成・印刷、将来の年金額の試算までできる。

う
。
滅
多
に
な
い
ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
が
、

こ
こ
が
１
２
０
カ
月
に
足
り
な
い
場
合
は
年

金
受
給
資
格
を
満
た
せ
ま
せ
ん
。
１
２
０
カ

月
と
い
え
ば
10
年
。
30
歳
未
満
の
人
が
１
２

０
カ
月
に
満
た
な
い
の
は
当
然
で
す
が
、
何

か
の
事
情
で
年
金
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、
受

給
開
始
ま
で
10
年
を
切
っ
た
の
に
１
２
０
カ

月
に
満
た
な
い
と
い
う
人
は
、
年
金
事
務
所

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
挽
回
の
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ア
ナ
ロ
グ
時
代
の
間
違
い
が

訂
正
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

　
そ
れ
で
は
50
歳
以
上
の
人
の
ね
ん
き
ん
定

期
便
に
移
り
ま
し
ょ
う
。
50
歳
以
上
の
人
は

い
よ
い
よ
ゴ
ー
ル
が
近
づ
い
て
く
る
の
で
、

〈
表
〉
の
棒
グ
ラ
フ
の
よ
う
な
図
に
は
、
１

年
間
に
受
け
取
れ
る
年
金
の
「
見
込
額
」
が

記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
現

在
の
加
入
条
件
の
ま
ま
60
歳
ま
で
継
続
し
た

場
合
の
見
込
額
な
の
で
、
今
後
の
働
き
方
や

加
入
状
況
次
第
で
細
か
い
金
額
は
変
わ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ほ
ぼ
実
際
に
近
い
数
字

だ
と
思
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
図
で
説
明
し
て
い
る
の
は
、

年
金
の
受
給
開
始
時
期
を
遅
ら
せ
る
と
年
金

額
が
増
え
ま
す
よ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
年

金
の
受
け
取
り
開
始
年
齢
を
遅
ら
せ
る
こ
と

を
「
繰
り
下
げ
受
給
」
と
い
い
ま
す
。
年
金

支
給
開
始
年
齢
を
過
ぎ
て
い
れ
ば
、
好
き
な

年
齢
か
ら
受
け
取
り
を
開
始
で
き
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
例
と
し
て
70
歳
ま
で
遅
ら
せ
た
場

合
と
75
歳
ま
で
遅
ら
せ
た
場
合
の
金
額
の
試
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ねんきん定期便でこれだけは
必ずチェック＆考えておくべきこと
▢これまでの公的年金の加入履歴

▢ 65歳からもらえる自分の年金の見込額（50歳以上）

▢ 60歳以降、どんな働き方でいつまで働くか

▢年金をいつから受給し始めるか

▢自分は特別支給の老齢厚生年金の対象か

▢配偶者や子の加算が対象になるか
出所：取材をもとに編集部作成

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
さ
て
、
ご
自
身
の
ね
ん
き
ん
定
期
便
を
眺

め
て
き
た
人
の
中
に
は
、「
年
金
っ
て
思
っ
た

よ
り
少
な
い
な
」
と
い
う
思
い
が
浮
か
ん
だ

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
公
的
年
金
は

「
防ぼ

う

貧ひ
ん

」
を
目
的
に
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、

あ
る
程
度
の
生
活
レ
ベ
ル
を
想
定
し
て
給
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
24
年
度
の
平
均

的
な
支
給
月
額
は
国
民
年
金
が
６
万
８
０
０

０
円
、
厚
生
年
金
が
９
万
４
４
８
３
円
、
合

わ
せ
て
月
約
16
・
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
年
金
額
は
財
政
状
況
に
よ
り
変
動
し

ま
す
が
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
40
年
満
期

で
納
め
た
場
合
で
、
年
額
80
万
円
（
月
額
６

・
６
万
円
）
程
度
で
直
近
推
移
し
て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
は
平
均
標
準
報
酬
額
と
加
入
期
間

の
月
数
で
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
厚
生
年
金
の

標
準
報
酬
月
額
の
最
大
値
は
65
万
円
で
、
そ

れ
以
上
給
料
を
も
ら
っ
て
い
て
も
保
険
料
は

上
が
ら
ず
、
将
来
の
厚
生
年
金
額
も
増
え
ま

せ
ん
。
同
様
に
賞
与
は
１
５
０
万
円
・
３
回

が
上
限
と
な
り
ま
す
か
ら
、
会
社
員
が
仮
に

現
行
の
制
度
で
40
年
間
最
高
額
の
保
険
料
を

納
め
た
と
し
て
月
22
万
円
程
度
が
最
高
額
で

す
（
フ
ル
の
国
民
年
金
と
合
わ
せ
て
約
30
万
円
が
限

界
値
）。

　
そ
れ
で
は
、
実
際
に
年
金
を
増
や
す
方
法

と
し
て
は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

iD
eCo

な
ど
任
意
加
入
の
年
金
に
加
入
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
公
的
年
金
と

い
う
屋
台
骨
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
の
が
先
決

で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
の
給
料
と
加

入
月
額
を
増
や
す
こ
と
。
た
だ
し
こ
れ
は
自

分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
部
分
も
大
き
い

の
で
、
ま
ず
は
ね
ん
き
ん
定
期
便
を
見
て
、

保
険
料
未
納
の
期
間
が
な
い
か
ど
う
か
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
未
納
は
基
本
的
に

２
年
前
ま
で
な
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
学
生
で
あ
っ
て
も
20

歳
を
過
ぎ
る
と
国
民
年
金
に
加
入
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
は
収
入
が
な
い
た
め
、

払
っ
て
い
た
人
は
少
数
派
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
生
時
代
に
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
た

方
も
、
将
来
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い

の
で
給
付
額
を
増
や
す
に
は
10
年
間
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ
し

３
年
以
上
前
に
な
る
と
延
滞
税
の
よ
う
に
追

加
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
早
め

に
気
づ
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

　
た
だ
し
60
歳
を
過
ぎ
て
も
国
民
年
金
の
未

納
部
分
を
払
う
方
法
は
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、

安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
60
歳
以
降
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
い
は
60
歳
を
過
ぎ
て
も
会
社
で
働
く
場

合
は
、
上
限
は
あ
り
ま
す
が
、
厚
生
年
金
が

自
動
的
に
未
納
の
不
足
分
を
埋
め
合
わ
せ
て

支
払
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
今
だ
け
の
特

例
で
「
経
過
的
加
算
」
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
夫
婦
二
人
な
ら
、
奥
さ
ん
も
働
き
に

出
て
厚
生
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。

請
求
す
れ
ば
も
ら
え
る

「
加
給
年
金
」と
は

　
そ
し
て
年
金
を
増
や
す
に
は
、
何
と
い
っ

算
が
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
金
額
を
に
ら
み

つ
つ
、「
い
つ
か
ら
年
金
を
受
け
取
ろ
う
か
」

な
ど
、
老
後
の
生
活
設
計
を
立
て
る
と
い
い

で
し
ょ
う
。

　
50
歳
以
上
の
人
の
〈
裏
〉
に
は
、「
老
齢

年
金
の
種
類
と
見
込
額
（
年
額
）
」
と
い
う

欄
が
あ
り
ま
す
。
該
当
し
な
い
人
は
「
＊
＊

＊
＊
＊
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
何
の
こ
と

か
わ
か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

男
性
で
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
４
月
２
日

以
降
の
生
ま
れ
、
女
性
で
66
（
昭
和
41
）
年

４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
の
人
か
ら
廃
止
さ

れ
る
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
の
見

込
額
で
す
。
こ
こ
に
記
載
が
あ
れ
ば
65
歳
前

に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
も
ら
え
ま

す
。
注
意
が
必
要
な
の
は
、「
自
分
は
繰
り

下
げ
受
給
を
す
る
つ
も
り
な
の
で
ま
だ
受
け

な
く
て
い
い
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
特
別
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
繰
り
下
げ
受
給
が
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
。
請
求
せ
ず
に
５
年
が

た
つ
と
権
利
が
消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
、
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ね
ん
き
ん
定
期
便
に
は
「
封
書
」
で
届
く

パ
タ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
。
封
書
が
届
く
の
は

35
歳
、
45
歳
、
59
歳
に
な
る
月
。
ハ
ガ
キ
と

違
う
の
は
、
勤
務
先
の
名
前
や
そ
こ
で
支
払

っ
た
保
険
料
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入

履
歴
が
す
べ
て
載
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
今
は
「
年
金
Ｇ
メ
ン
」
が
目
を
光
ら
せ
て

い
ま
す
が
、
昔
は
規
模
の
小
さ
い
会
社
で
は

社
会
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
昭
和
や
平
成
の
初
期
ま
で
年

金
記
録
は
ア
ナ
ロ
グ
で
し
た
。
そ
れ
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
際
に
名
前
の
読
み
方
や
性
別
な

ど
を
間
違
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
い
ま
だ
に
そ

れ
が
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

加
入
履
歴
は
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

年
金
は
最
大
で「
月
30
万
」

ま
ず
は「
未
納
」を
確
認

　
も
し
誤
り
が
見
つ
か
っ
て
も
、
年
金
受
給

権
が
発
生
し
て
か
ら
５
年
が
経
過
す
る
と
申

し
立
て
て
も
無
効
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
の
で
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
早

め
に
年
金
事
務
所
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
も
封
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
人
は
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
記
載
の
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
の
『
お
客
様
の
ア
ク
セ
ス
キ

ー
』」
を
使
っ
て
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に

ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で

の
加
入
履
歴
や
、
将
来
の
年
金
額
を
試
算
す
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軽視すると後悔することに。（写真：PIXTA）

知識がないと大損｢ねんきん定期便｣正しい見方と落とし穴

て
も
受
給
開
始
時
期
を
繰
り
下
げ
る
こ
と
で

す
。
年
齢
を
繰
り
下
げ
れ
ば
下
げ
る
ほ
ど
支

給
額
は
上
が
り
ま
す
。
例
え
ば
70
歳
ま
で
繰

り
下
げ
れ
ば
、
65
歳
か
ら
も
ら
っ
た
場
合
と

比
較
し
て
、
１
・
42
倍
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
働
き
な
が
ら
厚
生
年
金
を
受
給
す

る
と
、
年
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
在
職
老
齢
年
金
）。
こ
の
あ
た
り
の
兼
ね

合
い
に
つ
い
て
は
、
一
度
年
金
事
務
所
に
聞

い
て
み
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
は
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
厚
生
年
金
に
は
請
求
す

れ
ば
も
ら
え
る
「
加
給
年
金
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
家
族
手
当
の
よ
う
な
年
金
で
、

65
歳
に
な
っ
た
時
点
で
年
下
の
配
偶
者
が
い

る
場
合
（
１
カ
月
だ
け
年
下
で
も
Ｏ
Ｋ
。
配
偶
者

は
夫
で
も
妻
で
も
可
）
や
、
扶
養
し
て
い
る
子

供
が
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
上
乗
せ
の
年

金
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
繰
り
下
げ
受
給
を

す
る
と
も
ら
え
な
く
な
る
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
国
民
年
金
部
分
だ
け

繰
り
下
げ
て
、
厚
生
年
金
は
繰
り
下
げ
な
い
、

と
い
う
手
も
あ
り
ま
す
。

　
年
金
の
保
険
料
は
税
金
の
よ
う
に
戻
っ
て

こ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
仕
方
な
く
払
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
年
金
は
、「
10

年
受
給
す
れ
ば
、
過
去
に
払
っ
た
保
険
料
の

ぶ
ん
は
も
と
が
と
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
繰
り
下
げ
受
給
を
す
れ
ば
、
も
っ
と
短

い
年
数
で
も
と
を
と
れ
ま
す
。

　
年
金
は
「
も
ら
う
も
の
」
で
は
な
く
「
自

分
で
つ
く
る
も
の
」
と
思
っ
て
、「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
し
て

い
る
と
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
方
が
相
談
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
共
通
の
関
心
事

は
「
老
後
資
金
を
い
か
に
確
保
す
る
か
」
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
努
力
し
て

い
る
人
と
、
そ
う
で
も
な
い
人
が
い
ま
す
。

そ
の
違
い
は
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
扱
い
方
に

顕
著
に
表
れ
る
よ
う
で
す
。

「
国
が
送
っ
て
く
る
書
類
は
書
き
方
が
不
親

切
で
、
読
む
気
が
し
な
い
」「
遠
い
未
来
の

年
金
よ
り
目
の
前
の
仕
事
で
忙
し
い
」

　
そ
う
言
い
た
く
な
る
気
持
ち
も
わ
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
を
し
っ
か

り
読
み
込
ん
で
い
る
人
と
、
ろ
く
に
見
な
い

で
捨
て
て
し
ま
う
人
と
で
は
、長
い
間
に「
天

国
と
地
獄
」
ほ
ど
の
差
が
開
い
て
し
ま
う
と

い
う
の
が
私
の
実
感
で
す
。

　
あ
る
と
き
こ
ん
な
お
客
様
が
い
ま
し
た
。

「
ど
う
せ
年
金
な
ん
て
ア
テ
に
な
ら
な
い
」

と
思
い
込
み
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
が
来
て
も

放
置
し
て
き
た
独
身
の
女
性
で
す
。
し
か
し

自
分
で
老
後
資
金
を
積
み
立
て
て
い
た
わ
け

で
も
な
く
、
実
際
に
還
暦
が
近
づ
い
て
か
ら

支
給
さ
れ
る
年
金
額
を
知
り
、「
こ
れ
で
は

と
て
も
暮
ら
し
て
い
け
な
い
」
と
私
の
と
こ

ろ
に
駆
け
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
方
に
は
仕
事
を
で
き
る
限
り
続
け
、

年
金
受
給
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
繰
り
下
げ
る
こ

と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
し
か
し
、「
こ

ろ
か
ら
ね
ん
き
ん
定
期
便
が
届
く
た
び
に
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
過
去
の
転
職
期
間
中

に
保
険
料
未
納
期
間
が
４
カ
月
分
あ
る
こ
と

に
気
づ
き
、
あ
と
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
国

民
年
金
の
加
入
期
間
は
す
べ
て
埋
ま
り
、
満

額
の
受
給
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方

の
場
合
、
古
い
ね
ん
き
ん
定
期
便
も
捨
て
ず

に
フ
ァ
イ
ル
し
て
い
る
の
で
、「
年
金
額
が

年
々
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
の
を
見
る
の
が

楽
し
み
だ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
で
年
金
に
つ
い
て
調
べ
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
い
い
加
減
な
情
報
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
不
明
点
や
不
安
な
点
が

あ
れ
ば
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
を
持
っ
て
年
金

事
務
所
に
行
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

ん
な
こ
と
な
ら
も
っ
と
早
く
か
ら
、
ね
ん
き

ん
定
期
便
を
読
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と

後
悔
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
別
の
方
は
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
に
記

載
さ
れ
て
い
る
年
金
の
見
込
額
を
「
月
額
」

だ
と
勘
違
い
し
て
い
ま
し
た
（
実
際
は
年
額
で

す
）。
そ
の
方
は
年
金
に
加
入
し
て
い
た
期

間
が
短
く
、
見
込
額
も
低
か
っ
た
た
め
、
早

と
ち
り
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
あ
る
方
は
結
婚
で
姓
が
変
わ
っ
て
か

ら
の
年
金
記
録
が
ご
っ
そ
り
抜
け
落
ち
て
い

た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
あ
や
う
く
大
事
な
年

金
が
大
き
く
減
額
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
こ
れ
は
極
端
な
ケ
ー
ス
で
す
が
、
日
本
に

住
ん
で
税
金
さ
え
納
め
て
い
れ
ば
、
ほ
か
に

何
も
し
な
く
て
も
、
年
を
と
れ
ば
自
動
的
に

年
金
が
も
ら
え
る
と
信
じ
て
い
た
人
も
い
ま

し
た
。「
ね
ん
き
ん
定
期
便
が
届
い
て
い
た

の
で
は
？
」
と
聞
く
と
、「
届
い
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
ま
だ
若
い
自
分
に
は

関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た
」
そ
う
で
す
。

定
期
便
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

40
代
か
ら
毎
年
チ
ェッ
ク

　
そ
う
か
と
思
え
ば
、
毎
年
の
ね
ん
き
ん
定

期
便
を
穴
が
あ
く
ほ
ど
チ
ェ
ッ
ク
し
、
す
べ

て
捨
て
ず
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て
い
る
几
帳

面
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
方
は

現
在
60
代
の
男
性
で
す
が
、
ま
だ
40
代
の
こ

ね
ん
き
ん
定
期
便
を「
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
人
」と

 「
し
て
い
な
か
っ
た
人
」の
残
念
す
ぎ
る
違
い

column
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調査＆取材方法
2024年11月27日～12月17日、60代以上のPRESIDENT Online会員を対象に

「年金」に関するアンケート調査を実施。1640件の回答を得た。回答者のうち、
匿名での取材に応じてくれた5名の読者に、追加で取材を行った。

３人に１人は
年金制度に不満を感じている
年金制度や受給方法に満足していますか？Q

非常に不満がある
11.5%

不満がある
22.9%

どちらとも言えない
43.8%

満足している
20.7%

非常に満足している
1.2%

半数以上は
年金だけで生活を維持できない
現在の年金額は、ご自身の生活を維持するの
に十分ですか？Q

不十分である
51.1%まあまあ

十分である
29.9%

十分である
5.7%

受給していない
13.4%

文＝本誌編集部

年
金
生
活
者
の
問
題
意
識
や

本
当
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
は

「
老
後
の
暮
ら
し
に
安
心
を
」

　
厚
生
労
働
省
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
投
稿
さ
れ
た
、
日
本
年
金
機
構
に
よ

る
公
的
年
金
制
度
の
解
説
動
画
は
、
そ
ん
な

言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
だ
が
年
金
は
、
本
当
に
老
後
の
暮
ら
し
を

安
心
な
も
の
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
編

集
部
で
は
年
金
生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
す
で
に
年
金
の
受
け
取
り
が
始
ま

っ
て
い
る
人
々
へ
の
調
査
を
企
画
。
60
代
以

上
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
会
員
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
１
６
４
０
件
の
回
答
で
判
明
し
た
の
は
、

年
金
だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
現
実
だ

っ
た
。
半
数
以
上
と
な
る
51
・
１
％
の
人
々

が
、
現
在
の
年
金
額
は
自
身
の
生
活
を
維
持

す
る
の
に
「
不
十
分
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
。

　
で
は
、
年
金
が
頼
り
に
な
ら
な
い
中
で
、

年
金
生
活
者
の
人
々
は
ど
う
生
活
し
、
何
に

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
編

集
部
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
に
追
加

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
依
頼
。
性
別
や
家

族
構
成
、
保
有
資
産
、
経
験
の
異
な
る
５
人

の
方
々
に
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。
昨

今
の
治
安
状
況
を
鑑
み
て
、
取
材
は
匿
名
を

条
件
に
実
施
さ
れ
た
。

　
次
㌻
か
ら
は
５
人
の
証
言
を
そ
れ
ぞ
れ
掲

載
し
て
い
る
。
年
金
生
活
の
暮
ら
し
ぶ
り
、

そ
し
て
、
年
金
生
活
の
不
安
と
そ
の
向
き
合

い
方
の
実
例
を
紹
介
し
て
い
く
。

年
金
で
静
か
に
暮
ら
す
高
齢
者
が
抱
く

 「
最
大
の
不
安
」と
は
な
に
か
？

年
金
生
活
の
リ
ア
ル

男
女
５
人
の
証
言

高
齢
社
会
で
か
つ
て
な
く
長
く
な
っ
た
年
金
生
活
は
、一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
？

キ
ャ
リ
ア
も
保
有
資
産
も
バ
ラ
バ
ラ
な
５
人
の
年
金
受
給
者
に
実
態
を
聞
い
た
。

徹 底 取 材

企
業
年
金
で

一
生
安
心
？

年
金
だ
け
で

暮
ら
せ
る
？
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保有する金融資産は2.6億円「年金がないと困る」感覚はなし66歳

1

「
資
産
２
億
円
以
上
あ
る
が
独
身
で
、認
知
症
が
不
安
」

健康で気になることは？Q
「若いときは病気がちで50歳
まで生きられないのではな
いかと思っていた」と語るが、
今は大きな病気はなし。アウ
トドアで積極的に体を動か
す。認知症になるのが心配。

どうお金を使っている？Q
40歳頃から始めた資産運用
の成果と質素な生活で積み
上げた資産で、日常生活を
ほぼ賄えている。かつての職
場での友人たちと、ハイキン
グやサイクリング、旅行を楽
しむ。

年金制度や受給方法に
満足している？Q

特段の不満はない

現在の年金は生活維持
に十分な金額？Q

十分である

タクミさん​

持ち家

54万円

毎月の不労収入

国民年金、厚生年金
……14万円
企業年金、共済年金
……20万円
投資収入（配当金、利息ほか）
……20万円

年金生活のリアル男女５人の証言

証言

預貯金
2.6億円

全
く
働
い
て
い
な
い
の
に

年
金
以
外
に
毎
月
20
万
円

「
年
金
制
度
が
こ
う
な
っ
て
く
れ
な
い
と
自

身
の
生
活
に
困
る
と
い
っ
た
不
満
は
正
直
、

ま
っ
た
く
な
い
で
す
ね
」

　
東
京
・
池
袋
駅
か
ら
電
車
で
お
よ
そ
30
分
。

埼
玉
県
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
暮
ら
す
66

歳
の
タ
ク
ミ
さ
ん
（
仮
名
）
は
、
取
材
す
る

編
集
者
に
困
惑
し
な
が
ら
語
っ
た
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
タ
ク
ミ
さ
ん
は
年
金
が
な
く
て

も
暮
ら
し
て
い
け
る
ほ
ど
、
十
分
な
資
産
を

持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
タ
ク
ミ
さ
ん
は
大
学
院
を
修
了
後
、
大
手

金
融
機
関
に
入
社
。
資
産
運
用
に
関
す
る
業

務
を
中
心
に
30
年
余
り
勤
め
て
き
た
。
30
歳

の
頃
は
「
貯
金
よ
り
も
、
奨
学
金
の
借
金
の

ほ
う
が
多
か
っ
た
」
と
い
う
タ
ク
ミ
さ
ん
だ

が
、
現
在
の
金
融
資
産
は
２
億
６
０
０
０
万

円
に
の
ぼ
る
。
投
資
信
託
の
配
当
金
や
国
債

・
社
債
の
利
息
収
入
だ
け
で
月
額
換
算
20
万

円
の
手
取
り
収
入
が
あ
る
。

「
資
産
運
用
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い

て
も
と
い
う
か
、
仕
事
に
加
え
て
自
身
の
資

産
の
運
用
に
ま
で
は
あ
ま
り
関
心
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
投
資
の
き
っ
か
け
は
、
顧
客

向
け
に
投
資
を
勧
め
る
資
料
の
作
成
で
し
た
。

主
な
長
期
投
資
先
は
海
外
株
式
。
リ
ス
ク
を

取
る
決
断
に
は
、
後
押
し
し
て
く
れ
る
き
っ

か
け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」

　
年
金
も
手
厚
い
。
国
民
年
金
と
厚
生
年
金

保
険
は
合
わ
せ
て
月
額
14
万
円
ほ
ど
だ
が
、

勤
務
先
の
企
業
年
金
と
共
済
年
金
の
２
つ
の

制
度
に
加
入
し
て
い
た
た
め
、
公
的
年
金
と

は
別
に
月
額
で
20
万
円
を
受
け
取
る
。

　
月
々
の
収
入
は
合
計
で
54
万
円
。
厚
生
労

働
省
が
公
表
し
て
い
る
『
令
和
４
年
度 

厚

生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
事
業
の
概
況
』
に

よ
る
と
、
厚
生
年
金
の
最
大
金
額
で
あ
る
月

額
30
万
円
台
を
受
け
取
る
人
は
年
金
受
給
者

全
体
の
約
０
・
08
％
し
か
い
な
い
が
、
タ
ク

ミ
さ
ん
は
年
金
と
投
資
収
入
で
そ
れ
を
遥
か

に
上
回
る
収
入
を
得
て
い
る
計
算
に
な
る
。

外
食
は
せ
ず
自
炊
で
暮
ら
す

買
い
物
は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

　
生
活
に
困
ら
な
い
だ
け
の
収
入
が
あ
る
た

め
、
年
金
制
度
に
対
す
る
見
方
は
客
観
的
だ
。

今
後
の
負
担
増
も
や
む
を
え
な
い
だ
ろ
う
と

考
え
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
が
守
ら
れ
て
い
な
い

な
ど
の
不
公
平
が
あ
り
、
現
役
時
代
の
貯
蓄

も
将
来
の
年
金
も
十
分
で
な
く
な
る
人
た
ち

が
少
な
か
ら
ず
出
て
く
る
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。
不
公
平
の
是
正
と
と
も
に
、
不
利

益
を
受
け
た
人
た
ち
へ
の
適
切
な
社
会
保
障
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登山で訪れた山形県・熊野岳。写真中央に避難小
屋が見える。

出所：裁判所「成年後見制度」をもとに編集部作成

成年後見は単身者が認知症に対処する方法の一つ
●成年後見制度……認知症などによって判断能力が十分でない人
を保護する制度

種別 利用のタイミング 後見人の選び方

法定後見

判断能力が低下した後にも利用でき
る：状態に応じて｢補助｣｢保佐｣｢後
見｣を行う。家庭裁判所の監督下で
後見人が財産や契約を管理する。

家庭裁判所が後
見人を選任する。

任意後見

判断能力があるうちに利用する：後
見人を事前に指定、契約内容も自由
に設定できる。裁判所は任意後見監
督人を選任し、悪用を防止する。

本人が後見人を
指定する。

は
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
自
分
た
ち
の
給
付

が
減
っ
た
り
、
負
担
が
増
え
た
り
す
る
の
は

あ
る
程
度
仕
方
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
不

公
平
・
不
公
正
が
原
因
で
ギ
ス
ギ
ス
し
た
社

会
に
暮
ら
す
の
は
避
け
た
い
で
す
」

　
人
並
み
以
上
の
収
入
が
あ
る
タ
ク
ミ
さ
ん

だ
が
、
自
身
が
「
派
手
な
生
活
を
し
な
い
」

と
語
る
通
り
、
日
々
の
生
活
は
質
素
だ
。

「
58
歳
で
早
期
退
職
を
選
択
し
た
理
由
の
一

つ
が
、『
年
を
取
っ
て
理
解
力
が
衰
え
る
前

に
読
み
た
か
っ
た
本
を
読
み
た
い
』
と
い
う

思
い
か
ら
で
し
た
。
退
職
し
て
か
ら
は
、
国

内
外
の
古
典
文
学
か
ら
現
代
小
説
、
社
会
学
、

心
理
学
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
本
を
読

ん
で
い
ま
す
」

　
日
中
は
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
、
本
を
読
ん

だ
り
と
お
金
の
か
か
ら
な
い
生
活
を
送
る
。

「
外
食
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
。
家
の
ほ
う

が
落
ち
着
く
の
で
、
普
段
は
惣
菜
な
ど
の
中

食
も
利
用
し
な
が
ら
自
炊
し
て
い
ま
す
。
毎

日
似
た
よ
う
な
も
の
を
食
べ
て
も
苦
に
な
り

ま
せ
ん
。
買
い
物
に
行
く
の
は
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
や
ヤ
オ
コ
ー
な
ど
の
普
通
の
ス
ー
パ

ー
で
、
野
菜
と
魚
に
つ
い
て
は
商
品
の
鮮
度

が
高
い
店
を
探
す
く
ら
い
で
す
」

　
楽
し
み
は
趣
味
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
国
内

旅
行
。
春
と
秋
は
１
週
間
ず
つ
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
し
な
が
ら
各
地
の
宿
泊
地
を
転
々
と

す
る
。

「
事
前
に
計
画
を
立
て
つ
つ
、
天
候
な
ど
で

コ
ー
ス
を
変
更
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
。
季

節
が
い
い
時
期
は
、
そ
ん
な
自
転
車
旅
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
夏
は
長
期
で

避
暑
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
使
っ
て
い
る
自

転
車
は
ア
メ
リ
カ
製
。
２
年
経
っ
て
型
落
ち

に
な
っ
た
モ
デ
ル
を
二
十
数
万
円
で
買
い
ま

し
た
。
も
う
10
年
以
上
使
っ
て
い
ま
す
ね
」

　
現
役
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
生
活
水
準
で
、

「
資
産
に
全
く
手
を
つ
け
る
こ
と
な
く
生
活

が
で
き
て
い
る
」
と
語
る
タ
ク
ミ
さ
ん
。
そ

れ
で
も
退
職
直
後
は
就
労
収
入
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、「
一
時
的
に
出
費
に
敏
感
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。

「
将
来
の
見
通
し
が
は
っ
き
り
し
、
少
し
贅

沢
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き

ま
す
が
、
僕
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
毎
月
給
料
が
入
っ
て
き
た
の
が
、
い
き

な
り
な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
こ
れ
だ
け

資
産
が
あ
れ
ば
十
分
だ
と
頭
で
は
わ
か
っ
て

い
て
も
、
思
っ
た
以
上
に
心
理
的
に
影
響
を

受
け
た
み
た
い
で
、
し
ば
ら
く
の
間
は
出
費

に
慎
重
に
な
り
ま
し
た
」

認
知
症
の
と
き
成
年
後
見
は

本
当
に
頼
れ
る
制
度
な
の
か

　
十
分
な
資
産
が
あ
り
、
支
出
も
控
え
め
。

端
か
ら
見
れ
ば
将
来
へ
の
不
安
は
全
く
な
さ

そ
う
な
暮
ら
し
ぶ
り
に
見
え
る
が
、
決
し
て

悩
み
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

「
認
知
症
は
心
配
で
す
。
特
に
独
身
の
場
合

は
共
通
の
悩
み
だ
と
思
い
ま
す
」

　
認
知
症
を
発
症
す
れ
ば
、
資
産
の
管
理
や

日
々
の
生
活
に
支
障
が
出
る
。
家
族
が
い
れ

ば
面
倒
を
見
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、

タ
ク
ミ
さ
ん
は
独
身
。
身
近
に
自
分
の
面
倒

を
頼
め
る
相
手
は
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
一
般
に
、
成
年
後

見
制
度
が
勧
め
ら
れ
る
。
認
知
症
な
ど
を
き

っ
か
け
に
判
断
能
力
が
低
下
し
た
人
の
財
産

や
生
活
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
。

後
見
人
と
し
て
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
た
人
物

が
、
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約
や
財
産
管
理
を

行
う
。
年
金
の
受
け
取
り
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
選
定
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

「
た
だ
、
成
年
後
見
制
度
も
な
か
な
か
難
し

い
で
す
よ
ね
。
後
見
人
が
財
産
を
不
適
切
に

管
理
す
る
ケ
ー
ス
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
誰
に
任
せ
る
の
か
の
判
断
も
難
し
い
し
、

自
分
の
意
志
に
は
関
係
な
く
、
意
に
反
す
る

人
を
後
見
人
に
指
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
か
ら
」

　
最
高
裁
判
所
が
公
表
し
て
い
る
「
後
見
人

等
に
よ
る
不
正
事
例
」
に
よ
る
と
、
令
和
５

年
だ
け
で
も
１
８
４
件
。
件
数
は
家
庭
裁
判

所
か
ら
不
正
事
例
に
対
す
る
一
連
の
対
応
を

終
え
た
と
報
告
さ
れ
た
も
の
で
、
訴
え
が
な

か
っ
た
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
不
正
事

例
は
親
族
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
後
見

人
を
担
う
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門

職
に
よ
っ
て
も
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

「
自
分
の
資
産
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
死
後

の
処
分
も
含
め
、
信
託
の
利
用
な
ど
の
具
体

的
な
手
続
き
は
未い

ま

だ
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
」

　
自
身
の
資
産
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
か
と
い
う
問
い
か
け
に
タ
ク
ミ
さ

ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
大
半
は
公
的
な
と
こ
ろ
へ
寄
付
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
慈
善
団
体
の
よ
う
な
と
こ

ろ
も
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
出
身

自
治
体
は
含
め
る
つ
も
り
で
す
」

　
自
身
の
築
い
た
財
産
を
ど
の
よ
う
に
役
立

て
る
べ
き
か
考
え
続
け
て
い
る
が
、
最
終
的

な
結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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個人年金で年金上乗せ「なるべくお金を使おうと思う」​70歳

年金生活のリアル男女５人の証言

2

「
年
金
生
活
で
初
め
て
中
ト
ロ
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
」 

健康で気になることは？Q
社会保険労務士の資格を生
かし、不定期でセミナーの依
頼を受けている。「セミナー
で話すのは楽しい。働いて
いるほうが頭も使う」。フィッ
トネスジムに通って体力を
維持。

どうお金を使っている？Q
「なるべくお金を使 おうと

思っている」。日々の食事は
質がいい食材を買う。孫に
は「ミキハウスの服を買って
あげていた。自分たちが着
る服よりも高い」。

年金制度や受給方法に
満足している？Q

満足している

現在の年金は生活維持
に十分な金額？Q

まあまあ十分

持ち家

証言

69.5万円

毎月の不労収入

本人（国民年金、厚生年金、個
人年金）……41.5万円 
夫（国民年金、厚生年金、企業
年金）……28万円

子２人

母

孫２人​ 就労収入（不定期）

金融資産

アヤカさん

3000万円

夫

4000万円

コ
ン
サ
ー
ト
は
３
万
円
Ｓ
席

小
さ
い
孫
に
は
ミ
キ
ハ
ウ
ス

　
東
京
都
北
部
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
夫
と

２
人
で
暮
ら
す
70
歳
の
ア
ヤ
カ
さ
ん
（
仮
名
）。

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
か
ら
、「
定
年
以

前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
贅
沢
を
す
る

余
裕
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

「
現
役
時
代
は
ス
ー
パ
ー
で
マ
グ
ロ
の
中
ト

ロ
や
国
産
和
牛
な
ん
て
絶
対
に
買
っ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
今
で
は
な
る
べ
く
お

金
を
使
お
う
と
思
っ
て
、
思
い
切
っ
て
買
っ

て
い
ま
す
。
食
べ
る
量
が
減
っ
た
と
い
う
の

も
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
食
事
の
グ
レ
ー
ド

は
随
分
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
夫
の
年
金
受
給
額
は
企
業
年
金
な
ど
も
合

わ
せ
て
月
額
約
28
万
円
。
ア
ヤ
カ
さ
ん
自
身

も
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
で
月
額
16
・
５
万

円
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
世
帯
収
入
は
お
よ

そ
44
・
５
万
円
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

「
80
歳
ま
で
で
す
が
、
個
人
年
金
保
険
で
月

に
約
25
万
円
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
た
ま

た
ま
金
利
が
高
い
時
期
に
契
約
し
て
い
て
、

よ
か
っ
た
ん
で
す
」

　
個
人
年
金
保
険
も
合
わ
せ
れ
ば
、
月
々
の

不
労
収
入
は
70
万
円
近
く
に
な
る
。

「
た
だ
、
年
を
取
っ
て
く
る
と
、
な
か
な
か

お
金
を
使
う
場
所
が
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
以

前
は
中
国
が
好
き
で
、
北
京
や
洛
陽
、
上
海

に
海
外
旅
行
に
行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
た

だ
、
コ
ロ
ナ
以
降
は
パ
ッ
タ
リ
と
行
か
な
く

な
っ
て
。
最
近
だ
と
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
比
較
的

お
金
を
使
う
か
な
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
好

き
で
、
辻
井
伸
行
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
３

万
円
の
Ｓ
席
を
購
入
し
て
聴
き
に
行
け
ま
し

た
。
あ
と
は
、
沢
田
研
二
さ
ん
。
ジ
ュ
リ
ー

の
ラ
イ
ブ
は
な
か
な
か
当
た
ら
な
い
ん
で
す

よ
ね
。昨
年
は
な
ん
と
か
２
回
行
け
ま
し
た
」

　
ほ
か
に
も
小
田
和
正
や
竹
内
ま
り
や
の
Ｃ

Ｄ
を
た
め
ら
わ
ず
購
入
す
る
な
ど
、「
定
年

に
な
っ
て
気
が
大
き
く
な
っ
た
」
と
ア
ヤ
カ

さ
ん
は
笑
う
。
都
内
で
暮
ら
す
子
供
の
家
族

に
も
、
惜
し
み
な
く
お
金
を
使
う
と
い
う
。

「
上
の
子
の
家
に
、
２
人
の
孫
が
い
る
ん
で

す
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
頃
は
ミ
キ
ハ
ウ
ス

の
服
を
買
っ
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
ね
。
最
近

は
、
私
は
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
ブ
ラ
ン
ド

の
服
を
欲
し
が
っ
た
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
自
分
た
ち
が
着
る
服
よ
り
も
高
い
服

で
。
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
で
す
よ
ね
」

「
年
金
が
少
な
い
」と

文
句
を
言
う
人
た
ち
に
疑
問

　
資
産
運
用
は
「
特
に
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
」
と
い
う
も
の
の
、
預
貯
金
や
投
資
信
託
、

株
、
個
人
向
け
国
債
で
本
人
は
３
０
０
０
万
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専業主婦が入る3号保険は約40年前に創設された
●第3号被保険者制度の歴史

1954年 加給年金の新設
厚生年金内の制度として発足。夫名義の年金で
夫婦２人が生活できるような、世帯単位の給付設
計になっていた。

1985年 第3号被保険者制度
の創設

基礎年金制度の創設とともに設立が決定。サラ
リーマン世帯の専業主婦も国民年金に強制加入
対象となり、自分名義の年金権を確保。

1986年 運用開始 運用開始時の被扶養者の認定基準は年間収
入が90万円未満。所得税と基準を揃えていた。

1987年 被扶養者の基準額
引き上げ開始

所得税との連動をやめ、所得水準の伸びに応じ
て金額改定が行われることになった。

1993年 130万円の壁の完成 87年、89年、92年、93年と金額改定がされたが、
93年以降は改定されることなく現在に至る。

出所：厚生労働省年金局「第3号被保険者制度について」を基に編集部作成 

最近、お金を使っているのは音楽。
CDやグッズを購入する。

円
、
夫
は
４
０
０
０
万
円
の
金
融
資
産
を
保

有
。
お
金
に
心
配
す
る
こ
と
は
全
く
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
豊
か
さ
を
得
る
ま
で

の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。

「
私
は
北
海
道
の
炭
鉱
の
町
で
、
自
営
業
の

両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
学
進
学

を
機
に
東
京
に
出
て
き
た
ん
で
す
が
、
就
職

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ち
ょ
う
ど
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
と
重
な
っ
て
。
し
か
も
、
女
子
で

す
か
ら
ね
。今
で
は
あ
り
え
ま
せ
ん
が
、『
女

性
は
自
宅
通
勤
が
で
き
る
範
囲
の
人
し
か
採

用
し
ま
せ
ん
』
と
い
う
求
人
が
普
通
に
あ
っ

た
ん
で
す
。
就
職
が
本
当
に
厳
し
く
っ
て
、

小
規
模
な
会
社
に
入
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
終
的
に
そ
こ
で
８
年
間
勤
め
た
ん

で
す
が
、
厚
生
年
金
の
適
用
を
受
け
ら
れ
た

の
は
、
会
社
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
最
後

の
２
年
間
だ
け
で
し
た
」

　
そ
の
後
、
結
婚
。
出
産
を
し
て
一
時
は
専

業
主
婦
に
。
最
初
は
自
分
の
貯
金
か
ら
国
民

年
金
を
任
意
で
払
っ
て
き
た
と
い
う
。

「
年
金
制
度
に
文
句
を
言
う
人
を
見
る
た
び

に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。『
年
金
が
少
な
い
』

と
い
う
人
た
ち
は
、
そ
も
そ
も
払
っ
て
き
て

い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
自
分
が
払
う
べ
き
保

険
料
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
人
が
も
ら
え
な

い
の
は
、
仕
方
が
な
い
部
分
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
専
業
主
婦
に
な
っ
て
か
ら
も
、
私
は

国
民
年
金
を
払
っ
て
い
ま
し
た
。
２
年
経
っ

て
か
ら
第
３
号
が
で
き
て
…
…
そ
の
と
き
は

ち
ょ
っ
と
悔
し
か
っ
た
で
す
ね
」

　
国
民
年
金
は
１
９
６
１
年
に
発
足
し
た
が
、

専
業
主
婦
が
保
険
料
負
担
な
し
で
国
民
年
金

に
加
入
す
る
「
第
３
号
被
保
険
者
」
制
度
が

導
入
さ
れ
た
の
は
85
年
だ
っ
た
。
そ
れ
以
前

の
専
業
主
婦
は
、
任
意
加
入
で
自
ら
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
間
が
未
加
入
、
未

納
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
専
業
主
婦
に
な
っ
た
も
の
の
、
ア
ヤ
カ
さ

ん
は
再
就
職
の
道
を
模
索
し
た
。

「『
扶
養
に
入
る
』
と
い
う
言
葉
も
嫌
い
だ

っ
た
ん
で
す
。
母
は
父
と
一
緒
に
働
い
て
い

た
の
で
、
家
庭
内
で
発
言
権
が
あ
り
ま
し
た
。

旦
那
は
結
婚
し
て
最
初
の
頃
、
本
当
に
家
の

こ
と
を
何
も
し
て
く
れ
な
く
て
。
そ
れ
で
再

就
職
を
決
め
た
と
き
は
、
一
切
相
談
を
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
い
き
な
り
伝
え
た
ら
び
っ
く

り
し
て
い
ま
し
た
け
ど
、
相
談
し
た
ら
反
対

さ
れ
る
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
」

年
金
が
終
身
の
お
か
げ
で

心
配
な
く
お
金
が
使
え
る

　
再
就
職
先
に
選
ん
だ
の
は
生
命
保
険
の
営

業
。「
初
年
度
か
ら
有
給
が
20
日
間
あ
っ
た

の
と
、
自
分
の
力
量
で
仕
事
が
決
ま
る
か
ら
、

子
供
が
い
て
も
迷
惑
を
か
け
ず
に
済
む
」
と

考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
18
年
間
勤
め
た
後
、

百
貨
店
の
資
産
運
用
サ
ー
ビ
ス
立
ち
上
げ
に

誘
わ
れ
転
職
。
定
年
ま
で
勤
め
た
。
キ
ャ
リ

ア
の
過
程
で
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
も
取

得
し
、
現
在
で
も
時
折
、
セ
ミ
ナ
ー
講
師
と

し
て
企
業
で
講
演
を
行
う
。

「
自
立
し
た
女
性
」
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
よ

う
な
働
き
方
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
共
働
き

で
家
計
を
支
え
な
が
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
は

決
し
て
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。

「
現
役
時
代
は
本
当
に
よ
く
働
い
て
い
ま
し

た
か
ら
ね
。
最
初
か
ら
楽
に
稼
げ
る
仕
事
な

ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。
辞
め
た
い
と
何
度
思
っ

た
こ
と
か
。
そ
れ
で
も
島
田
と
み
子
さ
ん
の

『
年
金
が
語
る
女
の
一
生
』（
朝
日
新
聞
社
・
絶

版
）を
読
ん
で
、自
分
を
奮
い
立
た
せ
ま
し
た
。

お
金
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
金

が
な
い
と
惨
め
な
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
う
思
っ
て
働
き
続
け
ま
し
た
」

　
働
き
続
け
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
子
供

た
ち
へ
の
感
謝
が
あ
る
と
も
語
る
。

「
子
供
が
小
さ
か
っ
た
頃
は
子
連
れ
で
出
勤

し
た
こ
と
も
あ
る
し
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら

は
子
供
を
よ
く
留
守
番
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

寂
し
い
思
い
を
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
今

で
も
思
い
ま
す
。
不
良
に
な
ら
な
く
て
よ
か

っ
た
な
あ
と
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
と
言
い

た
い
で
す
ね
」

　
今
、
何
の
心
配
も
な
く
お
金
を
使
え
る
の

も
「
終
身
で
出
る
年
金
の
お
か
げ
」
だ
と
ア

ヤ
カ
さ
ん
は
断
言
す
る
。

「
94
歳
の
母
は
、
自
営
業
を
し
な
が
ら
国
民

年
金
保
険
料
を
き
ち
ん
と
払
っ
て
き
た
の
で
、

満
額
に
近
い
月
額
７
万
円
弱
を
受
け
取
っ
て

お
り
、
年
金
と
貯
金
で
自
分
の
生
活
を
賄
え

て
い
ま
す
。
終
身
で
受
け
取
れ
る
国
の
年
金

は
本
当
に
あ
り
が
た
い
制
度
で
す
。
現
在
の

賦
課
方
式
が
積
立
方
式
に
変
わ
っ
た
ら
、
心

配
に
な
っ
て
高
齢
者
は
お
金
が
使
え
ま
せ
ん

よ
。
ま
し
て
国
民
年
金
の
給
付
は
今
、
半
分

が
税
金
か
ら
出
て
い
る
。
こ
ん
な
に
優
遇
さ

れ
手
厚
く
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
あ
り
が

た
み
を
感
じ
る
べ
き
で
し
ょ
う
」

「
１
０
６
万
円
の
壁
、
な
ん
て
言
っ
て
い
な

い
で
、
も
っ
と
稼
ぎ
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
す

る
ア
ヤ
カ
さ
ん
に
と
っ
て
、
年
金
と
は
自
助

努
力
で
摑
み
取
る
も
の
だ
っ
た
。
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年金満額受給は先ながら「現役時代の生活が変えられない」​63歳

年金生活のリアル男女５人の証言

3

「
ど
ん
な
名
門
企
業
で
も
手
篤
す
ぎ
る
年
金
は
続
か
な
い
」 

健康で気になることは？Q
現役時代には外食が多かっ
たため、週1回のテニスで
運動。膝を痛めてから一時
期はパーソナルトレーナーも
つけたが、金額が高いため
回数を減らした。ガーミンで
体調管理も。 

どうお金を使っている？Q
現役時代の暮らしぶりが変
えられないのが悩み。交友
関係が広く、大学の同期や
仕事で付き合いが始まった
友人たちと旅行に出かける。

「貯金に手をつけてしまって
います」。 

年金制度や受給方法に
満足している？Q

どちらとも言えない 

現在の年金は生活維持
に十分な金額？Q

不十分である

持ち家（母名義）

預貯金

証言

チサさん

26万円

毎月の不労収入

厚生年金……11万円 
企業年金……15万円

1000万円

叔母

母妹

甥・姪​ 保育士……9万円
毎月の就労収入

日
本
航
空
は
経
営
破
綻
で

年
金
が
大
幅
切
り
下
げ
に

「
生
活
水
準
を
変
え
る
の
は
本
当
に
難
し
い

で
す
ね
」
と
苦
笑
い
す
る
の
は
、
63
歳
の
チ

サ
さ
ん
（
仮
名
）。
現
在
、
母
と
叔
母
と
の
３

人
暮
ら
し
。
神
奈
川
県
に
あ
る
築
50
年
を
超

す
母
の
持
ち
家
で
生
活
す
る
。

「
現
役
の
頃
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に

外
食
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
強
迫

的
に
追
わ
れ
て
い
た
の
か
も
。
人
付
き
合
い

が
何
よ
り
重
要
だ
と
い
う
価
値
観
に
な
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
ね
。
今
は
外
食
自
体
は
減
り

ま
し
た
が
、
当
時
か
ら
付
き
合
い
が
始
ま
っ

た
友
人
た
ち
と
旅
行
に
行
っ
た
り
す
れ
ば
、

そ
こ
で
も
お
金
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前

は
福
井
で
蟹
を
食
べ
て
き
ま
し
た
よ
」

　
銀
行
、
航
空
会
社
、
メ
ー
カ
ー
と
転
職
を

重
ね
、
経
営
に
も
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
チ
サ
さ
ん
。
国
民
年
金
の
受
け
取
り
は

ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
一
般
的
な

水
準
を
は
る
か
に
上
回
る
年
金
を
す
で
に
受

け
取
っ
て
い
る
。

「
私
の
厚
生
年
金
は
月
に
11
万
円
。
そ
れ
に

企
業
年
金
が
15
万
円
加
わ
っ
て
、
月
の
収
入

は
26
万
円
ほ
ど
。
そ
れ
で
も
時
折
、
年
金
だ

け
で
は
支
払
い
が
賄
い
き
れ
ず
に
貯
金
に
手

を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

子
供
が
い
な
い
の
で
、
最
終
的
に
財
産
は
甥

や
姪
に
残
せ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
…
…
ち
ゃ
ん
と
残
せ
る
か
な
」

　
チ
サ
さ
ん
が
厚
生
年
金
を
受
け
取
り
始
め

た
の
は
62
歳
か
ら
。
国
民
年
金
の
満
額
受
給

ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
の

途
中
で
確
定
拠
出
年
金
を
始
め
、
現
在
は
個

人
型
確
定
拠
出
年
金
（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
）
に
移
行
。

ま
だ
そ
の
受
給
は
始
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、

貯
金
を
切
り
崩
し
て
い
る
と
は
い
え
、
資
産

も
収
入
も
心
配
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　
チ
サ
さ
ん
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
企
業
年
金

を
受
け
取
れ
る
の
は
、
キ
ャ
リ
ア
の
途
中
で

大
き
な
決
断
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

「
私
が
勤
め
て
い
た
航
空
会
社
と
い
う
の
が
、

実
は
日
本
航
空
な
ん
で
す
。
経
営
破
綻
し
た

当
時
、
年
金
の
切
り
下
げ
を
Ｏ
Ｂ
に
お
願
い

す
る
業
務
も
担
当
し
て
い
ま
し
た
」

　
２
０
１
０
年
１
月
19
日
、
日
本
航
空
は
経

営
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
た
。
負
債
総
額
は
２

兆
３
２
２
１
億
円
。
当
時
、
経
営
再
建
に
向

け
て
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
同

社
が
抱
え
る
企
業
年
金
負
債
だ
っ
た
。

「
今
な
ら
Ｏ
Ｂ
並
み
の
年
金
」

早
期
退
職
を
決
断
で
き
る
か

　
会
社
更
生
法
が
適
用
さ
れ
る
前
年
の
09
年

３
月
期
の
決
算
資
料
を
見
る
と
、
企
業
年
金
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震災以来、宮城県・南三陸町に通う。多いとき
は年に5回ほど訪れるという。

企業年金は10年で2割以上減少した
2014年 2019年 2024年

確
定
給
付

企
業
年
金

受託件数 14,278 12,959 11,794

加入者数 788万人 940万人 903万人

資産残高 53兆6121億円 63兆396億円 70兆3306億円
確
定
拠
出
年
金

（
企
業
型
）

規約数 4,381 6,109 7,222

加入者数 466万人 691万人 830万人

資産残高 7兆4871億円 12兆4862億円 22兆7061億円
出所：一般社団法人信託協会ら「企業年金（確定給付型）の受託概況」「確定拠出年金（企業
型）の統計概況」を基に編集部作成

の
不
足
は
明
ら
か
だ
。
退
職
給
付
債
務
が
約

８
０
０
９
億
円
に
対
し
て
、
退
職
給
付
の
た

め
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
年
金
資
産
は
お
よ
そ

半
分
の
４
０
８
３
億
円
し
か
な
い
。
調
整
後

で
も
３
３
１
４
億
円
が
不
足
。「
抜
本
的
な

年
金
制
度
の
改
革
」
が
経
営
再
建
に
不
可
欠

だ
と
判
断
し
た
同
社
は
、
退
職
者
に
年
金
水

準
の
切
り
下
げ
を
依
頼
し
て
い
た
。

「
年
金
切
り
下
げ
を
担
当
し
た
と
き
は
本
当

に
辛
か
っ
た
で
す
。
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
電
話
を

し
て
、
切
り
下
げ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く

よ
う
何
度
も
お
願
い
し
ま
し
た
。
協
力
し
て

く
だ
さ
る
方
々
は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
実

際
に
年
金
を
も
ら
う
身
に
な
っ
て
み
る
と
、

切
り
下
げ
に
協
力
す
る
な
ん
て
、
自
分
で
は

ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
で
す
。
改
め
て
感

謝
し
て
い
ま
す
」

　
説
明
会
を
繰
り
返
し
、
何
と
か
現
役
社
員

と
退
職
者
た
ち
か
ら
同
意
を
取
り
付
け
た
日

本
航
空
は
、
会
社
更
生
手
続
き
直
前
に
企
業

年
金
の
減
額
を
決
定
。
退
職
者
は
給
付
水
準

の
見
直
し
で
平
均
３
割
、
現
役
は
予
定
利
率

の
見
直
し
で
平
均
５
割
の
切
り
下
げ
を
呑
ま

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
今
退
職
す
れ
ば
、
企
業
年
金
の
切
り
下
げ

は
Ｏ
Ｂ
並
み
の
３
割
で
済
む
。
自
分
が
亡
く

な
っ
た
場
合
で
も
支
払
い
が
続
く
保
証
期
間

も
変
更
さ
れ
る
の
で
は
と
い
わ
れ
、
早
期
退

職
の
決
断
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
結
論
を
出
す

の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。
退

職
金
も
割
り
増
し
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
で

す
し
、
週
刊
誌
に
は
『
こ
ん
な
退
職
金
で
逃

げ
出
す
社
員
』
と
批
判
的
に
書
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
こ
の
条
件
を
受
け
入
れ
る
し
か

な
か
っ
た
の
で
す
」

　
日
本
航
空
ほ
ど
の
名
門
企
業
で
も
、
年
金

制
度
の
破
綻
に
直
面
す
る
と
い
う
厳
し
い
経

験
を
経
た
チ
サ
さ
ん
は
現
在
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
と
し
て
就
労
収
入
９
万
円
を
得
て
い
る
。

企
業
人
か
ら
一
転
し
て
、
退
職
後
に
保
育
士

の
資
格
を
取
得
し
た
の
だ
。
次
世
代
の
子
供

た
ち
に
様
々
な
機
会
を
与
え
る
手
伝
い
を
し

た
い
と
考
え
、
勉
強
の
遅
れ
て
い
る
子
供
た

ち
を
教
育
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
携
わ
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
退
職
後
に
も
新
た
な
仕
事
に
挑
戦

す
る
彼
女
が
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
の
は
、

拡
大
す
る
格
差
社
会
の
現
実
だ
。

「
塾
に
通
え
な
い
子
供
も
た
く
さ
ん
い
て
、

分
数
の
計
算
す
ら
で
き
な
い
子
が
い
く
ら
で

も
い
ま
す
。
学
校
で
は
一
人
一
人
の
学
習
進

度
を
細
か
く
面
倒
は
見
て
く
れ
ず
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
進
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
い
う
子

は
、
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
」

　
支
援
対
象
の
中
に
は
「
生
活
保
護
世
帯
の

家
庭
も
含
ま
れ
る
」
と
い
う
。
一
方
で
、
資

産
を
持
つ
人
々
は
ど
こ
ま
で
も
豊
か
だ
。

「
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
裕
福
な
家
庭

を
見
る
と
、
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
教
え
る

子
供
た
ち
が
過
ご
す
環
境
と
の
格
差
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
れ
だ
け
の
生
活

を
送
れ
る
人
た
ち
な
ら
、
も
う
少
し
税
金
を

負
担
し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
さ
え
思
い
ま
す
」

増
税
は「
仕
方
な
い
」も
の
の

年
金
の
切
り
下
げ
に
は
難
色

　
上
が
り
続
け
る
社
会
保
険
料
の
負
担
を
抑

え
る
た
め
に
、
年
金
を
切
り
下
げ
る
と
い
う

方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
質
問
に
対
し

て
チ
サ
さ
ん
は
、
自
身
の
年
金
も
切
り
下
げ

ら
れ
た
経
験
を
踏
ま
え
、「
年
金
を
切
り
下

げ
て
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
受
け
入
れ
づ
ら

い
」
と
留
保
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
今
の
現
役
世
帯
が
大
変
だ
と
い
う
の
も
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
税
金
が
将
来
世
代
に
役
立

つ
な
ら
、
負
担
が
増
え
る
の
も
仕
方
な
い
と

思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
い
る
人
が
恵
ま
れ
た

環
境
を
得
ら
れ
る
の
は
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

そ
も
そ
も
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
な
い
子

供
が
大
勢
い
ま
す
」

　
か
つ
て
「
一
億
総
中
流
」
と
呼
ば
れ
た
時

代
か
ら
、
格
差
を
再
生
産
す
る
社
会
へ
と
日

本
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
状
に
、
チ
サ
さ
ん

は
不
安
を
口
に
す
る
。

「
若
い
頃
は
、
頑
張
れ
ば
誰
で
も
中
流
に
な

れ
る
社
会
で
し
た
。
で
も
今
は
違
い
ま
す
。

『
勉
強
は
で
き
な
い
け
ど
い
い
子
』
が
安
定

し
た
暮
ら
し
を
送
る
方
法
が
な
い
。
最
近
の

賃
上
げ
だ
っ
て
、
経
団
連
に
加
盟
し
て
い
る

よ
う
な
企
業
は
何
と
か
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
そ
れ
以
外
の
人
も
幸
せ
に
な
る
方

法
を
社
会
全
体
で
考
え
な
い
と
…
…
格
差
は

ま
す
ま
す
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

　
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
、
教

育
だ
け
で
な
く
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
非
正
規
雇

用
で
あ
っ
て
も
生
き
て
い
け
る
社
会
づ
く
り

が
必
要
だ
と
チ
サ
さ
ん
は
考
え
る
。

「
生
活
保
護
を
批
判
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

そ
の
人
た
ち
自
身
が
い
つ
困
窮
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
皆
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
が
重
要

で
、
そ
の
た
め
に
は
格
差
を
縮
め
る
努
力
が

必
要
で
す
」
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「ライブハウスで月６万円」退職前からエクセルで家計管理​68歳

年金生活のリアル男女５人の証言

4

「
ま
だ
仕
事
が
で
き
る
か
ら
、趣
味
代
は
ケ
チ
ら
な
い
」 

健康で気になることは？Q
スポーツ指導に携わってお
り、本人に健康上の不安は
なし。高齢の母の医療費を
見ていると、「１割負担は少
なすぎる。２割や３割に上げ
るのはやむをえないのでは
ないか」と疑問。 

どうお金を使っている？Q
高校生でバンジョーを始め
てから続けており、音楽は
生活に欠かせない。ライブ
ハウスに今も通う。支出を
管理するため、退職前から
エクセルで家計簿をつけ始
めた。 

年金制度や受給方法に
満足している？Q

満足している

現在の年金は生活維持
に十分な金額？Q

まあまあ十分

ヒロトさん

持ち家（2軒）

預貯金

証言

妻

1700万円
妹 母

子２人​

毎月の不労収入

本人（国民年金、厚生年金、企
業年金ほか）……21.2万円
妻（国民年金、厚生年金）
…… 9万円

30.2万円

任用職員……7.9万円
毎月の就労収入

隣
の
空
き
家
を
購
入
し

楽
器
の
練
習
に
使
っ
て
い
る

「
楽
器
の
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
は
お
金

が
か
か
り
ま
す
。
先
日
も
山
梨
の
専
門
家
に

修
理
を
依
頼
し
ま
し
た
。
す
ご
く
腕
が
い
い

人
が
い
る
ん
で
す
よ
。
料
金
は
８
万
円
ほ
ど
。

直
接
持
ち
込
ん
で
、
引
き
取
り
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
自
宅
か
ら
２
回
往
復
し
ま
し
た
。

お
金
も
時
間
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
お
金
を

か
け
た
だ
け
、
い
い
音
が
返
っ
て
き
ま
す
か

ら
ね
。
必
要
な
投
資
で
す
」

　
高
校
生
の
と
き
か
ら
バ
ン
ジ
ョ
ー
を
演
奏

す
る
ヒ
ロ
ト
さ
ん
（
仮
名
）
は
、
趣
味
の
音

楽
へ
の
投
資
を
惜
し
ま
な
い
。

　
ヒ
ロ
ト
さ
ん
は
一
軒
家
の
自
宅
の
隣
に
も

う
一
軒
、
音
楽
の
練
習
に
使
う
家
を
持
っ
て

い
る
。

「『
隣
の
土
地
は
借
金
し
て
で
も
買
え
』
と

よ
く
言
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
も

た
ま
た
ま
隣
の
家
が
空
き
家
に
な
っ
て
、
安

く
買
え
る
機
会
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
自
宅
の

住
宅
ロ
ー
ン
は
繰
り
上
げ
返
済
で
早
く
返
し

終
わ
っ
て
い
た
し
、
両
親
を
そ
こ
に
呼
び
寄

せ
よ
う
と
思
っ
て
購
入
を
し
ま
し
た
。
た
だ
、

結
局
父
は
住
み
慣
れ
た
土
地
か
ら
離
れ
る
こ

と
は
な
く
、
私
が
買
っ
た
家
に
住
む
こ
と
な

く
亡
く
な
り
、
そ
の
後
は
母
が
住
ん
で
い
た

の
で
す
が
、
昨
年
妹
の
自
宅
の
近
く
の
施
設

に
入
り
、
今
は
誰
も
住
ん
で
い
ま
せ
ん
。
お

客
さ
ん
の
応
接
を
し
た
り
、
バ
ン
ジ
ョ
ー
の

練
習
に
使
っ
て
い
ま
す
。
楽
器
の
音
で
賑
や

か
に
し
て
も
、
妻
に
叱
ら
れ
な
い
で
済
み
ま

す
（
笑
）」

　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
も
足
繁
く
通
う
。
頻
度

は
週
に
１
〜
２
回
。
他
の
支
出
や
交
通
費
も

含
め
る
と
月
に
６
万
円
ほ
ど
の
支
出
に
な
る

と
い
う
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ジ
が
３
０
０
０
円

く
ら
い
、
飲
み
食
い
も
し
ま
す
か
ら
、
１
回

行
く
と
６
０
０
０
〜
７
０
０
０
円
は
か
か
っ

て
い
ま
す
ね
」

　
68
歳
の
ヒ
ロ
ト
さ
ん
が
受
け
取
る
年
金
は
、

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
で
月
額
18
万
５
０
０

０
円
。
加
え
て
、
企
業
年
金
や
業
界
団
体
の

年
金
を
別
に
２
万
７
０
０
０
円
受
給
し
て
い

る
。
妻
の
年
金
は
９
万
円
ほ
ど
。
貯
金
は
い

く
つ
か
の
口
座
に
分
け
て
い
る
が
、
合
計
す

る
と
「
１
７
０
０
万
円
く
ら
い
」
保
有
し
て

い
る
と
い
う
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
が
終
わ
っ
て
い
る

と
し
て
も
、
２
軒
の
家
の
固
定
資
産
税
や
自

動
車
の
維
持
費
も
か
か
る
だ
ろ
う
。
趣
味
に

そ
れ
だ
け
お
金
を
使
っ
て
大
丈
夫
か
を
尋
ね

る
と
、「
貯
金
に
は
手
を
つ
け
ず
に
暮
ら
せ

て
い
ま
す
」
と
語
る
ヒ
ロ
ト
さ
ん
。
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所有するバンジョーは1930年製の
ヴィンテージもの。

年金だけでの生活はより難しくなるという推計も

公的年金の給付水準を示す指標。現役男子の平均手取り収入額
に対して、夫婦２人の基礎年金＋夫の厚生年金の合計金額の比率
により表される。

所得代替率とは？

●過去30年の経済前提を反映した場合の将来的な所得代替率​

61.2 %
現役男子収入

…37.0万円
夫婦の年金額

…22.6万円
現在（2024年度）​

56.3 %
現役男子収入

…38.4万円 
夫婦の年金額

…21.6万円
2040年度

50.4 %
現役男子収入

…42.5万円 
夫婦の年金額

…21.4万円
2060年度​

出所：厚生労働省「令和6（2024）年財政検証結果の概要」を基に編集部作成

「
子
ど
も
の
手
伝
い
」が

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
に

「
日
々
の
生
活
費
は
年
金
の
口
座
に
カ
ー
ド

を
紐
づ
け
て
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、
趣
味
に

か
か
る
費
用
は
、
自
分
の
就
労
収
入
か
ら
出

し
て
い
ま
す
。
小
遣
い
を
自
分
で
稼
い
で
い

る
、
と
い
う
感
覚
で
す
ね
。
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

は
私
の
息
抜
き
の
場
で
す
。
仕
事
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
趣
味
を
続
け
ら
れ
る
。

こ
れ
が
年
金
だ
け
の
収
入
だ
っ
た
ら
、
も
う

少
し
節
約
を
考
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

　
ヒ
ロ
ト
さ
ん
は
現
在
、
地
元
教
育
委
員
会

の
部
活
動
指
導
員
と
し
て
、
中
学
校
の
野
球

部
を
指
導
し
て
い
る
。
67
歳
で
退
職
す
る
ま

で
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
で
キ
ャ
リ
ア
を
築
い

て
き
た
ヒ
ロ
ト
さ
ん
は
、
40
歳
の
と
き
に
子

ど
も
が
所
属
す
る
学
童
野
球
チ
ー
ム
を
手
伝

い
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
野
球
指
導

の
道
も
歩
き
始
め
た
。

「
子
ど
も
を
教
え
る
う
ち
に
楽
し
く
な
っ
て
、

指
導
者
の
ラ
イ
セ
ン
ス
や
資
格
を
取
得
し
て

い
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
定
年
を
迎
え
る

ま
で
は
仕
事
が
忙
し
い
の
で
、
あ
く
ま
で
子

ど
も
た
ち
の
手
伝
い
レ
ベ
ル
で
し
た
よ
。
60

歳
で
再
雇
用
に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
よ

う
や
く
時
間
の
融
通
が
利
く
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
職
場
の
近
く
に
あ
っ
た
学
校
か
ら
声

を
か
け
て
も
ら
え
た
の
で
、
野
球
部
の
指
導

を
仕
事
と
し
て
も
始
め
た
ん
で
す
」

　
退
職
で
職
場
に
通
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た

た
め
、
野
球
部
の
指
導
も
一
度
は
終
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
ヒ
ロ
ト
さ
ん
が
退
職

し
た
の
を
「
聞
き
つ
け
た
」
知
り
合
い
の
教

員
が
、
地
元
の
公
立
中
学
校
の
野
球
部
を
指

導
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
き
た
。

「
今
は
普
通
に
子
ど
も
た
ち
が
野
球
で
き
る

環
境
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す

よ
ね
。
小
学
校
か
ら
野
球
を
始
め
て
プ
ロ
を

目
指
し
強
豪
校
の
野
球
部
に
入
る
と
い
う
子

ど
も
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
全
く
の
素
人

の
子
が
中
学
校
か
ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
も

受
け
皿
が
な
い
。
野
球
の
裾
野
を
維
持
す
る

の
に
役
立
つ
な
ら
と
思
い
、
指
導
を
引
き
受

け
ま
し
た
」

　
現
在
は
週
に
４
〜
５
日
、
部
活
動
の
現
場

に
足
を
運
ぶ
日
々
を
送
る
。
市
の
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
「
月
60
時
間
ま
で
と
い
う

制
約
は
あ
る
も
の
の
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
的
に

時
給
を
頂
い
て
い
る
」
と
い
う
。
ほ
と
ん
ど

休
み
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、「
昼
は
野
球
、

夜
は
音
楽
。
そ
れ
が
私
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
す
か
ら
」
と
、
全
く
苦
労
は
感
じ
さ
せ
な

い
。医

療
費
１
割
は
少
な
す
ぎ

負
担
割
合
の
見
直
し
が
必
要

「
そ
れ
に
、
妻
も
ま
だ
働
い
て
い
る
ん
で
す

よ
。
児
童
ク
ラ
ブ
で
放
課
後
児
童
支
援
員
を

や
っ
て
い
て
、
健
康
保
険
料
を
自
分
で
納
め

て
い
ま
す
。
自
分
が
野
球
の
指
導
を
し
て
い

る
の
も
そ
う
で
す
が
、
ど
こ
も
正
規
の
職
員

が
か
な
り
減
っ
て
き
て
い
て
、
自
治
体
は
人

手
が
足
り
な
い
。
子
ど
も
の
命
を
預
か
る
の

に
給
料
が
安
い
の
で
は
と
思
わ
な
く
は
な
い

で
す
が
…
…
地
域
を
手
助
け
で
き
て
い
る
と

思
え
ば
、
や
り
が
い
に
も
な
り
ま
す
」

　
就
労
収
入
を
得
な
が
ら
趣
味
も
満
喫
す
る

ヒ
ロ
ト
さ
ん
だ
が
、
年
金
生
活
に
入
る
前
は

本
当
に
暮
ら
し
が
成
り
立
つ
の
か
、
不
安
を

感
じ
て
い
た
と
い
う
。

「『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
を
使
っ
て
、
将
来

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
何
度
も
し
ま
し
た

ね
。
今
の
納
付
状
況
で
将
来
的
に
い
く
ら
も

ら
え
る
の
か
、
グ
ラ
フ
が
出
る
ん
で
す
よ
。

毎
回
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
っ
て
、
パ

ソ
コ
ン
で
ま
と
め
て
い
ま
し
た
ね
。
ど
れ
だ

け
貯
金
が
必
要
な
の
か
、
ど
ん
な
生
活
が
で

き
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
」

　
仕
事
を
完
全
に
離
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
エ

ク
セ
ル
に
よ
る
家
計
管
理
も
始
め
た
。

「
実
際
に
家
計
簿
を
つ
け
て
み
る
と
、『
結

構
使
っ
て
い
る
な
あ
』
と
感
じ
ま
し
た
ね
。

貯
金
に
手
を
つ
け
な
い
で
済
む
よ
う
に
、
年

金
の
範
囲
で
暮
ら
す
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
現
在
の
年
金
制
度
に
つ
い
て
、
ヒ
ロ
ト
さ

ん
は
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

「
今
の
制
度
は
よ
く
で
き
て
い
ま
す
。
一
度

受
け
取
り
始
め
れ
ば
反
故
に
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
に
は
責
任
を
持
っ

て
運
営
し
て
ほ
し
い
」

　
た
だ
し
、
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る

必
要
性
も
感
じ
て
い
る
。

「
母
が
通
う
病
院
の
医
療
費
が
１
割
負
担
で

済
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
、
さ
す
が
に
安
す

ぎ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。
年
を
取
る
ほ

ど
医
療
に
は
お
世
話
に
な
り
や
す
い
の
だ
か

ら
、
そ
の
点
は
負
担
の
見
直
し
を
し
た
ほ
う

が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
将
来
的

に
は
２
割
や
３
割
へ
の
引
き
上
げ
も
仕
方
が

な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
生
活
が
圧
迫
さ

れ
た
ら
ど
う
す
る
か
？
　
そ
の
と
き
は
持
っ

て
い
る
家
を
売
っ
て
何
と
か
す
る
し
か
な
い

で
す
ね
（
笑
）」
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退職後に上京して一人暮らし「貯金は家賃に使います」​68歳

年金生活のリアル男女５人の証言

5

「
熟
年
離
婚
で
一
生
賃
貸
だ
が
、85
歳
ま
で
は
大
丈
夫
」 

健康で気になることは？Q
医療関係の仕事についてい
ることもあり、健康への意識
は高い。かつてはジムに通っ
ていたが、コロナ禍をきっか
けにLINEのリモートレッス
ンへ移行。現在も自宅で運
動する。 

どうお金を使っている？Q
ネット通販や生協の宅配食
などで生活するため、「エン
ゲル係数は高め」。もともと
趣味だったバードウオッチン
グに加えて、最近は藤井風
にハマり、関連商品を購入し
ている。 

年金制度や受給方法に
満足している？Q

どちらとも言えない 

現在の年金は生活維持
に十分な金額？Q

不十分である 

賃貸（月8万円）​

証言

マヤさん

預貯金
1920万円

元夫

子２人​

毎月の不労収入

国民年金、厚生年金、共済ほか
…… 14万円

14万円

パート・アルバイト……約20万円
毎月の就労収入

父
の
年
金
暮
ら
し
を
見
て

現
役
時
代
か
ら
定
年
に
備
え

　
東
京
都
多
摩
地
域
。
現
在
68
歳
の
マ
ヤ
さ

ん
（
仮
名
）
は
、
日
本
住
宅
公
団
を
前
身
と

す
る
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
管
理
す
る
賃
貸
住
宅

で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
間
取
り
は
１

Ｌ
Ｄ
Ｋ
。
９
畳
の
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
に

３
畳
の
キ
ッ
チ
ン
、
６
畳
の
和
室
を
備
え
た

自
宅
の
家
賃
は
、
月
に
お
よ
そ
８
万
円
だ
。

　
マ
ヤ
さ
ん
が
受
け
取
っ
て
い
る
年
金
は
、

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
を
合
わ
せ
て
月
14
万

円
ほ
ど
。
家
賃
の
支
払
い
で
年
金
の
半
分
以

上
が
消
え
て
し
ま
う
計
算
に
な
る
が
、
現
役

時
代
か
ら
定
年
後
に
備
え
て
い
た
と
い
う
。

「
自
分
は
一
生
、
賃
貸
で
暮
ら
す
と
決
め
て

い
た
の
で
、
85
歳
ま
で
生
き
た
場
合
の
家
賃

分
だ
け
は
貯
金
を
し
て
お
き
ま
し
た
」

　
Ｕ
Ｒ
の
賃
貸
住
宅
は
年
間
の
家
賃
を
一
括

で
支
払
え
る
。
貯
金
か
ら
家
賃
を
支
払
い
、

手
元
に
残
っ
た
年
金
で
暮
ら
す
よ
う
に
し
て

い
る
。
生
活
に
困
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

「
も
と
も
と
出
不
精
な
の
で
、
外
食
も
買
い

物
も
外
で
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
。
食
事
は

基
本
的
に
生
協
の
宅
配
を
使
っ
て
い
て
、
月

に
４
万
〜
５
万
円
く
ら
い
か
な
。
お
店
の
買

い
物
っ
て
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。

欲
し
い
も
の
が
決
ま
っ
て
い
る
と
き
に
売
っ

て
い
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
ス

ト
レ
ス
。
ア
マ
ゾ
ン
や
無
印
良
品
、
ユ
ニ
ク

ロ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
、
日
用
品
も

服
も
ネ
ッ
ト
で
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
の
時
代
に
な
っ
て
、
私
の
時
代
が
来
た
な

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
年
金
に
つ
い
て
意
識
し
始
め
た
の
は
、
自

衛
官
だ
っ
た
父
の
定
年
後
の
暮
ら
し
を
見
た

と
き
だ
と
い
う
。

「
自
衛
官
っ
て
定
年
が
ほ
か
の
仕
事
と
比
べ

る
と
早
い
。
そ
れ
で
、
父
は
自
衛
官
の
後
に

会
社
員
も
や
っ
て
。
引
退
後
は
厚
生
年
金
と

共
済
年
金
を
両
方
受
け
取
れ
た
か
ら
、
す
ご

く
豊
か
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
自

分
も
ち
ゃ
ん
と
年
金
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に

働
か
な
き
ゃ
と
思
い
ま
し
た
」

　
選
ん
だ
仕
事
は
病
院
の
技
師
だ
っ
た
。
生

物
や
物
理
、
数
学
が
好
き
で
専
門
学
校
に
進

学
し
、
技
師
の
資
格
を
取
得
。
大
学
病
院
や

市
立
病
院
な
ど
で
働
い
て
き
た
。
現
役
時
代

の
平
均
年
収
は
４
５
０
万
円
ほ
ど
。

「
研
究
と
臨
床
が
中
心
だ
っ
た
の
で
す
が
、

任
期
制
の
非
常
勤
の
仕
事
ば
か
り
だ
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。
一
時
期
は
文
部
科
学
技
官
と
し

て
働
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
国
家

公
務
員
共
済
に
も
加
入
し
て
い
て
、
今
で
は

年
間
で
１
万
〜
２
万
円
ほ
ど
給
付
を
受
け
て

い
ま
す
。
50
歳
目
前
に
市
民
病
院
で
常
勤
に
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藤井風のライブグッズ。「『日々、少しでも昨日より
良い人間でありたい』と教わりました」（マヤさん）。

厚生年金を受け取る女性の数は増加している
●厚生年金保険（第1号）老齢年金給付状況の年度別推移

出所：厚生労働省「厚生年金保険・国民年金事業年報」

2012年度 2017年度 2022年度

男
子

受給権者数 1041万人 1062万人 1060万人
平均被保険者期間 437月 442月 445月
平均年金月額 16万9769円 16万5668円 16万3875円

女
子

受給権者数 482万人 527万人 539万人
平均被保険者期間 315月 330月 341月
平均年金月額 10万2308円 10万2558円 10万4878円

な
っ
て
定
年
ま
で
働
き
、
そ
の
後
は
県
立
病

院
で
再
雇
用
の
職
員
と
し
て
、
65
歳
ま
で
働

き
ま
し
た
」

自
営
業
の
元
夫
と
の
生
活
は

「
遠
い
過
去
の
出
来
事
」

　
昭
和
31
年
生
ま
れ
の
マ
ヤ
さ
ん
は
厚
生
年

金
を
60
歳
か
ら
受
け
取
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

再
雇
用
の
収
入
も
あ
っ
た
た
め
、
一
部
が
支

給
停
止
に
な
っ
た
。

「
な
ん
だ
よ
、
と
は
思
い
ま
し
た
ね
。
た
だ
、

再
雇
用
の
給
与
は
定
年
前
の
６
割
ほ
ど
に
な

る
ん
で
す
が
、
雇
用
保
険
か
ら
雇
用
継
続
給

付
金
が
補
填
支
給
さ
れ
る
の
で
、
定
年
前
の

８
割
く
ら
い
の
収
入
は
何
と
か
確
保
で
き
て

い
ま
し
た
」

　
結
婚
し
た
夫
と
は
娘
を
２
人
授
か
っ
た
が
、

結
婚
生
活
は
う
ま
く
い
か
ず
、
下
の
娘
が
結

婚
し
た
段
階
で
離
婚
を
決
意
し
た
。
元
夫
は

自
営
業
で
定
年
は
な
い
も
の
の
、
国
民
年
金

に
し
か
加
入
し
て
い
な
い
。
今
ど
の
よ
う
な

生
活
を
し
て
い
る
の
か
、「
ほ
と
ん
ど
知
る

こ
と
は
な
い
」
と
マ
ヤ
さ
ん
は
語
る
。

「
自
営
業
は
定
年
が
な
い
の
で
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
働
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
仕
事
と
自
分
の
時
間
の
境
が
曖

昧
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
私
に
は
向
い
て
い
な

い
。
結
婚
生
活
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
人
生
哲
学
の
違
い
な
ど
も
あ
り
、

今
と
な
っ
て
は
遠
い
過
去
の
出
来
事
で
す
」

　
中
部
地
方
で
暮
ら
し
て
き
た
が
、
車
が
な

け
れ
ば
生
活
が
で
き
な
い
土
地
に
年
を
取
っ

て
か
ら
も
住
み
続
け
る
の
に
不
安
を
感
じ
た
。

県
立
病
院
の
退
職
を
機
に
、
娘
が
暮
ら
す
東

京
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
。

「
幸
い
な
こ
と
に
、
娘
た
ち
は
い
い
子
に
育

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
二
人
と
も
結
婚
し
て
、

共
働
き
。『
い
つ
で
も
頼
り
に
し
て
ね
』
と

言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
娘
た
ち
を

あ
て
に
し
て
暮
ら
し
た
く
な
い
。
年
金
だ
け

で
食
べ
て
い
け
る
の
か
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
年
金
生
活
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
る
動
画

を
見
て
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
ね
」

　
現
在
は
、
２
つ
の
職
場
を
掛
け
持
ち
で
働

い
て
い
る
と
い
う
。

「
一
つ
は
、
現
役
時
代
の
ツ
テ
で
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
医
療
関
係
の
会
社
。
も
う
一
つ
は

保
育
園
の
補
助
を
や
っ
て
い
ま
す
。
子
供
に

関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
中
で
、

東
京
都
が
子
育
て
支
援
員
の
養
成
を
始
め
た

の
で
、
こ
れ
だ
と
。
研
修
を
受
け
て
無
事
に

合
格
。
今
は
週
３
日
ほ
ど
、
夕
方
の
時
間
帯

で
保
育
補
助
を
し
て
い
ま
す
」

厚
生
年
金
を
普
通
に
払
え
る

環
境
に
変
え
て
い
く
べ
き

　
２
つ
の
仕
事
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
は
、
月

に
20
万
円
弱
。「
き
ち
ん
と
家
計
簿
を
つ
け

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
初
想

定
し
て
い
た
よ
り
長
生
き
し
て
も
家
賃
は
払

え
そ
う
で
す
」
と
、
貯
金
を
増
や
す
こ
と
も

で
き
て
い
る
と
語
る
。

　
最
近
で
は
娘
の
家
族
の
影
響
で「
推
し
活
」

に
目
覚
め
、
藤
井
風
の
動
画
を
熱
心
に
観
る

よ
う
に
な
っ
た
。
チ
ケ
ッ
ト
の
抽
選
に
外
れ

続
け
、
ラ
イ
ブ
に
は
ま
だ
行
け
て
い
な
い
が
、

応
援
の
つ
も
り
で
チ
ケ
ッ
ト
代
と
同
額
の
グ

ッ
ズ
を
購
入
し
て
い
る
。
単
身
の
年
金
生
活

を
謳
歌
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
マ
ヤ
さ
ん

だ
が
、
不
安
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

「
将
来
へ
の
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
の
世
代
は
ま
だ
恵
ま
れ
て
い

て
、
あ
る
程
度
は
自
由
に
働
く
こ
と
が
選
べ

る
時
代
で
し
た
。
厚
生
年
金
も
受
け
取
れ
る

し
、
一
定
の
貯
金
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
私

よ
り
５
〜
10
歳
く
ら
い
年
上
の
女
性
は
、
専

業
主
婦
を
す
る
の
が
当
た
り
前
で
、
旦
那
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
後
は
国
民
年
金
し
か
受
け

取
れ
ず
、
年
金
だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い
け
な

い
人
が
大
勢
い
ま
す
。
私
も
今
も
ら
っ
て
い

る
水
準
な
ら
大
丈
夫
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
受

け
取
れ
る
年
金
が
下
が
っ
て
い
っ
た
ら
…
…

暮
ら
し
て
い
け
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
」

　
マ
ヤ
さ
ん
は
自
身
の
経
験
か
ら
、
社
会
保

険
料
が
増
え
た
と
し
て
も
厚
生
年
金
の
適
用

範
囲
が
広
が
る
の
は
よ
い
こ
と
だ
と
感
じ
て

い
る
。
長
く
非
常
勤
で
働
く
中
で
、「
常
勤

に
な
れ
る
違
う
職
種
に
転
職
し
よ
う
か
」
と

考
え
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
厚
生
年
金
も
受

け
取
り
な
が
ら
定
年
後
も
現
役
時
代
の
ツ
テ

で
働
け
る
場
所
が
あ
る
の
は
、
自
分
自
身
が

キ
ャ
リ
ア
を
築
く
働
き
方
を
諦
め
な
か
っ
た

か
ら
だ
と
い
う
。

「
若
い
人
に
過
度
な
負
担
を
強
い
る
の
は
確

か
に
申
し
訳
な
く
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

年
金
財
政
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
若

い
人
た
ち
が
厚
生
年
金
を
き
ち
ん
と
払
え
る

環
境
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
バ
イ
ト
で
食
い
つ
な
い
だ
り
、
隙
間

時
間
を
切
り
売
り
す
る
よ
う
な
働
き
方
で
は

な
く
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
て
い
け
る
仕

事
を
増
や
そ
う
と
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
の

は
い
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」 
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政
治
家
の
票
取
り
が

目
的
で
設
け
ら
れ
た
制
度

　
年
金
３
号
（
第
３
号
被
保
険
者
）
制
度
と
は
、

・ 

会
社
員
も
し
く
は
公
務
員
と
し
て
厚
生
年

金
に
加
入
し
て
い
る
人
の
配
偶
者
で
あ
る

こ
と
（
男
女
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
）

・
年
間
収
入
１
３
０
万
円
未
満

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

　
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

ず
と
も
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格

を
得
ら
れ
る
仕
組
み
で
、
今
か
ら
40
年
ほ
ど

前
、
１
９
８
５
年
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
「
夫
が
働
き
、
妻
が
専
業
主
婦
と

し
て
家
庭
を
支
え
る
」
と
い
う
世
帯
が
一
般

的
だ
っ
た
た
め
、
専
業
主
婦
に
も
年
金
の
受

給
資
格
を
与
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
金
制
度
は
昔
か
ら
政
治
的
に
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
年
金
３
号
も
政
治
家
の
票

取
り
が
目
的
で
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。
当

時
は
年
金
３
号
の
該
当
者
は
今
よ
り
ず
っ
と

多
く
い
ま
し
た
し
、
こ
の
時
代
、
家
事
、
子

育
て
、
介
護
な
ど
は
す
べ
て
妻
の
仕
事
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、「
家
事
に
追
わ
れ
外

で
働
け
な
い
妻
に
年
金
保
険
料
ま
で
負
担
さ

せ
る
の
は
ど
う
か
」
と
い
う
配
慮
も
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
制
度
に
対
し
て
は
当
初
か
ら
「
ど
う

し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
は
保
険
料
を
払
わ

な
く
て
も
年
金
が
も
ら
え
る
の
に
、
自
営
業

者
の
妻
は
ダ
メ
な
の
か
。
不
公
平
で
は
な
い

か
」
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
制
度
の

違
い
か
ら
来
る
も
の
で
す
。

　
国
民
年
金
は
夫
も
妻
も
個
々
に
保
険
料
を

払
う
仕
組
み
で
す
が
、
会
社
員
の
配
偶
者
の

保
険
料
は
、
厚
生
年
金
全
体
で
負
担
し
て
い

ま
す
。
そ
の
分
、
夫
が
払
う
厚
生
年
金
の
保

険
料
は
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
夫
が
妻
の

分
ま
で
代
わ
り
に
払
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
必
ず
し

も
不
公
平
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
若
い
世
代
で
は
夫
婦
共
働
き
で
、

夫
も
妻
も
そ
れ
ぞ
れ
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
が
増
え
、
年
金
３
号
に
該
当
す
る
人
は
ピ

ー
ク
時
の
１
２
２
０
万
人
（
95
年
）
と
比
べ

て
約
７
０
０
万
人
（
２
０
２
３
年
）
と
約
４
割

減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
分
、
政
治
的
な
価

値
も
落
ち
、
政
治
家
も
年
金
３
号
に
該
当
し

な
い
人
た
ち
か
ら
の
「
不
公
平
」
と
い
う
批

判
の
声
に
押
さ
れ
る
方
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
商
工
会
議
所
な
ど
の
経
済
団
体
や
連

合
な
ど
の
労
働
団
体
も
、
年
金
３
号
制
度
の

廃
止
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
理
由

は
「
こ
の
制
度
が
『
年
収
の
壁
』
を
生
み
出

し
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
就
労
調
整
を
促
す
要

因
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
年
金
３
号
制
度
の
下
で
は
、
年
収
１
３
０

万
円
ま
で
は
配
偶
者
の
社
会
保
険
で
カ
バ
ー

さ
れ
ま
す
が
、
年
収
が
そ
れ
を
超
え
る
と
パ

ー
ト
先
の
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
か
自
分
で

国
民
年
金
に
入
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
保

険
料
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
収
入
を

１
３
０
万
円
未
満
に
と
ど
め
よ
う
と
、
時
間

が
あ
る
の
に
働
く
の
を
や
め
て
し
ま
う
人
が

出
ま
す
。
こ
れ
が
就
労
調
整
で
す
。

　
た
だ
現
在
で
は
１
３
０
万
円
の
前
に
１
０

６
万
円
が
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
週
20
時
間
以
上
働
き
、
月
収
が

８
万
８
０
０
０
円
以
上
あ
る
人
は
、
勤
務
先

の
厚
生
年
金
保
険
と
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
厚
生
労
働
省

が
16
年
に
導
入
し
た
規
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
当
初
は
「
従
業
員
数
５
０
１
人
以
上
の
企

業
に
勤
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
」
が
対

象
で
し
た
が
、
22
年
に
は
「
従
業
員
１
０
１

人
以
上
」
に
拡
大
さ
れ
、
24
年
に
は
「
従
業

員
51
人
以
上
」
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
規
定
に
引
っ
か
か
る
と
勤
め
先
の
厚

生
年
金
に
強
制
加
入
と
な
り
ま
す
。
パ
ー
ト

で
働
く
女
性
の
多
く
は
、
ご
主
人
の
給
料
だ

け
で
は
足
り
な
い
か
ら
自
分
も
働
い
て
い
る

の
に
、
そ
こ
か
ら
保
険
料
と
し
て
年
に
15
万

円
も
差
し
引
か
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
「
厚
生
年
金
の
加
入
に
よ

り
将
来
の
年
金
が
増
え
ま
す
」
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
仮
に
10
年
間
、
年
15
万
円
の
保
険

料
を
支
払
っ
た
と
し
て
も
、
将
来
も
ら
え
る

年
金
額
は
年
５
万
円
程
度
増
え
る
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
60
歳
か
ら
年
金
を
受
け
た
と
し
て
も
、

90
歳
く
ら
い
ま
で
長
生
き
し
な
け
れ
ば
、
元

が
取
れ
な
い
計
算
で
す
。

「
こ
れ
で
は
取
ら
れ
損
だ
」
と
感
じ
る
人
が

多
い
の
は
当
然
で
、
多
く
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
が
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、
月
20
時
間
も
し

く
は
年
１
０
６
万
円
の
壁
を
超
え
な
い
よ
う
、

仕
事
を
休
ん
で
就
労
調
整
し
て
い
る
の
が
実

態
で
す
。
こ
れ
が
「
１
０
６
万
円
の
壁
」
で

す
。

　
厚
生
労
働
省
は
数
年
後
に
は
、
こ
の
制
度

専
業
主
婦
優
遇

 「
年
金
３
号
」の
廃
止
に
私
が

徹
底
的
に
反
対
す
る
本
当
の
理
由

廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
た「
年
金
３
号
」制
度
。経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
荻
原
博
子
さ
ん
は
、制
度
廃
止
に
反
対
。な
ぜ
か
。

Column

1954年、長野県生まれ。大学卒業
後、経済事務所勤務を経て独立。
家計経済のパイオニアとして、経
済の仕組みを生活に根ざして平
易に解説して活躍中。著書に『65
歳からは、お金の心配をやめなさい』

（PHP新書）など多数。
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※識者の話をもとに編集部作成

おさえておきたい
「年金３号廃止問題」のポイント

⚫年金３号に該当する被保険者は、ピ
ーク時より約４割減少している。

⚫会社員の配偶者の保険料を厚生年
金全体で負担しているという考え方。

⚫年金３号に該当する人が減るにつれ、
「不公平」の声が強くなる。

⚫年収「130万円」の壁の前に、「106万
円の壁」が登場してきた。

⚫年金３号は「働く女性すべてから厚
生年金保険料を徴収しよう」という
政府の思惑。

⚫さまざまな事情で「働きたくても働け
ない人」にとって
年金３号廃止は
大きな負担となる。

を
個
人
事
業
所
を
含
む
す
べ
て
の
企
業
に
勤

め
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
ま
で
拡
大
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
「
年
金
３
号

に
よ
る
働
き
控
え
」
は
完
全
に
「
厚
生
年
金

強
制
加
入
に
よ
る
働
き
控
え
」
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
す
べ
て
の
女
性
を

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
に
」

　
私
は
現
状
で
第
３
号
被
保
険
者
制
度
を
廃

止
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
す
。

　
年
金
３
号
廃
止
論
は
「
す
べ
て
の
女
性
を

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
か
せ
た
い
」「
で
き
る
だ

け
多
く
の
保
険
料
を
納
め
さ
せ
た
い
」
と
い

う
経
済
団
体
と
政
府
の
思
惑
か
ら
出
て
い
ま

す
。
高
齢
化
は
こ
の
先
さ
ら
に
進
み
、
年
金

財
政
が
悪
化
し
て
い
く
こ
と
は
確
実
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
政
府
は
厚
生
年
金
へ
の
加

入
者
を
増
や
す
こ
と
で
保
険
料
収
入
を
増
加

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
少
し
前
ま
で
は

な
か
っ
た
「
１
０
６
万
円
の
壁
」
も
、
こ
う

し
た
狙
い
が
透
け
て
見
え
る
仕
組
み
で
す
。

　
年
金
３
号
を
廃
止
す
れ
ば
、
確
か
に
保
険

料
を
納
め
る
女
性
が
増
え
、
年
金
財
政
は
助

か
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
「
年
金
３

号
を
廃
止
す
る
代
わ
り
に
、
現
行
の
厚
生
年

金
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
い
う
議
論
が
出
て
も
よ
い
は
ず
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
声
は
ま
っ
た
く
聞
こ

え
て
き
ま
せ
ん
。

廃
止
に
な
れ
ば
年
間

20
万
円
以
上
の
負
担
が

　
年
金
３
号
は
確
か
に
「
夫
は
外
で
働
き
、

妻
は
家
庭
を
守
る
」
と
い
う
前
提
の
も
と
に

つ
く
ら
れ
た
、
古
い
制
度
で
す
。
し
か
し
こ

の
制
度
を
廃
止
し
て
も
、
現
在
の
会
社
員
家

庭
が
豊
か
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
の
人
が
い
ま
す
。
配
偶
者
の
年
収

が
高
い
の
で
、
自
分
は
働
く
必
要
が
な
い
と

い
う
優
雅
な
妻
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
生
活

は
ギ
リ
ギ
リ
な
の
に
子
供
の
世
話
や
親
の
介

護
、
あ
る
い
は
う
つ
な
ど
精
神
的
・
身
体
的

な
理
由
で
、
働
き
た
い
の
に
働
け
な
い
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
状
態
で
年
金
３

号
を
廃
止
し
た
ら
、
そ
う
し
た
人
た
ち
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
年
金
３
号
を
廃
止
し
た
場
合
、
働
け
な
い

人
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、

年
間
20
万
円
以
上
の
新
た
な
負
担
が
発
生
し

ま
す
。

　
夫
の
収
入
が
少
な
く
子
供
が
多
く
、
家
計

が
ぎ
り
ぎ
り
と
い
っ
た
家
庭
で
は
、
こ
の
追

加
負
担
に
よ
っ
て
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
廃
止
す
る
の
な
ら
、

そ
う
し
た
苦
し
い
家
庭
を
対
象
に
負
担
を
免

除
す
る
仕
組
み
や
補
助
金
、
新
た
な
支
援
制

度
な
ど
を
整
備
す
べ
き
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
25
年
の
通
常
国
会
に
提
出

を
目
指
す
年
金
制
度
改
革
の
法
案
に
、
第
３

号
被
保
険
者
制
度
の
廃
止
を
盛
り
込
ま
な
い

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
制
度
を

直
ち
に
廃
止
す
る
と
多
く
の
人
々
に
不
利
益

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
本
格
的
な

議
論
を
５
年
後
の
次
回
以
降
に
持
ち
越
す
」

と
い
う
判
断
に
よ
る
も
の
で
す
。
結
果
、
25

年
内
に
第
３
号
被
保
険
者
制
度
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
５
年
後
ま
で
に
、
切
実
に
制
度
を
必
要
と

す
る
人
の
受
け
皿
づ
く
り
の
検
討
も
お
願
い

し
た
い
で
す
。

 

す
。
安
倍
政
権
以
来
、
政
府
は
「
す
べ
て
の

女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
「
女

性
を
な
る
べ
く
長
時
間
働
か
せ
よ
う
」
と
い

う
意
図
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
近
年
の
定
年
延
長
の
流
れ
と
も
重

な
る
も
の
で
す
。
現
在
の
日
本
は
人
手
不
足

で
、
か
つ
労
働
人
口
が
減
少
し
続
け
て
い
る

た
め
、
女
性
や
シ
ニ
ア
に
労
働
の
担
い
手
を

期
待
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
政
府
に
は
、「
働
く
女
性
す
べ
て

か
ら
厚
生
年
金
保
険
料
を
徴
収
し
よ
う
」
と

い
う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

　
年
金
財
政
は
今
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
、

そ
の
主
な
原
因
は
高
齢
者
の
増
加
に
あ
り
ま

５
年
後
ま
で
に
切
実
に
制
度
を
必
要
と
す
る
人
の
受
け
皿
づ
く
り
を
す
べ
き
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実例紹介

限られた年金で
満足に暮らす人たち

週
に
１
日
、２
日
は
、

１
円
も
使
わ
な
い
日
を
作
る

　
人
気
シ
ニ
ア
ブ
ロ
ガ
ー
、
シ
ョ
コ
ラ
さ
ん

は
現
在
、
68
歳
。
60
歳
か
ら
ブ
ロ
グ
で
一
人

暮
ら
し
の
生
活
の
あ
り
よ
う
を
発
信
し
た
。

飾
ら
な
い
生
き
方
を
綴
っ
た
内
容
が
支
持
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
４
冊
の
書
籍
を
上
梓
し
て
い

る
。
近
刊
の
『
68
歳 
お
ひ
と
り
さ
ま 

幸
せ

に
年
を
重
ね
る
た
め
の 
お
金
と
時
間
の
上

手
な
使
い
方
』
の
中
で
「
時
間
は
た
っ
ぷ
り

あ
り
、
何
を
す
る
に
も
自
由
で
す
。
大
好
き

な
旅
行
に
も
行
き
た
い
し
、
趣
味
の
散
歩
も

銭
湯
め
ぐ
り
も
充
実
さ
せ
た
い
。
ぜ
い
た
く

だ
な
あ
と
感
じ
ま
す
」
と
語
る
シ
ョ
コ
ラ
さ

ん
は
現
在
、
月
12
万
円
の
年
金
で
心
豊
か
に

暮
ら
す
生
き
方
を
実
践
し
て
い
る
。

　
12
万
円
で
１
カ
月
暮
ら
す
と
い
う
の
は
、

至
難
の
業
の
は
ず
。
ど
う
や
っ
て
や
り
く
り

し
て
い
る
の
か
。

「〈
固
定
費
〉
と
し
て
６
万
円
を
銀
行
引
き

落
と
し
用
に
、
口
座
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
修
繕
費
や
管
理
費
、
固
定
資

産
税
、
光
熱
費
に
ス
マ
ホ
代
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信

料
な
ど
。
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
チ
ャ
ー
ジ
代
も
こ

こ
か
ら
出
し
ま
す
。
現
金
用
の
お
財
布
は
、

厚生労働省によると、会社員が受け取れる年金の平均月額は現在
約14万5000円。国民年金のみだと5万6000円。金額だけを見ると
暗澹たる気持ちになる。だが、そんな限られた年金だけで満足に暮
らしている人たちがいるという。いったいなぜ可能なのだろうか。
それぞれの生活術を探訪する。

51 2025.1.31



２
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。
１
つ
に
は〈
食
費
〉

と
し
て
の
２
万
円
を
、
も
う
１
つ
に
は
〈
生

活
費
〉
と
し
て
４
万
円
を
入
れ
て
お
き
ま
す
。

お
友
達
と
の
外
食
や
化
粧
品
、
被
服
費
、
美

容
院
や
病
院
代
な
ど
は
、
生
活
費
の
４
万
円

か
ら
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
１
カ
月
の
食
費
が
２
万
円
と
は
、
驚
愕
で

し
か
な
い
。
１
日
に
６
０
０
円
ち
ょ
っ
と
。

週
に
す
れ
ば
５
０
０
０
円
で
は
な
い
か
。

「
毎
日
、
お
財
布
を
開
か
な
い
こ
と
が
信
条

で
、
週
１
、
２
日
は
１
円
も
使
わ
な
い
ノ
ー

マ
ネ
ー
デ
ー
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
牛
肉
も

お
刺
し
身
も
、
滅
多
に
買
わ
な
い
で
す
ね
。

ぜ
い
た
く
な
も
の
は
お
友
達
と
の
ラ
ン
チ
で

食
べ
ま
す
。
た
だ
、
お
菓
子
が
大
好
き
な
の

で
、
安
い
袋
菓
子
な
ど
は
家
に
は
必
ず
あ
り

ま
す
」

　
光
熱
費
や
通
信
費
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
。

「
暖
房
に
エ
ア
コ
ン
は
使
い
ま
せ
ん
。
エ
ア

コ
ン
は
、
冷
房
よ
り
暖
房
に
お
金
が
か
か
る

と
聞
い
た
の
で
。
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
一

台
で
、
十
分
。
電
気
は
、
東
京
ガ
ス
に
替
え

た
の
で
す
が
、
夏
に
エ
ア
コ
ン
を
朝
ま
で
つ

け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
も
７
８
０
０
円
で
し
た
。

通
信
費
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
費
に
Ｗ
ｉ
‒

Ｆ
ｉ
が
入
っ
て
い
て
、
ス
マ
ホ
代
と
Ａ
ｍ
ａ

ｚ
ｏ
ｎ
プ
ラ
イ
ム
代
を
入
れ
て
も
３
０
０
０

円
台
で
す
。
電
話
は
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
モ
バ
イ

ル
の
〈
60
代
以
上
か
け
放
題
〉
を
つ
け
て
い

ま
す
」

　
冠
婚
葬
祭
や
家
電
の
買
い
替
え
、
旅
行
な

ど
、
大
き
な
出
費
の
際
に
は
50
代
か
ら
蓄
え

て
き
た
老
後
資
金
と
は
別
に
〈
予
備
費
〉
と

呼
ぶ
資
金
を
使
う
。
老
後
を
見
据
え
た
シ
ョ

コ
ラ
さ
ん
が
入
念
に
準
備
し
て
き
た
も
の
だ
。

老
後
資
金
を
つ
く
る
た
め

本
格
的
に
準
備

　
シ
ョ
コ
ラ
さ
ん
は
40
代
前
半
で
離
婚
、
一

人
暮
ら
し
を
始
め
た
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
パ
ー

ト
か
ら
、
正
社
員
と
い
う
安
定
し
た
仕
事
を

求
め
、
小
さ
な
化
粧
品
会
社
に
就
職
し
た
。

「
正
社
員
の
仕
事
は
忙
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

男
性
並
み
の
給
与
が
も
ら
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
の
で
、
40
代
は

マ
ン
シ
ョ
ン
の
ロ
ー
ン
返
済
と
、
息
子
２
人

の
学
費
も
払
っ
て
い
た
の
で
余
裕
は
全
く
な

か
っ
た
で
す
」

　
息
子
た
ち
が
独
立
し
た
50
代
、
老
後
を
具

体
的
に
考
え
た
。

「
も
ら
え
る
年
金
は
12
万
円
ほ
ど
だ
と
年
金

事
務
所
で
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
月
２

万
円
ほ
ど
足
り
な
い
と
考
え
れ
ば
、
65
歳
か

ら
当
時
の
平
均
寿
命
で
あ
る
85
歳
ま
で
の
20

年
間
で
、
４
８
０
万
円
が
必
要
。
逆
に
そ
れ

だ
け
持
っ
て
い
れ
ば
、
安
心
で
き
る
と
思
い
、

か
な
り
切
り
詰
め
て
貯
金
を
つ
く
り
ま
し
た
」

　
激
務
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
帯
状
疱
疹
に
な
っ

た
57
歳
の
と
き
、
思
い
切
っ
て
退
職
。
そ
の

後
は
、
呉
服
問
屋
で
パ
ー
ト
の
職
を
得
た
。

「
す
で
に
老
後
資
金
も

貯
え
ら
れ
て
い
た
し
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
ロ
ー
ン

も
繰
り
上
げ
返
済
し
て

い
た
の
で
、
企
業
年
金

が
出
る
60
歳
ま
で
は
、

パ
ー
ト
を
し
て
月
10
万

円
で
生
活
し
よ
う
と
。

実
際
は
無
理
で
し
た
ね
。

毎
月
、
１
万
〜
２
万
円

の
足
が
出
ま
し
た
。
会

社
を
辞
め
た
と
き
に
退

職
金
が
出
た
の
で
、
そ

の
半
分
を
足
り
な
い
と

き
の
資
金
に
し
、
残
り
半
分
は
老
後
資
金
に

回
し
、
年
金
が
出
る
65
歳
ま
で
は
、
パ
ー
ト

で
働
こ
う
と
決
め
ま
し
た
」

　
62
歳
か
ら
は
給
料
も
12
万
円
ほ
ど
に
上
が

っ
て
い
た
。
毎
月
の
給
料
12
万
円
で
生
活
し
、

老
後
資
金
と
い
つ
で
も
使
え
る
貯
金
が
〈
予

備
費
〉
と
な
っ
た
。
こ
の
予
備
費
が
あ
っ
て

こ
そ
、
月
に
12
万
円
生
活
を
安
心
し
て
楽
し

め
る
の
だ
。

　
呉
服
屋
に
は
結
局
、
67
歳
ま
で
10
年
間
働

い
た
。
シ
ョ
コ
ラ
さ
ん
に
は
、
切
り
詰
め
た

生
活
と
い
っ
た
悲
壮
感
は
な
い
。
最
近
は
近

所
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
週
４
日
ほ
ど
通
い
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。

時
に
は
銀
座
で
、
友
人
と
優
雅
な
ラ
ン
チ
も

楽
し
む
。

「
大
事
な
の
は
、
メ
リ
ハ
リ
だ
と
思
う
の
で

す
。
ジ
ム
に
は
大
浴
場
も
サ
ウ
ナ
も
あ
る
の

で
気
持
ち
が
い
い
で
す
し
、
ガ
ス
代
や
シ
ャ

ン
プ
ー
代
の
節
約
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
洋

服
な
ど
は
、
メ
ル
カ
リ
で
売
っ
た
り
買
っ
た

り
。
昔
の
バ
ー
ゲ
ン
の
よ
う
な
宝
探
し
が
、

本
当
に
楽
し
い
。
本
が
好
き
で
、
図
書
館
で

借
り
て
読
む
の
で
す
が
、
借
り
る
た
び
に
イ

ン
ス
タ
に
上
げ
る
よ
う
に
し
た
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
反
応
が
あ
っ
て
面
白
い
で
す
よ
」

　
固
定
電
話
も
都
民
共
済
も
解
約
し
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
削
ぎ
落
と
し
、
シ
ョ
コ
ラ
さ

ん
は
よ
り
身
軽
に
、
自
然
体
で
、
風
の
よ
う

に
生
き
て
い
る
。 

文＝黒川祥子　撮影＝林 ひろし（オレンジページ刊『68歳 おひとりさま 幸せに年を重ねるための お金と時間の上手な使い方』より）

月
12
万
円
の
年
金
生
活
で
ジ
ム
や
ヨ
ガ
に
旅
行
…
人
生
を
楽
し
め
る
の
は
な
ぜ

徹底してお金を使わない日と、ちょっとぜいたくを楽しむ日。「メリハ
リが大切」と語るショコラさん。

シ
ョ
コ
ラ 

さ
ん

522025.1.31



夫婦で月に14万円
は使いきれない
消費支出 14万円
食費 約４万円
住居 賃貸3万1000円
光熱・水道 1万5000円
国保・介護保険 7000円
衣料品 3000円
保険医療 3000円（クスリ代）
交通・通信 4000円（携帯代）
家具・家事用品 ０円
教育娯楽 ０円（TVで十分）
その他 5000円～

文＝桑原和久

冠
婚
葬
祭
費
は
ゼ
ロ
、

無
縁
は
気
楽

　
日
本
の
平
均
的
な
年
金
支
給
額
は
夫
婦
で

約
22
万
円
だ
が
、
こ
の
額
で
は
生
活
費
が
毎

月
２
万
円
不
足
す
る
と
の
試
算
が
あ
る
。
だ

が
、「
う
ち
は
夫
婦
で
14
万
円
、
平
均
よ
り

８
万
円
も
低
い
け
ど
、
生
活
費
は
子
育
て
時

代
の
半
額
で
済
む
か
ら
、
キ
チ
キ
チ
感
な
く

暮
ら
せ
ま
す
」
と
語
る
人
が
い
る
。

　
中
町
敏
矢
さ
ん
は
１
９
４
８
年
大
阪
生
ま

れ
。
団
塊
の
世
代
に
当
た
る
。

　
中
町
さ
ん
の
著
書
『
月
14
万
円
の
年
金
で

夫
婦
が
生
活
し
て
い
る
術
』（
ぱ
る
出
版
）
に

よ
る
と
、
高
校
卒
業
後
、
大
阪
と
京
都
で
小

企
業
を
２
回
転
職
、
経
理
マ
ン
と
し
て
定
年

ま
で
勤
め
上
げ
、
現
在
は
兵
庫
県
芦
屋
市
の

市
営
住
宅
暮
ら
し
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
培
っ
た
経
理
の
知

識
を
武
器
に
、
少
額
年
金
で
ラ
ク
に
快
適
に

過
ご
す
日
々
を
送
る
。

　
中
町
さ
ん
の
固
定
費
は
、

　
・
家
賃
３
万
１
０
０
０
円

　
・
光
熱
・
水
道
代
１
万
５
０
０
０
円

　
・  

妻
の
携
帯
代
４
０
０
０
円
（
中
町
氏
は

携
帯
を
持
っ
て
い
な
い
）

　
・
国
保
・
介
護
保
険
料
７
０
０
０
円

　
計
５
万
７
０
０
０
円
が
基
礎
的
経
費
で
残

り
が
食
費
（
約
４
万
円
）、
衣
料
品
そ
の
他
に

充
て
ら
れ
る
が
、「
毎
月
、
少
し
お
金
が
余

る
ほ
ど
」
だ
と
い
う
。

　
そ
の
秘
訣
は
「
ゼ
ロ
円
生
活
」
に
あ
る
。

「
住
民
税
非
課
税
の
単
身
者
は
健
康
保
険
の

負
担
は
相
当
に
薄
い
。
65
歳
以
上
の
単
身
者

の
場
合
、
所
得
税
も
ゼ
ロ
。
公
的
年
金
控
除

は
１
１
０
万
円
、
基
礎
控
除
は
48
万
円
な
の

で
、
公
的
年
金
だ
け
で
年
１
０
８
万
円
以
下

な
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
」

　
65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
が
夫
婦
で
２
１

１
万
円
以
下
の
年
金
額
な
ら
、
住
民
税
も
非

課
税
に
な
る
。
で
も
病
気
に
な
っ
た
場
合
は
、

不
安
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
日
本
に
は
世
界
に
誇
れ
る
高
額
療
養
費
制

度
が
あ
り
ま
す
。
非
課
税
者
な
ら
１
カ
月
入

院
し
て
も
３
万
５
０
０
０
円
（
食
事
代
別
）
以

上
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
民
間
医
療
保
険
に
は
加
入
し
て
い
な
い
。

ま
た
、「
日
常
生
活
で
気
が
進
ま
な
い
こ
と

か
ら
は
逃
げ
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
も
ゼ
ロ
。

お
金
が
足
り
な
い
と
言
っ
て
投
資
し
た
り
、

働
い
た
り
し
て
い
な
い
の
で
、
や
り
た
い
こ

と
だ
け
を
し
て
生
き
て
い
る
」。

　
す
で
に
運
転
免
許
証
は
返
納
し
た
中
町
さ

ん
は
、
免
許
更
新
に
伴
う
支
出
は
な
い
の
は

も
ち
ろ
ん
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み

間
違
い
に
よ
る
事
故
の
リ
ス
ク
も
ゼ
ロ
。
自

動
車
保
険
に
も
加
入
し
な
く
て
よ
い
。
中
町

さ
ん
が
暮
ら
す
地
域
は
公
共
交
通
機
関
が
発

展
し
て
い
る
が
、
長
い
間
、
電
車
・
バ
ス
に

も
乗
っ
て
い
な
い
そ
う
だ
。

「
無
趣
味
だ
か
ら
、
趣
味
に
使
う
お
金
が
な

い
と
い
う
悲
哀
も
ゼ
ロ
」
と
し
つ
つ
も
、
自

宅
か
ら
徒
歩
15
分
の
場
所
に
あ
る
公
営
の
図

書
館
は
「
わ
が
家
の
別
宅
に
あ
る
巨
大
な
本

棚
で
あ
る
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
」、
積
極
的
に

利
用
し
て
い
る
。

「
借
金
が
な
い
の
で
利
息
を
払
う
必
要
も
な

く
、
タ
バ
コ
も
吸
わ
な
い
」

　
な
ん
と
も
身
軽
な
人
生
だ
が
、
そ
れ
で
も

人
付
き
合
い
に
は
お
金
が
要
る
の
で
は
？

「
私
は
見
栄
を
捨
て
義
理
を
欠
く
生
活
ス
タ

イ
ル
を
通
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
冠
婚
葬
祭

費
も
ゼ
ロ
。
無
縁
ほ
ど
気
楽
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
」

　
そ
ん
な
中
町
さ
ん
の
健
康
法
は
「
①
早
寝

早
起
き
、
②
適
度
の
運
動
、
③
規
則
正
し
い

腹
七
分
目
（
八
分
目
で
は
な
い
）
の
食
事
」
だ

と
い
う
。「
認
知
症
に
は
ま
だ
特
効
薬
が
な
く
、

老
人
は
今
日
が
一
番
若
い
と
考
え
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
」

　
リ
タ
イ
ア
後
の
人
生
で
重
要
な
も
の
は
、

カ
ネ
、
健
康
、
介
護
、
孤
独
、
家
族
の
「
５

Ｋ
」
だ
と
さ
れ
る
が
、「
カ
ネ
で
心
の
平
和

は
買
え
な
い
」
と
中
町
さ
ん
。

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
チ
ラ
シ
は
必
ず

チ
ェ
ッ
ク
し
、
普
段
は
で
き
る
だ
け
安
い
も

の
を
購
入
す
る
が
、
決
し
て
「
ビ
ン
ボ
ー
自

慢
」
は
し
な
い
。

「
自
宅
に
は
大
型
テ
レ
ビ
、
電
話
、
パ
ソ
コ

ン
、
エ
ア
コ
ン
、
あ
ら
ゆ
る
家
電
製
品
が
揃

い
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
も
あ
り
」
生
活
に
必

要
な
も
の
は
一
通
り
揃
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
６
枚

１
０
０
円
の
パ
ン
で
は
な
く
、
地
元
の
人
な

ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
名
店
が
販
売
す
る
、

１
枚
60
円
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
生
地
で
焼
い

た
ト
ー
ス
ト
を
食
べ
、
食
卓
に
は
、
豪
華
で

華
美
な
ボ
タ
ン
や
バ
ラ
を
買
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
控
え
め
で
無

料
の
月
見
草
や
野
菊
を
飾
る
。

「
毎
週
、
日
曜
日
に
は
近
所
の
教
会
で
英
国

人
牧
師
兼
大
学
教
授
に
よ
る
、
無
料
の
コ
ー

ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
付
き
の
英
会
話
教
室
に
参
加

し
ま
す
」

　
中
町
さ
ん
は
ロ
ー
コ
ス
ト
ラ
イ
フ
を
楽
し

ん
で
お
り
、
決
し
て
生
活
の
潤
い
を
犠
牲
に

は
し
て
い
な
い
の
だ
。

「
老
後
に
幾
ら
必
要
か
と
い
う
の
は
、
間
違

っ
た
質
問
で
す
。
そ
れ
は
人
に
よ
る
。
年
金

弱
者
で
も
健
康
に
感
謝
し
他
人
と
比
べ
な
け

れ
ば
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る
の
で
す
」
と
の
言

葉
が
印
象
的
だ
。 

夫
婦
で
月
14
万
円
で
、「
毎
月
、少
し
お
金
が
余
る
」究
極
の
ゼ
ロ
円
生
活
術

『月14万円の年金で夫婦が生活して
いる術』（ぱる出版）をもとに編集部
作成

中
町
敏
矢 

さ
ん

53 2025.1.31



文＝篠原克周　撮影＝祐實とも明

何
か
を
追
い
か
け
る

生
き
方
を
や
め
た

　
大
阪
近
郊
で
年
金
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
と
し
て
活
動
す
る
60
代
の

女
性
が
い
る
。「ｐ
ｏ
ｋ
ｋｏ
ｍ
ａ
」
こ
と
服
部

美
智
子
さ
ん
だ
。
料
理
や
掃
除
、
暮
ら
し
の

知
恵
や
年
金
生
活
を
紹
介
、
そ
の
ゆ
る
さ
ゆ

え
「
癒
や
し
効
果
が
あ
る
」
と
次
第
に
視
聴

者
が
増
え
、
今
や
再
生
回
数
１
４
４
万
超
え

の
人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
て
い
る
。

　
服
部
さ
ん
は
、
短
大
を
卒
業
後
、
い
っ
た

ん
就
職
す
る
が
育
児
を
機
に
退
職
。
そ
の
後
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
ワ
ー
ク
、
設
計
事

務
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
で
働
い
て
き
た
。

　
し
か
し
、
激
務
が
続
い
た
せ
い
で
、
あ
る

日
仕
事
中
に
倒
れ
て
し
ま
う
。

「
突
然
、
手
も
足
も
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
検
査
し
て
調
べ
て
も
原
因
が
わ
か

り
ま
せ
ん
。
突
発
的
な
症
状
で
、
２
週
間
ほ

ど
車
椅
子
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
」

　
結
局
、
60
歳
を
前
に
退
職
し
、
そ
の
２
年

後
、
住
ん
で
い
た
家
を
売
り
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の

中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
。
暮
ら
し
を
一
か

ら
見
直
す
こ
と
に
し
た
。

　
70
歳
ま
で
働
い
て
老
後
資
金
を
貯
め
る
つ

も
り
だ
っ
た
の
で
、
人
生
設
計
が
ま
っ
た
く

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
家
で
長
い
時
間
過
ご
す
の
は
、
何
十
年
ぶ

り
だ
ろ
う
。
持
て
余
し
た
時
間
を
体
に
差
し

障
り
の
な
い
程
度
で
体
力
も
温
存
し
な
が
ら

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。
ふ
と
思
い
出
し
た

の
が
、
昔
や
っ
て
い
た
パ
ン
づ
く
り
や
お
菓

子
づ
く
り
だ
っ
た
。
　

　
２
０
２
０
年
３
月
、
62
歳
で
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
。「
年
金
暮
ら
し
／

60
代
主
婦
／
モ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
テ
ィ
ン
」
な

ど
と
題
し
、
パ
ン
づ
く
り
や
暮
ら
し
の
ヒ
ン

ト
を
投
稿
し
た
。
部
屋
や
洗
面
台
を
掃
除
し
、

お
香
を
焚
き
、
母
か
ら
譲
り
受
け
た
鉄
瓶
で

湯
を
沸
か
し
、
自
家
製
の
梅
酢
生
姜
の
シ
ロ

ッ
プ
で
ド
リ
ン
ク
を
つ
く
る
。
何
気
な
い
日

常
を
大
切
に
丁
寧
に
過
ご
す
様
子
が
心
地
よ

く
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
23
年
、
ご
主
人
が
急
性
心
不
全
で
倒
れ
て

し
ま
う
。
そ
れ
ま
で
ご
主
人
は
働
い
て
い
た

の
で
、
毎
月
の
給
料
と
年
金
が
あ
り
、
そ
れ

ほ
ど
不
自
由
で
は
な
か
っ
た
が
、
仕
事
を
辞

め
た
た
め
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
年
金
だ
け

の
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
。
ご
主
人
は
、「
履

歴
書
に
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
」
転
職
を
繰
り

返
し
た
の
で
、
退
職
金
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

「
年
金
は
主
人
が
約
16
万
円
で
、
私
が
９
万

円
ほ
ど
で
す
。
借
金
は
ゼ
ロ
で
す
が
、
貯
金

も
ゼ
ロ
。
月
々
の
生
活
は
ト
ン
ト
ン
で
す
。

住
ま
い
の
ロ
ー
ン
は
な
い
で
す
が
、
主
人
の

薬
代
が
結
構
か
か
り
ま
す
。
毎
月
１
万
５
０

０
０
円
ぐ
ら
い
で
、
こ
れ
は
一
生
続
き
ま
す
。

光
熱
費
は
以
前
の
住
ま
い
と
比
べ
る
と
年
間

に
し
て
２
万
４
０
０
０
円
ほ
ど
安
く
な
っ
て

い
ま
す
。
窓
が
南
向
き
な
の
で
、
冬
場
は
本

当
に
暖
か
い
で
す
。
当
然
な
が
ら
前
の
生
活

は
維
持
で
き
な
い
の
で
、
家
計
簿
を
見
直
し

な
が
ら
、
ま
ず
は
食
費
か
ら
抑
え
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
」

　
食
費
は
夫
婦
２
人
で
外
食
も
含
め
て
月
に

お
よ
そ
10
万
円
。
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
高
め
だ

っ
た
。
食
卓
で
は
お
か
ず
の
品
数
が
多
い
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
減
ら
し
て

今
は
５
万
〜
６
万
円
ほ
ど
に
な
っ
た
。
買
い

物
の
回
数
を
減
ら
す
こ
と
で
余
計
な
食
べ
物

も
買
わ
な
い
よ
う
に
し
た
。

「
保
険
を
見
直
し
た
り
、
ス
マ
ホ
を
大
手
キ

ャ
リ
ア
か
ら
格
安
ス
マ
ホ
に
変
え
た
り
す
る

と
、
月
に
数
万
円
ず
つ
節
約
し
て
い
き
ま
す
。

服
は
、
買
う
の
を
ピ
タ
ッ
と
や
め
ま
し
た
。

買
う
の
は
下
着
ぐ
ら
い
で
、
あ
と
は
フ
リ
マ

ア
プ
リ
で
買
う
ぐ
ら
い
」

　
交
際
費
は
、「
お
金
を
か
け
る
交
際
」と「
お

金
を
か
け
ず
手
間
を
か
け
る
交
際
」
に
分
け

た
。
前
者
は
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
、
世
間
一
般

の
相
場
程
度
を
出
す
。
一
方
、「
お
金
を
か

け
ず
手
間
を
か
け
る
交
際
」
は
、
た
と
え
ば

花
束
も
３
０
０
０
円
か
ら
１
０
０
０
円
ぐ
ら

い
の
も
の
に
し
て
、
そ
こ
に
手
づ
く
り
の
お

菓
子
を
添
え
る
。
リ
ボ
ン
を
つ
け
可
愛
い
ラ

ッ
ピ
ン
グ
を
す
れ
ば
、
お
金
を
費
や
さ
ず
と

も
見
栄
え
の
良
い
贈
り
物
が
で
き
る
。
そ
う

い
う
積
み
重
ね
が
節
約
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

「
今
日
は
食
べ
ら
れ
た
、
１
週
間
食
べ
ら
れ

た
、
１
カ
月
食
べ
ら
れ
た
と
い
う
積
み
重
ね

で
、
そ
ん
な
に
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
な
、

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
服
部
さ
ん
。

「『
家
に
ば
か
り
い
る
消
極
的
な
暮
ら
し
で

楽
し
い
？
』
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
私
に
と
っ
て
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
存

在
が
大
き
い
。
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。
開

設
し
て
か
ら
ず
っ
と
親
し
く
し
て
い
る
方
や

海
外
の
方
も
い
ま
す
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を

し
て
い
な
か
っ
た
ら
知
り
合
え
な
か
っ
た
方

と
出
会
え
、
こ
う
や
っ
て
ご
縁
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
だ
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　
服
部
さ
ん
の
母
の
口
癖
は
「
お
金
が
な
い

な
ら
、な
い
な
り
の
暮
ら
し
を
す
れ
ば
い
い
」

だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
年
齢
ご
と
に
思
い
描

い
て
い
た
人
生
設
計
通
り
に
は
い
か
な
い
こ

と
も
多
々
あ
っ
た
と
振
り
返
る
。し
か
し「
ず

っ
と
何
か
を
追
い
か
け
る
生
き
方
」
を
や
め
、

心
の
ゆ
と
り
を
大
切
に
す
る
暮
ら
し
に
シ
フ

ト
し
て
い
っ
た
こ
と
で
「
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
世
界
が
広
が
っ
た
こ
と
に
満
足
し
て
い

る
」と
穏
や
か
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。 

借
金
ゼ
ロ
だ
が
貯
金
も
ゼ
ロ「
家
か
ら
出
な
い
消
極
的
な
暮
ら
し
」を
楽
し
む
方
法

服
部
美
智
子 

さ
ん

「消極的な暮らし」と言われたことが
ある服部美智子さんは、YouTubeを
通じて今のほうが世界が広がったと
いう。
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老
後
破
産
す
る
か
ど
う
か
は

計
算
す
れ
ば
わ
か
る

　
い
っ
た
い
資
金
を
い
く
ら
貯
め
れ
ば
、
幸

せ
な
老
後
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

２
０
１
９
年
に「
老
後
２
０
０
０
万
円
問
題
」

が
話
題
に
な
っ
て
か
ら
５
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
２
０
０
０
万
円
が
独
り
歩
き

し
て
老
後
の
生
活
に
不
安
を
覚
え
る
人
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
老
後
の
必
要
資
金
２
０
０
０
万
円
と
い
う

金
額
は
、
金
融
庁
の
金
融
審
議
会
「
市
場
ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
の
調
査
報
告
で
試

算
さ
れ
た
金
額
で
す
。
こ
の
試
算
の
金
額
が

す
べ
て
の
人
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
実
際
に
必
要
と
な
る
老
後
資

金
の
額
は
、
人
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま

す
。

　
Ｆ
Ｐ
の
有
料
相
談
に
く
る
人
は
、
す
で
に

２
０
０
０
万
円
を
上
回
る
資
産
を
持
っ
て
い

る
人
が
多
く
、
そ
れ
ほ
ど
心
配
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
無
料
相
談
に
や
っ
て
く
る
の
は
低
所
得

に
悩
む
人
が
ほ
と
ん
ど
。
老
後
資
金
に
つ
い

て
は
深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
ま

ず
目
の
前
の
生
活
を
立
て
直
す
こ
と
が
先
決

で
す
。

　
老
後
２
０
０
０
万
円
問
題
が
厄
介
だ
っ
た

の
は
、
中
流
層
な
ら
手
が
届
く
金
額
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
「
老
後
８
０
０
０
万

円
問
題
」
と
銘
打
っ
て
い
れ
ば
、
中
流
層
は

自
分
と
は
無
縁
の
話
と
感
じ
て
気
に
留
め
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。

　
２
０
０
０
万
円
を
貯
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん

大
変
な
こ
と
で
す
が
、
努
力
次
第
で
ど
う
に

か
な
る
水
準
ゆ
え
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
化
し
て

注
目
を
浴
び
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
老
後
資

金
の
不
安
を
解
消
す
る
に
は
、
平
均
で
は
な

く
、
自
分
に
必
要
な
老
後
資
金
を
計
算
す
る

こ
と
が
一
番
で
す
。

　
す
で
に
70
代
に
入
っ
て
い
る
人
は
、
お
そ

ら
く
貯
蓄
を
少
し
ず
つ
取
り
崩
し
て
い
る
段

階
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
は
「
月
々
の
赤
字

額
12
カ
月
分
＋
１
年
分
の
特
別
支
出
（
税
金

や
家
の
修
繕
費
、
家
電
の
買
い
替
え
費
、
旅
行
代
な

ど
）
」
が
年
間
赤
字
。
そ
れ
を
90
か
ら
１
０

０
歳
ま
で
の
年
数
で
掛
け
合
わ
せ
た
額
が
、

自
分
の
老
後
に
必
要
な
お
金
で
す
。

　
老
後
に
必
要
な
お
金
を
把
握
す
る
た
め
に

私
が
お
す
す
め
し
て
い
る
の
は
、「
貯
金
簿

®
」

で
す
。
貯
金
簿
は
預
貯
金
や
運
用
商
品
の
現

在
額
、
貯
蓄
性
の
あ
る
保
険
の
払
い
込
み
済

み
の
保
険
料
総
額
な
ど
を
定
期
的
に
記
録
す

る
ノ
ー
ト
の
こ
と
。
家
計
簿
に
支
出
を
記
帳

し
て
い
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、
銀
行
口

座
の
利
息
や
運
用
商
品
の
損
益
を
管
理
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
年
金
の
支
給
は
ふ
た
月
ご
と
な
の
で
、
年

金
生
活
に
入
っ
て
い
る
人
は
２
カ
月
お
き
に

貯
金
簿
に
記
帳
す
る
の
が
理
想
的
で
す
。
し

か
し
極
端
な
話
、
年
に
１
回
の
記
帳
で
も
、

前
年
の
残
高
と
比
べ
る
こ
と
で
年
間
の
収
支

額
が
わ
か
り
ま
す
。

　
実
際
の
ケ
ー
ス
で
想
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
２
３
０
万
円
の
貯
蓄
を
持
つ
年
金
暮
ら
し

の
70
歳
夫
婦
が
、
２
カ
月
あ
た
り
７
万
円
の

構成＝村上 敬　写真＝石橋素幸

 「老後2000万円問題」に
 ダマされるな

 70歳からの
 「お金の壁」の
 乗り越え方
長生きすることによって老後の生活資金が不足するかもしれない──。
正しい情報をもとに早めに対策すれば悩まない。
ＦＰの畠中雅子氏に、お金の不安に苛まれない生き方を聞いた。

ファイナンシャルプランナー。ライター出身で執筆を中心に活動しており、新聞、雑誌、ウェブなどに多数の連載を持つ。『貯金1000
万円以下でも老後は暮らせる！』（すばる舎）、『70歳からの人生を豊かにするお金の新常識』（高橋書店）など著書多数。

畠中雅子  
Masako Hatanaka 
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年金暮らしの70歳夫婦の貯金簿（例）
資産 2024年8月 2024年10月 2024年12月

銀行口座
夫

〇〇銀行 普通預金 1,000,000 910,000 813,500
××銀行 定期預金 5,000,000 5,000,000 5,000,000

妻
〇〇銀行 普通預金 1,000,000 960,000 920,000
△△銀行 定期預金 4,000,000 4,000,000 4,000,000

小計❶ 11,000,000 10,870,000 10,733,500

証券口座
夫 □□証券 iDeCo 500,000 522,000 545,000

妻
□□証券 iDeCo 400,000 420,500 441,500
☆☆証券 投資信託 100,000 110,500 120,000

小計❷ 1,000,000 1,053,000 1,106,500
保険 妻 個人年金 300,000 310,000 320,000

小計❸ 300,000 310,000 320,000
貯蓄(小計❶～❸の合計) 12,300,000 12,233,000 12,160,000

赤字額 67,000 73,000

「貯金簿」で必要な老後資金を把握できる

4カ月の赤字額が14万円なので、年間では42万円の赤字。年間の特別支出が18万円だとすると、毎年60万円の貯蓄が目
減りするが、1230÷60＝20.5年後までは破産せずに生活を送ることができる。いつまで破産しないで暮らせるのか、具体的
な見通しを持つことが重要。

出所：取材をもとに編集部で作成

赤
字
を
出
し
て
い
る
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、

年
間
の
赤
字
額
が
42
万
円
で
、
特
別
支
出
が

18
万
円
だ
と
す
る
と
、
毎
年
60
万
円
の
資
産

が
目
減
り
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
毎
年
60
万
円
の
資
産
が
消
え
る
と
き
く
と
、

不
安
を
覚
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
資
産
減
少
の
ペ
ー
ス
を
維
持
で
き
れ
ば
、

日
本
の
平
均
寿
命
を
上
回
る
90
歳
超
ま
で
、

破
産
す
る
こ
と
な
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
す
で
に
年
金
生
活
に
入
っ
て
い
る
人
は
、

後
で
解
説
す
る
介
護
の
問
題
を
除
け
ば
、
こ

の
計
算
で
必
要
資
金
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
う

や
っ
て
導
い
た
額
と
現
在
の
貯
蓄
額
を
比
較

し
て
、
は
じ
め
て
自
分
が
破
産
し
な
い
と
い

う
見
通
し
が
立
つ
の
で
す
。

繰
下
げ
受
給
と
繰
上
げ
受
給

両
方
オ
ス
ス
メ
し
な
い
理
由

　
一
方
で
、
こ
れ
か
ら
年
金
を
も
ら
う
現
役

世
代
は
老
後
の
収
支
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
確
認
し
て
ほ
し
い
の
が
、
老
後
の
収

入
源
と
な
る
年
金
額
で
す
。
将
来
も
ら
え
る

年
金
見
込
額
は
日
本
年
金
機
構
の
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
や
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
確

認
が
可
能
で
す
。

　
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
受
給
開
始
年
齢

で
す
。
年
金
は
原
則
的
に
65
歳
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
一
方
で
、
受
給
開
始
を
60
〜
64
歳

の
間
に
繰
り
上
げ
た
り
、
66
〜
75
歳
の
間
に

繰
り
下
げ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
繰

り
上
げ
た
場
合
は
期
間
に
応
じ
て
ひ
と
月
当

た
り
０
・
４
％
の
減
額
。
繰
り
下
げ
た
場
合

は
、
逆
に
ひ
と
月
当
た
り
０
・
７
％
の
増
額

に
な
り
ま
す
。

　
長
生
き
す
る
自
信
が
あ
る
か
ら
、
も
し
く

は
長
生
き
し
た
と
き
に
不
安
だ
か
ら
、
で
き

る
だ
け
繰
り
下
げ
て
年
金
額
を
増
や
そ
う
と

考
え
る
人
も
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
65
歳
か
ら
年
１
８
０
万
円
（
月

15
万
円
）
の
年
金
を
も
ら
え
る
独
身
の
人
が

70
歳
ま
で
受
給
を
繰
り
下
げ
た
場
合
は
、
５

年
（
60
カ
月
）
で
42
％
増
と
な
る
の
で
、
年

金
額
は
75
・
６
万
円
増
え
て
年
２
５
５
・
６

万
円
ま
で
膨
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
損
益
分
岐
点
は
受
け
取
れ
な
か

っ
た
年
金
額
９
０
０
万
円（
15
万
円
×
60
カ
月
）

を
増
加
分
75
・
６
万
円
で
割
れ
ば
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
９
０
０
÷
75
・
６
≒
11
・

９
（
年
）
で
す
の
で
、
81
歳
11
カ
月
以
上
生

き
れ
ば
、
受
給
総
額
が
お
得
に
な
る
と
い
う

計
算
。
た
し
か
に
、
こ
れ
は
い
っ
け
ん
魅
力

的
に
思
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
繰
り
下
げ
受
給
に
は
落
と
し
穴

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
先
ほ
ど
の

計
算
は
あ
く
ま
で
も
額
面
で
す
。
年
金
に
は

税
金
や
社
会
保
険
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
受
け
取
る
年
金
額
が
年
３
３
０
万
円
以
下

（
65
歳
以
上
）
な
ら
、
公
的
年
金
等
控
除
１
１

０
万
円
、
基
礎
控
除
48
万
円
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
他
の
控
除
が
な
い
場
合
は
年

金
か
ら
１
５
８
万
円
を
差
し
引
い
た
金
額
が

課
税
対
象
で
す
。

　
繰
り
下
げ
受
給
を
選
択
し
な
く
て
も
す
で

に
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
場
合
、
額
面
で
10
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 「老後2000万円問題」にダマされるな 70歳からの「お金の壁」の乗り越え方

繰り下げ受給は「手取り」で考える

※所得税は5％、住民税は10％で試算したケース。国民健康保険料は所得割にかかわる部分の増額だけを抜き出して試算しているた
め、表での手取りが少なくても、国民健康保険料の総額が高い自治体とは限らない。

出所：畠中氏提供の資料をもとに編集部で作成

年金額

手取り

東京都
千代田区

大阪府
大阪市

愛知県
名古屋市

福岡県
福岡市

10万円

7万4000円 7万2000円 7万3000円 7万5000円

＋公的介護保険の増加分が引かれる
（65歳以上の介護保険料は比率ではないため、増加額の計算はできない）

30万円

22万4000円 21万7000円 21万9000円 22万6000円

＋公的介護保険の増加分が引かれる
（65歳以上の介護保険料は比率ではないため、増加額の計算はできない）

手取りは額面の約7割

っ
て
、
手
取
り
ベ
ー
ス
で
単
純
計
算
す
る
と

85
歳
５
カ
月
以
上
生
き
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

お
得
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
保
険
料
率
は
市
区
町
村
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ

キ
が
あ
る
た
め
、
60
カ
月
繰
り
下
げ
受
給
し

た
場
合
の
損
益
分
岐
点
が
必
ず
し
も
85
歳
５

カ
月
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

年
金
の
繰
り
下
げ
の
額
面
と
手
取
り
と
で
は

損
益
分
岐
点
に
乖
離
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
考
慮
し
た
い
の
は
、
非
課
税
ラ

イ
ン
で
す
。
前
述
の
よ
う
に
年
金
収
入
が
１

５
８
万
円
以
下
の
人
は
非
課
税
で
す
。
年
金

収
入
が
そ
れ
を
わ
ず
か
に
下
回
る
水
準
の
人

が
繰
り
下
げ
で
１
５
８
万
円
を
超
え
て
し
ま

う
と
、
増
加
分
が
増
税
分
な
ど
で
相
殺
さ
れ

て
し
ま
い
、
繰
り
下
げ
の
恩
恵
が
ほ
ぼ
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
れ
以
上
に
怖
い
の
は
、
非
課
税
だ
か
ら

こ
そ
受
け
ら
れ
る
国
や
自
治
体
の
各
種
給
付

金
や
減
免
措
置
の
対
象
外
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
の
特
典
を
手

放
し
て
長
生
き
す
る
こ
と
に
賭
け
る
の
か
と

い
う
と
非
常
に
疑
問
で
す
。

　
国
民
年
金
だ
け
に
加
入
し
て
い
た
人
な
ど
、

非
課
税
ラ
イ
ン
を
下
回
る
人
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
年
金
見
込
額
が
年
１
５
８
万
円
に

達
し
て
い
な
い
人
は
、
繰
り
下
げ
受
給
を
選

択
肢
か
ら
外
し
て
お
い
た
ほ
う
が
無
難
。
１

０
３
万
円
の
壁
な
ら
ぬ
、〝
１
５
８
万
円
の

壁
〞
で
す
。

　
一
方
、
繰
り
上
げ
受
給
も
お
す
す
め
は
し

ま
せ
ん
。
65
歳
を
前
に
す
で
に
貯
蓄
を
取
り

崩
し
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ら
検
討
に
値
し
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
は
必
要
性
が
低
い
。
非
課
税

ラ
イ
ン
を
わ
ず
か
に
上
回
る
人
が
繰
り
上
げ

受
給
に
よ
る
年
金
額
の
減
額
で
非
課
税
の
恩

恵
を
狙
う
手
も
あ
り
ま
す
が
、
相
当
な
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要
で
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

と
思
い
ま
す
。

　
繰
り
上
げ
受
給
は
後
戻
り
で
き
な
い
こ
と

も
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
繰
り
下
げ
受
給
は
、

途
中
で
「
や
め
た
」
が
で
き
ま
す
。
た
と
え

ば
70
歳
ま
で
繰
り
下
げ
る
つ
も
り
で
い
た
人

の
気
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
67
歳
か
ら
も

ら
い
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
67

歳
で
繰
り
下
げ
申
請
を
取
り
下
げ
て
、
過
去

２
年
分
の
本
来
の
年
金
支
給
額
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
受
給
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
し
か
し
、

繰
り
上
げ
受
給
は
、
い
っ
た
ん
受
給
し
始
め

る
と
変
更
不
可
。
減
額
が
生
涯
続
く
た
め
、

後
悔
す
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
繰
り
下
げ
受
給
、
繰
り
上
げ
受
給
、
ど
ち

ら
に
も
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。
特
別
な
事

情
が
な
い
限
り
、
あ
え
て
利
用
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
受
給
開
始
年
齢
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
た
場
合
、
私
は
そ
の
よ
う
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

「
特
養
な
ら
安
上
が
り
」は

時
代
遅
れ
の
考
え

　
老
後
の
年
金
収
入
が
把
握
で
き
た
ら
、
次

は
支
出
を
考
え
ま
す
。
生
活
費
は
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
よ
っ
て
違
う
た
め
一
概
に
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
現
在
の
生
活
が
一
生
続
く
と
考

え
る
の
は
危
険
。
多
く
の
人
が
介
護
の
お
世

万
円
増
え
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
３
割
前
後
が

税
金
と
社
会
保
険
料
で
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
年
金
が
１
８
０
万
円
の
場
合
、

60
カ
月
の
繰
り
下
げ
受
給
で
額
面
が
75
・
６

万
円
増
え
て
も
、
手
取
り
は
53
万
円
程
度
の

増
額
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
す
。
65
歳
か
ら

年
金
を
受
給
開
始
し
た
場
合
の
手
取
り
金
額

は
、
60
カ
月
分
で
約
８
１
５
万
円
。
し
た
が
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よい介護施設の共通点

自由に見学をさせてくれる

入居者に話しかけることができたり、施設や職
員の繕っていない姿を見ることができたりする
のはよい施設。

施設のクチコミが高い

ブラックな職場だと、利用者がスタッフの不満
のはけ口になることも。求人サイトや地図サイ
トの口コミの評価が高いと安心。

元気なうちに納得するまで
施設を見学するのが、自分好みの

施設にめぐり合う秘訣。

話
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
介
護
が
発
生
す
る
と
、
貯
蓄
の
減
る
ペ
ー

ス
が
加
速
し
ま
す
。
直
接
的
な
介
護
費
用
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
な
と
き
は
、
た

と
え
ば
安
い
ス
ー
パ
ー
ま
で
行
っ
て
買
い
物

で
き
て
も
、
要
支
援
や
要
介
護
の
状
態
に
な

れ
ば
、
節
約
を
実
践
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

生
活
コ
ス
ト
が
上
が
る
一
方
、
家
計
を
支
え

る
家
族
が
在
宅
介
護
で
収
入
を
減
ら
す
こ
と

も
あ
り
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
貯
蓄
を
使
い

果
た
し
て
老
後
破
産
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

の
で
す
。

　
将
来
の
介
護
に
必
要
な
金
額
を
正
確
に
見

積
も
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
介
護
施
設

に
入
所
す
れ
ば
あ
る
程
度
は
見
え
て
き
ま
す
。

　
介
護
施
設
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
特
養
）、
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
介
護
型
ケ

ア
ハ
ウ
ス
）、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
サ
高
住
）、

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
特
養
と
老
健
は
公
的

施
設
で
す
。
公
的
施
設
は
民
間
施
設
よ
り
安

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
せ
い
か
、「
在
宅
介
護

が
難
し
く
な
っ
た
ら
特
養
に
入
所
す
る
」
と

い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
最
近

は
必
ず
し
も
特
養
が
安
い
と
言
え
な
い
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　
最
大
の
原
因
は
、
補
足
給
付
の
要
件
変
更

で
す
。
特
養
入
所
時
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
は

介
護
保
険
の
対
象
で
す
が
、
食
費
・
居
住
費

は
介
護
保
険
の
対
象
外
で
、
原
則
的
に
全
額

自
己
負
担
で
す
。
た
だ
、
低
所
得
の
利
用
者

に
は
負
担
上
限
額
が
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
た

額
に
つ
い
て
は
補
足
給
付
が
あ
り
ま
す
。
特

養
が
安
く
感
じ
る
の
も
、
補
足
給
付
が
あ
る

程
度
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
か
ら
で
し
た
。

　
し
か
し
、
16
年
度
か
ら
補
足
給
付
に
資
産

要
件
が
加
わ
り
、
21
年
夏
に
は
資
産
要
件
が

さ
ら
に
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
本

人
の
年
金
収
入
な
ど
が
１
２
０
万
円
を
超
え
、

単
身
で
資
産
が
５
０
０
万
円
以
上
、
あ
る
い

は
夫
婦
で
１
５
０
０
万
円
以
上
あ
る
人
は
、

補
足
給
付
が
ゼ
ロ
。

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
合
計
で
言
う
と
、
介

護
保
険
の
自
己
負
担
１
割
の
人
が
ユ
ニ
ッ
ト

型
個
室
に
入
る
と
月
に
12
万
〜
14
万
円
程
度

か
か
り
ま
す
。
自
己
負
担
２
割
の
人
な
ら
18

万
〜
20
万
円
程
度
、
３
割
の
人
は
22
万
〜
25

万
円
程
度
の
負
担
で
す
。

　
特
養
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
に
比
べ
て
費

用
が
安
い
多
床
室
も
あ
り
ま
す
。
出
費
を
抑

え
る
た
め
に
、
多
床
室
を
選
び
た
い
と
い
う

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
入
居

待
ち
の
人
数
が
ピ
ー
ク
時
の
50
万
人
以
上
か

ら
20
万
人
以
下
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
現
状

も
、
自
分
の
好
き
な
部
屋
を
選
ぶ
う
え
で
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
要
素
に
思
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
気
が
下
が
っ
て
い
る
か
ら
多

床
室
に
入
り
や
す
く
な
っ
た
と
考
え
る
の
は

早
計
で
す
。
多
床
室
に
し
か
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
生
活
困
窮
者
に
配
慮
し
て
、
満
床
に

な
ら
な
い
よ
う
運
営
し
て
い
る
施
設
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
補
足
給
付
対

象
外
の
人
が
多
床
室
を
望
ん
で
も
断
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
ユ
ニ
ッ
ト

型
個
室
に
入
る
こ
と
を
前
提
に
将
来
設
計
を

し
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
補
足
給
付
の
要
件
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と

で
、
特
養
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
で
14
万
〜
16

万
円
前
後
か
か
る
人
が
珍
し
く
な
く
な
り
ま

し
た
。
月
14
万
円
前
後
は
、
都
市
圏
以
外
の

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
同
程
度
の
金
額

で
す
。
昔
の
特
養
の
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
だ
と
、

い
ざ
要
介
護
に
な
っ
て
入
所
し
た
と
き
に
思

わ
ぬ
赤
字
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
施
設
の
見
学
は

多
い
ほ
ど
よ
い
理
由

　
要
介
護
状
態
に
な
る
前
に
、
ぜ
ひ
も
う
一

つ
や
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
入
居
す
る
介
護
施
設
を
自
分
で
決
め

る
こ
と
で
す
。

　
以
前
は
経
済
的
理
由
で
特
養
一
択
だ
っ
た

人
も
、
収
入
や
資
産
に
よ
っ
て
は
介
護
付
有

料
老
人
ホ
ー
ム
が
選
択
肢
に
入
る
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
民

間
施
設
で
あ
り
、
部
屋
の
仕
様
や
食
事
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
千
差
万
別
。
選
択
肢
が
増

え
た
の
で
す
か
ら
、
自
分
が
満
足
で
き
る
介

護
施
設
を
選
び
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
介
護
施
設
選
び
は
必
要
が
生
じ
て
か
ら
で

い
い
と
高
を
く
く
っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
在
宅
介
護

で
頑
張
っ
て
い
た
人
が
何
ら
か
の
事
情
で
急
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 「老後2000万円問題」にダマされるな 70歳からの「お金の壁」の乗り越え方

70歳からの仕事の選び方
人に感謝される仕事は精神的に満たさ
れるため、シニアにオススメ。

自転車整理
利用者から邪険に扱われる

落ち葉拾い、清掃
通行人から感謝される

に
白
旗
を
あ
げ
た
場
合
は
、
介
護
施
設
の
斡

旋
を
紹
介
業
者
に
頼
む
こ
と
に
な
り
が
ち
で

す
。
彼
ら
が
取
り
扱
う
の
は
、
人
気
が
な
く

て
空
室
が
多
い
施
設
か
、
費
用
が
割
高
な
施

設
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
本
当
に
い
い
施

設
に
め
ぐ
り
合
い
た
い
な
ら
、
自
分
が
元
気

に
動
け
る
う
ち
に
、
自
分
の
足
で
探
さ
な
け

れ
ば
ダ
メ
で
す
。

　
結
果
的
に
同
じ
よ
う
な
施
設
を
選
ん
だ
と

し
て
も
、
自
分
で
主
体
的
に
選
ん
だ
場
合
と

そ
う
で
な
い
場
合
で
は
、
入
居
後
の
幸
福
感

が
違
い
ま
す
。
自
分
で
選
ん
で
い
な
い
人
は

「
施
設
に
入
れ
ら
れ
た
」
と
い
う
他
責
的
な

思
い
が
強
く
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
に
も
文
句
ば

か
り
。
ス
タ
ッ
フ
も
そ
ん
な
利
用
者
に
は
親

身
に
接
す
る
気
に
な
ら
な
い
た
め
、
世
間
話

な
ど
を
し
て
も
ら
え
ず
、
ま
す
ま
す
不
満
が

募
り
ま
す
。

　
一
方
、
自
分
が
納
得
す
る
施
設
を
選
ん
だ

人
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
「
あ
り
が
と
う
」
が
言

え
る
か
ら
好
か
れ
ま
す
。
毎
日
ど
ち
ら
が
快

適
に
過
ご
せ
る
か
は
明
白
で
し
ょ
う
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を
選
べ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
の

は
、
自
由
に
見
学
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
。
日

程
を
見
学
会
に
限
定
し
て
い
る
施
設
も
あ
り

ま
す
が
、
見
学
会
は
よ
そ
行
き
の
顔
し
か
見

せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
介
護
施
設
の
見
学
自
体

が
初
め
て
だ
と
い
う
人
は
見
学
会
で
雰
囲
気

を
摑
ん
で
も
い
い
で
す
が
、
基
本
的
に
は
個

別
に
申
し
込
ん
で
施
設
内
を
見
せ
て
も
ら
う

べ
き
で
す
。

　
見
学
し
た
ら
、
利
用
者
に
挨
拶
し
て
話
し

か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
後
ろ
め
た
い
と
こ
ろ

が
あ
る
施
設
は
ス
タ
ッ
フ
が
飛
ん
で
き
て
利

用
者
を
隠
そ
う
と
し
ま
す
。
自
信
の
あ
る
施

設
は
、
利
用
者
に
話
し
か
け
て
も
ゆ
っ
く
り

見
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
現
地
以
外
で
は
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
求
人

口
コ
ミ
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

介
護
業
界
は
ス
タ
ッ
フ
の
流
動
性
が
高
く
、

た
と
え
ば
利
用
者
へ
の
い
じ
め
や
虐
待
が
あ

る
と
噂
が
立
ち
ま
す
。

　
直
接
的
な
情
報
が
な
く
て
も
、
ブ
ラ
ッ
ク

な
職
場
は
ス
タ
ッ
フ
の
不
満
が
溜
ま
り
や
す

く
、
利
用
者
が
不
満
の
は
け
口
に
さ
れ
る
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
視
点
で
も
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
が
多
い
施
設
は
避
け
た
ほ

う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
私
は
仕
事
柄
も
あ
り
、
20
年
以
上
か
け
て

３
０
０
回
以
上
施
設
を
見
学
し
、
自
分
が
認

知
症
に
な
っ
た
と
き
に
住
み
替
え
た
い
施
設

を
見
つ
け
ま
し
た
。
地
方
な
の
で
料
金
も
都

会
ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
娘
に
は
す
で
に

「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
こ
こ
に
入
れ
て
」
と

伝
え
て
い
ま
す
。

「
介
護
で
子
に
迷
惑
は
か
け
た
く
な
い
」
と

口
で
は
言
う
も
の
の
、
実
際
に
は
準
備
し
て

い
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
。
本
当
に
子
に
負
担

を
か
け
た
く
な
い
と
思
う
な
ら
、
金
銭
面
だ

け
で
な
く
施
設
選
び
に
関
し
て
も
元
気
な
う

ち
に
目
途
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

70
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
も

老
後
は
豊
か
に
で
き
る

　
将
来
の
年
金
や
介
護
費
用
を
算
出
し
て
、

い
ま
の
ま
ま
で
は
老
後
破
産
の
リ
ス
ク
が
高

い
と
い
う
人
は
、
何
ら
か
の
手
段
で
赤
字
を

減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
役
世
代
に
お
す
す
め
し
た
い
の
が
、
自

分
で
運
用
し
て
資
産
形
成
す
る
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

（
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
）
で
す
。
24
年
は
新
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
新
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
は
非
課
税
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、

所
得
控
除
の
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
運
用
益
が
非
課
税
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
掛
金
全
額
が
所
得
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
役
割
を
果
た
す
の
で
、
あ
る
程
度
は
リ
ス

ク
を
取
る
形
で
老
後
の
資
産
形
成
が
で
き
ま

す
。

　
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
24
年
12
月
か
ら
掛
け
金
の

上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
掛

け
金
の
上
限
を
引
き
上
げ
た
り
、
掛
け
金
を

拠
出
で
き
る
年
齢
の
上
限
を
現
行
の
65
歳
か

ら
70
歳
へ
拡
大
し
た
り
す
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
老
後
の
た
め
に
、

積
極
的
に
利
用
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
シ
ニ
ア
な

ら
、
働
い
て
年
金
以
外
の
収
入
源
を
持
つ
こ

と
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
仕
事
を
す
れ
ば
収

入
の
足
し
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
と
の

接
点
が
維
持
さ
れ
て
孤
独
に
な
り
に
く
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

事
務
や
農
業
支
援
、
清
掃
、
観
光
ガ
イ
ド
、

自
転
車
整
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
斡

旋
し
て
く
れ
ま
す
。
何
を
選
ぶ
か
は
そ
の
人

し
だ
い
で
す
が
、
自
転
車
整
理
の
よ
う
な
仕

事
は
、
相
手
か
ら
悪
態
を
つ
か
れ
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
。

　
ほ
か
の
仕
事
と
時
給
が
大
き
く
変
わ
ら
な

い
な
ら
、
公
園
の
落
ち
葉
拾
い
や
清
掃
業
務

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
早
朝
の
作
業
で
高
齢

者
の
生
活
習
慣
に
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
し
、

通
行
人
か
ら
感
謝
さ
れ
て
精
神
的
に
満
た
さ

れ
る
点
が
魅
力
で
す
。
ま
た
、
最
近
は
「
タ

イ
ミ
ー
」
な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
普
及

し
て
、
高
齢
者
の
就
労
機
会
が
広
が
っ
て
い

る
の
も
い
い
傾
向
で
す
ね
。

　
昔
と
違
い
、
70
歳
で
は
ま
だ
ま
だ
元
気
な

人
が
多
い
で
す
。
し
か
し
、
老
後
を
豊
か
に

で
き
る
か
は
「
お
金
の
壁
」
の
打
破
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
体
が
動
く
う
ち
に
身
近
な
問

題
を
片
付
け
て
、
幸
せ
な
人
生
を
歩
み
ま
し

ょ
う
。 
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日本
10.1万円

ルクセンブルク
99.9万円

イギリス
18.4万円

スペイン
52.0万円

アメリカ
28.3万円

あ
ま
り
の
少
な
さ
に

は
じ
め
は
嘘
と
思
っ
た

　
筆
者
は
英
国
に
約
37
年
住
ん
で
お
り
、
１

年
半
ほ
ど
前
か
ら
英
国
の
国
家
年
金
（state 

pension

）
を
受
給
し
て
い
る
。
年
金
の
支
給

開
始
年
齢
は
66
歳
で
、
年
金
保
険
料
を
35
年

間
払
っ
て
い
れ
ば
、
満
額
受
給
で
き
る
。
２

０
２
４
年
度
の
満
額
は
、
１
万
１
５
０
２
ポ
ン

ド

で
、
日
本
円
に
換
算
す
る
と
約
２
２
０
万
８

０
０
０
円
、
月
額
で
約
18
万
４
０
０
０
円
で

あ
る
。
日
本
と
違
い
、
介
護
保
険
料
を
差
し

引
か
れ
る
こ
と
も
な
い
。

　
一
方
、
日
本
の
国
民
年
金
は
、
満
額
で
月

６
万
８
０
０
０
円
と
い
う
少
な
さ
で
あ
る
。

　
87
歳
で
亡
く
な
っ
た
筆
者
の
父
は
、
北
海

道
の
農
村
の
神
主
で
、
職
業
柄
、
年
金
は
国

民
年
金
だ
け
だ
っ
た
。
存
命
中
、
い
っ
た
い

い
く
ら
も
ら
っ
て
い
る
の
か
訊
い
た
と
こ
ろ
、

父
が
月
額
６
万
円
台
、
母
が
４
万
〜
５
万
円

と
言
う
の
で
、
あ
ま
り
の
少
な
さ
に
、
嘘
を

つ
い
て
い
る
の
か
と
疑
っ
た
ほ
ど
だ
。

　
し
か
し
、
自
分
が
今
、
日
本
の
公
的
年
金

の
受
給
年
齢
に
達
し
（
筆
者
は
日
本
の
国
民
年

経
済
小
説
家
。1
9
5
7
年
、北
海
道
生
ま
れ
。ロ
ン
ド
ン

在
住
。早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
業
後
、カ
イ
ロ・ア
メ
リ
カ
ン

大
学
大
学
院（
中
東
研
究
科
）修
士
号
取
得
。銀
行
や
証
券

会
社
、総
合
商
社
に
23
年
あ
ま
り
勤
務
後
、2
0
0
0
年
に

『
ト
ッ
プ・レ
フ
ト
』で
作
家
デ
ビュ
ー
。最
新
刊
は『
マ
ネ
ー
モ

ン
ス
タ
ー
』。

文
＝
黒
木 

亮

Ryo K
uroki

欧州には「毎月１００万円」という国もあるのに…

英国在住37年作家が
日本の年金を嘆くワケ

「日本の年金は、なぜこうも心許ないのか……」。かつては日本企業に勤め、
37年前に英国へ移住した作家が、世界の年金事情から、日本への提言をお届けする。

世界の公的年金 月額受給平均額
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英国在住37年作家が日本の年金を嘆くワケ

ランク 国名 月額（万円） 必要生活費に
対する割合（%）

1 ルクセンブルク 99.9 637

2 スペイン 52.0 452

3 ベルギー 51.8 343

4 リヒテンシュタイン 41.2 236

5 スイス 41.2 155

6 アイスランド 36.4 186

7 デンマーク 31.7 180

8 フランス 30.0 193

9 キプロス 28.9 206

10 ブルガリア 28.5 304

11 ノルウェー 27.1 146

12 オランダ 23.9 153

13 ボスニア・ヘルツェゴビナ 19.6 223

14 英国 18.4 118

15 アイルランド 18.2 113

16 スウェーデン 17.0 114

17 チェコ 13.4 107

18 フィンランド 12.7 84

19 リトアニア 9.4 78

20 ウクライナ 9.3 139

参考 日本 10.1 61.2

米国 28.3 46.6

韓国 8.9 52.3

ヨーロッパで
公的年金支給額が多い20カ国

出所：�アーモンド・フィナンシャル社のデータ「How�does�UK�pension�compare�to�the�rest�of�Europe?」
などから筆者作成

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
公
的
年

金
に
限
っ
て
見
る
と
、
先
進
国
の
中
で
は
少

な
い
ほ
う
だ
。

　
左
の
表
は
、
欧
州
諸
国
の
う
ち
、
公
的
年

金
支
給
額
が
多
い
20
カ
国
で
あ
る
。
英
国
は

14
位
で
あ
る
。

　
１
位
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
月
額
約
１
０

０
万
円
、
２
位
が
ス
ペ
イ
ン
で
約
52
万
円
、

３
位
が
ベ
ル
ギ
ー
で
ス
ペ
イ
ン
と
ほ
ぼ
同
額

で
あ
る
。
必
要
生
活
費
に
対
す
る
公
的
年
金

額
で
見
る
と
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
６
３
７

％
、
ス
ペ
イ
ン
が
４
５
２
％
、
ベ
ル
ギ
ー
が

３
４
３
％
、
英
国
が
１
１
８
％
で
あ
る
。
17

位
の
チ
ェ
コ
ま
で
、
老
後
の
生
活
費
は
公
的

年
金
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
公
的
年
金
は
国
に
よ
っ
て
制
度
設
計
（
積

立
方
式
か
賦
課
方
式
か
、
国
庫
負
担
割
合
、
受
給
対

象
者
、
受
給
資
格
、
企
業
ま
た
は
職
域
年
金
、
私
的

年
金
と
の
兼
ね
合
い
等
）
が
違
っ
て
お
り
、
受

給
額
だ
け
で
単
純
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
保
険
料
を
と
っ
て
み
て
も
、
た
と
え
ば

英
国
の
場
合
、
国
家
年
金
の
保
険
料
は
日
本

と
違
っ
て
独
立
し
て
お
ら
ず
、
健
康
保
険
料
、

雇
用
保
険
料
な
ど
と
一
体
に
な
っ
た
ナ
シ
ョ

ナ
ル
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
（
国
民
保
険
）
と
し

て
所
得
に
応
じ
て
納
め
る
。

な
ぜ
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は

年
金
１
位
に
な
れ
た
の
か

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
公
的
年
金
額
第
１
位
の

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
場
合
、
個
人
の
総
年
金

収
入
（
公
的
年
金
、
企
業
・
職
域
年
金
、
私
的
年

金
等
の
合
計
）
に
占
め
る
公
的
年
金
の
割
合
が

約
93
％
と
高
く
、
老
後
の
収
入
の
圧
倒
的
部

分
を
占
め
る
（
日
本
は
約
85
％
）。
財
政
方
式

は
日
本
と
同
じ
賦
課
方
式
（
す
な
わ
ち
現
役
の

就
労
者
が
払
う
保
険
料
を
高
齢
者
の
年
金
に
充
て

る
）
で
、
受
給
対
象
は
す
べ
て
の
就
業
者
。

保
険
料
率
（
収
入
に
対
す
る
保
険
料
の
割
合
）
は

24
％
（
被
用
者
の
場
合
、
被
保
険
者
が
８
％
、
雇

用
主
が
８
％
、
国
が
８
％
。
自
営
業
者
の
場
合
、
被

保
険
者
が
16
％
、
国
が
８
％
）。
受
給
資
格
は
、

10
年
間
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
で
得
ら
れ
、

最
長
払
込
期
間
は
40
年
。
支
給
開
始
年
齢
は

65
歳
で
、
支
給
額
は
、
40
年
払
っ
た
人
の
場

合
、
最
低
で
月
額
２
２
４
４
ユ
ー
ロ

82
㌣
、
最
高

金
保
険
料
も
40
年
間
払
っ
た
の
で
受
給
資
格
が
あ

る
）、
実
際
の
支
給
額
を
知
っ
て
、
父
が
嘘

を
言
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
日
本
で
は
、
一
定
の
規
模
が
あ
る
会
社
や

役
所
に
勤
め
て
い
た
人
な
ら
、
厚
生
年
金
を

も
ら
え
る
が
、
受
給
者
数
と
し
て
は
、
公
的

年
金
受
給
者
全
体
の
半
分
弱
で
、
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
部
分
と
合
わ
せ
て
も
受
給
月
額

は
平
均
15
万
円
弱
で
あ
る
。

働
く
必
要
が
な
い
の
で

50
代
後
半
か
ら
リ
タ
イ
ア

　
最
近
、
日
本
に
一
時
帰
国
す
る
と
、
以
前

だ
と
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
高
齢
者
が
働
い

て
い
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
。
や
は

り
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
老
後
の
生
活

は
結
構
厳
し
い
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
英
国
の
場
合
、
報
酬
比
例
部
分
の
多
く
は
、

企
業
・
職
域
年
金
と
し
て
受
給
す
る
こ
と
に

な
り
、
平
均
的
受
給
額
は
国
家
年
金
と
ほ
ぼ

同
額
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
夫
婦
共
働
き

の
家
庭
の
場
合
、
月
額
74
万
円
程
度
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
働
く
必
要
が
な
い
の

で
、
だ
い
た
い
皆
50
代
後
半
か
ら
60
代
半
ば

で
リ
タ
イ
ア
す
る
。

　
英
国
は
日
本
に
比
べ
れ
ば
だ
い
ぶ
恵
ま
れ
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海外と比較した際の
日本の年金の問題点

出所：黒木氏の話にもとづき、編集部作成

年金積立金の運用失敗

財政基盤が脆弱で
国庫負担に限界

保険料の引き上げ難航

長寿による年金支給
期間の長期化

年金で高齢者層を支える
若年層の減少1

2

3

4

5

業
収
益
を
被
用
者
の
た
め
に
吐
き
出
さ
せ
る

制
度
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
３
位
の
ベ
ル
ギ
ー
は
、
個

人
の
総
年
金
収
入
に
対
す
る
公
的
年
金
の
割

合
が
約
97
％
で
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
や
ス
ペ

イ
ン
以
上
に
、
公
的
年
金
の
果
た
す
役
割
が

大
き
い
。
被
用
者
、
自
営
業
者
と
も
に
強
制

加
入
で
、
財
政
方
式
は
賦
課
方
式
。
受
給
開

始
年
齢
は
65
歳
で
、
受
給
資
格
取
得
の
た
め

の
最
低
加
入
年
数
は
な
い
が
、
満
額
受
給
す

る
た
め
に
は
、
保
険
料
払
込
期
間
が
45
年
に

達
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
。
保
険
料
率
は
、

被
用
者
が
16
・
36
％
（
被
用
者
７
・
５
％
、
雇

用
主
８・86
％
）、
自
営
業
者
が
収
入
に
応
じ
て
、

14
・
16
％
ま
た
は
20
・
５
％
（
最
大
４
９
５
２

ユ
ー
ロ

48
㌣
の
キ
ャ
ッ
プ
あ
り
）。

　
ベ
ル
ギ
ー
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
万

６
１
２
９
㌦
で
世
界
第
15
位
。
か
な
り
裕
福

な
国
で
あ
る
。

　
英
国
は
、
公
的
年
金
の
支
給
額
で
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
14
位
だ
が
、
総
年
金
収
入
に
占
め

る
非
公
的
年
金
（
企
業
・
職
域
年
金
、
私
的
年
金

等
）
の
比
重
が
50
％
と
大
き
い
の
が
特
徴
だ
。

で
１
万
３
９
２
ユ
ー
ロ

67
㌣
。

　
同
国
の
公
的
年
金
が
多
い
理
由
は
、
一
人

当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
13
万
５
３
２
１
㌦
（
24

年
）
で
、
世
界
一
豊
か
な
国
で
あ
る
こ
と
と
、

保
険
料
率
が
24
％
と
高
く
、
か
つ
報
酬
に
比

例
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
な
お
同
国
は
、

外
国
人
労
働
者
（
主
と
し
て
欧
州
の
他
の
国
々
か

ら
）
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
20
年

時
点
で
、
国
内
労
働
市
場
の
44
％
を
外
国
人

が
占
め
る
。
そ
の
結
果
、
年
金
受
給
者
の
う

ち
、
外
国
で
の
職
歴
を
有
す
る
者
が
57
・
6

％
お
り
、
半
数
を
超
え
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
は
、
今
後
、
外
国
人
労
働
者
へ
の
依
存

度
を
高
め
ざ
る
を
え
な
い
日
本
に
と
っ
て
も

参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
第
２
位
の
ス
ペ
イ
ン
は
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
同
様
、
個
人
の
総
年
金
収

入
に
対
す
る
公
的
年
金
の
割
合
が
約
90
％
と

高
い
。
公
的
年
金
は
強
制
加
入
で
、
財
政
方

式
は
賦
課
方
式
（
た
だ
し
受
給
年
齢
に
達
し
た
が
、

生
計
維
持
手
段
が
な
い
人
や
、
保
険
料
の
払
込
期
間

が
15
年
に
達
し
て
お
ら
ず
、
受
給
資
格
の
な
い
人
の

た
め
の
無
拠
出
型
年
金
は
国
庫
負
担
）。
受
給
対

象
者
は
、
受
給
年
齢
（
66
歳
と
６
カ
月
）
に
達

し
た
国
内
の
全
合
法
的
居
住
者
で
、
保
険
料

率
は
、
医
療
保
険
も
含
め
、
被
用
者
の
場
合
、

被
保
険
者
が
４
・
７
％
、
雇
用
者
が
23
・
6

％
で
あ
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
の
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
３

万
５
７
８
９
㌦
で
、世
界
第
31
位
で
あ
る（
３

万
２
８
５
９
㌦
で
36
位
の
日
本
よ
り
少
し
上
）。
右

の
通
り
、
個
人
の
保
険
料
負
担
が
少
な
く
、

雇
用
者
の
そ
れ
が
大
き
い
点
が
特
徴
で
、
企

法
律
で
は
、被
用
者
の
給
与
の
最
低
８
％（
被

用
者
５
％
、
雇
用
主
３
％
）
を
、
被
用
者
個
人

の
年
金
ス
キ
ー
ム
に
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
最
低
限

で
、
筆
者
が
英
国
の
証
券
会
社
に
勤
務
し
て

い
た
と
き
は
、
給
与
の
13
％
が
個
人
の
年
金

ス
キ
ー
ム
に
支
払
わ
れ
て
い
た
。
金
融
立
国

で
、
各
種
金
融
機
関
が
ひ
し
め
く
英
国
ら
し

く
、
民
間
活
用
型
の
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
公
的
年
金
は
、
支
給
額
で
見
て
も
、

所
得
代
替
率
（
必
要
生
活
費
に
対
す
る
年
金
の
比

率
）
で
見
て
も
、
他
の
先
進
国
か
ら
か
な
り

見
劣
り
す
る
（
所
得
代
替
率
は
、
61
・
２
％
程
度
）。

Ａ
評
価
の
オ
ラ
ン
ダ
は

公
的
年
金
の
比
重
が
小
さ
い

　
こ
う
し
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
以

下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
日
本
の
公
的
年
金
は
賦
課
方
式
だ
が
、
他

の
先
進
国
以
上
の
少
子
化
・
晩
婚
化
・
未
婚

化
等
に
よ
り
、
11
年
以
降
毎
年
連
続
で
人
口

が
減
少
し
、
高
齢
者
層
を
支
え
る
若
年
層
が

相
当
減
少
し
て
い
る
。
②
男
性
が
81
・
09
歳

（
世
界
第
２
位
）、
女
性
が
87
・
14
歳
（
世
界
第

１
位
）
と
い
う
世
界
屈
指
の
長
寿
国
で
あ
る

た
め
、
公
的
年
金
の
支
給
期
間
が
長
く
、
支

給
負
担
が
大
き
い
。
③
保
険
料
率
を
引
き
上

げ
る
こ
と
に
労
使
と
も
に
長
年
抵
抗
し
、
現

在
国
民
年
金
保
険
料
は
収
入
の
多
寡
と
は
関

係
な
く
月
額
１
万
６
９
８
０
円
で
、
厚
生
年

金
保
険
料
は
収
入
の
18
・
３
％
（
か
つ
上
限

あ
り
）
に
留
ま
っ
て
い
る
。
④
国
民
年
金
の

給
付
額
の
半
分
は
国
庫
が
負
担
し
て
い
る
が
、

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
約
２
６
０
％
と
い
う
世
界
的
に

突
出
し
た
公
的
債
務
負
担
も
あ
っ
て
財
政
が

逼
迫
し
、
国
庫
負
担
に
限
界
が
あ
る
。
⑤
年

金
積
立
金
を
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
（
年
金
福
祉
事
業

団
が
全
国
各
地
に
つ
く
っ
た
大
規
模
保
養
施
設
）
な

ど
の
赤
字
事
業
に
使
っ
た
り
、
04
年
に
年
金

未
納
問
題
が
発
覚
し
、
国
民
年
金
の
Ｃ
Ｍ
か

ら
降
板
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
女
優
、
江

角
マ
キ
コ
が
出
演
し
た
Ｃ
Ｍ
制
作
に
約
６
億

２
０
０
０
万
円
の
年
金
保
険
料
を
使
っ
た
り
、

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法

人
）
が
18
年
10
〜
12
月
期
に
14
兆
円
の
運
用

損
を
出
す
な
ど
、
運
用
の
失
敗
で
年
金
積
立

金
を
減
ら
し
た
り
し
た
こ
と
。

　
米
国
の
組
織
・
人
事
関
係
の
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
会
社
、
マ
ー
サ
ー
（M

ercer

）
と
、

投
資
専
門
家
団
体
Ｃ
Ｆ
Ａ
協
会
は
、
各
国
の

年
金
制
度
に
つ
い
て
毎
年
「
グ
ロ
ー
バ
ル
年

金
指
数
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
発
表
し
て
い
る
（
次

㌻
表
）。
筆
者
は
、
公
的
年
金
に
関
し
て
は
、

数
字
操
作
の
余
地
が
少
な
い
支
給
額
が
、
受

給
者
に
と
っ
て
は
意
味
合
い
が
大
き
く
、
目

安
と
し
て
も
一
番
ス
ト
レ
ー
ト
に
わ
か
り
や

す
い
と
考
え
、
本
稿
で
は
そ
の
点
を
中
心
に

論
じ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
年
金
指
数

ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
、
私
的
年
金
制
度
を
含
む

各
国
の
年
金
制
度
全
体
の
総
合
評
価
で
、
性

格
が
異
な
る
。
評
価
の
観
点
は
、
①
十
分
性

（
必
要
生
活
費
の
カ
バ
ー
度
合
い
）、
②
持
続
性（
現

在
の
年
金
制
度
を
今
後
も
維
持
で
き
る
可
能
性
）、

③
健
全
性
（
制
度
の
健
全
性
）
の
３
つ
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
と
づ
き
、
Ａ
、
Ｂ
＋
、
Ｂ
、
Ｃ
＋
、
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英国在住37年作家が日本の年金を嘆くワケ

世界の年金格付けランキング

出所：マーサー�CFA協会「グローバル年金指数ランキング（2024年度）」

No. 制度 総評価 総指数 十分性 持続性 健全性

1 オランダ A 84.8 86.3 81.7 86.8
2 アイスランド A 83.4 82 84.3 84.4
3 デンマーク A 81.6 84 82.6 76.3
4 イスラエル A 80.2 75.7 82.6 84.1
5 シンガポール B+ 78.7 79.8 74.3 83
6 オーストラリア B+ 76.7 68.4 79.5 86.1
7 フィンランド B+ 75.9 77 64.2 90.8
8 ノルウェー B+ 75.2 77.2 63.6 88.3
9 チリ B 74.9 71.2 70.9 86.5
10 スウェーデン B 74.3 75.2 73.7 73.6
11 英国 B 71.6 75.7 61.5 79.3
12 スイス B 71.5 66 71.4 80.4
13 ウルグアイ B 68.9 84 46.6 76.1
14 ニュージーランド B 68.7 64.8 64.9 80.2
15 ベルギー B 68.6 81.8 40.1 87.4
16 メキシコ B 68.5 73.8 63.4 67.1
17 カナダ B 68.4 67 63.8 77.1
18 アイルランド B 68.1 73.6 52.8 80.5
19 フランス B 68 84.8 43.4 75.7
20 ドイツ B 67.3 81.1 45.8 75.3
21 クロアチア B 67.2 66.8 57.4 81.7
22 ポルトガル B 66.9 83.4 34.6 85.7
23 アラブ首長国連邦 C+ 64.8 77.1 43.3 75.3
24 カザフスタン C+ 64 45.8 73.1 80.4
25 香港特別行政区 C+ 63.9 51.5 61.1 87.5
26 スペイン C+ 63.3 82.9 30.7 77.6
27 コロンビア C+ 63 63.9 57.4 69.5
28 サウジアラビア C+ 60.5 61.1 58 62.9
29 アメリカ C+ 60.4 63.9 58.4 57.5
30 ポーランド C 56.8 59.2 45.2 69.4
31 中国 C 56.5 65.2 37.8 69.1
32 マレーシア C 56.3 44.5 54.6 77.4
33 ブラジル C 55.8 70.4 31 67.3
34 ボツワナ C 55.4 39.7 52 85.2
35 イタリア C 55.4 68.2 25.1 77.2
36 日本 C 54.9 57.1 47.1 62.1
37 ペルー C 54.7 55.3 46.9 64.7
38 ベトナム C 54.5 56.8 41.3 69.3
39 台湾 C 53.7 46.2 51.9 68.2
40 オーストリア C 53.4 67.2 22 75.2
41 韓国 C 52.2 40.5 52.4 70.5
42 インドネシア C 50.2 38.1 50.4 69.3
43 タイ C 50 50.2 43.8 58.2
44 南アフリカ D 49.6 34.7 48 75.7
45 トルコ D 48.3 48.3 32.2 70.8
46 フィリピン D 45.8 41.7 63.4 27.7
47 アルゼンチン D 45.5 61.5 29.4 42.3
48 インド D 44 34.2 44.9 58

っ
た
と
き
、
塩
川
正
十
郎
財
務
大
臣（
当
時
）

が
「
な
ん
で
援
助
国
が
被
援
助
国
よ
り
低
い

格
付
け
に
な
ら
ん
と
い
か
ん
の
や
!?
」
と
激

怒
し
、
同
社
幹
部
を
衆
議
院
財
務
金
融
委
員

会
に
呼
ん
で
問
い
詰
め
る
と
い
う
騒
動
に
発

展
し
た
こ
と
が
あ
る
。
年
金
の
世
界
で
は
、

そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
、
将
来
、
日
本
の
公
的

年
金
額
が
ま
す
ま
す
減
る
こ
と
は
避
け
難
い

事
実
で
あ
る
。
国
民
と
し
て
は
、
若
い
う
ち

か
ら
公
的
年
金
に
頼
ら
な
い
老
後
の
備
え
を

す
る
し
か
な
い
。

 
　
中
で
も
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ス

ラ
エ
ル
は
、
個
人
の
総
年
金
収
入
に
占
め
る

公
的
年
金
の
比
重
が
、
そ
れ
ぞ
れ
50
％
、
55

％
、
43
％
と
小
さ
く
、
非
公
的
年
金
（
企
業

・
職
域
年
金
、
私
的
年
金
等
）
の
強
さ
が
評
価

さ
れ
た
格
好
で
あ
る
。
同
様
に
、
非
公
的
年

金
の
比
重
が
大
き
い
英
国
も
、
Ｂ
評
価
で
全

体
の
11
位
と
、
点
数
が
高
い
。

中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り

日
本
の
評
価
は
低
い

　
公
的
年
金
支
給
額
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
1
位
の

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
調
査
対
象
外
、
2
位
と

3
位
の
ス
ペ
イ
ン
と
ベ
ル
ギ
ー
は
、
と
も
に

持
続
性
に
難
あ
り
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｃ
＋

評
価
で
26
位
、
Ｂ
評
価
で
15
位
で
あ
る
。

　
日
本
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
3
項
目
と
も

40
点
台
か
ら
60
点
台
と
低
調
（
一
番
の
問
題
は

持
続
性
で
47
・
1
点
）
で
、
評
価
は
下
か
ら
2

番
目
の
Ｃ
、
順
位
は
48
カ
国
中
36
位
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ボ
ツ
ワ
ナ
よ

り
低
い
。

　
か
つ
て
02
年
に
格
付
会
社
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ

が
、
日
本
国
債
の
格
付
け
を
従
来
の
Ａ
ａ
３

（
ダ
ブ
ル
Ａ
３
）
か
ら
Ａ
２
（
シ
ン
グ
ル
Ａ
２
）

に
引
き
下
げ
、
ボ
ツ
ワ
ナ
や
チ
リ
以
下
に
な

Ｃ
、
Ｄ
と
い
う
６
段
階
に
分
け
、
総
合
点
で

順
位
を
付
け
て
い
る
。
調
査
対
象
は
48
カ
国

で
、
世
界
人
口
の
65
％
に
相
当
す
る
。

　
最
新
版
（
24
年
度
）
で
は
、
第
1
位
は
公

的
年
金
支
給
額
が
約
23
万
９
０
０
０
円
の
オ

ラ
ン
ダ
、
第
２
位
は
36
万
４
０
０
０
円
の
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
、
第
３
位
が
31
万
７
０
０
０
円

の
デ
ン
マ
ー
ク
、
そ
の
他
、
Ａ
ラ
ン
ク
の
国

と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
第
4
位
に
入
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
４
カ
国
は
、
十
分
性
、
持
続

性
、
健
全
性
の
3
項
目
の
平
均
が
80
点
以
上

で
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
優
良
な
制
度
で
あ

る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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高
齢
ホ
ー
ム
レ
ス
、

生
保
受
給
者
の
実
態

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
（
２
０
２
４
年
）
に
よ

る
と
、
全
国
に
は
２
８
２
０
人
の
路
上
生
活

者
が
い
る
。
意
外
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

２
０
０
７
年
に
は
１
万
８
５
６
４
人
の
路
上

生
活
者
が
い
た
の
で
、
実
に
８
割
以
上
減
少

し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
21
年
の
同
調
査

に
よ
れ
ば
、
路
上
生
活
者
の
平
均
年
齢
は
63

・
６
歳
で
あ
る
。

　
一
方
、
65
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
は

近
年
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
20
年
な

ど
長
い
ス
パ
ン
で
見
る
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。

受
給
者
全
体
で
見
る
と
半
数
以
上
を
65
歳
以

上
が
占
め
て
い
る
状
況
だ
。

　
生
活
困
窮
者
と
い
え
ば
、
こ
の
「
路
上
生

活
者
」
と
「
生
活
保
護
受
給
者
」
の
両
者
が

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
。
し
か
し
、
高
齢
者

に
限
っ
て
言
え
ば
、
乏
し
い
年
金
で
暮
ら
す

人
た
ち
の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
果

た
し
て
こ
の
３
者
の
う
ち
、
も
っ
と
も
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
る
の
は
誰
な
の
か
。
彼
ら
の

生
活
を
取
材
し
た
。

　
こ
の
３
者
の
生
活
を
一
気
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。
そ
れ
が
、

「
炊
き
出
し
界
隈
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。

炊
き
出
し
の
列
に
並
ん
で
み
る
と
わ
か
る
が
、

実
は
約
８
割
が
生
活
保
護
受
給
者
。
残
り
の

２
割
を
路
上
生
活
者
と
年
金
生
活
者
が
分
け

合
っ
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
生
活
に
困
窮
し
た
場
合
、
も
っ
と
も
死
活

問
題
と
な
る
の
が
食
事
だ
ろ
う
。
生
活
困
窮

写真提供＝國友公司

｢乏しい年金より
生活保護のほうが
幸せ｣は本当か？

「年金だけでは生きられない」という人はどんな生活になるのか。都内各
地の炊き出しの現場や、大阪・西成を緊急取材した。老後の生活が破綻
した者たちの姿は、決して他人事ではない──。

ルポライター。1992年生まれ。栃木県那須の温泉地で育つ。筑波大学芸術専門学群在学中よりライター活動を始める。キナくさいアル
バイトと東南アジアでの沈没に時間を費やし7年間かけて大学を卒業。編集者を志すも就職活動をわずか3社で放り投げ、そのままフ
リーライターに。元ヤクザ、覚せい剤中毒者、殺人犯、生活保護受給者など、訳アリな人々を取材。著書に『ルポ西成 七十八日間ドヤ
街生活』『ルポ路上生活』ほか。

取材・文＝

國友公司  
Koji Kunitomo

家なし職なし年金なし…
　　　　　のリアルド底辺老後
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｢乏しい年金より生活保護のほうが幸せ｣は本当か？

食事を炊き出しでまかなう人たちのコミュニ
ティ。約8割が生活保護受給者、残りの2割が
路上生活者と年金生活者だ。都内だけで週に
100カ所以上開催されている。炊き出しでは、
食事だけでなく、衣類や医薬品、日用品も無
料でもらえる。

炊き出し界
かい

隈
わい

とは

者
た
ち
の
一
部
は
都
内
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
る
炊
き
出
し
を
巡
り
、
腹
を
満
た
し
て
い

る
。
中
に
は
月
の
食
費
が
ゼ
ロ
円
と
い
う
人

も
い
る
く
ら
い
だ
。

　
ま
ず
、
都
内
で
は
ど
れ
ほ
ど
の
炊
き
出
し

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
東
京
都
庁
の
下
で

行
わ
れ
て
い
る
炊
き
出
し
に
並
ん
で
い
る
と

き
に
仲
良
く
な
っ
た
年
金
生
活
者
の
菊
蔵
と

い
う
男
性
（
60
代
）
が
自
慢
げ
に
教
え
て
く

れ
た
。

「
兄
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
ま
り
見
な
い
顔
だ
ね
。

炊
き
出
し
で
食
っ
て
い
く
気
が
あ
る
ん
な
ら
、

い
ろ
い
ろ
教
え
て
あ
げ
よ
う
か
？
」

　
菊
蔵
が
カ
バ
ン
か
ら
取
り
出
し
た
Ａ
３
の

紙
２
枚
に
は
、
都
内
で
行
わ
れ
る
炊
き
出
し

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
び
っ
し
り
と
書
か
れ
て

い
た
。
渋
谷
区
で
炊
き
出
し
を
行
っ
て
い
る

団
体
が
独
自
に
つ
く
っ
た
も
の
で
、
数
え
て

み
る
と
週
に
約
70
カ
所
以
上
は
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
書
か
れ
て
い
る
も
の

は
「
あ
く
ま
で
ベ
ー
ス
」
だ
と
い
う
。

「
ほ
か
に
も
さ
、
こ
こ
に
は
載
っ
て
い
な
い

裏
の
炊
き
出
し
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
よ
。

あ
ん
ま
り
広
め
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
け
ど
さ
、

全
部
合
わ
せ
た
ら
１
０
０
以
上
あ
る
。
兄
ち

ゃ
ん
は
若
い
か
ら
ま
だ
こ
の
生
活
に
慣
れ
な

い
ほ
う
が
い
い
け
ど
、
炊
き
出
し
回
っ
て
い

れ
ば
メ
シ
代
な
ん
て
か
か
ら
な
い
ん
だ
よ
」

　
炊
き
出
し
の
エ
リ
ア
は
大
き
く
、
新
宿
、

池
袋
、
渋
谷
、
上
野
、
山
谷
の
５
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
横
浜
や
大
阪
で
も
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
る
が
、
都
内
だ
け
で
週
に
１
０
０
カ
所

以
上
あ
る
の
で
、
遠
征
す
る
必
要
は
な
い
。

　
炊
き
出
し
で
も
ら
え
る
食
事
は
弁
当
か
保

存
食
が
多
い
。
弁
当
は
ど
こ
か
ら
か
大
量
に

買
っ
て
き
た
も
の
。
保
存
食
は
ア
ル
フ
ァ
化

米
と
い
う
お
湯
を
入
れ
る
と
食
べ
ら
れ
る
乾

燥
米
や
缶
詰
や
パ
ン
が
中
心
だ
。

　
炊
き
出
し
と
聞
く
と
鉄
板
や
寸
胴
で
つ
く

り
た
て
の
食
事
を
振
る
舞
う
絵
を
想
像
し
て

し
ま
う
が
、
そ
れ
は
そ
こ
ま
で
多
く
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
「
炊
き
出
し
界
隈
」
か
ら
の
人

気
は
高
く
、「
あ
れ
だ
け
は
絶
対
に
行
く
」

と
い
う
炊
き
出
し
が
い
く
つ
か
あ
る
。
菊
蔵

の
イ
チ
オ
シ
は
上
野
公
園
で
月
に
１
度
だ
け

行
わ
れ
て
い
る
炊
き
出
し
だ
。
白
飯
か
う
ど

ん
の
好
き
な
ほ
う
を
ど
ん
ぶ
り
に
も
ら
い
、

寸
胴
に
入
っ
た
カ
レ
ー
の
ル
ー
を
ぶ
っ
か
け

て
も
ら
う
。
う
れ
し
い
こ
と
に
食
べ
放
題
だ
。

　
そ
し
て
、
炊
き
出
し
で
も
ら
え
る
も
の
は

食
事
だ
け
で
は
な
い
。
衣
類
、
靴
、
毛
布
、

寝
袋
、
医
薬
品
、
銭
湯
券
、
石
け
ん
、
歯
ブ

ラ
シ
な
ど
日
用
品
も
無
料
で
も
ら
え
る
。

　
炊
き
出
し
を
巡
る
際
の
懸
念
材
料
と
な
る

の
が
交
通
費
で
あ
る
。
池
袋
↓
新
宿
↓
上
野

と
回
る
に
し
て
も
徒
歩
で
は
大
変
す
ぎ
る
し

電
車
で
は
運
賃
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ

で
「
炊
き
出
し
界
隈
」
の
彼
ら
が
駆
使
し
て

い
る
の
が
、「
パ
ス
券
」と
い
う
も
の
だ
。「
パ

ス
券
」
と
は
「
都
営
交
通
無
料
乗
車
券
」
の

こ
と
で
、
都
内
に
住
民
票
の
あ
る
身
体
障
害

者
、
知
的
障
害
者
、
生
活
保
護
世
帯
に
交
付

さ
れ
、
都
営
電
車
と
都
営
バ
ス
を
無
料
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
よ
っ
て
、
路
上
生
活
者
と
年
金
生
活
者
は

こ
の
パ
ス
券
が
使
え
な
い
の
で
、
徒
歩
や
自

転
車
で
回
る
か
自
腹
で
公
共
交
通
機
関
に
乗

る
し
か
な
い
。
炊
き
出
し
を
回
る
と
い
う
点

に
お
い
て
は
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

が
有
利
で
あ
る
。

「
な
あ
、
こ
の
後
は
渋
谷
と
池
袋
ど
っ
ち
に

行
く
？
」

　
東
京
都
庁
下
の
炊
き
出
し
に
並
び
な
が
ら

菊
蔵
が
同
じ
く
列
に
並
ん
で
い
る
友
人
た
ち

と
次
の
予
定
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
の

で
、
私
も
会
話
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

３
人
の
友
人
は
み
な
生
活
保
護
受
給
者
で
あ

る
。
菊
蔵
が
私
に
聞
く
。

「
俺
た
ち
は
都
営
大
江
戸
線
で
東
新
宿
へ
出

て
そ
こ
か
ら
バ
ス
に
乗
る
け
ど
、
兄
ち
ゃ
ん

は
パ
ス
券
持
っ
て
る
の
？
」

　
私
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
の
で
パ

ス
券
は
持
っ
て
い
な
い
。
菊
蔵
も
生
活
保
護

を
受
け
て
い
な
い
が
、
な
ぜ
か
パ
ス
券
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
。

「
こ
れ
は
ね
、
知
り
合
い
の
生
活
保
護
も
ら

っ
て
い
る
人
か
ら
１
万
円
で
買
っ
た
の
よ
。

こ
れ
で
１
年
間
乗
り
放
題
だ
か
ら
、
１
万
円

の
価
値
は
あ
る
で
し
ょ
」

　
バ
リ
バ
リ
の
違
法
行
為
だ
が
、
年
金
生
活

者
や
路
上
生
活
者
の
中
に
は
菊
蔵
の
よ
う
に

生
活
保
護
受
給
者
か
ら
パ
ス
券
を
買
い
取
っ

て
い
る
人
は
珍
し
く
な
い
。

　
こ
の
後
は
み
ん
な
で
渋
谷
の
公
園
で
行
わ

れ
て
い
る
炊
き
出
し
に
行
く
ら
し
い
。
新
宿

駅
ま
で
歩
き
、
Ｊ
Ｒ
線
で
渋
谷
駅
ま
で
行
く

の
が
早
い
が
、
彼
ら
は
運
賃
が
か
か
る
Ｊ
Ｒ

線
に
は
乗
ら
な
い
。
都
営
大
江
戸
線
で
東
新

宿
駅
ま
で
行
き
、
都
営
バ
ス
に
乗
り
換
え
れ

ば
渋
谷
ま
で
タ
ダ
で
行
け
る
か
ら
だ
。
バ
ス

に
揺
ら
れ
な
が
ら
生
活
保
護
を
受
け
な
が
ら

練
馬
区
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
と
い
う

溜
池
氏
（
50
代
・
男
性
）
の
話
を
聞
い
た
。

　
溜
池
氏
は
派
遣
の
仕
事
や
日
雇
い
労
働
を

転
々
と
し
て
い
た
が
、
何
を
や
っ
て
も
上
手

く
い
か
な
か
っ
た
。
確
証
は
持
て
な
い
が
会

「
炊
き
出
し
回
っ
て
い
れ
ば
、

メ
シ
代
な
ん
て

か
か
ら
な
い
ん
だ
よ
」

界隈の流儀1
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8:00 起床

11:30
「としま区民センター」の会議室でキリスト教会の礼拝に参加。
カレーライスを食べながらボランティアの音大生によるバイ
オリンの演奏を聴く

9:30
新大久保にあるキリスト教会で礼拝に参加
約１時間半の説教を聞き、弁当と衣類を調達

15:30 キリスト教会の礼拝に参加。弁当とお菓子を調達

8:30 練馬駅から都営大江戸線に乗り東新宿駅で下車

13:00
次の炊き出しがあるので演奏の途中で退室。都営バスを乗り
継いで錦糸町駅へ

11:00 都営バスで池袋駅に移動

16:00
別のキリスト教会の礼拝に参加。約２時間の説教は仮眠にあ
てる。弁当、バナナ、ヨーグルト、お菓子、歯ブラシを調達

18:00
いつもより牧師の説教が長引いたため、運賃を払ってＪＲ線
で渋谷駅に移動。徒歩で代々木公園に向かい、炊き出しに参
加。弁当、カップ麺２つ、サバ缶、ソーセージ、お菓子を調達

バイオリンの音色を聴きながら
食べたカレー。

キリスト教の礼拝。ちなみに菊
蔵氏はクリスチャンではない。

1日でゲットした食材や生活雑貨。

　　 炊き出し界隈のスケジュール  菊蔵氏のとある日曜日
　　　　実はこんなに忙しく、都内の炊き出し現場を回っている
拝見！ 話

を
し
た
印
象
だ
と
発
達
障
害
を
抱
え
て
い

る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
感
じ
た
。

　
そ
う
し
て
、
社
会
か
ら
弾
き
出
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
横
浜
で
路
上
生
活
者
に
な
っ
た
。

大
通
り
公
園
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
、
高
架
下

な
ど
日
々
ね
ぐ
ら
を
変
え
な
が
ら
、
寒
い
冬

は
関
内
駅
の
地
下
道
に
潜
っ
た
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
都
内
ほ
ど
多
く
は
な

い
が
、
横
浜
で
も
炊
き
出
し
は
行
わ
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
関
内
駅
と
石
川
町
駅
の
間
に
位
置

す
る
「
ド
ヤ
街
」
寿
町
の
炊
き
出
し
に
並
ん

で
い
る
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
名

乗
る
男
に
声
を
か
け
ら
れ
た
そ
う
だ
。

「
部
屋
を
用
意
す
る
の
で
生
活
保
護
を
受
け

よ
う
」

　
男
の
車
に
乗
る
と
東
京
の
上
野
ま
で
連
れ

て
行
か
れ
た
。

「
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
と
生
活
保
護
を
申
請
し

た
ん
だ
け
ど
、
毎
月
10
万
円
は
寮
費
と
し
て

取
ら
れ
ち
ゃ
う
の
。
手
元
に
残
る
の
は
約
２

万
円
だ
け
。
部
屋
も
ベ
ッ
ド
を
１
つ
置
い
た

ら
足
の
踏
み
場
も
な
く
な
る
よ
う
な
狭
い
と

こ
ろ
で
ね
」

　
溜
池
氏
が
入
所
し
た
先
は
「
無
料
低
額
宿

泊
所
」
と
い
う
場
所
で
あ
る
。
生
活
保
護
受

給
者
な
ど
生
活
困
窮
者
が
無
料
ま
た
は
低
額

な
料
金
で
宿
泊
で
き
る
施
設
だ
。
た
だ
、
こ

う
し
た
保
護
費
の
ピ
ン
ハ
ネ
を
目
的
と
し
た

「
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
」
も
い
ま
だ
に
交
じ
っ
て

い
る
。
入
居
か
ら
１
年
半
が
経
つ
と
溜
池
氏

は
事
務
所
で
電
話
番
を
や
ら
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
フ
ル
タ
イ
ム
で
ほ

ぼ
毎
日
働
か
さ
れ
た
が
、
報
酬
は
月
に
１
万

円
だ
っ
た
。
そ
ん
な
生
活
を
５
年
半
強
い
ら

れ
、
入
居
か
ら
７
年
で
逃
げ
る
よ
う
に
退
去
。

練
馬
区
で
生
活
保
護
を
受
け
直
し
た
。

　
溜
池
氏
に
限
ら
ず
、
路
上
生
活
者
が
貧
困

ビ
ジ
ネ
ス
の
施
設
に
入
居
し
て
し
ま
う
例
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
う
し
た
体
験
談

は
炊
き
出
し
の
場
で
共
有
さ
れ
拡
散
し
て
い

く
。
そ
し
て
、
生
活
困
窮
者
の
間
で
「
生
活

保
護
」
＝
「
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う
間
違

っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
刷
り
込
ま
れ
て
い
く
。
こ

の
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
の
横
行
も
、
生
活
保
護
の

受
給
を
頑
な
に
拒
む
人
が
出
て
き
て
し
ま
う

理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
練
馬
区
に
住
む
菊
蔵
は
去
年
ま
で
大
工
と

し
て
働
い
て
い
た
。
２
カ
月
に
１
度
振
り
込

ま
れ
る
年
金
の
額
は
30
万
円
。
ひ
と
月
15
万

円
の
生
活
は
決
し
て
楽
で
は
な
い
。
で
き
る

だ
け
節
約
し
な
が
ら
暮
ら
そ
う
と
思
い
、
炊

き
出
し
を
巡
り
始
め
た
。
だ
が
、
途
中
で
炊

き
出
し
の
豊
富
さ
に
気
が
つ
き
、
今
は
週
４

日
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
転
が
し
な
が
ら
各
地

で
仕
入
れ
た
食
料
を
た
め
、
月
の
食
費
６
０

０
０
円
（
ワ
イ
ン
代
）
を
実
現
し
て
い
る
。

「
本
当
は
生
活
保
護
を
受
け
た
か
っ
た
ん
だ

け
ど
、
こ
れ
だ
け
年
金
が
あ
る
と
も
ら
え
な

い
ん
だ
よ
ね
。
生
活
保
護
を
受
け
れ
ば
パ
ス

券
も
あ
る
し
医
療
費
も
か
か
ら
な
い
か
ら
。

だ
っ
た
ら
、
年
金
な
ん
て
払
わ
な
け
れ
ば
よ

か
っ
た
よ
」

　
実
は
路
上
生
活
者
の
中
に
も
年
金
を
も
ら

っ
て
い
る
人
は
多
い
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
家

を
借
り
る
に
は
満
た
な
い
月
７
万
円
ほ
ど
の

受
給
額
で
あ
る
。
上
野
公
園
に
寝
泊
ま
り
し

て
い
る
そ
ん
な
路
上
生
活
者
の
一
人
に
話
を

聞
い
た
。

「
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
に
は
足
り
な
い
し
、

生
活
保
護
を
受
け
る
と
部
屋
を
借
り
な
い
と

い
け
な
い
か
ら
家
賃
が
も
っ
た
い
な
い
で
し

ょ
う
。
普
段
は
公
園
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
る

け
ど
、
雨
が
降
っ
た
と
き
だ
け
近
く
の
サ
ウ

ナ
に
泊
ま
っ
て
い
る
よ
。
辛
い
と
き
は
室
内

に
逃
げ
ら
れ
る
だ
け
ま
だ
楽
だ
ね
」

　
そ
れ
に
比
べ
て
年
金
を
一
切
払
っ
て
こ
な

か
っ
た
路
上
生
活
者
の
生
活
は
キ
ツ
い
。
新

宿
駅
西
口
の
地
下
広
場
で
10
年
以
上
寝
泊
ま
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｢乏しい年金より生活保護のほうが幸せ｣は本当か？

　　 隣の炊き出しご飯
　　　  こんな豪華食材がゲットできる

栄養満点！　モモやバナナ、ミニトマト
などの豪華なフルーツ・野菜も。

豪華ミックスフライ弁当を食べればスタ
ミナ満点だ。

具だくさんのスープ、あったかいんだか
らぁ♪ ウィンナーがうれしい。

総菜パンの種類も豊富。 温めずに食べ
られるカレーも配布される。

突撃！

り
す
る
野
口
氏
（
70
代
・
男
性
）
は
都
内
各
地

の
炊
き
出
し
を
徒
歩
で
回
っ
て
い
る
。
生
活

保
護
は
受
け
よ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
受
け

ら
れ
る
。
だ
が
、
あ
え
て
受
け
て
い
な
い
。

　
野
口
氏
は
65
歳
ま
で
オ
フ
ィ
ス
を
専
門
と

す
る
引
っ
越
し
業
者
の
下
で
働
い
て
い
た
。

収
入
は
悪
く
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
と
に
か

く
若
い
頃
か
ら
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
好
き
だ
っ
た
。

給
料
か
ら
年
金
や
社
会
保
険
料
が
天
引
き
さ

れ
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
ず
、
会
社
に
直
談
判

す
る
形
で
現
金
手
渡
し
に
変
更
し
た
。

　
年
金
と
社
会
保
険
料
は
自
分
で
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
ぶ
ん
は
当
然
す
べ

て
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
回
っ
た
。
そ
の
た
め
、
健

康
保
険
証
は
と
う
の
昔
に
失
効
し
て
お
り
、

病
院
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

「
そ
の
う
ち
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
の
は
わ
か
っ
て
い
る
よ
。
で
も
、
自
力
で

や
れ
る
う
ち
は
自
力
で
生
き
た
い
」（
野
口
氏
）

　
多
く
の
路
上
生
活
者
が
生
活
保
護
に
移
行

し
た
こ
と
で
、
路
上
生
活
者
の
数
は
一
気
に

減
っ
た
。
し
か
し
、
野
口
氏
の
よ
う
な
理
由

か
ら
生
活
保
護
を
受
け
よ
う
と
し
な
い
路
上

生
活
者
は
多
い
。
む
し
ろ
、
そ
う
い
う
人
た

ち
だ
け
が
長
く
路
上
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と

も
言
え
る
。

　
苦
し
い
生
活
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

路
上
生
活
者
も
生
活
保
護
受
給
者
も
年
金
生

活
者
も
、
野
口
氏
の
よ
う
な
福
祉
の
網
目
か

ら
抜
け
落
ち
て
い
る
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の

定
期
収
入
が
あ
る
。
菊
蔵
が
話
す
。

「
兄
ち
ゃ
ん
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
手
帳
持
っ
て
る

か
？
　
山
谷
に
行
け
ば
誰
で
も
つ
く
れ
る
か

ら
も
ら
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
」

　
調
べ
る
と
「
求
職
受
付
票
」
と
い
う
も
の

ら
し
い
。
こ
れ
を
持
っ
て
い
る
と
、
東
京
都

か
ら
公
園
な
ど
公
共
施
設
の
清
掃
の
仕
事
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
時
期
に
よ
っ
て
バ

ラ
つ
き
は
あ
る
が
、
月
に
５
〜
６
回
働
く
こ

と
が
で
き
、
１
回
８
０
０
０
円
の
報
酬
と
な

る
。
こ
れ
だ
け
で
約
５
万
円
の
収
入
だ
。
５

万
円
あ
れ
ば
月
に
90
回
も
銭
湯
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
路
上
生
活
者
も
毎

日
と
は
言
わ
な
い
が
、
案
外
普
通
に
風
呂
に

入
っ
て
い
る
の
だ
。

　
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合
、
収
入
が

あ
れ
ば
そ
の
ぶ
ん
支
給
額
か
ら
差
し
引
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の

求
職
は
、
生
活
保
護
費
を
支
給
し
て
い
る
各

自
治
体
と
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
そ
う
だ
。

よ
っ
て
、
月
５
万
円
の
収
入
は
自
己
申
告
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
当
然
、
正
直
に
申
告

し
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

「
あ
と
は
並
び
だ
な
。
中
国
人
の
代
わ
り
に

家
電
量
販
店
に
並
ん
で
何
か
買
う
ん
だ
よ
」

　
い
わ
ゆ
る
「
転
売
ヤ
ー
」
の
手
伝
い
で
あ

る
。
報
酬
の
相
場
は
１
回
５
０
０
０
円
で
月

に
３
回
ほ
ど
仕
事
が
あ
る
と
い
う
。
ほ
か
に

も
、
宗
教
団
体
の
研
修
に
参
加
し
た
り
、
現

金
を
く
れ
る
炊
き
出
し
が
あ
っ
た
り
、
細
々

と
し
た
収
入
を
合
わ
せ
て
月
に
６
万
〜
７
万

円
ほ
ど
の
実
入
り
が
あ
る
。
現
金
手
渡
し
の

案
件
に
な
る
た
め
、
自
治
体
に
バ
レ
る
こ
と

も
な
い
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
ネ
ッ
ト
で
は

な
く
炊
き
出
し
の
場
で
人
づ
て
に
伝
わ
っ
て

い
く
。
よ
っ
て
、「
炊
き
出
し
界
隈
」
に
属

し
て
い
れ
ば
、
路
上
生
活
者
は
約
７
万
円
、

生
活
保
護
受
給
者
は
約
20
万
円
、
菊
蔵
に
い

た
っ
て
は
そ
れ
以
上
の
収
入
が
あ
る
こ
と
に

な
る
。
不
法
行
為
を
推
奨
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
力
さ
え
あ

れ
ば
、
問
題
な
く
生
き
て
い
け
る
。

体
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
も
俺
は

大
阪
・
西
成
で
働
き
続
け
る

　
路
上
で
苦
し
い
生
活
を
し
て
い
て
も
頑
な

に
生
活
保
護
を
受
け
よ
う
と
し
な
い
人
が
い

る
よ
う
に
、
ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
も
働
き

続
け
よ
う
と
す
る
人
も
い
る
。

　
日
本
最
大
の
「
ド
ヤ
街
」
で
あ
る
大
阪
市

西
成
区
の
（
通
称
）あ
い
り
ん
地
区
で
約
30
年
、

「
兄
ち
ゃ
ん
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
手
帳
持
っ
て
る
か
？ 

も
ら
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
」

界隈の流儀2
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別居する4人の娘たちの言葉を胸に、今日も西岡
氏は解体現場で働いている。

解
体
工
と
し
て
働
く
西
岡
氏
（
仮
名
・
50
代
・

男
性
）
は
、
23
年
に
急
速
破
壊
型
股
関
節
症
、

大
腿
骨
内
顆
骨
壊
死
、
変
形
性
股
関
節
症
と

３
つ
の
病
を
発
症
し
た
。

　
医
師
か
ら
は
「
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
も
、
も

う
歩
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
告
げ
ら
れ

た
が
、
西
岡
氏
は
今
も
一
軒
家
の
屋
根
に
上

り
、
解
体
工
と
し
て
働
い
て
い
る
。

「
ホ
ン
マ
は
痛
く
て
歩
け
な
い
ら
し
い
ん
や

け
ど
、
俺
は
痛
く
は
な
い
ね
ん
。
た
だ
、
股

関
節
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
な
っ
て
い
く
か
ら
、

歩
い
て
る
と
脚
が
外
れ
そ
う
に
な
る
ね
ん
。

そ
や
か
ら
俺
の
股
関
節
に
は
チ
タ
ン
が
入
っ

と
る
ね
ん
。
チ
タ
ン
言
う
た
ら
解
体
現
場
で

言
う
色
モ
ン
（
売
る
と
金
に
な
る
廃
材
）
や
。

み
ん
な
サ
イ
ボ
ー
グ
や
言
う
で
。
た
だ
、
医

師
か
ら
は
あ
ん
ま
り
無
理
す
る
と
骨
が
粉
々

に
な
っ
て
一
生
車
椅
子
生
活
や
言
わ
れ
と

る
」（
西
岡
氏
、
以
下
同
）

　
西
岡
氏
自
身
も
「
こ
れ
は
生
活
保
護
を
受

け
る
し
か
し
ゃ
あ
な
い
な
」
と
、
仕
事
を
辞

め
る
準
備
も
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
阪
市

外
に
住
む
４
人
の
娘
た
ち
に
言
わ
れ
た
言
葉

で
働
く
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
。

「
パ
パ
が
パ
パ
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
い
く
」

　
50
代
後
半
に
な
る
西
岡
氏
だ
が
、
肉
体
は

鍛
え
上
げ
ら
れ
、
解
体
現
場
で
は
パ
ワ
ー
と

持
久
力
で
誰
に
も
負
け
る
こ
と
が
な
い
。
20

代
は
ヤ
ク
ザ
と
し
て
生
き
、
抗
争
に
も
参
加

し
た
。
組
を
や
め
た
後
は
自
分
の
腕
力
と
度

胸
を
頼
り
に
単
独
で
犯
罪
を
重
ね
た
。
犯
罪

は
決
し
て
誇
れ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
武
闘

派
と
い
う
自
負
が
あ
る
。

「
娘
た
ち
は
俺
の
こ
と
不
死
身
や
思
う
と
ん

ね
ん
。
病
気
の
話
を
し
た
と
き
も
信
じ
て
く

れ
へ
ん
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
リ
ハ
ビ
リ
頑
張

ろ
う
思
う
た
ん
や
。
子
ど
も
は
も
う
ほ
と
ん

ど
親
の
手
を
離
れ
と
る
か
ら
金
の
心
配
は
な

い
ん
や
け
ど
な
。
言
う
た
ら
20
代
の
頃
は
犯

罪
で
金
を
稼
ぐ
こ
と
だ
け
が
幸
せ
や
っ
た
ん

や
。
金
持
っ
と
る
奴
見
つ
け
た
ら
そ
の
場
で

ど
つ
き
回
し
と
っ
た
か
ら
な
」

　
事
務
所
荒
ら
し
や
強
盗
も
し
た
。
リ
ス
ク

と
引
き
換
え
に
大
金
を
得
る
と
「
脳
汁
」
が

止
ま
ら
な
か
っ
た
。
薬
物
中
毒
に
な
り
刑
務

所
に
も
服
役
し
た
。

「
当
時
や
っ
と
っ
た
こ
と
は
今
で
い
う
闇
バ

イ
ト
と
一
緒
や
。
た
ぶ
ん
、
闇
バ
イ
ト
や
っ

と
る
若
い
子
た
ち
も
金
し
か
幸
せ
が
な
い
ね

ん
。
俺
は
娘
が
４
人
お
っ
て
孫
も
お
る
。
金

と
は
別
の
幸
せ
が
で
き
た
か
ら
、
も
う
犯
罪

し
よ
う
と
は
思
わ
ん
の
や
ろ
う
な
。
そ
り
ゃ

娘
た
ち
に
あ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
ら
、
働
か

な
あ
か
ん
や
ろ
」

　
実
際
、
西
岡
氏
も
自
分
の
こ
と
を
不
死
身

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
術
後
１
週
間
は
「
絶
対
に
脚
を
曲
げ
な
い

よ
う
に
」
と
医
師
に
注
意
さ
れ
た
が
、
言
わ

れ
た
そ
ば
か
ら
ベ
ッ
ド
か
ら
飛
び
降
り
、「
先

生
、
見
て
。
こ
ん
な
ん
で
き
ん
ね
ん
で
」
と

言
い
な
が
ら
正
座
を
し
た
。

「
先
生
、
ご
っ
つ
驚
い
と
っ
た
で
。
医
学
で

は
説
明
で
き
な
い
っ
ち
ゅ
う
や
つ
や
。
た
ぶ

ん
俺
も
不
死
身
や
思
わ
れ
た
い
ね
ん
。
そ
れ

に
、
仕
事
を
辞
め
て
生
活
保
護
を
受
け
始
め

た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
車
椅
子
や
で
。
車

椅
子
は
脚
が
不
自
由
な
人
が
使
う
も
ん
や
ろ
。

で
も
、
片
方
の
脚
は
ピ
ン
ピ
ン
な
ん
や
か
ら
、

俺
は
ま
だ
脚
が
不
自
由
で
は
な
い
ね
ん
。
今

も
屋
根
の
上
で
解
体
し
と
る
け
ど
、
踏
ん
張

り
利
か
へ
ん
。
落
ち
た
ら
お
そ
ら
く
死
ぬ
ね

ん
。
で
も
、
死
ん
で
も
え
え
と
思
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
ね
ん
。
俺
み
た
い
な
人
間
が

死
ぬ
わ
け
が
な
い
と
思
っ
て
ん
ね
ん
」

　
年
金
と
社
会
保
険
料
は
給
料
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
将
来
の
年
金
受
給
額

は
気
に
し
た
こ
と
が
な
い
し
、
調
べ
る
つ
も

り
も
な
い
と
い
う
。

「
あ
と
７
年
も
す
れ
ば
俺
も
65
歳
や
。
で
も
、

７
年
も
後
の
こ
と
考
え
る
意
味
あ
る
？
　
考

え
た
通
り
に
い
く
わ
け
な
い
や
ん
。
大
地
震

が
来
て
解
体
現
場
で
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な
っ
て

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。
先
の
こ
と
を
考
え
た

と
こ
ろ
で
不
安
に
な
る
だ
け
や
ん
。
見
栄
張

っ
と
る
だ
け
か
も
し
れ
へ
ん
け
ど
、
口
に
出

し
た
ら
ホ
ン
マ
に
し
ん
ど
く
な
る
や
ん
。
だ

か
ら
、
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
ん
ね
ん
。
仕

事
も
怪
我
を
す
る
前
は
筋
ト
レ
し
な
が
ら
金

も
ら
っ
と
る
つ
も
り
や
っ
て
ん
。
今
は
リ
ハ

ビ
リ
し
な
が
ら
金
も
ら
っ
と
る
み
た
い
な
も

ん
や
。
難
し
く
考
え
る
と
し
ん
ど
い
か
ら
、

自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
考
え
て
ん
ね
ん
」

　
第
三
者
か
ら
見
る
と
生
活
保
護
を
受
け
て

も
い
い
状
況
で
あ
る
し
、
少
な
く
と
も
障
害

年
金
の
申
請
く
ら
い
し
た
ら
ど
う
か
と
思
っ

て
し
ま
う
。
た
だ
、
本
人
が
無
理
し
て
で
も

働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。
同
じ
よ
う
に
、

生
活
保
護
を
頑
な
に
拒
む
路
上
生
活
者
も
本

人
の
意
思
で
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
で
い
い
の
で

は
な
い
か
。

　
た
だ
、
生
活
保
護
と
い
う
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
西
岡
氏

も
あ
え
て
し
ん
ど
い
こ
と
を
考
え
ず
に
日
々

を
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。 

「
難
し
く
考
え
る
と

し
ん
ど
い
か
ら
、自
分
の
都
合
の

い
い
よ
う
に
考
え
て
ん
ね
ん
」

界隈の流儀3
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国民年金保険料の免除と未納
全額免除 年金額の半分を

もらえる

4分
の1

4分
の3

未納 年金は
もらえない

未納のまま
だと年金額
はゼロ円に

出所：日本年金機構のホームページを参考に編集部作成

全額免除の申請
で年金額の半分
は保証される

　
─
─
貧
困
問
題
が
た
び
た
び
取
り
沙
汰
さ

れ
る
昨
今
だ
が
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

教
授
の
山
田
篤
裕
氏
は
、「
日
本
は
生
活
保

護
に
よ
っ
て
保
た
れ
る
生
活
の
水
準
は
国
際

的
に
見
て
も
低
く
は
な
く
、
野
垂
れ
死
に
す

る
よ
う
な
社
会
保
障
制
度
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
」
と
話
す
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
を
見
渡
す
と
、
日
本
は
高
齢
者
に
お
け
る

貧
困
率
が
高
い
。
平
均
は
14
・
５
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
日
本
の
高
齢
者
貧
困
率
は
20
％

（
２
０
２
０
年
）
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
い

こ
と
の
最
大
の
リ
ス
ク
は

　
日
本
の
高
齢
者
が
貧
困
に
陥
っ
て
し
ま
う

理
由
の
ひ
と
つ
は
、
や
は
り
公
的
年
金
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

と
り
わ
け
、
高
齢
の
単
身
女
性
の
貧
困
リ
ス

ク
は
高
く
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
女

性
の
相
対
的
貧
困
率
が
44
・
１
％
に
の
ぼ
る

と
い
う
報
告
（
阿
部
彩
・
東
京
都
立
大
教
授
）
も

あ
る
く
ら
い
で
す
。
ま
だ
女
性
の
就
業
率
が

低
か
っ
た
時
代
の
人
た
ち
な
の
で
、
厚
生
年

金
の
適
用
を
受
け
て
こ
な
か
っ
た
事
例
が
多

く
、
必
然
的
に
公
的
年
金
の
受
給
額
が
低
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
24
年
度
に
お
け
る
国
民
年
金
給
付
額
の
満

額
は
月
６
万
８
０
０
０
円
で
す
。
し
か
し
、

高
齢
者
の
貧
困
層
に
満
額
を
も
ら
う
方
は
少

な
く
、
年
金
と
そ
れ
以
外
の
所
得
を
合
わ
せ

て
月
に
10
万
円
ほ
ど
で
や
り
く
り
す
る
方
が

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
。
持
ち
家
が
あ
れ
ば
な

ん
と
か
生
活
で
き
ま
す
が
、
都
市
部
で
賃
貸

と
な
る
と
冷
暖
房
に
か
か
る
お
金
す
ら
捻
出

が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
ひ
と
月
１
万
６
９
８
０
円
の

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
え
な
い
人
が
い
ま

す
。
こ
の
と
き
に
大
切
な
の
が
、
条
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
は
「
免
除
」
の
申
請
を
し

て
お
く
こ
と
で
す
。
全
額
免
除
で
あ
れ
ば
、

将
来
的
に
２
分
の
１
の
額
で
あ
る
３
万
４
０

０
０
円
は
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

す
。
い
わ
ゆ
る
「
未
納
」
と
い
う
形
に
な
っ

た
ま
ま
だ
と
、
そ
れ
が
１
円
も
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
資
格
も

失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
死
ぬ
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
、
死
ぬ
ま
で

生
活
に
困
窮
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

も
ち
ろ
ん
年
金
が
も
ら
え
な
く
て
も
問
題
は

な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
い
こ
と
の
最
大
の
リ
ス
ク
は
「
自
分

の
身
に
何
か
が
起
き
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う

安
心
感
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
場
合
、
生
活
保
護

を
受
け
る
選
択
肢
は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で

す
。
し
か
し
、
人
に
よ
っ
て
は
そ
れ
を
恥
だ

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
生
活

保
護
を
恥
だ
と
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
は
社
会

で
あ
り
我
々
で
す
。
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ

は
「
自
分
は
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
の
に
こ

れ
し
か
稼
げ
な
い
。
そ
れ
な
の
に
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
た
ち
は
…
…
」
と
い
う
感

情
が
背
景
に
あ
る
わ
け
な
の
で
、
バ
ッ
シ
ン

グ
を
す
る
側
の
困
窮
と
い
う
問
題
に
も
目
を

向
け
な
く
て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
の
貧
困
問
題
の
解
決
に
向
け
て
今

後
期
待
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
は
厚
生
年
金
の

適
用
拡
大
で
し
ょ
う
。
現
状
、
パ
ー
ト
な
ど

で
働
く
低
所
得
層
が
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

に
は
、
従
業
員
51
人
以
上
の
企
業
で
、
週
20

時
間
以
上
働
き
、
年
間
１
０
６
万
円
以
上
の

賃
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
（
学
生
は
除
く
）、
そ
の
条
件
が
緩
和
さ
れ

る
こ
と
で
救
わ
れ
る
人
は
出
て
く
る
は
ず
で

す
。
ま
た
、
国
民
年
金
を
受
け
取
る
の
に
必

要
な
最
低
納
付
期
間
も
、
25
年
か
ら
10
年
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
活

保
護
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
も
い

た
は
ず
で
す
。

　
改
善
の
余
地
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。
生
活
保

護
制
度
の
最
大
の
問
題
点
で
あ
り
、
日
本
の

社
会
保
障
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
住
宅
費

用
を
補
助
す
る
仕
組
み
が
生
活
保
護
に
お
け

る
住
宅
扶
助
以
外
に
な
い
こ
と
で
す
。

　
限
ら
れ
た
期
間
だ
け
家
賃
を
含
め
た
生
活

費
を
補
助
す
る
制
度
は
あ
る
の
で
す
が
、
ど

れ
も
期
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護

を
受
け
る
ま
で
困
窮
は
し
て
い
な
い
け
ど
も
、

家
賃
の
支
払
い
に
生
活
を
圧
迫
さ
れ
て
い
る

人
は
多
く
い
ま
す
。
そ
の
層
を
制
度
に
よ
っ

て
救
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
人

が
「
人
間
の
尊
厳
が
守
ら
れ
た
文
化
的
な
生

活
＝
社
会
参
加
の
あ
る
生
活
」
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

専
門
家
に
聞
く 「
年
金
未
払
い
の
ま
ま
老
後
」
を
迎
え
る
と
ど
う
な
る

山
田
篤
裕 Atsuhiro Yam

ada

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
。専

門
は
社
会
政
策（
ソ
ー
シ
ャ
ル・ポ
リ
シ

ー
）、労
働
経
済
学
。共
著
に『
最
低
生

活
保
障
の
実
証
分
析
：
生
活
保
護
制

度
の
課
題
と
将
来
構
想
』ほ
か
。
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黒田尚子 Naoko Kuroda
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逼
ひっ
迫
ぱく
する年金財政は高齢者や現役

世代の給付にどのような影響を及ぼ
すのか。２人の専門家が公的年金の
現在地と今後の見通しを語った。

現
役
世
代
が
直
面
す
る

年
金
負
担
の
二
重
苦

黒
田
　
お
金
の
相
談
に
来
る
人
の
声
を
聞
く

と
、
年
金
制
度
へ
の
不
満
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
か
つ
て
年
金
制
度
は
、

長
生
き
す
れ
ば
も
ら
え
る
ご
褒
美
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
や
そ
れ
が
な

け
れ
ば
老
後
の
生
活
が
成
り
立
た
な
い
命
綱

に
な
り
、
命
綱
と
し
て
も
頼
り
に
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
相
談
者
が
多
い
。

　
実
は
年
金
の
名
目
給
付
額
は
毎
年
わ
ず
か

な
が
ら
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
上
昇

分
は
食
料
品
価
格
や
光
熱
費
の
値
上
げ
幅
に

追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
家
計
が
圧
迫
さ
れ
て

い
ま
す
。
総
務
省
の
家
計
調
査
を
見
る
と
、

年
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る
も
の
の
支
出
額
は

減
少
の
ト
レ
ン
ド
が
続
い
て
い
ま
す
。
買
い

控
え
が
起
き
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
物
価
高
に
対
応
で
き
て
い
な
い
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
こ
の

ま
ま
で
は
年
金
を
含
め
た
社
会
保
障
制
度
全

般
を
維
持
で
き
な
い
と
い
う
分
析
が
多
い
。

高
齢
者
は
そ
の
危
機
感
か
ら
完
全
に
守
り
に

入
っ
て
い
ま
す
。

井
堀
　
た
し
か
に
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
の
社
会
保
障
制
度
が
逼
迫

し
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
現
役
世
代
が
高

齢
者
を
支
え
る
賦
課
方
式
だ
か
ら
。
医
療
や

介
護
は
完
全
な
賦
課
方
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
現
役
世
代
を
中
心
と
し
た
保
険
料
で
主

な
受
益
者
で
あ
る
高
齢
者
を
支
え
る
と
い
う

意
味
で
は
公
的
年
金
と
同
じ
で
す
。

　
１
９
７
５
年
は
、
現
役
世
代
（
20
〜
64
歳
）

８
・
６
人
で
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
１
人
を
支

え
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
バ
ラ
ン
ス
が
続
け

ば
、
賦
課
方
式
で
も
長
期
に
わ
た
っ
て
年
金

を
持
続
可
能
で
し
た
。

　
し
か
し
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
２
０
２
５

年
は
現
役
世
代
２
・
０
人
で
高
齢
者
１
人
を

支
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
推
計
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
50
年
に
は
現
役
世
代

１
・
４
人
で
高
齢
者
１
人
を
支
え
る
よ
う
に

な
る
と
厚
生
労
働
省
が
推
測
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
も
人
口
バ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
高
齢

者
の
偏
重
は
進
行
す
る
と
い
う
予
測
も
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
年
金
制
度
を
支

え
る
側
の
人
数
が
減
り
、
支
え
ら
れ
る
側
の

人
数
が
増
え
れ
ば
、
制
度
の
持
続
が
困
難
に

な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
現
役
世
代
の
所
得
が
上
昇
し

て
い
な
い
こ
と
も
大
き
い
。
保
険
料
収
入
は

賃
金
所
得
に
一
定
割
合
の
料
率
を
か
け
て
算

出
さ
れ
ま
す
。
経
済
が
成
長
し
て
賃
金
も
上

昇
し
て
い
る
時
代
は
、
保
険
料
収
入
が
増
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
は
賃
金
が
長

ら
く
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
背
景
に
あ
る
の
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
す
。

国
内
の
競
争
だ
け
で
成
長
で
き
た
時
代
は
、

企
業
は
労
働
者
を
自
社
の
中
で
育
て
る
余
裕

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
国
際
競
争
に
さ
ら

さ
れ
る
時
代
に
な
る
と
、
企
業
に
人
を
育
て

る
余
裕
が
な
く
な
り
、
そ
の
時
点
で
ス
キ
ル

を
持
っ
た
人
を
採
用
す
る
傾
向
が
強
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
変
化
に
対
し
て
調
整
で
き
な
か

っ
た
人
が
、
就
職
氷
河
期
世
代
を
中
心
に
非

日本の公的年金は
本当に大丈夫なのか？

現役世代は
｢現在の8割以下≒月10万円以下｣を覚悟すべき

徹
底
対
談

東
京
大
学
名
誉
教
授

井
堀
利
宏

F
P

黒
田
尚
子
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少子高齢化によって現役世代に対する高齢者の割合が年々増加しており、
今後改善する見込みもない。

1975年 2025年 2050年

現役世代：高齢者

2.0：１
現役世代：高齢者

1.4：１
現役世代：高齢者

8.6：１

現役世代の負担が重すぎる

出所：総務省「国勢調査」および国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」をもとに編集部で作成

正
規
雇
用
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
日
本
の
社
会
は
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
機
会
が

少
な
く
、
一
度
非
正
規
雇
用
に
な
る
と
抜
け

出
し
に
く
く
、
賃
金
が
増
え
て
い
き
ま
せ
ん
。

支
え
る
世
代
の
人
数
が
減
る
と
同
時
に
賃
金

が
あ
ま
り
増
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
現
在
の

社
会
保
障
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
の
で
す
。

国
の
試
算
は
甘
く

実
際
の
給
付
は
厳
し
い

黒
田
　
少
子
高
齢
化
で
社
会
保
障
制
度
が
維

持
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
、
み
ん
な
う
す
う

す
感
じ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
政
府
は
「
年

金
制
度
は
安
心
で
す
」
と
言
う
。
現
状
で
、

年
金
の
所
得
代
替
率
（
現
役
時
代
の
手
取
り
収

入
と
比
べ
た
年
金
額
の
割
合
）
は
61
・
２
％
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
５
年
ご
と
に
財
政
検
証
を
行

っ
て
お
り
、
24
年
７
月
に
最
新
の
結
果
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
今
後
所
得

代
替
率
が
50
％
台
に
低
下
し
て
い
く
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
の
ど
こ
が
安
心
な
の
か

と
思
い
ま
す
。

井
堀
　
実
は
、
あ
の
検
証
結
果
で
す
ら
楽
観

的
な
試
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政
検
証
は

将
来
の
経
済
成
長
の
程
度
に
よ
っ
て
い
く
つ

か
の
シ
ナ
リ
オ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
の

い
ず
れ
の
シ
ナ
リ
オ
も
、
賃
金
上
昇
率
が
物

価
上
昇
率
を
上
回
る
、
つ
ま
り
実
質
賃
金
が

上
が
る
と
い
う
前
提
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
実
質
賃
金
の
前
年
同
月
比
は
、

24
年
６
月
に
27
カ
月
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
か
と
思
え
ば
、
９
月
以
降
は
ま
た
マ
イ
ナ

ス
あ
る
い
は
ゼ
ロ
付
近
を
漂
う
状
態
で
し
た
。

さ
っ
そ
く
想
定
が
狂
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
７
０
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
20
年

の
実
績
値
１
・
33
を
も
と
に
、
中
位
推
計
で

１
・
36
、
低
位
推
計
で
１
・
13
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
23
年
時
点
で
す
で
に
１
・
20

ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
低
位
推
計

す
ら
下
回
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
検
証
で
は
今
後
外
国
人
労
働

者
が
大
勢
日
本
に
や
っ
て
来
て
、
労
働
力
に

な
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

外
国
人
労
働
者
が
日
本
に
就
労
し
に
来
た
と

し
て
も
、
１
〜
２
年
で
帰
国
し
て
し
ま
え
ば

年
金
財
政
の
支
え
手
と
し
て
は
計
算
で
き
ま

せ
ん
。
全
体
的
に
、
試
算
の
前
提
が
や
や
楽

観
的
な
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

黒
田
　
財
政
検
証
で
実
質
経
済
成
長
率
を
マ

イ
ナ
ス
０
・
１
％
に
設
定
し
た
「
過
去
30
年

投
影
ケ
ー
ス
」
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
所
得
代

替
率
が
61
・
２
％
（
24
年
度
）
か
ら
50
・
４

％
（
57
年
度
）
ま
で
低
下
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
年
金
の
給
付
水
準
は
現
状
の
だ

い
た
い
８
掛
け
に
な
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
「
令
和
４
年
度 

厚
生
年

金
保
険
・
国
民
年
金
事
業
の
概
況
」
に
よ
る

と
、
年
金
受
給
額
の
平
均
は
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
）
で
国
民
年
金
の

み
の
場
合
は
月
５
万
６
４
２
８
円
、
２
号
被

保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員
等
）
で
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
た
場
合
は
月
14
万
４
９
８
２

円
で
し
た
。
現
状
の
受
給
額
に
８
掛
け
し
て

将
来
も
ら
え
る
実
質
の
年
金
額
を
計
算
す
る

と
、
１
号
被
保
険
者
は
月
約
４
万
５
０
０
０

円
、
２
号
被
保
険
者
は
月
約
11
万
６
０
０
０

日本の公的年金は本当に大丈夫なのか？
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年金の実質的な価値は２割以上低下する

実質経済成長率が厚生労働省の試算するマイナス0.1％で
推移する場合、将来の年金の給付水準は２割減る。
実際には、給付水準がさらに悪くなる可能性もある。

自営業、フリーランス等

会社員、公務員等

５万6428円

14万4982円

2022年度（実績）​

４万5000円
11万6000円

2057年度

①試算通りの場合
所得代替率が50.4％
に低下し、年金の受
給額が２割減少。

②試算の前提が
甘い場合

所得代替率が30～
40％台に低下し、年
金の受給額が３割以
上減少。

実質の年金受給額のシミュレーション

今
の
大
学
生
は「
自
分
た
ち
は
年
金
を
も
ら
え
な
い
」と
諦
め
て
い
る

出所：厚生労働省「令和４年度 厚生年金保険・国民年金事業の概況」「令和６（2024）年財政検証結果」をもとに編集部で作成

４万円未満
10万円未満

2057年度

2割➡ ３割以上➡

円
で
す
。
前
提
が
甘
い
と
し
た
ら
、
実
際
の

金
額
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
少
な
く
な
る
こ
と

を
覚
悟
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

井
堀
　
年
金
額
が
試
算
よ
り
も
厳
し
く
な
る

状
況
、
た
と
え
ば
２
号
被
保
険
者
の
支
給
額

が
３
割
以
上
減
っ
て
、
月
10
万
円
を
切
っ
て

く
る
と
い
う
の
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り
え

ま
す
。
一
方
で
、
試
算
は
極
端
と
い
う
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
状
況
が
悪
く
な

っ
た
と
し
て
も
、
所
得
代
替
率
が
２
割
ま
で

落
ち
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
し
て
や
制
度

が
破
綻
し
て
明
日
か
ら
い
き
な
り
年
金
が
ゼ

ロ
に
な
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
年
金
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
は
た
し

か
で
、
現
状
で
不
足
分
は
国
庫
負
担
、
つ
ま

り
税
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の

中
で
年
金
財
政
を
維
持
す
る
方
法
は
、「
保

険
料
を
上
げ
る
」「
給
付
を
下
げ
る
」「
国
庫

負
担
を
増
や
す
」
の
３
つ
で
す
。
極
端
に
給

付
だ
け
を
下
げ
る
の
は
痛
み
が
大
き
い
の
で
、

現
実
的
に
は
３
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
合
わ
せ
技
で
少
し
ず
つ
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

貸
与
型
の
奨
学
金
を

借
り
て
い
る
人
は
注
意

黒
田
　
世
代
に
よ
っ
て
も
年
金
財
政
悪
化
の

影
響
は
変
わ
り
そ
う
で
す
。

井
堀
　
現
在
す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る

高
齢
者
や
向
こ
う
10
年
間
で
も
ら
い
始
め
る

シ
ニ
ア
手
前
の
人
た
ち
に
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻

な
影
響
は
な
い
で
し
ょ
う
。
受
給
額
が
多
少

減
っ
て
も
、
今
の
制
度
を
前
提
に
将
来
を
設

計
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
よ
り
下
の
世
代
は
若
い
ほ
ど
不
透
明

感
が
増
し
ま
す
。
５
年
ご
と
の
財
政
検
証
で

は
予
測
が
劇
的
に
変
わ
ら
な
く
て
も
、
20
〜

30
年
と
積
み
重
ね
た
先
で
ど
う
な
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
日
本
経
済
が
こ
の
ま
ま
再
生

し
な
け
れ
ば
、
今
の
20
〜
30
代
や
子
ど
も
た

ち
は
本
当
に
大
変
で
す
。

黒
田
　
私
が
大
学
で
教
え
て
い
る
学
生
た
ち

は
「
将
来
、
自
分
た
ち
は
年
金
を
も
ら
え
な

い
」
と
諦
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
若
い
世
代

の
共
通
認
識
で
す
。

　
た
だ
、
同
じ
よ
う
に
悲
観
的
で
も
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
に
よ
っ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
は
異
な
り

ま
す
。
注
意
す
べ
き
は
、
貸
与
型
の
奨
学
金

で
大
学
や
専
門
学
校
に
進
学
す
る
子
ど
も
た

ち
で
す
。
勉
強
し
て
、
良
い
会
社
に
入
っ
て

稼
げ
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
い
う
発
想
は
い
い

の
で
す
が
、
貸
与
型
奨
学
金
は
あ
く
ま
で
も

「
借
金
」
で
す
。
親
が
代
わ
り
に
返
済
で
き

れ
ば
い
い
で
す
が
、
入
学
金
を
教
育
ロ
ー
ン

で
工
面
し
て
い
る
た
め
に
手
が
回
ら
な
い
と

い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
く
る
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どれかひとつの施策に偏重せず、バランスを
取って進めることが重要。 

1 保険料を上げる

2 給付を下げる

3 国庫負担を増やす

貧
困
に
苦
し
む
高
齢
者
に
こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
政
治
的
に
無
理
で
す

年金財政を維持する３つの方法

と
、
結
局
本
人
が
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
返

済
す
る
ほ
か
な
く
、
老
後
に
向
け
た
資
産
形

成
で
も
出
遅
れ
ま
す
。

　
一
方
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
若
年
層

の
中
に
は
、
20
代
の
う
ち
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や

変
額
保
険
を
利
用
し
て
老
後
に
備
え
る
人
も

い
ま
す
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
人
た
ち
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
。
人
生
設
計
を
シ
ー
ト
に
書

い
て
も
ら
う
と
、「
結
婚
し
な
い
」「
家
は
買

わ
な
い
」「
子
ど
も
は
い
ら
な
い
」
と
記
入

す
る
人
が
多
い
。
ま
だ
若
い
の
に
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
諦
観
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
私
が
Ｆ
Ｐ
と
し
て
独
立
し
た
20
年
以
上
前

は
、
老
後
資
金
は
50
代
以
降
に
考
え
る
も
の

で
し
た
。
し
か
し
今
の
若
い
世
代
は
、
社
会

に
出
る
前
か
ら
老
後
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
家
や
子
ど
も
よ
り
、
投
資
や
保
険
を

求
め
る
の
で
す
。
人
生
を
も
う
少
し
楽
し
ん

だ
ら
ど
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、
い
き
な
り

老
後
の
心
配
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
年
金

制
度
に
対
し
て
不
信
感
が
強
い
の
で
し
ょ
う
。

井
堀
　
社
会
保
障
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
途
上
国
で
は
、
結
婚
し
て
子
ど
も
を
た
く

さ
ん
持
つ
こ
と
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
年
金
が
な
く
て
も
、
子
ど

も
が
大
勢
い
れ
ば
誰
か
が
老
後
の
面
倒
を
見

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
か
つ
て
は
日
本
も
そ
う
で
し
た
。
し
か
し

社
会
保
障
制
度
が
整
っ
て
い
く
と
、
子
ど
も

を
多
く
持
た
な
く
て
も
生
き
て
い
け
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
今
の
若
い
世
代
が
子
ど

も
を
持
と
う
と
し
な
い
の
は
、
年
金
へ
の
不

信
感
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
定
程
度
の

信
頼
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
年
金
制
度
へ
の
不
信
感
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
た
し
か
で
す
。
よ
り
正
確
に

言
う
と
、
今
は
子
ど
も
を
持
つ
か
ど
う
か
の

判
断
が
、
経
済
的
理
由
で
は
な
く
、
ペ
ッ
ト

の
よ
う
に
愛
情
を
注
げ
る
存
在
が
欲
し
い
か

ど
う
か
に
移
っ
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な

日本の公的年金は本当に大丈夫なのか？

い
で
し
ょ
う
か
。
い
わ
ば
価
値
観
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
問
題
。
私
は
経
済
が
好
転
し
た

り
、
老
後
の
不
安
が
な
く
な
っ
た
り
し
な
く

て
も
、
出
生
率
は
そ
れ
ほ
ど
回
復
し
な
い
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
は
医
療
費
を

心
配
し
す
ぎ
て
い
る

黒
田
　
高
齢
者
は
年
金
財
政
悪
化
の
影
響
が

小
さ
い
と
い
う
話
で
し
た
が
、
高
齢
者
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
定
年
ま
で
働
い
て
退
職
金
を

も
ら
い
、
大
き
な
病
気
も
し
て
い
な
い
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
は
余
裕
が
あ
っ
て
、「
少
子

高
齢
社
会
だ
か
ら
年
金
受
給
額
が
多
少
減
る

の
は
仕
方
が
な
い
」
と
理
解
を
示
す
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
で
も
と
も
と

受
給
額
が
少
な
い
自
営
業
者
等
も
、
定
年
が

な
い
分
元
気
で
働
け
る
う
ち
は
仕
事
で
収
入

を
得
て
い
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
一
方
で
、

最
初
に
お
話
し
し
た
よ
う
に
年
金
し
か
頼
る

も
の
が
な
く
て
、
わ
ず
か
な
減
額
で
も
生
活

に
困
窮
す
る
高
齢
者
も
い
ま
す
。

井
堀
　
今
現
在
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
高
齢

者
に
こ
れ
以
上
の
痛
み
を
負
わ
せ
る
の
は
政

治
的
に
無
理
で
し
ょ
う
。
高
齢
者
に
多
少
の

負
担
を
お
願
い
す
る
と
し
て
も
、
比
較
的
恵

ま
れ
た
層
に
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
や
り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
自
己
負
担
を
３

割
に
す
る
話
が
あ
り
ま
す
が
、
裕
福
な
層
で

す
ら
３
割
と
な
る
と
痛
み
を
感
じ
ま
す
。
そ

こ
で
自
己
負
担
の
増
加
分
を
死
亡
時
に
清
算

す
る
の
で
す
。
生
前
の
支
払
い
は
現
状
と
同

じ
１
割
で
、
差
額
の
２
割
分
は
政
府
が
債
権

と
し
て
持
ち
、
死
亡
時
に
相
続
財
産
か
ら
回

収
し
ま
す
。
こ
れ
な
ら
本
人
の
痛
み
は
小
さ

い
。
財
産
を
使
い
切
っ
て
い
た
ら
回
収
で
き

ま
せ
ん
が
、
貯
め
込
む
よ
り
使
っ
て
も
ら
っ

た
ほ
う
が
経
済
に
も
い
い
。

黒
田
　
そ
の
仕
組
み
、
い
い
で
す
ね
。
実
際

に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

井
堀
　
現
状
で
は
議
論
が
少
し
あ
る
程
度
で

す
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
人
が
医
療
費
を
い

く
ら
使
っ
た
の
か
を
税
務
当
局
が
把
握
で
き

な
い
と
成
り
立
た
な
い
仕
組
み
だ
か
ら
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
医
療
と
税
の
世
界
が
統
合
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま

す
が
…
…
。

黒
田
　
そ
も
そ
も
高
齢
者
は
医
療
費
に
つ
い

て
心
配
し
す
ぎ
で
す
。
一
人
当
た
り
の
生
涯

医
療
費
は
約
２
８
０
０
万
円
で
、
そ
の
う
ち

半
分
は
70
歳
以
降
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
聞
く
と
身
構
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
遺
産
相
続
の
平
均
は
３
０
０
０
万

円
で
す
か
ら
、
実
際
に
は
医
療
費
を
使
っ
た
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将
来
世
代
の
た
め
に
は
、消
費
税
を
引
き
上
げ
た
ほ
う
が
い
い

年金財政が目指すべき
２つの方向性

1 受給開始年齢を引き上げる
受給開始年齢を70～75歳に引き上げる。就
労可能な高齢者には積極的に働いてもらう。

2 iDeCoを強制にする
個人勘定のiDeCoは少子高齢化の影響を
受けない積み立て方式の年金。将来の公的
年金カットに備えて強制的に口座を開設し、
給与から掛け金を天引きする。

重要なのは「自助努力」

後
で
も
こ
れ
だ
け
の
財
産
を
残
し
て
亡
く
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
残
念
な
の
は
、
老
後
資
金
が
枯
渇
す
る
の

を
心
配
す
る
あ
ま
り
、
寒
い
の
に
フ
ァ
ス
ト

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
フ
リ
ー
ス
す
ら
買
う
の
を

た
め
ら
っ
た
り
、
光
熱
費
が
高
い
か
ら
と
暖

房
を
使
わ
ず
震
え
た
り
し
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
。
慎
ま
し
い
の
は
い
い
で
す
が
、

節
約
し
す
ぎ
て
風
邪
を
引
い
た
ら
医
療
費
が

か
か
っ
て
本
末
転
倒
で
す
。

　
過
剰
に
節
約
し
て
し
ま
う
の
は
、「
残
す

べ
き
お
金
」「
備
え
る
お
金
」「
使
え
る
お
金
」

の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

資
産
か
ら
「
残
す
べ
き
お
金
」
と
「
備
え
る

お
金
」
を
引
い
た
ら
、
あ
と
は
「
使
え
る
お

金
」
な
の
で
安
心
し
て
使
え
ば
い
い
。
そ
の

ほ
う
が
健
康
的
な
生
活
が
送
れ
て
社
会
保
障

財
政
に
も
寄
与
し
ま
す
。

増
税
で
年
金
財
政
は

本
当
に
立
て
直
せ
る
の
か

井
堀
　
年
金
財
政
を
改
善
す
る
手
立
て
と
し

て
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
消
費
税
を
１
％
上
げ
る
と
、
だ
い
た

い
２
・
５
兆
〜
３
兆
円
の
増
収
に
な
り
ま
す
。

単
純
な
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
仮
に
付
加

価
値
税
率
が
20
％
前
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

に
倣
っ
て
消
費
税
を
20
％
に
す
る
と
、
約
25

兆
〜
30
兆
円
の
税
収
が
増
え
ま
す
。

　
た
だ
、
増
収
分
を
す
べ
て
年
金
財
政
の
改

善
に
回
せ
る
か
と
い
う
と
難
し
い
で
し
ょ
う
。

日
本
の
財
政
全
体
の
状
況
が
悪
い
の
で
、
か

な
り
の
部
分
は
借
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
る

可
能
性
が
高
い
。

黒
田
　
た
と
え
年
金
財
政
が
安
定
化
す
る
と

し
て
も
、
高
齢
者
は
消
費
税
の
増
税
に
反
対

す
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
19
年
に
消
費

税
率
が
10
％
に
上
が
っ
た
こ
と
で
、
公
的
年

金
等
の
収
入
金
額
や
そ
の
他
の
所
得
が
一
定

基
準
額
以
下
の
年
金
生
活
者
を
対
象
に
、
支

援
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
客
さ

ま
の
中
に
、
株
の
売
買
益
で
一
時
的
に
収
入

が
増
え
た
た
め
、
翌
年
の
給
付
金
の
支
給
対

象
か
ら
外
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。
わ
ず
か
な

額
で
も
年
金
が
減
っ
た
こ
と
に
憤
慨
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
高
齢
者
か
ら
は
、
む
し
ろ
減
税

を
望
む
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

井
堀
　
勤
労
所
得
の
な
い
高
齢
者
は
、
所
得

税
を
増
税
し
て
消
費
税
を
減
税
し
て
も
ら
っ

た
ほ
う
が
負
担
は
減
り
ま
す
か
ら
ね
。
し
か

し
、
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る
の
は
将
来
世

代
の
た
め
で
す
。
消
費
税
の
利
点
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
「
広
く
薄
く
」
負
担
す
る
こ
と
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
拡
充
さ
せ
る
の

は
原
資
が
税
金
な
の
で
、
結
局
若
い
人
に
し

わ
寄
せ
が
い
く
の
で
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
若
い
世
代
に
と
っ
て
は
、
所
得
税
を
減
ら

し
て
消
費
税
を
増
や
し
た
ほ
う
が
い
い
。
24

年
10
月
の
衆
議
院
選
挙
で
国
民
民
主
党
が
躍

進
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
「
年
収
の
壁
」
引

き
上
げ
で
手
取
り
を
増
や
す
政
策
が
20
〜
30

代
に
支
持
さ
れ
た
か
ら
で
し
た
。

　
た
だ
、
国
民
民
主
党
は
手
取
り
を
増
や
す

政
策
を
打
ち
出
し
な
が
ら
、
消
費
減
税
も
主

張
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
若
い
世
代
も
こ

れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
世
代
に
ツ
ケ
を
押
し

つ
け
て
い
る
だ
け
で
す
。

　
本
当
は
「
利
他
主
義
」
で
、
高
齢
者
も
若

い
世
代
も
手
を
取
り
合
い
、
将
来
生
ま
れ
て

く
る
世
代
に
思
い
や
り
を
持
つ
べ
き
。
し
か

し
、
現
実
に
は
基
礎
的
財
政
収
支
均
衡
の
目

標
年
度
を
ど
ん
ど
ん
先
延
ば
し
に
し
て
お
り
、

将
来
世
代
に
負
担
を
押
し
付
け
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
は
法
律
で
連
邦
政
府
の
債
務
上

限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
の

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
は
加
盟
国
の
財
政
赤

字
が
膨
ら
ま
な
い
よ
う
に
規
定
を
設
け
て
い

ま
す
。
容
易
に
揺
る
が
な
い
制
約
が
あ
る
か

ら
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
負
担
す
る
の
か
を
み

ん
な
で
真
剣
に
議
論
す
る
よ
う
に
な
る
。
日
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自
助
努
力
で
年
金
の
不
足
分
を
カ
バ
ー
す
れ
ば
、老
後
破
産
は
回
避
で
き
る

本
は
そ
の
議
論
か
ら
ず
っ
と
逃
げ
て
い
ま
す
。

黒
田
　
ほ
か
の
税
金
は
ど
う
で
す
か
。
相
続

税
や
所
得
税
の
増
税
で
は
年
金
財
政
の
改
善

は
望
め
な
い
で
し
ょ
う
か
。

井
堀
　
日
本
は
所
得
格
差
よ
り
資
産
格
差
の

ほ
う
が
大
き
い
。
資
産
課
税
の
代
表
が
相
続

税
で
、
財
政
健
全
化
の
た
め
に
相
続
税
を
も

っ
と
累
進
的
に
し
よ
う
と
い
う
議
論
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
相
続
税
の
納
付
は
一
回
限
り

な
の
で
、
節
税
・
脱
税
に
精
を
出
す
富
裕
層

が
少
な
く
な
い
。
相
続
税
の
増
税
は
副
作
用

が
大
き
く
て
効
果
が
薄
い
と
い
う
の
が
経
済

学
の
一
般
的
な
考
え
方
で
す
。
国
際
的
に
見

て
も
相
続
税
率
が
高
い
日
本
は
、
こ
れ
以
上

相
続
税
を
上
げ
る
余
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
所
得
税
を
増
や
す
の
も
簡
単
で
は
な
い
で

す
ね
。
現
行
の
最
高
税
率
55
％
を
さ
ら
に
引

き
上
げ
る
議
論
も
あ
り
ま
す
が
、
勤
労
意
欲

を
低
下
さ
せ
た
り
、
高
度
外
国
人
材
に
日
本

で
の
就
労
を
避
け
ら
れ
た
り
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
株
や
土
地
な
ど
の
売
買

で
発
生
す
る
資
産
所
得
へ
の
課
税
を
強
化
す

る
議
論
も
あ
り
ま
す
。
勤
労
所
得
よ
り
資
産

所
得
の
ほ
う
が
大
き
い
の
で
効
果
は
あ
り
ま

す
が
、
株
や
土
地
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
も

大
き
い
。
こ
の
よ
う
に
弊
害
も
あ
る
の
で
難

し
い
の
で
す
が
、
相
続
税
よ
り
は
ま
だ
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

政
府
は
本
当
の
こ
と
を

伝
え
た
ほ
う
が
い
い

黒
田
　
増
税
に
限
界
が
あ
る
と
す
る
と
、
年

金
財
政
立
て
直
し
は
も
う
打
つ
手
が
な
い
気

が
し
ま
す
が
…
…
。

井
堀
　
ほ
か
に
も
方
向
性
は
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
給
付
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
。
年
金

の
支
給
開
始
年
齢
は
か
つ
て
55
歳
で
し
た
が
、

当
時
は
平
均
寿
命
が
短
か
っ
た
の
で
年
金
財

政
が
維
持
で
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

は
65
歳
で
年
金
を
受
給
し
て
か
ら
90
歳
ま
で

生
き
る
高
齢
者
が
珍
し
く
な
い
で
す
。

　
世
界
の
年
金
受
給
開
始
年
齢
を
見
渡
す
と
、

ア
メ
リ
カ
は
27
年
か
ら
67
歳
に
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
は
28
年
ま
で
に
68
歳
へ
引
き
上
げ
る
予

定
で
す
。
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
る
日
本
も

他
国
に
追
随
し
て
、
受
給
開
始
年
齢
を
少
な

く
と
も
70
歳
、
で
き
れ
ば
75
歳
ま
で
引
き
上

げ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

黒
田
　
受
給
開
始
年
齢
引
き
上
げ
の
話
題
に

な
る
と
、「
定
年
後
に
ど
う
や
っ
て
暮
ら
す

の
か
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
す
が
、
年
金

に
関
係
な
く
働
け
る
人
は
働
い
た
ほ
う
が
幸

福
度
は
高
い
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

働
く
メ
リ
ッ
ト
は
収
入
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
と
交
わ
っ
た
り
、
社
会
貢
献
し
た
り

す
る
こ
と
で
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

日本の公的年金は本当に大丈夫なのか？

　
先
日
相
談
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
70
代
シ
ン

グ
ル
女
性
は
、
仕
事
を
２
つ
掛
け
持
ち
し
て

い
る
そ
う
で
イ
キ
イ
キ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

す
で
に
65
歳
以
上
の
就
業
率
は
３
割
を
超
え
、

高
齢
者
の
定
義
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

傷
病
な
ど
で
働
け
な
い
人
に
対
し
て
は
繰
り

上
げ
受
給
な
ど
で
ケ
ア
し
つ
つ
、
社
会
全
体

と
し
て
は
受
給
開
始
年
齢
を
引
き
上
げ
る
時

期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

井
堀
　
も
う
一
つ
の
方
向
性
は
、
個
人
勘
定

の
年
金
制
度
の
拡
充
で
す
。
年
金
財
政
が
厳

し
く
な
る
の
は
賦
課
方
式
だ
か
ら
で
す
が
、

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
よ
う
な
個
人
勘
定
は
積
み
立

て
方
式
で
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
ま

せ
ん
。
諸
外
国
で
は
年
金
の
個
人
勘
定
の
割

合
を
徐
々
に
増
や
す
方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
日
本
は
、
24
年
10
月
時
点
の
ｉ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
加
入
者
数
が
３
４
６
万
人
と
伸
び

悩
ん
で
い
ま
す
。低
調
な
の
は
、政
府
が「
年

金
は
安
全
で
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
ら
。

老
後
の
生
活
設
計
を
安
全
な
も
の
に
し
た
け

れ
ば
、
む
し
ろ
「
将
来
の
給
付
は
減
る
の
で

個
人
勘
定
で
備
え
て
く
だ
さ
い
」
と
本
当
の

こ
と
を
伝
え
た
ほ
う
が
い
い
。

　
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
や
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
口
座
開
設
が

任
意
で
あ
る
こ
と
も
壁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
全
員
自
動
的
に
口
座
が
開

設
さ
れ
て
、
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
く
ら

い
の
強
制
的
な
仕
組
み
へ
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

に
転
換
す
る
べ
き
。
年
金
保
険
料
を
負
担
に

感
じ
る
の
は
、
賦
課
方
式
で
自
分
の
た
め
に

拠
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

積
み
立
て
方
式
な
ら
、
強
制
的
な
天
引
き
で

も
納
得
感
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

黒
田
　
日
本
人
は
「
自
助
努
力
」
と
い
う
言

葉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
が
ち
で
す
。

実
は
「
老
後
２
０
０
０
万
円
問
題
」
の
と
き

に
政
府
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
提
唱
し

て
い
た
内
容
は
、
私
た
ち
Ｆ
Ｐ
が
長
年
指
摘

し
て
い
る
こ
と
と
基
本
的
に
同
じ
で
す
。
し

か
し
政
府
が
提
言
し
た
こ
と
で
、
国
民
は
国

か
ら
見
放
さ
れ
、
突
き
放
さ
れ
た
感
覚
を
抱

い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｆ
Ｐ
相
談
の
場
で
は
、
み
な
さ
ん
自
助
努

力
が
必
要
な
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
個
人
で
取
り
組
め
る
の
は
、

「
収
入
を
増
や
す
」「
支
出
を
減
ら
す
」「
運

用
す
る
」
の
３
つ
。
定
年
後
も
働
い
た
り
、

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
や
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
運
用
し
た
り
す

る
の
は
、
自
助
努
力
の
一
つ
で
す
。

　
年
金
制
度
は
破
綻
こ
そ
し
ま
せ
ん
が
、
そ

の
前
途
は
必
ず
し
も
明
る
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
自
助
努
力
で
年
金
の
不
足
分
を
カ
バ

ー
す
れ
ば
、
老
後
破
産
は
回
避
で
き
ま
す
。

将
来
の
年
金
カ
ッ
ト
を
必
要
以
上
に
不
安
が

ら
ず
、
幸
せ
な
老
後
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 
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文＝河崎三行 
Sangyo Kawasaki

高松市生まれ。フリーランスライターとして一般誌、ノンフィクション誌、経済誌、スポーツ誌、自動車誌などで執筆。
『チュックダン！』（双葉社）で、第13回ミズノスポーツライター賞優秀賞受賞。このほか、著書に『蹴る女 なでしこジャ

パンのリアル』（講談社）がある。

圡方誠氏は、子供たちに文武両道で「世
界レベルで大成させてやりたい」と、オー
ストラリア移住の道を選んだ。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ

両
親
は
と
も
に
日
本
人

　
１
月
12
日
、
全
豪
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
が
開

幕
す
る
。
約
２
年
前
、
そ
の
全
豪
の
２
０
２

３
年
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
、
地
元
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
リ
ン
キ
ー
・
ヒ
ジ
カ
タ
／
ジ
ェ

イ
ソ
ン
・
ク
ブ
ラ
ー
組
が
優
勝
を
飾
っ
た
。

当
時
の
二
人
の
年
齢
は
ク
ブ
ラ
ー
29
歳
、
ヒ

ジ
カ
タ
に
い
た
っ
て
は
21
歳
だ
っ
た
。

　
こ
の
ヒ
ジ
カ
タ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
籍
で

は
あ
る
が
姓
か
ら
察
せ
ら
れ
る
通
り
、
日
本

人
の
血
を
引
く
。
彼
の
誕
生
前
に
シ
ド
ニ
ー

へ
移
住
し
た
両
親
は
、
と
も
に
日
本
生
ま
れ

の
日
本
育
ち
。
息
子
に
つ
け
た
リ
ン
キ
ー
の

名
は
英
語
で
綴
る
とRinky

だ
が
、
漢
字
で

『
凛り

ん

輝き

』
と
書
く
れ
っ
き
と
し
た
日
本
名
だ
。

　
ま
た
彼
の
家
族
に
つ
い
て
も
、
驚
か
さ
れ

る
事
実
が
あ
る
。
姉
は
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

を
、
兄
は
東
京
大
学
を
、
そ
れ
ぞ
れ
首
席
で

卒
業
し
て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
末
っ
子
の
リ
ン
キ
ー
は
、
グ
ラ
ン

ド
ス
ラ
ム
覇
者
。
な
ん
と
ま
あ
、
多
様
な
傑

物
ぞ
ろ
い
で
あ
る
こ
と
か
…
…
。

　
昨
秋
、
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
に
出

場
し
た
リ
ン
キ
ー
を
応
援
す
る
た
め
、
父
の

𡈽𡈽
𡈽
𡈽
𡈽
が
来
日
し
た
。
３
人
の
子
供
た
ち

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
で
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
に
育
っ
た
の
か
。
そ
の
約
30
年
を
𡈽𡈽

𡈽
𡈽
に
振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ

こ
に
紹
介
し
た
い
。

　
東
京
生
ま
れ
の
𡈽𡈽
𡈽
𡈽
は
、
高
校
ま
で
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、
西
東
京
大
会
で

１
月
12
日
に
開
幕
の
全
豪
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
。

２
年
前
の
同
大
会
、男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
し
た

リ
ン
キ
ー・ヒ
ジ
カ
タ
は
、両
親
と
も
に
日
本
人
。

し
か
も
、姉
は
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
、

兄
は
東
大
を
首
席
で
卒
業
と
い
う
超
エ
リ
ー
ト
家
族
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
子
育
て
す
る
と
エ
リ
ー
ト
が
育
つ
の
か
。

父
親
の
圡
方
誠
氏
に
そ
の
秘
密
を
聞
い
た
。

優
勝
す
る
ほ
ど
の
腕
前
だ
っ
た
。

「
と
こ
ろ
が
高
２
の
と
き
、
全
米
オ
ー
プ
ン

の
中
継
を
見
て
す
っ
か
り
心
を
奪
わ
れ
、
硬

式
テ
ニ
ス
に
転
向
し
ま
し
た
。
恐
れ
多
い
こ

と
に
、『
今
か
ら
始
め
て
も
、
自
分
な
ら
あ

の
舞
台
に
立
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
』
と
思
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
」（
𡈽𡈽
𡈽
𡈽
、
以
下
同
）

　
プ
ロ
を
目
指
し
進
学
し
た
日
本
大
学
で
は

体
育
会
テ
ニ
ス
部
に
入
部
。
だ
が
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
１
年
程
度
の
キ
ャ
リ
ア
で
は
他

部
員
と
渡
り
合
え
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
当

時
の
日
大
は
国
内
屈
指
の
強
豪
だ
っ
た
か
ら

だ
。

「
学
生
テ
ニ
ス
で
さ
え
通
用
し
な
い
の
に
プ

ロ
、
ま
し
て
や
世
界
ク
ラ
ス
に
行
き
着
く
な

ん
て
無
理
だ
と
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
目

標
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
体
育
会
は
１
年
ほ
ど

で
退
部
し
ま
し
た
」

　
そ
の
後
は
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
で
の
コ
ー
チ

の
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出
し
、
稼
い
だ
金
で

大
学
卒
業
後
、
以
前
か
ら
の
夢
だ
っ
た
ア
メ

リ
カ
遊
学
を
実
現
さ
せ
る
。
現
地
で
過
ご
す

う
ち
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
大
学
院
に
留
学
中
だ

長女・ハーバード首席、長男・東大卒業生総代、次男・全豪テニス王者…

「超一流の子育て」に
日本が向いていない理由
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2016年、長女の勝麗がハーバード
大学を卒業した際に撮った家族写真

（上）。勝麗は、神経生物学を専攻し、
首席卒業で卒業式ではスピーチも
行った（左）。

撮影＝増田岳二（P76圡方氏）　写真＝時事通信フォト（P76）　写真提供＝圡方誠氏

っ
た
日
本
人
女
性
と
知
り
合
っ
て
、
結
婚
を

決
意
。
二
人
は
日
本
に
帰
国
し
て
所
帯
を
構

え
た
。

子
供
の
才
能
を
最
大
限
に

伸
ば
す
よ
う
に
育
て
た
い

　
結
婚
す
る
に
あ
た
っ
て
𡈽𡈽
𡈽
𡈽
は
妻
と
な

る
相
手
に
、
あ
る〝

宣
言〟

を
し
て
い
る
。

「
自
分
た
ち
の
子
供
が
も
し
客
観
的
に
見
て

何
か
の
分
野
で
秀
で
た
能
力
が
あ
っ
た
な
ら
、

世
界
レ
ベ
ル
で
大
成
さ
せ
て
や
り
た
い
。
そ

れ
が
自
分
も
思
い
入
れ
の
あ
る
テ
ニ
ス
な
ら

ば
最
高
だ
け
ど
、
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
音

楽
で
も
な
ん
で
も
い
い
、
子
供
の
才
能
を
最

大
限
伸
ば
せ
る
よ
う
育
て
た
い
ん
だ
、
と
」

　
１
９
９
３
年
に
生
ま
れ
た
長
女
の
勝

し
ょ
う

麗り

は
４
歳
か
ら
水
泳
教
室
に
入
り
、
す
ぐ
頭
角

を
現
し
た
。

　
95
年
に
は
、
長
男
の
神か

み

優ゆ

が
誕
生
。

　
𡈽𡈽
𡈽
𡈽
に
は
子
供
を
な
ん
ら
か
の
道
で
大

成
さ
せ
た
い
夢
が
あ
っ
た
が
、
得
意
分
野
だ

け
が
突
出
し
て
い
れ
ば
い
い
と
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
。

「
日
本
っ
て
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
り

た
い
子
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
没
頭
し
、
片
や

超
難
関
大
学
に
行
き
た
い
っ
て
子
は
勉
強
だ

け
に
集
中
し
ま
す
よ
ね
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て

文
武
両
道
、
し
か
も
双
𡈽
高
い
レ
ベ
ル
で
実

現
で
き
た
ら
す
ご
い
よ
な
と
。
だ
け
ど
日
本

の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
、
教
育
環
境
で
叶
え
る
の

は
ま
ず
不
可
能
で
す
。
ど
ち
ら
か
に
専
念
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
で
も
、
も

し
外
国
に
住
む
こ
と
で
両
𡈽
を
伸
ば
せ
る
可

能
性
が
あ
る
の
な
ら
、
や
っ
て
み
る
価
値
は

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
妻
と
は
話
し
合
っ

て
い
ま
し
た
」

　
英
語
圏
の
国
が
前
提
だ
っ
た
の
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
せ
よ
勉
学
に
せ
よ
、
英
語
を
操
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
国
際
的
に
活
躍
す
る
う
え
で

有
利
に
働
く
と
考
え
た
か
ら
だ
。
そ
の
移
住

先
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
だ
っ
た
。

「
テ
ニ
ス
の
強
豪
国
で
、
子
供
た
ち
が
や
っ

て
い
る
水
泳
も
強
い
。
調
べ
て
み
る
と
、
教

育
面
で
も
高
校
ま
で
は
い
い
環
境
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
90
年
代
前
半
、

神
戸
製
鋼
ラ
グ
ビ
ー
部
に
イ
ア
ン
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ス
と
い
う
選
手
が
い
た
ん
で
す
が
、
彼

は
世
界
的
強
豪
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

代
表
で
あ
る
と
同
時
に
、
弁
護
士
の
資
格
も

持
っ
て
い
た
。
そ
の
記
憶
も
あ
っ
て
、
あ
の

国
は
文
武
両
道
の
実
現
に
向
い
て
い
る
気
が

し
た
ん
で
す
」

シ
ド
ニ
ー
で
最
も
優
秀
な

公
立
小
学
校
に
通
わ
せ
る

　
98
年
、
勝
麗
が
５
歳
、
神
優
が
３
歳
の
年

に
一
家
は
シ
ド
ニ
ー
へ
移
住
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
で
も
シ
ド
ニ
ー
を

選
ん
だ
の
は
、
妻
の
仕
事
上
の
知
り
合
い
が

住
ん
で
い
て
現
地
の
情
報
が
得
や
す
か
っ
た

か
ら
で
す
。
そ
の
人
に
シ
ド
ニ
ー
で
一
番
優

秀
だ
と
さ
れ
る
公
立
小
学
校
を
事
前
に
教
え

て
も
ら
い
、
子
供
た
ち
が
就
学
年
齢
に
な
っ

た
ら
通
え
る
よ
う
、
学
校
の
す
ぐ
近
く
に
自

宅
を
構
え
ま
し
た
」

　
長
男
と
長
女
は
シ
ド
ニ
ー
で
も
自
ら
の
意

思
で
水
泳
を
続
け
た
。
熱
心
な
ス
ク
ー
ル
だ

っ
た
の
で
、
日
本
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
練

習
時
間
は
長
か
っ
た
。
小
学
校
高
学
年
と
も

な
る
と
登
校
前
の
朝
練
が
基
本
で
、
さ
ら
に

放
課
後
も
夕
𡈽
遅
く
ま
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
朝
は
４
時
起
き
で
、

家
に
帰
っ
て
く
る
の
は
夜
の
７
時
。
翌
日
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
９
時
に
は
ベ
ッ
ド
に
入

ら
ね
ば
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
。
寝
る
ま
で

の
２
時
間
の
間
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
食
事

を
し
、
学
校
の
宿
題
を
仕
上
げ
る
と
、
時
間

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
そ

の
年
頃
の
子
供
に
は
、
友
達
と
の
チ
ャ
ッ
ト

な
ど
や
り
た
い
こ
と
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。

「
だ
か
ら
私
は
二
人
に
諭
し
た
ん
で
す
。『
あ

な
た
た
ち
は
９
時
に
は
寝
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
ん
だ
よ
ね
？
　
だ
っ
た
ら
９
時
ま
で
に
や

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
を
全
部
終
わ
ら
せ

て
、
そ
れ
で
も
ま
だ
時
間
が
残
っ
て
い
た
ら
、

チ
ャ
ッ
ト
で
も
な
ん
で
も
好
き
に
使
っ
て
い

い
よ
』
と
。
す
る
と
子
供
た
ち
が
自
分
で
自

分
の
時
間
を
管
理
し
て
、
な
に
ご
と
も
や
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
夫
婦
が
勉
強

を
押
し
付
け
た
り
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、
ま
っ
た
く
の
放

任
主
義
で
す
。
た
だ
、
子
供
が
自
発
的
に
行

動
す
る
よ
う
持
っ
て
い
く
こ
と
に
は
気
を
配

っ
て
ま
し
た
ね
」

　
義
務
教
育
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
小
学
校
を

厳
選
し
た
り
、
子
供
た
ち
に
自
己
管
理
と
い

う
考
え
𡈽
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
は
心
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2009年1月3日、新年の「初打ち」を楽しむヒ
ジカタ家の３姉弟。左から神優、凛輝、勝麗。

を
砕
い
た
𡈽𡈽
𡈽
𡈽
だ
が
、
学
校
で
具
体
的
に

ど
ん
な
授
業
を
受
け
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

は
お
よ
そ
無
頓
着
だ
っ
た
。
た
だ
ひ
と
つ
だ

け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ら
で
は
の
美
点
だ

と
感
服
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「
小
学
校
の
低
学
年
か
ら
、
各
生
徒
が
決
め

ら
れ
た
テ
ー
マ
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
み

ん
な
の
前
で
発
表
す
る
授
業
が
あ
る
ん
で
す
。

ま
た
、
簡
単
な
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
す
る
よ
う
な

時
間
も
あ
る
。
自
分
の
頭
で
考
え
て
自
分
で

発
言
す
る
機
会
が
、
学
校
教
育
の
中
で
当
た

り
前
の
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
」

　
日
本
と
同
じ
く
、
シ
ド
ニ
ー
の
あ
る
ニ
ュ

ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で
小
学
校
入
学
か

ら
高
校
卒
業
ま
で
に
要
す
る
の
は
12
年
間
。

た
だ
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
６
・
６

制
で
、
日
本
で
い
う
中
学
、
高
校
が
合
体
し

た
形
で
『
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
』
と
呼
ば
れ
る
。

　
長
女
の
勝
麗
も
長
男
の
神
優
も
、
小
学
校

を
学
年
ト
ッ
プ
の
成
績
で
卒
業
し
、
勝
麗
は

地
区
で
一
番
の
公
立
女
子
校
に
、
神
優
も
や

は
り
地
区
最
難
関
の
公
立
男
子
校
に
進
学
し

た
。

「
子
供
が
家
で
机
に
か
じ
り
つ
い
て
ガ
リ
勉

を
し
て
い
た
記
憶
な
ん
て
な
い
ん
で
す
け
ど

ね
え
。
学
校
の
授
業
と
自
宅
で
の
わ
ず
か
な

勉
強
時
間
で
よ
ほ
ど
集
中
し
て
い
た
の
か
、

要
点
を
つ
か
む
能
力
が
高
か
っ
た
の
か
…
…
」

　
二
人
が
優
秀
だ
っ
た
の
は
勉
学
だ
け
で
は

な
い
。
勝
麗
は
小
学
４
年
時
、
水
泳
全
国
大

会
の
平
泳
ぎ
部
門
で
優
勝
。
そ
し
て
神
優
も

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
時
代
、
州
代
表
と
し
て
オ
ー

プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
（
自
然
の
水

の
中
で
行
わ
れ
る
長
距
離
水
泳
）
の
全
国
大
会
に

出
場
し
た
実
績
を
持
つ
。

　
こ
ち
ら
も
親
が
練
習
を
強
制
し
た
り
、
成

績
の
ノ
ル
マ
を
課
し
た
り
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
彼
ら
自
身
が
好
き
な
水
泳
に
全
身
全
霊

で
打
ち
込
ん
だ
結
果
、〝

で
き
て
し
ま
っ
て

い
た〟

の
だ
。

　
𡈽𡈽
𡈽
𡈽
は
シ
ド
ニ
ー
の
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

で
の
ス
タ
ッ
フ
コ
ー
チ
職
を
経
て
２
０
０
０

年
、『
マ
ッ
ク
ヒ
ジ
カ
タ
・
テ
ニ
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
』
を
立
ち
上
げ
た
。
マ
ッ
ク
と
は
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
𡈽𡈽
𡈽
𡈽
の
愛
称
だ
。

リ
ン
キ
ー
が
見
せ
た

非
凡
な
才
能
と
闘
争
心

　
翌
年
、
次
男
の
凛
輝
が
誕
生
す
る
。

　
𡈽𡈽
𡈽
𡈽
は
子
供
た
ち
が
幼
い
頃
、
そ
れ
ぞ

れ
に
テ
ニ
ス
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
き
た
が
、

凛
輝
だ
け
に
は
上
の
二
人
に
な
い
非
凡
な
テ

ニ
ス
セ
ン
ス
と
闘
争
心
を
見
て
取
っ
た
。
文

武
両
道
の
『
武
』
の
分
野
で
は
自
身
が
果
た

せ
な
か
っ
た
夢
の
ま
た
夢
で
あ
る
グ
ラ
ン
ド

ス
ラ
ム
制
覇
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
る

の
は
こ
の
子
だ
と
確
信
し
た
彼
は
、
ア
カ
デ

ミ
ー
で
の
生
徒
指
導
の
合
間
に
凛
輝
と
ボ
ー

ル
を
打
ち
合
っ
た
。

　
た
だ
凛
輝
は
、
幼
少
期
か
ら
テ
ニ
ス
一
筋

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
姉
や
兄
と
同
じ
よ

う
に
水
泳
を
や
っ
た
し
、
冬
は
陸
上
ク
ラ
ブ

に
も
顔
を
出
し
た
。

　
特
に
ラ
グ
ビ
ー
は
大
の
お
気
に
入
り
で
、

地
元
ク
ラ
ブ
の
司
令
塔
だ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
が
日
本
の
よ
う
に
子
供
が
幼
い
頃
か

ら
特
定
の
種
目
に
絞
ら
ず
、
同
時
に
複
数
の

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
土
地
柄
の
せ
い
も
あ
る

が
、「
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
総
合
的
な
運
動

能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
私
か
ら
そ
う
仕

向
け
て
い
た
部
分
も
あ
り
ま
す
」。

　
凛
輝
は
10
歳
に
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

テ
ニ
ス
協
会
が
運
営
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
カ

デ
ミ
ー
入
り
を
果
た
す
。
彼
の
非
凡
ぶ
り
は

す
で
に
同
国
テ
ニ
ス
界
で
知
れ
渡
っ
て
い
た

の
だ
。
姉
や
兄
の
姿
を
見
て
育
っ
た
せ
い
か

勉
強
も
好
成
績
で
、
学
費
全
額
免
除
の
奨
学

生
試
験
に
合
格
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
古

の
私
立
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
さ
れ
る
キ
ン
グ
ス

ス
ク
ー
ル
へ
進
学
し
た
。

　
兄
と
同
じ
公
立
校
を
選
ば
な
か
っ
た
の
に

は
理
由
が
あ
る
。

「
合
宿
や
大
会
遠
征
な
ど
で
凛
輝
が
授
業
を

欠
席
す
る
場
合
、
キ
ン
グ
ス
ス
ク
ー
ル
は
課

題
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
送
っ
て
く
れ
、

そ
れ
を
仕
上
げ
れ
ば
出
席
と
み
な
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
公
立

校
で
は
望
め
な
か
っ
た
ん
で
す
」

　
だ
が
、
い
ざ
入
学
し
て
み
る
と
ト
ッ
プ
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
と
し
て
の
活
動
に
想
定
以
上
の

日
数
を
取
ら
れ
、
課
題
提
出
を
こ
な
す
だ
け

で
は
授
業
に
後
れ
を
取
る
こ
と
が
時
に
出
て

き
た
。

「
本
人
が
そ
う
感
じ
た
と
き
は
、
ほ
か
の
生

徒
が
み
ん
な
遊
び
に
繰
り
出
す
金
曜
の
午
後
、

一
人
で
学
校
の
図
書
館
に
こ
も
っ
て
自
習
し

て
た
み
た
い
で
す
」

　
自
ら
を
律
す
る
気
持
ち
の
強
さ
は
、
も
は

や
𡈽𡈽
𡈽
家
の
家
風
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

　
長
女
の
勝
麗
は
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
卒
業
後
、

フ
ル
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
（
学
費
全
額
免
除
）
の

奨
学
生
と
し
て
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
に
入
学
し

た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
で
は
神
経
生
物
学
を
専
攻
。

水
泳
部
の
選
手
と
し
て
も
活
躍
し
な
が
ら
、

同
専
攻
を
首
席
で
卒
業
し
た
。

　
長
男
の
神
優
は
、
初
等
・
中
等
教
育
の
大

部
分
を
日
本
語
以
外
の
言
語
で
学
ん
だ
者
を

対
象
と
し
、
す
べ
て
の
講
義
を
英
語
で
行
う

東
大
教
養
学
部
の
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
（Program

s in 

English at K
om

aba

）
に
、
こ
れ
ま
た
フ
ル

ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
奨
学
生
と
し
て
進
学
。
国

際
環
境
学
を
学
ん
だ
。

　
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
の
卒
業
式
で
、
神
優
は
卒
業
生

総
代
と
し
て
答
辞
を
述
べ
た
。
𡈽𡈽
𡈽
𡈽
は
シ

ド
ニ
ー
か
ら
こ
の
卒
業
式
に
駆
け
付
け
、
参

列
し
て
い
る
。

「
勝
麗
の
と
き
も
同
じ
で
し
た
が
、
式
が
終

わ
る
と
神
優
の
と
こ
ろ
に
い
ろ
い
ろ
な
友
達

が
や
っ
て
き
て
は
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る

姿
を
見
て
、『
い
い
大
学
生
活
を
送
っ
た
ん

だ
な
』
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
ね
」
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2011年、ローカルトーナメント優勝後に記念撮影をする誠氏と
当時10歳の凛輝（上）。09年、ジュニアラグビーの試合でトラ
イを決める。当時８歳の凛輝は、ラグビーでも頭角を現していた
（右）。

2019年、全米オープンジュニアに出場。当時18歳。凛輝はこの直
後にノースカロライナ大学に入学する。

テ
ニ
ス
だ
け
強
く
な
れ
ば

い
い
と
は
考
え
な
い

　
次
男
・
凛
輝
は
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
卒
業
後
す

ぐ
に
プ
ロ
転
向
せ
ず
、
ま
ず
は
ア
メ
リ
カ
の

大
学
テ
ニ
ス
で
腕
を
磨
く
道
を
選
ん
だ
。
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
時
代
の
成
績
も
認
め
ら
れ
、
フ

ル
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
奨
学
生
と
し
て
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
コ
ー
ス

に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
だ
。
同
大
の
ビ
ジ
ネ

ス
部
門
は
全
米
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お

り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
部

員
は
、
定
め
ら
れ
た
水
準
以
上
の
学
業
成
績

を
ク
リ
ア
し
な
い
と
試
合
に
出
場
で
き
な
い

決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

「
で
き
る
だ
け
早
く
プ
ロ
転
向
す
る
と
い
う

の
も
ひ
と
つ
の
正
解
な
ん
で
す
が
、
た
だ
テ

ニ
ス
だ
け
強
く
な
れ
ば
い
い
と
は
私
も
凛
輝

も
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
選
手
生
活
が

終
わ
っ
た
後
の
人
生
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
選
択
肢
を
持
っ
て
い
た
ほ
う
が

い
い
。
そ
の
た
め
に
は
学
問
や
大
学
で
の
人

間
関
係
が
大
き
な
助
け
に
な
り
ま
す
」

　
テ
ニ
ス
部
で
は
、
１
年
生
か
ら
主
力
の
一

角
を
担
っ
た
。
２
年
生
時
に
は
チ
ー
ム
対
抗

戦
で
あ
る
全
米
大
学
イ
ン
ド
ア
選
手
権
の
同

大
優
勝
に
貢
献
し
、
20-

21
年
度
の
全
米
大

学
テ
ニ
ス
最
優
秀
選
手
賞
『
オ
ー
ル
ア
メ
リ

カ
ン
』
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
大
学
イ
ン
ド
ア
優
勝
を
置
き
土
産
代
わ
り

と
し
て
、
凛
輝
は
３
年
生
進
級
を
待
た
ず
プ

ロ
へ
転
向
し
た
。
そ
の
わ
ず
か
１
年
半
後
の

23
年
全
豪
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
、
彼
は
父
子
の

悲
願
だ
っ
た
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
制
覇
を
実
現

さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
凛
輝
が
優
勝
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、

私
の
ほ
う
が
燃
え
尽
き
症
候
群
み
た
い
に
な

っ
ち
ゃ
い
ま
し
て
ね
。
３
人
の
子
供
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
文
武
両
道
を
貫
き
、
凛
輝

に
い
た
っ
て
は
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
優
勝
ま
で

果
た
し
て
し
ま
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

一
家
で
移
住
し
た
と
き
に
思
い
描
い
て
い
た

こ
と
は
と
り
え
ず
全
部
成
し
遂
げ
た
、
親
と

し
て
は
や
り
切
っ
た
か
な
と
…
…
」

類
を
見
な
い
文
武
両
道
の

基
盤
と
な
っ
て
い
る
も
の

　
長
女
・
勝
麗
は
大
学
卒
業
後
に
デ
ジ
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す

る
会
社
を
起
業
、
そ
の
事
業
内
容
が
評
価
さ

れ
米
版Forbes

の
22
年
５
月
号
で
『
30
歳

以
下
の
30
人
』
に
選
出
さ
れ
た
。
現
在
は
デ

ジ
タ
ル
決
済
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
運
営
す

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

X
endit

の
要
職
に
あ
り
、
世
界
中
を
飛
び

回
っ
て
い
る
。

　
長
男
・
神
優
は
、
企
業
の
デ
ー
タ
形
成
や

デ
ー
タ
利
用
を
支
援
す
る
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｔ

企
業Q

uantium

で
デ
ー
タ
ア
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
、
や
は
り
世
界
各
地
が
仕
事
場
に
な
っ

て
い
る
。

　
プ
ロ
テ
ニ
ス
選
手
の
次
男
・
凛
輝
は
言
わ

ず
も
が
な
、
各
大
陸
を
股
に
か
け
て
転
戦
す

る
毎
日
だ
。
24
年
度
の
シ
ン
グ
ル
ス
最
終
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
は
73
位
。
１
０
０
位
以
内
に

ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
選
手

は
９
人
い
る
が
、
23
歳
の
凛
輝
は
そ
の
中
で

最
年
少
だ
っ
た
。

　
今
季
は
課
題
で
あ
る
サ
ー
ブ
の
向
上
に
力

を
入
れ
、
主
戦
場
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
飛
躍

で
き
る
よ
う
、
精
進
し
続
け
て
い
る
。
ち
な

み
に
母
校
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
に
は
、
現

役
を
終
え
て
か
ら
い
つ
で
も
戻
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
𡈽𡈽
𡈽
𡈽
の
言
葉
か
ら
お
わ
か
り
の
通
り
、

彼
ら
夫
婦
の
子
育
て
に
独
自
の
体
系
化
さ
れ

た
メ
ソ
ッ
ド
や
精
細
な
決
ま
り
事
、
あ
る
い

は
親
か
ら
子
へ
の
四
六
時
中
の
濃
密
な
働
き

か
け
な
ど
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
あ
っ

た
の
は
大
胆
な
野
心
と
、
少
し
ば
か
り
の
環

境
づ
く
り
と
、
わ
が
子
を
信
じ
た
絶
妙
な
距

離
感
の
放
任
主
義
だ
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
が
持
っ
て
い
た
能
力
の

開
花
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
お
国
柄
や
教
育

環
境
が
手
助
け
と
な
っ
た
部
分
は
少
な
か
ら

ず
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
に
さ

え
通
わ
せ
れ
ば
誰
で
も
勝
麗
、
神
優
、
凛
輝

の
よ
う
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
３
人
の
類
を
見
な
い
文
武
両
道
の
基
盤
に

な
っ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
、
彼
ら
の
内

に
あ
る
主
体
性
と
克
己
心
な
の
で
あ
る
。

　
そ
の
主
体
性
と
克
己
心
が
い
か
な
る
ア
ス

リ
ー
ト
を
生
み
出
し
た
の
か
確
か
め
た
い
𡈽

は
、
リ
ン
キ
ー
・
ヒ
ジ
カ
タ
の
戦
い
ぶ
り
を

こ
れ
か
ら
追
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
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２
０
２
４
年
11
月
28
日
、「
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
祭
２
０
２
５
」が
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル（
千

代
田
区
内
幸
町
）で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
の

企
業
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
D
X
や

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、
有
識
者

が
自
身
の
経
験
を
元
に
講
演
を
行
っ
た
。
そ

の
ポ
イ
ン
ト
を
誌
面
で
紹
介
す
る
。

Ｄ
Ｘ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
入
れ
た 

具
体
的
な
施
策
と
は

　
人
手
不
足
や
国
際
競
争
力
の
低
下
に
対
応

す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
べ
き
か
。
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
「
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
祭
２
０
２
５
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
冒
頭
の
基
調
講
演
で
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
山
北

栄
二
郎
社
長
が
、
一
橋
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

特
任
教
授
の
楠
木
建
氏
と
対
談
。
観
光
業
に

お
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ
ど
こ
ろ
か
デ
ジ
タ
ル
化
す

ら
進
ん
で
い
か
な
い
現
状
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
山
北
氏
が
詳
述
。
日
本
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
特
性
で
あ
る
〝
人
に
よ
る
丁
寧
な
対

応
〞
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
Ａ
Ｉ
活
用
も

含
め
た
Ｄ
Ｘ
が
重
要
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
山
北
氏
は
「
Ａ
Ｉ
ガ
イ
ド
」
と
い

う
未
来
の
ツ
ー
ル
を
一
つ
の
答
え
と
し
て
提

示
。
旅
行
者
の
好
み
を
捉
え
な
が
ら
も
時
間

と
空
間
の
分
散
を
考
慮
し
て
一
極
集
中
を
招

か
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
機
能
や
、
観
光
地
自

体
の
消
費
の
拡
大
や
雇
用
の
創
出
な
ど
の
相

乗
効
果
ま
で
生
ま
れ
る
未
来
を
披
露
し
た
。

　
楠
木
氏
は
日
本
が
持
つ
魅
力
に
つ
い
て
考

察
。
人
手
不
足
や
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

言
葉
の
壁
な
ど
の
課
題
解
決
に
よ
っ
て
は
、

観
光
業
の
資
産
価
値
や
可
能
性
は
何
倍
に
も

増
幅
す
る
と
期
待
を
込
め
、「
問
題
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
需
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
。
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も

大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ピ
ン
チ
が

チ
ャ
ン
ス
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
続
い
て
登
壇
し
た
の
は
、
都
知
事
選
に
出

馬
し
話
題
と
な
っ
た
安
野
貴
博
氏
。
自
身
の

選
挙
戦
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
こ
と
で
注
目
を

集
め
た
。
結
果
と
し
て
、
新
人
の
同
氏
が

15
万
を
超
え
る
票
を
得
る
と
い
う
前
代
未
聞

の
快
挙
を
達
成
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
ひ

と
え
に
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
双
方
向
選
挙
を
可

能
に
し
た
か
ら
だ
と
述
べ
た
。
多
く
の
声
を

上
手
に
収
集
す
る
「
ブ
ロ
ー
ド
リ
ス
ニ
ン

グ
」
と
い
う
手
法
を
使
っ
て
「
発
信
」
だ
け

で
な
く
「
受
信
」
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
。「
皆

の
意
見
を
聞
く
」「
皆
で
案
を
磨
く
」「
皆
に

伝
え
る
」
の
サ
イ
ク
ル
を
高
速
に
回
す
こ
と

を
実
現
。「
こ
の
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
は
選
挙

デ
ジ
タ
ル
経
営
で
勝
ち
筋
を
つ
く
る
！

〜
超
人
口
減
少
社
会
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は
〜

山北栄二郎
（やまきた・えいじろう）

株式会社JTB
代表取締役　社長執行役員

安野貴博
（あんの・たかひろ）

AIエンジニア、起業家、
SF作家

高岡浩三
（たかおか・こうぞう）

ケイ アンド カンパニー
株式会社
代表取締役社長 楠木 建

（くすのき・けん）

一橋ビジネススクールPDS
寄付講座特任教授

野村泰一
（のむら・たいいち）

J.フロント リテイリング株式会社
執行役 デジタル戦略統括部 
グループシステム推進部長 
兼 チーフデジタルデザイナー
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だ
け
で
な
く
、
社
会
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
有
効
」
と
語
っ
た
。

　
次
に
登
壇
し
た
の
は
、
大
丸
松
坂
屋
百
貨

店
や
パ
ル
コ
を
傘
下
に
持
つ
Ｊ
・
フ
ロ
ン
ト 

リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
野
村
泰
一
氏
。
今
で
は
Ｄ

Ｘ
の
先
進
的
企
業
と
し
て
知
ら
れ
る
Ａ
Ｎ
Ａ

の
Ｄ
Ｘ
を
主
導
し
た
Ｄ
Ｘ
請
負
人
だ
。
野
村

氏
が
語
っ
た
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

と
内
製
化
の
メ
リ
ッ
ト
だ
。
Ｄ
Ｘ
の
基
盤
を

導
入
し
た
後
の
進し

ん

捗ち
ょ
くの
悪
い
状
況
を
打
開

す
る
に
は
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
不
可
欠
。
し
か

し
い
く
ら
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
も
、

ふ
さ
わ
し
い
土
壌
が
な
け
れ
ば
、
育
つ
も
の

も
育
た
な
い
。「
Ｄ
Ｘ
に
対
し
て
経
営
層
を

含
め
た
全
社
共
通
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
持

つ
こ
と
も
同
時
に
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
同
氏
は
強
調
。
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
部

門
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
を
巻

き
込
み
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
内
製
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

つ
く
り
実
行
し
な
が
ら
、
内
製
化
の
意
味
を

発
信
し
、
未
来
を
共
有
し
て
事
例
の
連
鎖
を

つ
く
る
と
い
う
、「
巻
き
込
む
」「
や
っ
て
み

る
」「
連
鎖
さ
せ
る
」「
発
信
す
る
」
の
四
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
重
要
で
あ
る
と
話
し
た
。

　
ト
リ
を
飾
っ
た
の
は
、
ネ
ス
レ
日
本
の
飛

躍
的
な
成
長
に
寄
与
し
た
高
岡
浩
三
氏
。
３

年
前
の
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
祭
に
も
登

壇
し
、
歯
に
衣き

ぬ

着
せ
ぬ
語
り
口
と
鋭
い
分
析

に
よ
っ
て
未
来
を
提
示
し
て
き
た
。
同
氏
は
、

現
状
の
ま
ま
で
は
世
界
に
追
い
つ
け
る
よ
う

な
賃
上
げ
は
無
理
と
し
な
が
ら
も
、「
デ
ジ

タ
ル
と
汎は

ん

用よ
う

性
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
課

題
は
解
決
さ
れ
る
」
と
明
言
す
る
。

　
そ
の
際
に
必
要
な
能
力
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
の
が
、
顧
客
の
問
題
発
見
能
力
。「
顧
客

の
問
題
に
は
２
通
り
あ
り
ま
す
。
顧
客
自
身

が
原
因
を
分
か
っ
て
い
る
問
題
と
、
問
題
解

決
で
き
る
わ
け
が
な
い
か
ら
問
題
だ
と
も

思
っ
て
い
な
い
問
題
」
と
何
や
ら
禅
問
答
の

よ
う
な
題
目
を
提
示
。
ｅ
コ
マ
ー
ス
を
例
に

挙
げ
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
の
よ
う
な
広
大
な

国
の
田
舎
に
住
む
場
合
、
充
実
し
た
品
揃
え

の
あ
る
店
に
行
く
に
は
、
何
百
㌔
も
車
を

走
ら
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
当
た
り
前
。

満
足
で
き
る
買
い
物
な
ど
は
な
か
ら
諦
め
て

い
る
の
で
、
住
民
は
こ
れ
を
問
題
と
認
識
し

て
い
な
い
。
だ
が
そ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
ｅ
コ
マ
ー
ス
が
解
決
し
た
と
続
け
た
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
論
と
し
て
、「
Ｄ

Ｘ
だ
と
叫
ぶ
だ
け
で
は
何
も
起
こ
ら
な
い
」

と
し
、「
こ
れ
ま
で
起
業
家
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
や
っ
て
き
た
、
小
規
模
で
テ
ス
ト
と

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
小
さ
な
成
功
ま

で
た
ど
り
着
い
た
ら
、
そ
れ
に
大
き
く
投
資

す
る
リ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
組
織
の
中
で
も

可
能
に
す
る
こ
と
で
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
生
む
」
と
語
っ
た
。

　
超
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｘ
推
進

や
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
、
Ａ
Ｉ
活
用
は
今

や
避
け
て
通
れ
な
い
。
今
回
登
壇
し
た
Ｄ
Ｘ

の
先
達
の
講
演
は
、
日
本
の
企
業
に
と
っ
て

光
明
を
見
い
だ
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
に
違

い
な
い
。

▲
▲

特別企画

【基調講演】 人口減少に立ち向かえ…観光DXの現場から ――山北栄二郎・楠木 建

【講演❷】 生成AIがもたらす社会システムの変革とは ――安野貴博
【講演❸】 JFRのデジタル人財育成と内製化レシピ ――野村泰一
【講演❹】 稼ぐためのデジタル経営～超人口減少社会をオポチュニティーに～ ――高岡浩三

本誌編集長の星野貴彦が開会のあいさつを行った。

協賛：インターネットイニシアティブ、KAKEAI、日本たばこ産業、日立ソリューションズ、みずほフィナンシャルグループ81



目
指
し
た
の
は
安
心
と 

分
か
り
や
す
さ
を
届
け
る
存
在

　
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
入
先
を
選
ぶ
際
、
多
く

の
人
が
ま
ず
着
目
す
る
の
は
金
利
だ
ろ
う
。

長
期
に
わ
た
っ
て
返
済
し
て
い
く
の
だ
か
ら

で
き
る
限
り
低
金
利
の
商
品
を
と
望
む
の
は

当
然
だ
が
、
そ
の
他
に
も
万
一
の
と
き
の
保

障
内
容
や
借
入
時
の
手
数
料
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
変
化
に
対
す
る
柔
軟
性
な
ど
検
討

す
べ
き
要
素
は
多
い
。

　
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
傘
下

の
み
ず
ほ
銀
行
で
個
人
向
け
住
宅
ロ
ー
ン
を

担
当
す
る
油
井
寛
氏
は
「
金
利
競
争
が
激
し

い
分
野
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
目
指

す
の
は
金
利
が
最
も
安
い
銀
行
で
は
な
く
、

安
心
と
分
か
り
や
す
さ
を
届
け
ら
れ
る
銀
行

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
そ
の
思
い
を
形
に
し
た
の
が
、
今
夏
か
ら

取
り
扱
い
を
開
始
し
た
「
ペ
ア
ロ
ー
ン
団
信

（
ペ
ア
ロ
ー
ン
利
用
者
向
け
連
生
団
体
信
用
生
命

保
険
※
１
）」
と
、「
借
入
時
負
担
ゼ
ロ
型
」

住
宅
ロ
ー
ン
だ
。

共
働
き
世
帯
の
不
安
を
解
消 

「
ペ
ア
ロ
ー
ン
団
信
」

　
ペ
ア
ロ
ー
ン
団
信
は
、
一
つ
の
物
件
に
対

し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
２
人
で
ロ
ー
ン
を
組
み
、

契
約
や
審
査
、
返
済
は
個
別
に
行
う
「
ペ
ア

ロ
ー
ン
」
利
用
者
向
け
の
団
信
だ
。
団
信
と

は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
契
約
者
が
死
亡
ま
た
は

所
定
の
高
度
障
害
状
態
と
な
っ
た
と
き
に
、

そ
の
支
払
い
を
肩
代
わ
り
し
て
く
れ
る
生
命

保
険
を
指
す
。

　
近
年
は
共
働
き
の
カ
ッ
プ
ル
が
増
え
、
東

京
都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
も
急
上
昇
し
て

い
る
こ
と
か
ら
ペ
ア
ロ
ー
ン
の
利
用
者
が
増

加
。
特
に
20
代
と
30
代
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

利
用
者
の
ペ
ア
ロ
ー
ン
利
用
率
は
約
２
割
に

上
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
は
ペ
ア
ロ
ー

ン
利
用
者
も
別
々
に
団
信
に
加
入
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に

万
一
の
こ
と
が
あ
れ
ば
本
人
の
住
宅
ロ
ー
ン

残
高
は
０
円
に
な
る
が
、
自
分
の
残
高
は
そ

の
ま
ま
残
る
。
こ
の
現
状
を
知
っ
た
油
井
氏

は
「
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
方
が
変
化
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
従
来
の
仕
組
み
も
変
え
て
い

く
べ
き
だ
」
と
考
え
た
。

　「
ダ
ブ
ル
イ
ン
カ
ム
の
カ
ッ
プ
ル
の
一
方

に
何
か
あ
れ
ば
、
も
う
一
方
は
経
済
的
に
も

精
神
的
に
も
大
き
な
負
担
や
不
安
を
抱
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ペ
ア
ロ
ー
ン
団
信
は
、

そ
こ
を
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
、
ロ
ー

ン
返
済
に
向
け
た
安
心
を
提
供
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
第
一
生
命
保
険
と
共
同
で
開
発

し
ま
し
た
」（
油
井
氏
）

　
開
発
の
際
に
は
、
安
心
に
加
え
て
分
か
り

や
す
さ
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
み
ず
ほ
銀
行
の

ペ
ア
ロ
ー
ン
団
信
の
年
率
は
一
般
の
団
信

に
０
・
２
％
の
上
乗
せ
と
な
る
が
、
こ
れ
を

「
が
ん
保
障
特
約
※
２
を
つ
け
て
も
同
じ
」

と
し
た
の
だ
。
加
入
で
き
る
の
は
51
歳
未
満

な
ど
の
条
件
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
特
約
を

つ
け
る
と
カ
ッ
プ
ル
の
ど
ち
ら
か
が
所
定
の

が
ん
に
該
当
※
３
、
ま
た
は
余
命
６
カ
月
以

内
と
診
断
さ
れ
た
場
合
※
４
も
、
２
人
共
に

住
宅
ロ
ー
ン
残
高
が
０
円
に
な
る
。

　「
行
内
で
は
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私

は
と
に
か
く
分
か
り
や
す
い
商
品
に
し
た

か
っ
た
。
今
の
住
宅
ロ
ー
ン
は
仕
組
み
が
複

雑
な
上
に
選
択
肢
が
多
過
ぎ
ま
す
。
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、
選
択
肢
を
減
ら

みずほフィナンシャルグループ

借入時の不安を払拭
金利に縛られない新しい住宅ローン

Mizuho Financial Group, Inc.

住宅購入者のおよそ８割が利用している住宅ローン。近年は仕組みが複雑化し、どう比較検討
したらいいのかと悩む人も多い。そうした悩みに 「分かりやすさ」で応える住宅ローンが登場した。

油井 寛 氏
（ゆい・ひろし）

みずほ銀行 個人ローン推進部 部長
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し
て
お
客
さ
ま
が
悩
ま
ず
に
済
む
よ
う
に
す

る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
油
井

氏
は
力
説
す
る
。
確
か
に
、
同
じ
年
率
で
よ

り
大
き
な
安
心
が
得
ら
れ
る
の
な
ら
選
択
に

迷
う
必
要
も
な
さ
そ
う
だ
。

シ
ン
プ
ル
さ
を
追
求
し 

借
入
時
の
手
数
料
を
０
円
に

　
住
宅
ロ
ー
ン
の
手
数
料
も
無
視
で
き
な
い

悩
み
だ
。
一
般
的
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用

す
る
際
に
は
、
毎
月
の
返
済
額
と
別
に
借
入

時
に
１
０
０
万
円
ほ
ど
の
手
数
料
が
か
か
る
。

こ
れ
は
ロ
ー
ン
を
契
約
す
る
た
び
に
発
生
す
る

た
め
、
例
え
ば
購
入
し
た
家
を
数
年
後
に
売

却
し
、
住
み
替
え
の
た
め
に
再
度
ロ
ー
ン
を

組
む
と
、
こ
こ
で
も
ま
た
手
数
料
を
支
払
う

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ロ
ー
ン
を
早
期
に
全
額

完
済
し
て
も
、
手
数
料
を
加
味
し
て
考
え
る

と
実
は
支
払
い
総
額
は
そ
れ
ほ
ど
抑
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
も
っ
と

シ
ン
プ
ル
で
支
払
い
総
額
が
見
え
や
す
い
商

品
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
│
│
。
そ
う

考
え
た
油
井
氏
が
発
案
し
た
の
が
、
借
入
時

の
手
数
料
が
０
円
の
住
宅
ロ
ー
ン
だ
っ
た
。

　「
そ
も
そ
も
銀
行
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
は
、

お
客
さ
ま
に
お
金
を
借
り
て
い
た
だ
い
て
金

利
を
頂
戴
す
る
こ
と
で
す
。
収
益
を
手
数
料

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
銀
行
の
基
本
に
立
ち

返
っ
て
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
安
心
で
分
か

り
や
す
い
商
品
を
提
供
す
る
。
こ
れ
が
〝
み

ず
ほ
ら
し
さ
〞
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
油

井
氏
は
言
い
切
る
。

　
こ
の
ロ
ー
ン
は
手
数
料
を
と
ら
な
い
分
、

金
利
が
若
干
高
く
な
る
。
損
益
分
岐
点
を
考

え
る
と
、
利
用
に
向
い
て
い
る
の
は
借
り
入

れ
か
ら
数
年
後
に
完
済
や
住
み
替
え
を
予
定

し
て
い
る
人
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
は

予
想
以
上
に
高
く
、「
借
入
時
負
担
ゼ
ロ
型
」

住
宅
ロ
ー
ン
も
販
売
は
好
調
。
利
用
者
は
、

み
ず
ほ
銀
行
で
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
む
人
の
約

２
割
に
上
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
二
つ
の
新
商
品
を
発
案
し
た
油
井
氏
は
、

長
く
住
宅
ロ
ー
ン
を
担
当
し
た
後
、
人
事
業

務
や
支
店
長
を
経
て
約
10
年
ぶ
り
に
こ
の
分

野
に
復
帰
し
た
経
歴
を
持
つ
。
仕
事
の
ポ
リ

シ
ー
は
「
僕
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
を

す
る
」。
復
帰
し
た
際
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
仕

組
み
が
以
前
よ
り
格
段
に
複
雑
化
し
て
い
る

こ
と
に
驚
き
、「
こ
れ
を
分
か
り
や
す
い
形

に
変
革
す
る
こ
と
が
自
分
の
務
め
だ
と
感
じ

た
」
と
振
り
返
る
。

　「お
客
さ
ま
に
と
っ
て
は
家
の
購
入
も
挑

戦
の
一
つ
。
私
た
ち
は
そ
の
挑
戦
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
で
、
共
に
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン
に
は
ま

だ
変
え
ら
れ
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
み

ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
パ
ー
パ

ス
で
あ
る
『
と
も
に
挑
む
。
と
も
に
実
る
。』

を
目
指
し
、
よ
り
よ
い
商
品
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
変
革
へ
の
挑
戦
を
続
け
て

い
き
ま
す
」
と
油
井
氏
は
意
気
盛
ん
に
語
っ

て
く
れ
た
。

●お問い合わせ先／株式会社みずほフィナンシャルグループ　https://www.mizuho-fg.co.jp/index.html

特別広告企画

初期費用

金利

金利

合計176万円
合計330万円

合計336万円合計370万円

合計188万円
印紙代6万円 印紙代6万円

初期費用0円！

　＊　�一般的な住宅ローン（借入金額×2.2％のローン取扱手数料あり）。�
金融機関により名称が異なる場合がございます。

＊＊　保証料を前払いしない方式（借入時負担ゼロ型）　　��2024年11月現在

※１��ペアローン利用者向け連生団体信用生命保険において、いずれか1人に支払事由が生じ、両者の債務が完済された場合、�
支払事由に該当していないほうの被保険者の免除された債務が一時所得となり所得税の課税対象となります。�
税務の取り扱いについては、2024年10月時点の法令等にもとづいたものであり、将来的に変更されることもあります。��
変更された場合には、変更後の取り扱いが適用されますのでご注意ください。詳細については、税理士や所轄の税務署等にご確認ください。

※2�正式名称：がん保障特約付リビング・ニーズ特約付団体信用生命保険
※３���ただし以下の場合は対象となりません。�

●責任開始日前に悪性新生物に罹患したと医師によって診断確定された場合。　●責任開始日からその日を含めて90日以内に悪性新生物に罹
患したと診断確定された場合。　●契約概要・注意喚起情報に定める悪性新生物以外（上皮内がん、非浸潤がん、大腸の粘膜内がんおよび皮
膚の悪性黒色腫以外の皮膚がん等）の場合。

※４��余命の判断は、医師の診断に基づき、生命保険会社が行います。これはリビング・ニーズ特約による保障であり、がん保障特約付団信のみに
あわせて付加される特約です。�

お申込みにあたっては「団体信用生命保険重要事項に関するご説明（契約概要・注意喚起情報）」を必ずお読みいただき、詳細をご確認ください。
（登）C24E6174（2024.11.5）

「借入時負担ゼロ型」
住宅ローンを
詳しく知る▶

ペアローン団信を
詳しく知る▶

「借入時負担ゼロ型」住宅ローンで借入金額8000万円
契約時35年で借りて、8年後に繰り上げ返済し完済する場合

変動金利：年0.329％＊ 変動金利：年0.575％＊＊

例えば 約34万円差がつくことも
金利だけで

 選んだBさん
トータルコストで

  選んだAさん

34万円もお得！
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温泉街ヒットの源泉

山崎まゆみの

　
今
年
の
冬
も
冷
え
込
み
、
温
泉
で
あ
っ

た
ま
り
た
い
季
節
に
な
っ
た
。

「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」（
観
光
経

済
新
聞
社
主
催
）
で
22
年
連
続
１
位
を
誇
る

草
津
温
泉
は
、
湯
畑
と
い
う
圧
倒
的
な
存

在
を
も
っ
て
王
者
の
風
格
を
漂
わ
せ
る
。

毎
年
、
湯
畑
ま
わ
り
を
改
修
し
進
化
す
る

草
津
町
の
努
力
も
あ
る
が
、
温
泉
資
源
だ

け
で
集
客
し
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
草
津
の
地
の
利
は
悪
い
。

　
電
車
を
使
う
場
合
、
最
寄
り
駅
の
Ｊ
Ｒ

長
野
原
草
津
口
駅
か
ら
バ
ス
で
約
30
分
。

軽
井
沢
駅
か
ら
も
バ
ス
が
出
て
い
る
が
、

や
は
り
１
時
間
か
か
る
。
か
つ
て
、
お
客

は
車
を
利
用
し
た
中
高
年
で
占
め
て
い
た
。

　
そ
れ
が
今
で
は
、
草
津
温
泉
の
宿
泊
客

の
約
半
数
が
20
代
と
30
代
に
な
り
、
年
齢

層
が
大
逆
転
し
た
。

　
確
か
に
こ
こ
数
年
、
草
津
温
泉
に
行
け

ば
、
平
日
で
も
ス
マ
ホ
で
湯
畑
を
映
す
若

者
で
溢
れ
て
い
る
。
自
撮
り
棒
を
使
っ
て

ラ
イ
ブ
配
信
す
る
若
者
も
少
な
く
な
い
。

町
並
み
は
若
返
り
、
一
瞬
、
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
か
と
見
ま
が
う
ほ
ど
で
あ
る
。

　
私
は
25
年
ほ
ど
、
温
泉
を
取
材
し
、
こ

こ
10
年
は
宿
泊
業
界
を
専
門
に
取
材
執
筆

し
て
い
る
。
温
泉
地
の
旅
館
に
詳
し
く
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
し
て
、
そ
の
状
況
を
ス
ケ
ッ

チ
す
る
か
の
よ
う
に
記
事
を
綴
っ
て
い
る
が
、

そ
の
私
の
経
験
か
ら
言
う
と
、
温
泉
地
の

変
化
に
は
、
必
ず
キ
ー
マ
ン
の
存
在
が
あ
る
。

　
ま
ず
は
草
津
温
泉
を
大
き
く
変
化
さ
せ

た
人
間
ド
ラ
マ
を
解
き
明
か
し
て
み
よ
う
。

常
識
破
り「
夕
食
な
し
」が

若
者
の
ニ
ー
ズ
を
摑
む

　
２
０
１
２
年
、
草
津
温
泉
全
体
の
来
訪

者
数
は
65
歳
以
上
が
60
％
だ
っ
た
。
加
え

て
、
年
間
の
来
訪
者
数
が
３
０
０
万
人
に

対
し
て
、
宿
泊
者
数
は
２
０
０
万
人
、
日

帰
り
客
は
１
０
０
万
人
。
全
体
の
３
分
の

１
は
宿
泊
せ
ず
に
帰
り
、
大
き
な
収
益
に

直
結
し
な
い
と
デ
ー
タ
は
示
し
て
い
た
。

「
未
来
の
再
来
訪
者
数
と
い
う
点
で
、
非

常
に
危
機
感
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。
息
子

や
娘
に
、
旅
館
を
承
継
し
て
い
い
も
の
か

ど
う
か
…
…
」
と
、
当
時
の
心
境
を
話
す

の
は
、
老
舗
旅
館
「
奈
良
屋
」
や
大
型
ホ

テ
ル
「
草
津
ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」
な

ど
、
草
津
温
泉
で
６
つ
の
宿
を
経
営
す
る

小
林
恵
生
社
長
だ
。

　
草
津
の
未
来
を
案
じ
て
い
た
頃
、
小
林

社
長
は
あ
る
傾
向
に
気
づ
い
た
と
い
う
。

「
20
代
、
30
代
の
働
い
て
い
る
お
客
様
は

『
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
刻
の
遅
延
』
と
『
夕

食
キ
ャ
ン
セ
ル
』
を
希
望
さ
れ
る
方
が
多

か
っ
た
ん
で
す
。
忙
し
く
働
く
若
い
お
客

様
が
丸
２
日
間
の
休
み
が
取
れ
な
い
の
な

ら
、
仕
事
が
済
ん
だ
遅
い
時
間
か
ら
で
も

１
泊
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
よ

う
」
と
、
思
い
付
い
た
の
が
「
イ
チ
ア
サ

（
一
朝
）」
で
あ
る
。

　
イ
チ
ア
サ
と
は
１
泊
朝
食
付
き
の
新
し

い
宿
泊
形
態
で
、
な
ん
と
、
温
泉
旅
館
な

の
に
夕
食
が
付
か
な
い
。
当
時
、
こ
の
よ

う
な
宿
泊
ス
タ
イ
ル
は
、
温
泉
旅
館
に
限

っ
て
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

　
12
年
秋
、
小
林
社
長
は
イ
チ
ア
サ
の
宿

「
湯
畑
草
菴
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

の
足
湯
に

入
っ
て
い
る
と
、

細
い
路
地
に
か
か
っ
て
い
る「
湯

畑
草
菴
」
と
い
う
藍
色
の
暖
簾
が
ま
ず
目

に
入
る
。
立
地
は
最
高
で
、
客
室
は
16

室
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
旅
館
で
あ
る
。

　
私
は
12
年
暮
れ
に
、
開
業
し
た
ば
か

り
の
「
湯
畑
草
菴
」
に
泊
ま
っ
て
い
る
。

旅
館
と
い
え
ば
１
泊
２
食
付
き
が
定
番

で
あ
り
、
夕
食
な
し
で
あ
る
の
な
ら
ば

旅
館
と
い
う
よ
り
、
た
だ
の
「
温
泉
付

き
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」
で
は
な
い
か
と
、

首
を
傾
げ
た
。

　
実
際
、
小
林
社
長
は
草
津
の
旅
館
仲

間
か
ら
「
旅
館
で
夕
食
を
出
さ
な
い
な

ん
て
、
お
ま
え
、
魂
を
売
っ
た
の
か
」

と
揶
揄
さ
れ
た
と
い
う
が
、
さ
も
あ
り

な
ん
だ
。

　
た
だ
、
泊
ま
っ
て
み
る
と
、
意
外
に

こ
れ
が
楽
だ
っ
た
。
夕
食
に
縛
ら
れ
る

２
時
間
弱
を
自
由
に
過
ご
せ
る
た
め
、
他

の
お
客
さ
ん
が
宿
の
夕
食
を
摂
っ
て
い

　
湯
畑

宿
泊
客
の
半
数
が
20
～
30
代
に
劇
的
変
化
！

草
津
温
泉
を
救
っ
た

「
イ
チ
ア
サ
」
と
は

古
く
よ
り
、人
は
癒
や
し
を
求
め
て
温
泉
へ
赴
く
。し
か
し
、時
代
と
と
も
に
人
は「
湯
治
」以
外
の
魅
力
も
街
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
た
な
ニ
ー
ズ
を
摑
む
ま
で
の
温
泉
街
の
奮
闘
を
、温
泉
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
山
崎
ま
ゆ
み
氏
が
綴
る
─
─
。

草津温泉

Vol.1
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温
泉
旅
館
「
源
泉
一
乃
湯
」
を
開
業
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」。

全
48
室
の
う
ち
22
室
は
自
炊
の
で
き
る
ミ

ニ
キ
ッ
チ
ン
を
備
え
、
自
宅
の
よ
う
に
自

由
に
過
ご
せ
る
。
旅
館
だ
が
ホ
テ
ル
の
よ

う
な
機
能
の
宿
で
あ
る
。

　
う
れ
し
い
誤
算
も
あ
っ
た
。
イ
チ
ア
サ

が
増
え
す
ぎ
て
夕
食
難
民
が
増
え
た
。
そ

の
結
果
、
１
泊
２
食
付
き
の
宿
の
役
割
が

明
確
に
な
り
、
品
質
と
付
加
価
値
が
向
上

し
た
。

「
な
か
に
は
記
念
日
に
、
草
津
温
泉
へ
来

て
い
た
だ
く
若
い
お
客
様
も
い
ま
す
。
特

別
な
日
に
夕
食
難
民
に
な
っ
て
は
辛
い
と
、

『
１
泊
２
食
付
き
』
の
宿
を
利
用
す
る
方

も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
オ
プ
シ

ョ
ン
で
記
念
日
用
の
ケ
ー
キ
や
花
束
を
用

意
し
た
と
こ
ろ
、
お
客
様
か
ら
非
常
に
喜

ば
れ
ま
し
て
、
結
果
的
に
宿
泊
単
価
が
上

が
り
ま
し
た
」

　
宿
泊
業
界
全
体
が
抱
え
る
最
大
の
課
題

は
、
宿
代
が
上
が
ら
な
い
こ
と
だ
。
物
価

が
上
昇
し
、
賃
金
ア
ッ
プ
を
求
め
ら
れ
て

も
、
宿
泊
料
金
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
収

益
が
改
善
さ
れ
ず
、雇
用
に
つ
な
が
ら
な
い
。

「
イ
チ
ア
サ
に
よ
り
、
１
泊
２
食
付
き
の

宿
の
役
割
が
明
確
に
な
り
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
で
宿
泊

客
が
増
え
、
結
果
的
に
売
り
上
げ
増
加
が

見
込
め
る
。
今
こ
そ
が
、
改
革
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
」
と
小
林
社
長
は
意
気
込
む
。

　
こ
う
し
て
、
草
津
温
泉
全
体
に
お
け
る

観
光
客
の
消
費
金
額
も
上
昇
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
19
年
末
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、

イ
チ
ア
サ
の
ニ
ー
ズ
を
さ
ら
に
高
め
た
。

「
人
と
の
接
触
を
避
け
、
食
事
が
つ
か
な

い
ス
タ
イ
ル
が
受
け
て
い
ま
す
。
人
手
不

足
の
宿
側
の
事
情
に
も
非
常
に
適
し
て
い

ま
す
」
と
、
コ
ロ
ナ
蔓
延
中
に
小
林
社
長

か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
24
年
は
イ
チ
ア
サ
が
予
約
数
の
35
％
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
宿

泊
者
数
の
約
半
数
が
20
〜
30
代
と
な
り
、

草
津
温
泉
の
客
層
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
。

　
宿
泊
客
が
増
え
、
売
り
上
げ
も
上
が
っ

た
こ
と
で
、
冒
頭
に
記
し
た
小
林
社
長
の

不
安
が
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

「
全
体
の
収
益
が
上
が
り
ま
し
た
の
で
、

従
業
員
の
労
働
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
寮
の
改
修
、
賃
金
ア
ッ
プ
な

ど
で
す
。
何
よ
り
、
事
業
承
継
に
も
好
影

響
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
草
津
温
泉
で
は

こ
の
と
こ
ろ
後
継
ぎ
が
増
え
て
、
若
手
経

営
者
が
多
く
な
り
ま
し
た
」

　
旅
館
の
事
業
承
継
も
、
宿
泊
業
界
に
お

け
る
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
が
、
草
津
で

は
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
温
泉
旅

館
の
事
業
承
継
は
地
域
に
と
っ
て
も
大
き

な
意
味
を
成
す
。
地
域
に
根
差
す
旅
館
は
、

観
光
客
に
と
っ
て
、
地
域
の
文
化
歴
史
を

知
る
き
っ
か
け
の
場
だ
。
事
業
承
継
が
な

さ
れ
な
い
と
、
大
切
な
地
域
性
が
途
絶
え

て
し
ま
う
。

　
草
津
温
泉
の
最
大
の
ネ
ッ
ク
で
あ
る
交

通
の
不
便
さ
も
劇
的
な
改
革
が
見
ら
れ
た
。

「
そ
れ
ま
で
ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
か
ら
マ
イ

カ
ー
で
の
お
越
し
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

若
い
お
客
様
が
バ
ス
を
利
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
バ
ス
事
業
者
が
参
入
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
７
社
（
Ｊ
Ｒ
を
含
む
）
が
都
内
か
ら
直

行
便
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
」

　
旅
館
側
の
都
合
よ
り
も
、
お
客
の
需
要

に
応
え
た
イ
チ
ア
サ
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
改

革
を
も
た
ら
し
た
わ
け
だ
が
、
小
林
社
長

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
想
の
源
と
は
│
│
。

「
客
室
の
ご
み
箱
で
す
ね
」
と
意
外
な
答

え
が
返
っ
て
き
た
。

　
ご
み
箱
に
捨
て
ら
れ
た
も
の
に
は
、
お

客
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
が
詰
ま
っ
て

い
る
の
だ
と
い
う
。

「
あ
る
と
き
、
ご
み
箱
を
見
る
と
部
屋
飲

み
を
し
た
形
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
客
室
を

居
酒
屋
代
わ
り
に
し
て
い
た
の
で
、
な
ら

ば
部
屋
飲
み
を
充
実
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
を

い
ま
検
討
し
て
い
ま
す
」

　
い
わ
ば
、
ご
み
箱
は
ア
イ
デ
ア
の
宝
庫

な
の
だ
。

「
今
後
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
探
っ
て
い

き
ま
す
」
と
、
小
林
社
長
は
微
笑
む
。 

る
時
に
、
誰
も
い
な
い
共
同
湯
を
独
占
で

き
た
。
湯
畑
か
ら
近
い
共
同
湯
「
地
蔵
の

湯
」「
白
旗
の
湯
」
を
入
浴
し
た
後
に
、
夕

食
は
「
湯
畑
草
菴
」
か
ら
近
い
中
華
料
理

店
で
中
華
そ
ば
を
食
べ
た
。
夕
食
の
時
間

も
種
類
も
量
も
好
き
に
選
べ
る
の
が
新
鮮

で
、
こ
れ
な
ら
連
泊
し
や
す
い
と
感
じ
た
。

　
小
林
社
長
に
よ
れ
ば
、

「
草
津
温
泉
は
湯
治
宿
か
ら
発
達
し
て
き

ま
し
た
。
湯
治
を
お
客
様
の
メ
イ
ン
デ
ィ

ッ
シ
ュ
と
捉
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、『
夕

食
な
し
』
も
周
り
の
温
泉
宿
か
ら
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
こ
の
イ
チ
ア
サ
は
徐
々
に
定
着
し
て
い

き
、
14
年
に
は
草
津
温
泉
に
イ
チ
ア
サ
の

宿
が
増
え
た
。

　
そ
の
結
果
、
イ
チ
ア
サ
の
お
客
が
夜
も

湯
畑
周
辺
を
散
策
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
旅
館
の
夕
食
時
間
帯
に
入
る
18

時
に
は
湯
畑
ま
わ
り
の
飲
食
店
や
お
土
産

物
店
は
お
し
な
べ
て
閉
店
し
て
い
た
の
が
、

お
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
営
業
時
間
が
長

く
な
っ
た
。
新
た
な
飲
食
店
も
増
え
、
夕

食
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
広
が
っ
た
。

　
小
林
社
長
が
湯
畑
ま
わ
り
に
あ
る
「
熱

乃
湯
」
で
３
６
５
日
休
み
な
く
20
時
か
ら

45
分
間
の
「
草
津
温
泉
ら
く
ご
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
こ
と
も
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
。

　
夜
に
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
功

を
奏
し
、
湯
畑
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
実
現
。

今
や
草
津
の
夜
の
新
た
な
魅
力
と
な
っ
て

い
る
。

　
小
林
社
長
は
19
年
に
イ
チ
ア
サ
専
用
の

草津温泉で新たな形の旅館や催しを企画す
る小林恵生社長。地域全体の発展に貢献。

跡見学園女子大学兼任講師。国内外の温泉を巡り、魅力を発信。内閣府「クールジャパ
ン・アカデミアフォーラム」等、国や地方自治体の観光政策会議に多数参画。NHKラジ
オ深夜便出演中（毎月第4水曜日）。著書に『宿長が語る 昭和一〇〇年』（潮出版社）。
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ビ
ジ
ネ
ス・

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
大
学
学
長

日
本
の

カ
ラ
ク
リ

大
前
研
一
の

な
ぜ
ボ
ン
ド
大
学
は

国
際
的
な
大
学
と
な
っ
た
か

大
前
　
ボ
ン
ド
大
学
は
「T

he w
orld’s 

best sm
all universities 2023

」
で
世

界
８
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
私
が
学
長
を
務

め
る
Ｂ
Ｂ
Ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
）

大
学
は
、
ボ
ン
ド
大
学
と
共
同
で
「
Ｂ
Ｏ
Ｎ

Ｄ-

Ｂ
Ｂ
Ｔ
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｂ
Ｔ
と
ボ
ン
ド
大
学
の
両
方
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
現
地
ツ
ア
ー
以
外
は
サ
イ
バ
ー
で
学
び

な
が
ら
Ｍ
Ｂ
Ａ
が
取
得
で
き
る
こ
と
で
人
気

で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
日
本
人
に
人
気
の
あ

る
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
。
卒
業
ま
で
に
現
地

で
の
研
修
が
２
回
あ
り
ま
す
が
、
み
な
「
ま

た
家
族
と
戻
っ
て
き
た
い
」
と
思
う
く
ら
い

美
し
い
海
岸
と
建
物
が
魅
力
で
す
。
ま
た

我
々
の
提
供
す
る
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
世

界
的
な
２
つ
の
経
営
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム

（A
A
CSB

とEQ
U
IS

）
を
取
得
し
て
い
る
の

で
国
際
的
な
企
業
に
勤
め
た
場
合
に
は
高
い

評
価
が
得
ら
れ
ま
す
。

ブ
レ
イ
ル
ズ
フ
ォ
ー
ド
　
ボ
ン
ド
大
学
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
初
の
私
立
大
学
で
す
。
１
９

８
７
年
の
設
立
時
は
、
あ
え
て
小
規
模
な
が

ら
「
質
」
に
重
点
を
置
く
戦
略
を
取
り
ま
し

た
。
質
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
、
ニ
ッ
チ
な
分
野
に
集
中
し
ま
し

た
。
40
年
近
く
質
に
焦
点
を
当
て
続
け
た
結

果
、
国
際
的
に
評
価
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
ボ
ン
ド
大
学
は
、
実
際
の
仕
事
に
沿
っ
た

学
び
を
提
供
す
る
設
備
を
持
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
実
物
の
法
廷
が

あ
り
、
法
律
の
学
生
は
法
廷
で
実
習
が
で
き

ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
学
生
に
は
起
業
家
・
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
の
ラ
ボ
が
あ
り
ま
す
し
、

医
学
の
学
生
に
は
模
擬
的
な
病
院
を
設
け
て

い
ま
す
。
ニ
ッ
チ
の
良
い
例
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
で
、
デ
ー
タ
分
析
や
現
代
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
か
な
り
強
く
焦

点
を
当
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
・
イ
ン

ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
が
認
定
す
る
保
険
数
理
科

学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

大
前
　
私
が
付
け
加
え
た
い
の
は
日
本
と
の

関
係
で
す
。
ま
ず
、
設
立
し
た
の
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
ア
ラ
ン
・
ボ
ン
ド
と
、
日
本

の
実
業
家
、
高
橋
治
則
の
２
人
で
し
た
。
建

築
を
手
が
け
た
の
は
磯
崎
新
で
、
創
設
時
か

ら
日
本
と
の
関
係
は
深
か
っ
た
の
で
す
。
ま

た
、
彼
ら
は
日
本
長
期
信
用
銀
行
（
現
Ｓ
Ｂ

Ｉ
新
生
銀
行
）
か
ら
お
金
を
借
り
て
い
ま
し
た

が
、
日
本
長
期
信
用
銀
行
は
１
９
９
８
年
に

破
綻
。
そ
の
と
き
ボ
ン
ド
大
学
も
財
政
的
な

問
題
を
抱
え
ま
し
た
。
窮
地
に
陥
っ
た
ボ
ン

ド
大
学
は
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
の
寄

付
の
調
整
を
私
に
頼
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は

ボ
ン
ド
の
評
議
会
に
対
し
、「
日
本
企
業
に

金
銭
を
乞
う
よ
り
、
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
や
実

践
的
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
部
を
日
本
人
に
提
供

し
、
寄
付
金
の
代
わ
り
に
授
業
料
を
徴
収
し

た
ら
ど
う
か
」
と
提
案
。
そ
れ
が
Ｂ
Ｂ
Ｔ
と

ボ
ン
ド
大
学
の
合
弁
事
業
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

ブ
レ
イ
ル
ズ
フ
ォ
ー
ド
　
現
在
、
Ｂ
Ｂ
Ｔ
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
加
え
て
、
毎
年
50

〜
１
０
０
人
の
日
本
人
学
生
が
ボ
ン
ド
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
び
に
来
て
い
ま
す
。

大
前
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
伝
統
的
に

「D
ig and D

eliver

」、
つ
ま
り
鉱
産
物
を

掘
っ
て
輸
出
す
る
国
で
す
。
し
か
し
ボ
ン
ド

大
学
は
知
識
、
知
性
、
教
育
を
提
供
し
、
お

金
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
や
大
学
が
あ
る
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
は
、
そ
れ
を
貿
易
黒
字
へ
の
貢
献
と
同
じ

だ
と
認
識
し
て
何
度
か
表
彰
し
て
い
ま
す
。

鉱
物
を
輸
出
し
な
い
で
海
外
か
ら
知
的
産
物

で
お
金
を
得
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
。

ブ
レ
イ
ル
ズ
フ
ォ
ー
ド
　
今
で
は
日
本
の
ほ

か
、
北
米
や
南
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
、
世

界
中
の
学
生
が
ボ
ン
ド
大
学
に
や
っ
て
き
ま

す
。
今
回
世
界
８
位
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
で
、

さ
ら
に
国
際
的
に
リ
ー
チ
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

学
び
直
し
に
必
要
な
の
は

柔
軟
性
の
あ
る
教
育
機
会

大
前
　
日
本
で
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
重
点
を

置
く
「
学
び
直
し
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ブ
レ
イ
ル
ズ
フ
ォ
ー
ド
　
こ
の
10
年
間
で
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
に
影
響
を
受
け
て
い
な

い
産
業
は
一
つ
も
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
。
大

切
な
の
は
、
地
平
線
を
つ
ね
に
見
渡
し
、
何

が
や
っ
て
く
る
の
か
を
意
識
す
る
こ
と
。
つ

ま
り
適
応
性
を
高
め
、
未
来
志
向
の
柔
軟
な

思
考
姿
勢
を
装
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
民
間
企
業
と
起
業
家
は
自
分
た
ち
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
没
頭
し
す
ぎ
て
、
ま
わ
り
で
何
が
起

き
て
い
る
か
を
見
落
と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
「
コ
ダ
ッ
ク
・
モ
ー
メ
ン
ト
（
注
：
　

も
と
も
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
意
味
で
使

わ
れ
て
い
た
が
、
コ
ダ
ッ
ク
倒
産
以
降
、
時
代
の
変

化
に
対
応
で
き
ず
破
綻
す
る
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な

1943年生まれ。マッキンゼー・アンド・カンパニー日本支社長などを経て、現在、ビジネス・ブレークスルー大学学長を務める。近著に『日本
の論点 2024-2025』(プレジデント社)など著書多数。Kenichi Ohmae
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っ
た
）」
を
避
け
た
い
も
の
で
す
。
卒
業
生
は
、

自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
即
時
性
を
超
え
て
考
え

る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

大
前
　
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ-
Ｂ
Ｂ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

社
会
人
が
そ
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
の
に

格
好
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
高
校
を
卒
業
し

て
す
ぐ
参
加
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
多
い
の

は
35
〜
45
歳
で
、
い
わ
ゆ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
り
ま
す
。

ブ
レ
イ
ル
ズ
フ
ォ
ー
ド
　
ボ
ン
ド
大
学
は
卒

業
生
の
７
％
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
業
界
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ-

Ｂ
Ｂ
Ｔ
プ

ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
は
通
学
生
と
同
等
あ
る
い

は
よ
り
大
き
な
成
功
を
し
て
い
ま
す
。
ケ
ン

は
、
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ-

Ｂ
Ｂ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了

生
が
な
ぜ
活
躍
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

大
前
　
こ
れ
に
は
２
つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
一
つ
は
、
入
っ
て
く
る
学
生
が
国
際
社

会
で
生
活
を
築
き
た
い
と
い
う
願
望
を
強
く

持
っ
て
い
る
こ
と
。
ボ
ン
ド
大
学
は
２
年
次

に
進
学
す
る
の
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
５
０
点
と

い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

最
初
の
１
年
で
英
語
力
が
こ
の
レ
ベ
ル
に
達

す
る
自
信
が
あ
る
人
が
集
ま
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
柔
軟
性
。
85
％
が
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
あ
り
、
世
界
中
ど
こ
か
ら
で
も
受

講
で
き
、
全
日
制
で
も
な
い
。
入
学
時
期
も

年
に
３
回
あ
り
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
べ
る

と
い
う
柔
軟
性
が
、
野
心
的
な
人
々
に
Ｂ
Ｏ

Ｎ
Ｄ-

Ｂ
Ｂ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
ば
せ
る
要

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
英
語
に
自

信
が
あ
り
、
国
際
的
な
環
境
で
学
び
直
す
機

会
が
な
か
っ
た
人
が
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
関
係
改
善
の
た
め

に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
が
約
束
す
べ
き
条
件

を
書
き
出
し
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
署
名

し
た
う
え
で
首
脳
会
談
は
ス
タ
ー
ト
。
と
こ

ろ
が
う
ま
く
い
っ
た
の
は
最
初
の
５
分
だ
け

で
、
６
分
後
に
は
喧
嘩
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。
や
は
り
個
人
レ
ベ
ル
で
は
信
頼
が
築
け

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
乗
り
越
え

る
に
は
、
双
方
で
十
分
な
数
が
関
わ
っ
て
接

点
を
増
や
す
し
か
な
い
。

　
そ
の
点
、
日
本
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
大
勢
の
観
光
客
が
来
ま
す
。
長
野
や
北
海

道
ニ
セ
コ
で
は
、
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
ス
キ
ー
ヤ
ー
を
見
か
け
ま
す
。
そ
の
逆
も

然
り
。
日
本
人
は
シ
ド
ニ
ー
と
ゴ
ー
ル
ド
コ

ー
ス
ト
が
好
き
で
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
日
本
の
20
倍
の
面
積
が
あ
る
の
で
、
ほ
か

に
も
魅
力
的
な
目
的
地
が
あ
る
は
ず
。
双
方

が
お
互
い
の
地
域
に
直
接
足
を
運
ぶ
こ
と
で

関
係
は
さ
ら
に
深
ま
り
ま
す
。

ブ
レ
イ
ル
ズ
フ
ォ
ー
ド
　
そ
の
観
点
で
も
Ｂ

Ｏ
Ｎ
Ｄ-

Ｂ
Ｂ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
貢
献
で
き

ま
す
。
ボ
ン
ド
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

「Lim
itless

」
と
名
づ
け
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
あ
り
、
卒
業
生
約
３
万
人
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
日
本
人
の
卒
業
生
１

５
０
０
人
の
名
前
も
刻
ま
れ
て
い
て
、
卒
業

生
が
休
暇
で
家
族
と
一
緒
に
来
て
写
真
を
撮

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
が
一
人
増
え

る
た
び
に
、
太
平
洋
を
越
え
て
日
本
と
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
か
か
る
橋
に
煉
瓦
が
一
つ

加
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
つ
も
り
で
今
後
も
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
い
で
す
ね
。 

構成＝村上 敬　撮影＝的野弘路（86ページ）・宇佐美雅浩（87ページ）

ボンド大学学長。金融と投資の専門家であり、投資管理と評価の分野で産業界や政府のコンサルタントや顧問としても活躍。2012年から
現職。Tim Brailsford

大
学
は
全
然
変
わ
っ
て
い
な
い
。

日
豪
関
係
を
さ
ら
に

強
固
に
す
る
た
め
に

大
前
　
日
豪
関
係
に
つ
い
て
も
話
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
20
年
前
、
日
本
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
と
っ
て
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
し
た
。

し
か
し
今
で
は
中
国
に
抜
か
れ
て
第
２
位
で

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
た
ち
の
心
の
中
で
、

日
本
は
ど
れ
く
ら
い
重
要
で
す
か
。

ブ
レ
イ
ル
ズ
フ
ォ
ー
ド
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
「
握
手
取
引
」
を
重
視
す
る
社
会
で
す
。

契
約
書
と
別
に
、
握
手
し
た
時
点
で
「
お
互

い
悪
い
こ
と
を
し
な
い
」
と
真
実
の
誓
い
を

交
わ
す
の
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
信
頼

の
文
化
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
点
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
日
本
に
対
し
て
信
頼
を
置

い
て
き
ま
し
た
。
個
人
レ
ベ
ル
で
も
個
々
人

の
誠
実
さ
は
非
常
に
高
く
、
政
府
レ
ベ
ル
で

も
常
に
信
頼
と
尊
重
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
他
の
国
に
対
し
て
は
便
宜
主
義
的

に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
関
係

が
良
好
な
と
き
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
も
な
い

と
き
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
る
な
ら
日
本
は

結
婚
し
て
お
互
い
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
相
手
で
、

中
国
は
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
と
ガ
ー
ル
フ
レ
ン

ド
の
よ
う
な
波
が
あ
る
関
係
で
す
（
笑
）。

大
前
　
信
頼
関
係
を
強
く
す
る
に
は
接
点
を

増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
の

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
て
い
た
こ
ろ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ポ
ー

ル
・
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
関
係
改
善
を
依
頼
さ

で
い
る
の
で
、
卒
業
生
が
成
功
す
る
の
は
当

た
り
前
で
す
。
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

追
う
と
、
多
く
の
人
が
卒
業
後
５
年
で
年
収

が
入
学
時
に
比
べ
て
５
万
㌦
以
上
増
え
て
い

ま
す
。

ブ
レ
イ
ル
ズ
フ
ォ
ー
ド
　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
お
い
て
柔
軟
性
は
大
切
。
柔
軟
性
が
あ
れ

ば
、
仕
事
に
忙
し
い
人
で
も
受
講
が
で
き
ま

す
。
ボ
ン
ド
大
学
の
修
士
コ
ー
ス
は
、
２
〜

５
日
間
の
短
期
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
短
期

コ
ー
ス
は
経
営
者
が
最
新
の
情
報
を
得
た
り
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維

持
・
拡
大
に
も
役
立
ち
ま
す
。

大
前
　
日
本
の
大
学
は
そ
も
そ
も
柔
軟
性
が

な
い
の
で
す
。
ボ
ン
ド
大
学
は
学
位
を
取
る

の
に
最
短
２
年
、
平
均
３
年
で
し
ょ
う
。
一

方
、
日
本
は
卒
業
証
書
を
得
る
た
め
に
４
年

待
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
４
年
も
我
慢

す
る
必
要
は
な
い
。
大
切
な
の
は
卒
業
証
書

で
は
な
く
、
そ
の
人
に
何
が
で
き
る
か
で
す
。

企
業
は
す
で
に
Ａ
Ｉ
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ス

キ
ル
に
注
目
し
て
採
用
を
始
め
て
い
る
の
に
、

大前研一氏とティム・ブレイルズフォード氏（ボ
ンド大学学長）。
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の
人
生
が
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く
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明治大学文学部教授。1960年、静岡県生まれ。東京大学法学部卒業後、同大学院教育学研究科博士課程などを経て現
職。『大人の語彙力ノート』（SBクリエイティブ）、『難しい本をどう読むか』（草思社）、『BATNA─交渉のプロだけが知っている

「奥の手」の作り方』（共著・プレジデント社）、『「考えすぎて言葉が出ない」がなくなる』（サンマーク出版）など著書多数。

Takashi Saito

　
年
長
者
が
下
の
世
代
に
何
か
し
て
あ

げ
た
い
と
思
う
の
は
、
若
い
力
に
期
待

し
、
自
分
も
一
緒
に
夢
を
見
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
人
生
で
や
り
た
い
こ
と
を
す

べ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
人
は
ご
く
少
数

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
若
手
を
応
援
し
、

自
分
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
達
成
す

る
姿
を
見
た
い
。
そ
れ
は
人
間
に
と
っ

て
自
然
な
感
情
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
１
９
３
８
年
に
発
表
さ
れ
た
岡
本
か

の
子
作
『
老ろ

う

妓ぎ

抄し
ょ
う』
は
、
あ
る
思
い
を

一
人
の
若
者
に
託
し
た
老
女
が
主
役
の

作
品
で
、
明
治
以
降
の
日
本
文
学
史
上
、

屈
指
の
名
短
編
と
称
さ
れ
ま
す
。
芸げ

い

妓ぎ

と
し
て
長
年
勤
め
を
続
け
、
今
は
一
定

の
財
産
も
で
き
て
、
気
が
向
い
た
座
敷

に
だ
け
出
れ
ば
い
い
。
そ
ん
な
自
由
が

許
さ
れ
る
立
場
に
な
っ
た
老
妓
が
、
家

に
出
入
り
す
る
電
気
器
具
店
の
青
年
・

柚ゆ

木き

と
知
り
合
っ
た
こ
と
で
物
語
が
動

き
出
し
ま
す
。
柚
木
は
快
活
な
若
者
で
、

若
手
に
期
待
す
る
の
は

自
分
も
夢
見
た
い
か
ら

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
も
の
を
若
手
に
継
承
し
、
次
世

代
を
育
て
た
い
と
の
思
い
が
強
く
な
る

も
の
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
な
ら
、

仕
事
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
知
見
を
部

下
や
後
輩
に
伝
え
た
い
と
考
え
る
で
し

ょ
う
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
活
躍
し

た
人
が
、
子
ど
も
た
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
野
球
や
剣
道
を
教
え
る
ケ
ー
ス
が

多
い
の
も
同
様
の
理
由
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
あ
る
い
は
長
年
働
い
て
貯
め
た
お
金

を
若
い
人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
た
い

と
考
え
る
人
も
い
ま
す
。
私
が
教
え
て

い
る
大
学
も
多
く
の
方
か
ら
寄
付
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
奨
学
金
や
研
究
費
と

し
て
学
生
た
ち
の
支
援
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
財
産
の
継
承
も
、

次
世
代
育
成
に
つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い

行
い
だ
と
思
い
ま
す
。

す
ぐ
に
老
妓
と
も
軽
口
を
叩
き
合
う
間

柄
に
な
り
ま
す
。

「
柚
木
君
の
仕
事
は
チ
ャ
チ
だ
ね
。
一

週
間
と
保も

っ
た
試
し
は
な
い
ぜ
」

　
電
気
修
理
の
腕
を
茶
化
す
言
葉
を
放

っ
た
老
妓
に
、
青
年
は
こ
う
返
し
ま
す
。

「
そ
り
ゃ
そ
う
さ
、
こ
ん
な
つ
ま
ら
な

い
仕
事
は
。
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
起
ら
な
い

か
ら
ね
え
」

　
パ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
何
だ
と
尋
ね
る
老

妓
に
、「
君
た
ち
の
社
会
の
言
葉
で
い

う
な
ら
、
う
ん
、
そ
う
だ
、
い
ろ
気
が

起
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」
と
答
え
る

柚
木
。
そ
れ
を
聞
い
た
老
妓
は
、
自
分

の
生
涯
に
対
し
て
憐
れ
み
の
感
情
が
湧

き
上
が
り
ま
す
。
過
去
に
勤
め
た
座
敷

の
数
々
を
思
い
返
す
と
、
ど
れ
も
こ
れ

も
パ
ッ
シ
ョ
ン
と
や
ら
が
起
こ
ら
な
か

っ
た
。
そ
う
気
づ
い
て
寂
し
く
な
っ
た

の
で
す
。

　
こ
れ
は
私
に
も
思
い
当
た
る
節
が
あ

り
ま
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要
求
に
応

え
る
こ
と
を
優
先
し
た
結
果
、
思
い
通

り
に
仕
事
が
で
き
ず
、
自
分
の
魂
が
削

ら
れ
た
よ
う
な
感
覚
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
が
柚
木
の
言
う
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
が

起
ら
な
い
」
仕
事
で
あ
り
、
皆
さ
ん
も

似
た
よ
う
な
感
覚
を
経
験
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は

そ
の
感
覚
が
嫌
だ
っ
た
の
で
、
ど
ん
な

仕
事
も
パ
ッ
シ
ョ
ン
全
開
で
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
老
妓
の
よ
う

に
現
役
と
し
て
の
役
割
を
ほ
ぼ
終
え
た

後
で
「
自
分
は
仕
事
に
情
熱
を
注
い
で

こ
な
か
っ
た
」
と
自
覚
す
る
の
は
哀
し

い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
老
妓
は
自
分
を
憐
れ
む
だ
け

で
終
わ
る
女
性
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
彼
女
が
柚
木
に
「
ど
う
い
う
仕
事

な
ら
い
ろ
気
が
起
る
ん
だ
い
」
と
聞
く

と
、
彼
は
電
気
関
係
の
特
許
を
取
っ
て

金
を
儲
け
た
い
と
答
え
ま
す
。
そ
こ
で

老
妓
は
「
早
く
そ
れ
を
や
れ
ば
い
い
じ

ゃ
な
い
か
」
と
青
年
を
け
し
か
け
、
こ

期
待
を
か
け
た
若
手
が
な
ぜ
か
育
た
な
い
本
当
の
理
由
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「
君
、思
う
存
分
に
や
っ
て
み
ち
ゃ
ど
う
だ
ね
」

岡
本
か
の
子
●
小
説
家
（
一
八
八
九
〜
一
九
三
九
）

す
。
植
物
に
水
を
や
り
す
ぎ
る
と
根
腐

れ
す
る
よ
う
に
、
老
妓
が
与
え
た
環
境

が
あ
ま
り
に
快
適
す
ぎ
て
、
逆
効
果
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　
さ
ら
に
柚
木
は
老
妓
の
心
情
に
つ
い

て
、「
彼
女
に
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を

自
分
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
」

と
思
い
至
り
ま
す
。
誰
か
の
人
生
を
代

う
提
案
し
ま
す
。

「
食
べ
る
方
は
引
受
け
る
か
ら
、
君
、

思
う
存
分
に
や
っ
て
み
ち
ゃ
ど
う
だ
ね
」

　
こ
う
し
て
柚
木
は
老
妓
が
所
有
す
る

住
居
に
移
り
、
発
明
に
専
念
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
老
妓
は
青
年
が
望
む
通

り
に
家
の
一
部
を
工
房
に
改
装
し
、
必

要
な
機
械
類
も
買
い
与
え
て
、
研
究
に

打
ち
込
め
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
自

分
が
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
な
い
生
涯
を
送
っ

て
き
た
な
ら
、
こ
の
若
者
の
パ
ッ
シ
ョ

ン
に
懸か

け
て
み
た
い
。
彼
女
は
そ
う
夢

見
た
の
で
す
。

期
待
を
重
荷
に
せ
ず

若
手
を
育
て
る
に
は

　
柚
木
も
当
初
は
こ
の
生
活
に
幸
福
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
し
ば
ら

く
経
つ
と
、
次
第
に
や
る
気
を
失
っ
て

い
き
ま
す
。
人
に
使
わ
れ
て
働
い
て
い

た
頃
は
、
発
明
に
没
頭
で
き
た
ら
さ
ぞ

楽
し
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

い
ざ
そ
の
通
り
に
な
っ
た
ら
、
毎
日
が

単
調
で
息
苦
し
く
思
え
て
き
た
か
ら
で

わ
り
に
生
き
る
な
ん
て
、
自
分
は
大
変

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
背
負
わ
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
感
じ
た
青

年
は
た
び
た
び
家
か
ら
逃
げ
出
し
ま
す

が
、
そ
の
た
び
に
老
妓
が
探
し
出
し
て

は
連
れ
戻
す
と
い
う
関
係
が
続
き
ま
す
。

　
若
者
に
期
待
を
託
す
こ
と
で
、
自
分

も
再
び
人
生
の
情
熱
を
取
り
戻
し
、
最

後
に
も
う
一
花
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
老
妓
の
思

い
に
共
感
す
る
人
は
少
な
く
な
い
は
ず

で
す
。
と
は
い
え
現
実
に
若
い
世
代
を

育
成
す
る
場
合
、
年
長
者
の
期
待
が
重

荷
に
な
る
の
は
避
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
職
場
の
若
手
を
育
成
す
る
際
も
、
何

か
ら
何
ま
で
お
膳
立
て
す
る
の
で
は
な

く
、
本
人
が
や
り
た
い
こ
と
を
自
由
に

挑
戦
さ
せ
て
、「
失
敗
し
て
も
自
分
が

カ
バ
ー
す
る
か
ら
」
と
伝
え
て
見
守
る

く
ら
い
の
ほ
う
が
、
相
手
も
自
信
を
つ

け
て
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

構成＝塚田有香　撮影＝川しまゆうこ　イラストレーション＝米山夏子

名言出典＝『老妓抄』（新潮文庫）
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rules for leaders Isao Iijim
a

リ
ー
ダ
ー
の
掟
飯
島 

勲

秘書官。現在、内閣参与（特命担当）、松本歯科大学特命教授、ウガンダ共和国大統領顧問兼政府顧問、コソボ共和国名誉大使。最新刊『日本人の底力』好評発売中。

１
２
３
万
円
と

１
７
８
万
円
の
攻
防

　
２
０
２
４
年
度
補
正
予
算
が
成
立
し
た
。

自
公
の
与
党
だ
け
で
な
く
、
日
本
維
新
の
会

と
国
民
民
主
党
も
賛
成
に
回
っ
た
。
日
本
経

済
・
地
方
経
済
の
成
長
、
物
価
高
の
克
服
、

国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の
３
本
柱
か
ら

な
る
補
正
予
算
案
に
は
、
立
憲
民
主
党
の
主

張
を
反
映
し
て
、
能
登
半
島
地
震
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
の
予
算
を
追
加
し
た
が
、
同
党

は
本
会
議
の
採
決
で
は
反
対
し
た
。
少
数
与

党
と
な
っ
て
初
め
て
の
国
会
だ
っ
た
が
、
石

破
内
閣
は
野
党
と
の
協
力
に
成
功
し
、
今
後

の
見
通
し
が
明
る
く
な
っ
た
と
思
う
。

　
石
破
茂
首
相
自
身
も
成
立
後
の
記
者
会
見

で
「
本
当
に
良
い
審
議
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
与
野
党
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

を
頂
い
て
、
非
常
に
か
み
合
っ
た
良
い
議
論

に
な
り
、
あ
あ
い
う
形
で
成
立
を
し
た
と
い

う
の
は
、
非
常
に
有
り
難
い
こ
と
だ
っ
た
と

思
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
か
ら
、
自
信

を
持
て
た
の
だ
と
感
じ
た
。

　
こ
の
臨
時
国
会
の
話
題
の
中
心
は
「
年
収

の
壁
」
だ
っ
た
。
国
民
民
主
党
が
10
月
の
衆

院
選
で
公
約
に
掲
げ
た「
手
取
り
を
増
や
す
」

政
策
の
一
つ
と
し
て
、
関
心
が
一
気
に
高
ま

っ
た
も
の
だ
が
、
会
期
中
に
は
国
民
民
主
党

と
の
合
意
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
ず
、「
１
０
３
万
円
の
壁
」
だ
。
こ
れ

を
超
え
る
と
所
得
税
が
生
じ
る
制
度
の
改
正

に
つ
い
て
、
与
党
側
は
非
課
税
枠
を
１
２
３

万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、

国
民
民
主
側
は
１
７
８
万
円
を
主
張
し
、
交

渉
が
難
航
し
て
い
る
。
非
課
税
枠
が
増
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
税
金
を
納
め
る

人
が
減
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
税
収
は
減
少

す
る
。
国
民
民
主
党
の
主
張
通
り
、
非
課
税

枠
１
７
８
万
円
に
な
る
と
、
政
府
試
算
で
７

兆
円
以
上
と
な
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
減
っ

た
分
の
税
収
を
ど
う
や
っ
て
確
保
す
る
か
が

問
題
に
な
っ
て
く
る
。
今
年
は
参
議
院
選
挙

も
あ
る
の
で
、
国
民
の
大
多
数
の
生
活
に
影

響
の
出
る
よ
う
な
増
税
は
し
づ
ら
い
。
と
な

る
と
、
狙
わ
れ
る
の
が
タ
バ
コ
か
酒
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
。

　
私
の
愛
す
る
タ
バ
コ
の
価
格
の
ほ
と
ん
ど

が
税
金
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の

連
載
の
読
者
な
ら
ご
存
じ
の
通
り
だ
。
し
か

し
、
世
界
に
は
も
っ
と
タ
バ
コ
が
高
い
国
が

あ
る
。
マ
ル
ボ
ロ
１
箱
の
価
格
の
国
際
価
格

ラ
ン
キ
ン
グ
（
21
年
）
で
、
１
位
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
26
・
50
㌦
。
１
㌦
１
５
５
円
で

換
算
す
る
と
４
１
０
８
円
だ
。
以
下
、
２
位

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
24・26
㌦
（
３
７
６
０
円
）、

３
位
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
16・20
㌦（
２
５
１
１
円
）

と
続
く
。
日
本
は
１
箱
６
０
０
円
だ
か
ら
、

相
対
的
に
見
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
安
い
。
こ
れ

な
ら
タ
バ
コ
税
を
も
う
少
し
増
税
し
て
も
、

と
財
務
省
が
考
え
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
私
も
国
民
の
一
人
と
し
て
、
納
税
の
義
務

は
果
た
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
。
た
だ
、
愛
煙
家
だ
け
に
負
担
が

増
え
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
同

じ
愛
煙
家
の
石
破
首
相
な
ら
共
感
し
て
も
ら

え
る
は
ず
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
12
月
16
日
の
参
院
予
算
委
員

会
で
、日
本
維
新
の
会
の
松
沢
成
文
議
員（
前

神
奈
川
県
知
事
）
か
ら
、
禁
煙
を
迫
ら
れ
た
石

破
首
相
は
「
一
日
数
本
ま
で
減
り
、
ゼ
ロ
に

な
る
ま
で
も
う
少
し
だ
。
禁
煙
に
向
け
努
力

し
て
い
る
」
と
答
え
て
い
た
。

　
こ
の
と
き
の
質
疑
で
は
、
佳
子
夫
人
の
い

る
自
宅
で
喫
煙
し
な
い
の
か
と
の
質
問
に
、

首
相
は
「
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
許
容
さ
れ
る

状
況
に
な
い
」
と
家
庭
内
事
情
を
答
弁
し
、

笑
い
を
誘
っ
た
。
周
囲
の
受
動
喫
煙
の
防
止

に
関
連
し
て
、
首
相
官
邸
や
政
府
専
用
機
で

の
喫
煙
の
経
験
を
問
わ
れ
る
と
、「
当
然
、

法
律
は
存
じ
て
い
る
。
決
ま
り
は
守
ら
な
い

と
い
け
な
い
」
と
応
じ
た
。
石
破
首
相
は
確

か
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し
て
い
る
。

一
国
の
首
相
が
、
ホ
テ
ル
の
玄
関
脇
に
あ
る

喫
煙
所
で
吸
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

　
翌
日
の
新
聞
各
紙
は
、
こ
の
や
り
と
り
を

笑
い
話
と
し
て
紹
介
し
て
い
た
が
、
私
は
複

雑
な
気
持
ち
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
石
破
首
相

と
の
喫
煙
所
で
の
遭
遇
を
紹
介
し
た
回
が
掲

載
さ
れ
た
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
発
売
直
後
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
人
知
れ
ず
タ
バ

コ
を
楽
し
ん
で
い
た
石
破
首
相
に
迷
惑
を
か

け
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
っ
た
の
だ
。

私
の
希
望
と
し
て
は
、
そ
れ
で
も
石
破
首
相

に
は
タ
バ
コ
を
や
め
な
い
で
ほ
し
い
。
数
少

な
い
愛
煙
家
仲
間
と
し
て
と
も
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

　
で
は
、
酒
税
を
上
げ
る
か
と
い
う
と
、
こ

れ
も
ま
た
難
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
飲
食

減
税
の
代
償
。

「
１
０
３
万
円
の
壁
」撤
廃
で

何
が
増
税
さ
れ
る
の
か
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店
は
非
常
に
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

飲
食
店
が
利
益
を
伸
ば
す
に
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
類
の
売
り
上
げ
が
重
要
な
の
だ
。
だ
か
ら
、

コ
ー
ス
料
理
の
注
文
を
受
け
た
ら
、
酒
を
飲

む
客
の
場
合
は
、
料
理
を
ゆ
っ
く
り
出
し
て

飲
み
物
が
進
む
よ
う
に
す
る
。
逆
に
お
酒
を

飲
ま
な
い
客
の
場
合
は
、
料
理
を
ど
ん
ど
ん

出
し
て
、
回
転
を
速
め
る
と
い
う
の
が
セ
オ

リ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
は
忘
年
会
や

新
年
会
の
開
催
も
減
っ
て
、
飲
食
業
は
ピ
ン

チ
だ
。
そ
ん
な
中
で
、
酒
税
の
税
率
ア
ッ
プ

な
ど
強
行
す
れ
ば
、
石
破
内
閣
に
は
大
打
撃

だ
。
参
院
で
も
過
半
数
を
失
い
か
ね
な
い
。

「
年
収
の
壁
」
が
撤
廃
さ
れ
れ
ば
、
確
か
に

手
取
り
は
上
が
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
一
部
の
国
民
の
生
活
が
圧
迫
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
も
、
石
破
首
相
の
手
腕
に
期
待
し

て
い
る
。

警
察
に
大
き
な

権
限
を
与
え
て
い
い
の
か

　
こ
の
よ
う
に
、
法
改
正
は
国
民
の
生
活
に

大
き
く
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
。
そ
し
て
石

破
首
相
が
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、

闇
バ
イ
ト
対
策
が
あ
る
。
犯
罪
グ
ル
ー
プ
が

利
用
す
る
匿
名
性
の
高
い
通
信
手
段
へ
の
対

抗
手
段
と
し
て
、
石
破
首
相
は
捜
査
員
が
架

空
の
身
分
証
を
使
っ
て
犯
罪
グ
ル
ー
プ
に
接

触
す
る
捜
査
手
法
の
導
入
に
つ
い
て
「
効
果

的
な
活
用
の
在
り
方
を
検
討
す
る
」
と
前
向

き
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
警
察
官
が
身
分

を
隠
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
闇

し
な
い
よ
う
な
抑
止
力
を
設
定
し
て
ほ
し
い

と
思
う
。

　
少
数
与
党
に
な
っ
た
か
ら
、
政
権
与
党
が

国
民
の
生
活
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
自
民
党
一
強
と
言
わ
れ
た

当
時
に
行
わ
れ
た
法
律
の
改
正
が
国
民
生
活

に
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
例
も
紹
介
し
て
お

こ
う
。
菅
義
偉
官
房
長
官
（
当
時
）
の
「
携

帯
料
金
４
割
値
下
げ
」
か
ら
始
ま
っ
た
電
気

通
信
事
業
法
の
改
正
で
あ
る
。

　
法
改
正
以
前
の
携
帯
電
話
各
社
は
、
消
費

者
が
一
度
携
帯
電
話
を
契
約
す
る
と
解
約
す

る
の
が
難
し
く
な
る
よ
う
に
端
末
の
本
体
代

金
の
分
割
払
い
と
連
動
し
た
割
引
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
設
定
し
て
き
た
が
、
菅
元
首
相
の
時

代
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
ル
ー
ル
の
変
更
が

随
時
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
こ

の
よ
う
な
料
金
と
端
末
代
金
が
関
係
す
る
販

売
形
態
が
禁
止
と
な
っ
た
。
ま
た
、
違
約
金

や
引
き
止
め
行
為
に
関
す
る
消
費
者
保
護
ル

ー
ル
も
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
知
識
の
な
い

人
や
、
押
し
に
弱
い
人
が
解
約
で
き
ず
同
じ

キ
ャ
リ
ア
に
と
ど
ま
り
続
け
る
よ
う
な
こ
と

は
な
く
な
っ
た
。

　
た
だ
、
少
数
与
党
に
な
っ
た
影
響
で
、
政

策
そ
の
も
の
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
こ

と
は
事
実
だ
。
今
年
の
夏
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
、
東
京
都
議
会
選
挙
と
参
議
院

選
挙
が
行
わ
れ
る
。
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
で
は

な
く
、
政
党
や
候
補
者
の
政
策
に
注
目
し
て

も
ら
い
た
い
。
政
策
を
軸
に
候
補
者
を
選
べ

ば
、
生
活
は
き
っ
と
よ
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

 

は
、
闇
バ
イ
ト
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
後
も
、

捜
査
の
た
め
な
ら
架
空
の
身
分
証
を
使
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。
大
多
数
の
警
察
官
は

国
民
の
安
全
の
た
め
に
一
生
懸
命
働
い
て
い

る
が
、
そ
の
一
方
で
警
察
官
の
不
祥
事
は
な

く
な
ら
な
い
。
も
し
や
る
の
で
あ
れ
ば
、
警

察
と
い
う
大
き
な
権
力
を
持
つ
組
織
が
暴
走

バ
イ
ト
募
集
に
応
じ
る
と
き
に
、
架
空
の
名

義
の
運
転
免
許
証
な
ど
を
使
う
捜
査
手
法
を

許
容
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
こ
れ
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
公
文
書
偽
造
な

ど
の
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
が
、
捜
査
の
た
め

な
ら
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
あ
ま

り
賛
成
で
き
な
い
。
私
が
懸
念
し
て
い
る
の

予算委員会で答弁を行う石破首相。喫煙に関する質疑が「微笑ましい話題」として広まったが「103万円の壁
が撤廃され、税収確保の動きが出れば、石破首相の禁煙が笑い話で済まなくなる可能性もある」と飯島氏は
現状を憂いた。
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ツ
イ
ッ
タ
ー
改
革
の
手
法
で

政
府
歳
出
を
改
革
す
る

　
２
０
２
４
年
11
月
５
日
に
投
開
票
が
行
わ

れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
は
、
共
和
党
の

大
統
領
候
補
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の
圧

勝
に
終
わ
っ
た
。
世
界
の
人
々
の
関
心
は
今

や
、
25
年
１
月
20
日
に
就
任
す
る
ト
ラ
ン
プ

次
期
大
統
領
の
政
権
構
想
と
、
閣
僚
人
事
に

移
っ
て
い
る
。
な
か
で
も「
ト
ラ
ン
プ
人
事
」

の
目
玉
と
い
え
る
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
テ
ス
ラ
や
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最

高
経
営
責
任
者
）
を
務
め
る
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス

ク
氏
の
政
権
入
り
だ
ろ
う
。

　
大
統
領
選
の
最
中
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
暗
殺

未
遂
事
件
が
起
こ
っ
た
24
年
７
月
13
日
に
、

マ
ス
ク
氏
は
ト
ラ
ン
プ
支
持
を
正
式
に
表
明

し
た
。

　
以
後
、
10
月
に
入
っ
て
か
ら
は
ト
ラ
ン
プ

氏
の
集
会
に
参
加
し
て
応
援
演
説
を
し
た
り
、

激
戦
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
で
「
毎
日
１
人

の
有
権
者
に
１
０
０
万
㌦
を
贈
る
」
と
表
明

し
た
り
と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
勝
利
に
大
き
く
貢

献
し
た
。
選
挙
戦
の
期
間
中
、
マ
ス
ク
氏
は

ト
ラ
ン
プ
陣
営
に
少
な
く
と
も
１
億
１
９
０

０
万
㌦
（
１
８
３
億
円
）
の
献
金
を
行
っ
た
と

さ
れ
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
次
期
政
権
で
「
政
府
効
率

化
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
）
」
と
い
う
諮
問
機
関
を
新

設
す
る
と
発
表
し
た
。
同
省
は
連
邦
政
府
全

体
の
監
査
役
を
担
い
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
マ
ス

ク
氏
と
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ッ
ク・
ラ
マ
ス
ワ
ミ
氏
（
製

薬
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
ロ
イ
バ
ン
ト
・
サ
イ
エ
ン

シ
ズ
の
創
業
者
）
を
同
省
の
ト
ッ
プ
に
据
え
た
。

　
マ
ス
ク
氏
は
大
統
領
選
の
期
間
中
、
自
分

が
手
に
掛
け
れ
ば
年
６
兆
７
５
０
０
億
㌦

（
約
１
０
０
０
兆
円
）
の
連
邦
政
府
歳
出
の
う
ち
、

約
30
％
に
あ
た
る
２
兆
㌦
（
約
３
０
０
兆
円
）

を
削
減
で
き
る
と
表
明
。
11
月
21
日
に
は
マ

ス
ク
氏
と
ラ
マ
ス
ワ
ミ
氏
が
ウ
ォ
ー
ル
・
ス

ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
連
名
で
寄
稿
し
、

連
邦
政
府
の
歳
出
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
す
る
Ｄ

Ｏ
Ｇ
Ｅ
計
画
を
発
表
し
た
。
具
体
的
に
は
国

際
機
関
へ
の
無
償
供
与
15
億
㌦
や
米
国
公
共

放
送
協
会
へ
の
支
出
５
億
㌦
な
ど
が
削
減
対

象
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、連
邦
政
府
の「
大

規
模
な
人
員
削
減
」
に
踏
み
切
る
こ
と
は
可

能
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　
マ
ス
ク
氏
と
い
え
ば
、
22
年
に
ツ
イ
ッ
タ

ー
を
買
収
し
た
後
、
取
締
役
の
全
員
を
解
任

し
て
従
業
員
の
約
８
割
を
解
雇
す
る
な
ど
、

大
胆
な
リ
ス
ト
ラ
策
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
を
削

減
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
今
度
は
連

邦
政
府
で
も
、
同
じ
こ
と
が
で
き
る
立
場
に

な
る
よ
う
だ
。

　
マ
ス
ク
氏
の
買
収
に
よ
っ
て
ツ
イ
ッ
タ
ー

は
Ｘ
と
名
称
を
変
更
し
、
非
上
場
化
に
踏
み

切
っ
た
。
そ
し
て
マ
ス
ク
氏
は
人
員
整
理
に

よ
る
組
織
改
革
を
行
い
、
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
か

ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
有
料
の
公
式
承
認
バ

ッ
ジ
を
導
入
す
る
な
ど
、
数
々
の
改
革
を
短

期
間
で
実
施
し
た
。
マ
ス
ク
氏
は
大
胆
に
リ

ス
ト
ラ
を
す
る
一
方
で
、
必
ず
組
織
の
生
産

性
を
高
め
て
い
く
。

　
単
な
る
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
で
は
な
く
、
組
織

改
革
と
Ａ
Ｉ
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い

た
Ｄ
Ｘ
で
必
ず
効
率
性
・
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
の
が
「
イ
ー
ロ
ン
ウ
ェ
イ
」
だ
。
政
府

に
対
し
て
も
、
マ
ス
ク
氏
は
同
じ
よ
う
な
改

革
を
行
う
だ
ろ
う
。

　
マ
ス
ク
氏
が
掲
げ
る
政
府
歳
出
の
30
％
削

減
に
対
し
て
は
、
懐
疑
的
な
見
方
も
多
い
。

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
期
待
通
り
に
マ
ス

ク
氏
率
い
る
「
政
府
効
率
化
省
」
が
機
能
す

れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
国
と
し
て
競
争
力
を
高

め
て
い
け
る
。

　
マ
ス
ク
氏
が
ト
ラ
ン
プ
新
政
権
に
影
響
力

を
持
て
ば
、
自
動
車
産
業
や
宇
宙
産
業
な
ど

に
お
け
る
規
制
緩
和
を
大
き
く
働
き
か
け
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
政
府
の
さ
ま

ざ
ま
な
調
達
へ
の
ア
ク
セ
ス
拡
大
も
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
そ
し
て
マ
ス
ク
氏
が
経
営
す
る
ス
ペ
ー
ス

Ｘ
は
宇
宙
産
業
だ
が
、
同
時
に
防
衛
産
業
に

も
転
用
で
き
る
技
術
を
持
つ
。
同
社
が
設
計
、

所
有
、
運
営
し
て
い
る
衛
星
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
」
は
、
す
で
に
マ

ス
ク
氏
に
よ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
提
供
さ
れ
、

ロ
シ
ア
と
の
情
報
戦
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
軍

事
・
防
衛
産
業
と
い
う
側
面
か
ら
も
マ
ス
ク

氏
の
役
割
が
強
化
さ
れ
る
と
想
定
で
き
る
。

　
外
交
・
地
政
学
に
お
い
て
も
マ
ス
ク
氏
の

影
響
力
は
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。
テ
ス
ラ
は
19

年
か
ら
上
海
で
超
大
量
生
産
が
可
能
な
工
場

「
ギ
ガ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」を
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
テ
ス
ラ
初
の
海
外
工
場
を
誘
致
し
た
の

は
、
当
時
は
上
海
市
共
産
党
委
員
会
書
記
だ

っ
た
李
強
首
相
だ
。

　
ま
た
、
マ
ス
ク
氏
は
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

田中道昭の
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大
統
領
と
22
年
終
盤
か
ら
定
期
的
に
対
話
し

て
い
た
と
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ

ー
ナ
ル
が
報
じ
て
お
り
、
23
年
11
月
に
は
ア

メ
リ
カ
を
訪
れ
た
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席

と
の
夕
食
会
に
ア
ッ
プ
ル
の
テ
ィ
ム
・
ク
ッ

ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ら
と
と
も
に
参
加
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
米
中
関
係
は
マ
ス
ク
氏
の
政

権
入
り
に
よ
っ
て
複
雑
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
対
中
関
税
の
１
０
０
％

へ
の
引
き
上
げ
を
公
約
に
す
る
な
ど
厳
し
い

姿
勢
を
見
せ
て
い
る
一
方
で
、
マ
ス
ク
氏
の

テ
ス
ラ
に
と
っ
て
中
国
は
生
産
に
お
い
て
も

市
場
と
し
て
も
最
重
要
地
域
だ
。

　
ト
ラ
ン
プ
新
政
権
が
対
中
強
硬
路
線
を
と

れ
ば
、
関
税
だ
け
で
な
く
中
国
の
ハ
イ
テ
ク

産
業
へ
の
圧
力
も
か
け
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
中
国
に
と
っ
て
マ
ス

ク
氏
の
存
在
は
、
重
要
な
非
公
式
の
交
渉
チ

ャ
ン
ネ
ル
と
な
る
。
マ
ス
ク
氏
の
働
き
か
け

に
よ
っ
て
は
、
あ
る
程
度
融
和
す
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

閣
僚
イ
ー
ロ
ン・マ
ス
ク
に

期
待
さ
れ
る
役
割
と
は

　
気
候
変
動
政
策
に
お
い
て
も
、
温
暖
化
対

策
は
詐
欺
だ
と
し
て
き
た
ト
ラ
ン
プ
氏
と
、

テ
ス
ラ
で
Ｅ
Ｖ
を
推
進
し
て
き
た
マ
ス
ク
氏

で
は
真
逆
の
立
場
を
と
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
地
球
温
暖
化
を
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
だ
と
断
じ
、
大
統
領
就
任
日
に
即

日
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
と
し
て
い
る
。

一
方
の
マ
ス
ク
氏
は
、
こ
れ
ま
で
気
候
変
動

問
題
を
重
要
視
し
、
Ｅ
Ｖ
や
太
陽
光
発
電
な

て
き
た
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
買
収
後
に
テ
ス
ラ
株

を
大
量
売
却
し
た
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

で
「
政
府
効
率
化
省
」
が
発
足
し
た
ら
、
そ

れ
が
マ
ス
ク
氏
の
な
か
で
最
大
の
プ
ラ
イ
オ

リ
テ
ィ
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
大

局
的
に
は
、
宇
宙
レ
ベ
ル
の
壮
大
さ
で
考
え

て
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
こ

と
を
す
る
は
ず
だ
。

　
実
際
、
マ
ス
ク
氏
は
気
候
変
動
で
人
類
が

地
球
に
住
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
前
に
火
星

に
移
住
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
、
崇
高

な
目
的
を
掲
げ
て
02
年
に
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
を
立

ち
上
げ
た
。
03
年
に
は
「
気
候
変
動
を
ス
ピ

ー
ド
ダ
ウ
ン
さ
せ
よ
う
」
と
言
っ
て
テ
ス
ラ

を
設
立
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
あ
る
程

度
は
本
気
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
み
ず
か

ら
が
描
い
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指
す
た

め
に
、
大
胆
な
組
織
改
革
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
開
発
を
推
進
す
る
の
が
「
イ
ー
ロ
ン
ウ
ェ

イ
」
な
の
だ
。

　
マ
ス
ク
氏
は
野
望
を
実
現
す
る
過
程
で
、

自
分
の
事
業
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
影
響

力
も
行
使
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
に
向
け
て
仕
事
を
し
な
が
ら
、
事
業
の

収
益
を
上
げ
て
い
く
。
大
義
は
必
ず
あ
っ
て
、

同
時
に
私
利
私
欲
も
あ
る
。
こ
の
表
裏
一
体

こ
そ
が
、
彼
の
真
骨
頂
で
あ
る
。

　
時
に
は
真
逆
の
ス
タ
ン
ス
を
と
る
ト
ラ
ン

プ
氏
と
マ
ス
ク
氏
の
関
係
が
、
間
も
な
く
発

足
す
る
新
政
権
で
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い

く
の
か
、
引
き
続
き
注
視
す
る
こ
と
と
し
た

い
。 

構成＝野上勇人　写真＝時事通信

支
援
と
引
き
換
え
に
ロ
シ
ア
へ
の
譲
歩
的
な

提
案
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
現
状
で
は
ロ
シ

ア
が
今
回
の
侵
攻
で
併
合
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

東
部
・
南
部
４
州
の
現
状
維
持
と
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
凍
結
が
提
示
さ
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
簡
単
に
は

停
戦
に
応
じ
な
い
は
ず
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン

プ
氏
は
前
回
の
大
統
領
時
代
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
と
直
接
交
渉
で
き
る
関
係
に
あ
っ
た
。

停
戦
が
実
現
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
と
の
経
済
関

係
の
一
部
回
復
な
ど
も
数
年
単
位
で
起
き
て

く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
ク
の
戦
略
的
活
用
と
し
て
は
、

停
戦
に
向
け
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
応
し
て
い

る
も
の
を
、
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
材
料
に
し
て

い
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、
現
状
ロ
シ
ア
に
対
し

て
経
済
制
裁
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解

除
な
ど
も
交
渉
の
材
料
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
外
交
の
局
面
に
お
い
て
、
ト
ラ

ン
プ
氏
は
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
豊
富
な
マ
ス
ク

氏
を
非
公
式
な
仲
介
役
と
し
て
活
用
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
テ
ス
ラ
、
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
、
ｘ
Ａ
Ｉ
（
生
成

Ａ
Ｉ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
）、
ニ
ュ
ー
ラ
リ
ン
ク

（
脳
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
）
な
ど
、
マ
ス
ク
氏
が
手

が
け
る
事
業
は
多
岐
に
わ
た
る
。
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
「
政
府
効
率
化
省
」
の
ト
ッ
プ
に
な

れ
ば
、
そ
の
負
荷
は
膨
大
な
も
の
と
な
る
だ

ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
マ
ス
ク
氏
は
、
自
分
が
フ
ォ
ー

カ
ス
し
た
も
の
に
対
し
て
は
物
理
学
的
ミ
ク

ロ
の
レ
ベ
ル
で
突
き
詰
め
、
リ
タ
ー
ン
を
得

ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
支
持
し

て
き
た
。

　
し
か
し
、マ
ス
ク
氏
は
最
近
に
な
っ
て「
私

は
環
境
保
護
に
賛
成
だ
が
、
気
候
変
動
を
解

決
す
る
た
め
に
農
家
を
失
業
さ
せ
る
必
要
は

絶
対
に
な
い
」
と
Ｘ
に
投
稿
す
る
な
ど
、
対

応
の
緊
急
性
に
つ
い
て
は
緩
や
か
な
立
場
を

と
っ
て
い
る
。
今
後
、
マ
ス
ク
氏
の
気
候
変

動
に
対
す
る
考
え
方
は
、
政
権
入
り
に
よ
っ

て
あ
る
程
度
軌
道
修
正
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
と
マ
ス
ク
氏
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
に
対
し
て
は
同
じ
意
見
で
、
停
戦
す
べ

き
だ
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ト
ラ
ン

プ
氏
の
大
統
領
就
任
に
伴
い
、
停
戦
交
渉
が

早
期
に
進
む
見
込
み
だ
。

　
停
戦
交
渉
の
際
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

Business News : The Frontline    Michiaki Tanaka
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それが
やれたのか

なぜ

WHY COULD IT 
BE ACCOMPLISHED?

過
去
を
す
べ
て
捨
て
て

生
ま
れ
変
わ
る
決
意

　
当
時
、
旧
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
を
利
用
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
お
客
様
の
約
80
％
が
ビ
ジ
ネ

ス
目
的
で
、
残
り
20
％
が
レ
ジ
ャ
ー
。
外
国

の
要
人
が
お
見
え
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
お
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
出
張

の
た
め
に
泊
ま
る
ホ
テ
ル
で
し
た
。
２
０
０

９
年
１
月
末
を
も
っ
て
、
老
朽
化
し
た
旧
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
は
改
築
の
た
め
に
休
館
し
ま
し

た
。

　
四
季
や
食
、
歴
史
的
遺
産
に
恵
ま
れ
た
日

本
は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
観
光
立
国
で

す
。
こ
れ
か
ら
先
の
日
本
で
は
、
ど
の
よ
う

な
ホ
テ
ル
が
お
客
様
に
選
ば
れ
る
の
か
。
丸

の
内
、
そ
れ
も
皇
居
外
苑
の
緑
を
見
渡
せ
る

立
地
を
ど
う
生
か
す
べ
き
か
。
未
来
の
こ
と

を
考
え
抜
い
た
結
果
、
新
生
「
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
東
京
」
は
思
い
切
っ
て
コ
ン
セ
プ
ト
を
変

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
旅
の
目
的
地
と
し

て
選
ば
れ
る
よ
う
な
、
最
上
質
の
一
日
を
提

供
す
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
に
生
ま
れ

変
わ
る
。
そ
の
た
め
に
、
総
工
費
７
５
０
億

円
を
か
け
て
全
館
を
建
て
替
え
ま
し
た
。

　
合
言
葉
は
、「
昔
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
過

去
に
し
ば
ら
れ
な
い
」。
当
時
の
社
長
を
は

じ
め
と
す
る
開
業
準
備
室
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

自
分
た
ち
の
手
で
ゼ
ロ
か
ら
日
本
一
の
ホ
テ

ル
を
つ
く
る
と
い
う
覚
悟
が
あ
り
ま
し
た
。

ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
で
高
品
質
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
客
室
数
を
３
８
９
室
か

ら
２
９
０
室
（
現
在
は
２
８
４
室
）
に
、
レ
ス

ト
ラ
ン
も
約
１
２
０
０
席
か
ら
約
６
０
０
席

に
減
ら
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
35
平
方
㍍
だ

っ
た
標
準
客
室
面
積
は
、
世
界
の
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
ホ
テ
ル
で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
だ
っ
た

45
平
方
㍍
に
。
客
室
に
は
海
外
の
お
客
様
が

好
む
バ
ル
コ
ニ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
テ
ラ

ス
席
を
設
け
ま
し
た
。

　
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
は
12
年
５
月
に
開
業

し
ま
し
た
が
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
約
３
年
間

の
休
館
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
の
認
知
度
は
低
下

し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
銀
座
で
タ
ク
シ

ー
の
運
転
手
に「
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
ま
で
」

と
お
願
い
す
る
と
、「
ど
こ
で
す
か
？
」
と

聞
き
返
さ
れ
た
こ
と
は
、
悔
し
い
思
い
出
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
客
室
稼
働
率
が
50
％

に
満
た
な
い
期
間
が
続
き
、
焦
り
が
な
か
っ

た
と
い
え
ば
嘘
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
絶
対
に
変
え
な
い
と
決
め
て
い

た
の
が
平
均
客
室
単
価
で
す
。
質
を
維
持
す

る
た
め
に
、
当
時
設
定
し
て
い
た
客
室
単
価

「
３
万
８
０
０
０
円
」
よ
り
も
安
く
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
ホ
テ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
か
ら
、

目
先
の
稼
働
率
に
と
ら
わ
れ
て
軸
が
ぶ
れ
る

こ
と
は
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
我
々
に
は
、
素
晴
ら
し
い
ホ
テ
ル
を
つ
く

っ
た
と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
改
築
に

あ
た
っ
て
は
、
総
支
配
人
の
渡
部
勝
が
中
心

と
な
り
、
世
界
的
に
有
名
な
ホ
テ
ル
を
徹
底

的
に
研
究
し
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
の
天
井
の
高

さ
に
は
じ
ま
り
、
バ
ス
タ
ブ
に
お
湯
が
た
ま

る
ま
で
の
時
間
、
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
の
幅
に

至
っ
て
は
１
㌢
㍍
単
位
で
検
討
。
細
部
の
細

部
ま
で
熟
考
を
重
ね
ま
し
た
。
価
格
は
下
げ

な
い
ぶ
ん
、
ク
オ
リ
テ
ィ
を
磨
き
続
け
る
。

そ
う
す
れ
ば
必
ず
、
お
客
様
に
選
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
る
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
同

じ
思
い
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

　
自
信
が
あ
っ
た
の
は
ホ
テ
ル
の
ハ
ー
ド
面

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
開
業
時
の
ス
タ
ッ

フ
の
約
８
割
は
旧
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
時
代
か
ら

在
籍
し
、
休
館
中
の
３
年
間
、
他
ホ
テ
ル
や

他
業
種
に
出
向
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

彼
ら
は
新
し
く
な
っ
た
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京

に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
優
れ
た
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
、

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
知

る
外
資
系
ホ
テ
ル
の
経
験
者
な
ど
も
加
わ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
を
踏
ま
え
た
日
本
ら
し
い

細
や
か
な
お
も
て
な
し
で
、
ソ
フ
ト
面
を
強

化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
開
業
直
後
の
最
大
の
課
題
は
、
認
知
度
を

パレスホテル社長。2011年パレスホテルに入社。パレスホテル
東京の開業に際し、セールス＆マーケティング部副部長として
マーケティングを担当。その後経理部を経て、16年に米国コー
ネル大学大学院修了。副総支配人、経営企画室長、常務取締役
などを経て20年3月から現職。

吉原大介 Daisuke Yoshihara

構成＝田中 仰　撮影＝遠藤素子

古
く
て
狭
か
っ
た
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
が

「
御
三
家
」よ
り
高
級
な
ブ
ラ
ン
ド
に
な
れ
た
理
由



WHY COULD IT BE ACCOMPLISHED?

2023年の平均客室単価は
パレスホテル東京が都内No.1
１日１室あたりの平均客室単価[ADR]ランキング（東京都）

上
げ
る
こ
と
。
特
に
意
識
し
た
の
が
、
女
性

に
選
ば
れ
る
こ
と
で
す
。
旅
行
先
で
ど
こ
に

宿
泊
す
る
か
は
、
女
性
が
決
め
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
た
め
、
国
内
外
の
女
性
誌
を
中
心

に
メ
デ
ィ
ア
露
出
を
増
や
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
普
及
も
追
い
風
と
な
り
、
滞
在
さ
れ
た

お
客
様
の
投
稿
が
次
な
る
お
客
様
を
呼
ぶ
と

い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
地
道
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
続
け
な
が
ら

磨
き
上
げ
た
サ
ー
ビ
ス
が
評
価
さ
れ
て
、
開

業
５
年
目
の
16
年
、
目
標
と
し
て
い
た
「
フ

ォ
ー
ブ
ス
・
ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド
」
の
５
つ
星

を
獲
得
。
我
々
の
よ
う
な
日
系
か
つ
独
立
系

ホ
テ
ル
は
海
外
の
お
客
様
に
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
訴
え
に
く
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
世
界
で
通
用
す
る
お
墨
付
き
を
い
た
だ

け
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
現
在
ま
で
９
年

連
続
で
５
つ
星
評
価
を
継
続
し
、
さ
ら
に
24

年
に
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
「
３
ミ
シ
ュ
ラ

ン
キ
ー
」
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
々
の

大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

和
の
デ
ザ
イ
ン
で
な
く
て
も

「
日
本
ら
し
い
」ホ
テ
ル

　
24
年
１
〜
６
月
、
半
期
を
通
し
て
平
均
客

室
単
価
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
が
初
め
て
10
万
円
を
超

え
ま
し
た
。
開
業
直
後
と
比
べ
て
も
３
倍
近

い
価
格
で
す
。
　

　
な
ぜ
富
裕
層
の
心
を
つ
か
め
た
の
か
。
よ

く
そ
の
よ
う
な
質
問
を
受
け
る
の
で
す
が
、

秘
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
コ
ン
セ
プ
ト
」「
サ

ー
ビ
ス
」「
プ
ロ
ダ
ク
ト
」「
デ
ザ
イ
ン
」
と

い
う
４
つ
の
観
点
か
ら
、
地
道
に
ホ
テ
ル
を

磨
き
続
け
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
お
客
様
は
非
日
常
を
求
め
て
宿
泊
さ
れ
ま

す
。
具
体
的
な
改
善
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

待
ち
時
間
を
極
力
短
く
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
朝
食
を
と
る
た
め
に
１
階
に
下
り
た
の

に
、
１
時
間
待
た
さ
れ
た
…
…
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
宿

泊
さ
れ
な
い
お
客
様
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
た
朝
食
を
、
宿
泊
ゲ
ス
ト
限
定
に
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
客
様
１
人
に
対
す
る

ス
タ
ッ
フ
の
数
を
増
や
し
、
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
我
々
の
企
業
理
念
は
「
美
し
い
こ
こ
ろ
で
、

感
性
を
ゆ
さ
ぶ
る
。」。
客
室
の
家
具
の
素
材

や
ア
メ
ニ
テ
ィ
は
も
ち
ろ
ん
、
お
客
様
の
耳

に
入
る
か
も
し
れ
な
い
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
会

話
ま
で
美
し
く
あ
る
べ
き
で
す
。
客
室
に
置

く
ウ
ェ
ル
カ
ム
レ
タ
ー
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、

そ
の
紙
質
ま
で
突
き
詰
め
て
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
デ
ィ
テ
ー
ル
へ
の
こ
だ
わ
り
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
し
か
、
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
24
年
は
宿
泊
ゲ
ス
ト
の
約
７
割
が
海
外
か

ら
の
お
客
様
で
し
た
。
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ

テ
ル
で
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
役
割
も
重
要

で
す
。
当
社
の
住
吉
真
矢
子
は
、
ホ
テ
ル
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
国
際
組
織
「
レ
・
ク
レ
ド

ー
ル
」
で
、
現
在
、
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
地
域
の
統
括
も
務
め
て
い
ま
す
。
当
ホ

テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
「
コ
ト
消
費
」

を
求
め
る
海
外
か
ら
の
お
客
様
に
合
わ
せ
て
、

茶
道
や
華
道
、
相
撲
部
屋
の
見
学
、
三
味
線

づ
く
り
な
ど
、
独
自
の
体
験
プ
ラ
ン
を
ご
提

案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
数
年
前
の
こ
と

で
す
が
、
私
が
立
ち
寄
っ
た
京
都
の
お
店
で

「
御
社
の
住
吉
さ
ん
、
知
っ
て
い
ま
す
よ
」

と
言
わ
れ
、
彼
女
が
築
い
た
人
脈
の
広
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東

京
の
デ
ザ
イ
ン
に

「
和
」
の
要
素
は
あ

ま
り
取
り
入
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

海
外
か
ら
の
お
客
様

は
、
滞
在
を
通
し
て

〝
そ
こ
は
か
と
な
く
〞

和
を
感
じ
る
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
我
々

の
強
み
は
、
ス
タ
ッ

フ
同
士
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
か
ら
生
ま
れ
る

温
か
い
お
も
て
な
し
。

ま
た
、
宴
会
場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
備
え
た
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
あ
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
の

ひ
と
つ
で
す
。
婚
礼
に
参
列
す
る
着
物
姿
の

日
本
人
を
見
る
の
も
、
海
外
の
方
に
と
っ
て

は
日
本
ら
し
さ
を
感
じ
る
特
別
な
体
験
の
よ

う
で
す
。

　
私
は
20
年
３
月
に
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

る
一
時
休
業
に
よ
っ
て
改
め
て
ホ
テ
ル
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
そ
れ
ま
で
２
９
０
室
の
う
ち

12
室
し
か
な
か
っ
た
ス
イ
ー
ト
を
18
室
に
増

や
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
お
客
様
が
少
な

い
時
期
に
必
要
な
工
事
を
済
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
、
コ
ロ
ナ
明
け
の
需
要
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
東
京
に
は
外
資
系
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ

ル
が
続
々
と
オ
ー
プ
ン
し
、
国
内
の
老
舗
ホ

テ
ル
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い
ま
す
。

た
だ
、
我
々
に
は
ほ
か
の
ホ
テ
ル
と
競
争
し

よ
う
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
を
持
っ
た
お
客
様
が
い
ら
し
て
、

そ
れ
に
応
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
ホ
テ
ル
が
あ
る

だ
け
の
こ
と
で
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
価
値
は
、
積
み
上
げ
る
の
は
大

変
で
も
、
崩
れ
る
の
は
一
瞬
で
す
。
宿
泊
価

格
と
と
も
に
、
お
客
様
の
期
待
値
も
年
を
追

う
ご
と
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
着
実
に「
コ
ン
セ
プ
ト
」「
サ
ー
ビ
ス
」「
プ

ロ
ダ
ク
ト
」「
デ
ザ
イ
ン
」
を
磨
き
、
そ
の
都

市
を
代
表
す
る
、
個
性
あ
る
魅
力
的
な
ホ
テ

ル
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

※2023年度決算を対象とした調査。
出所：『月刊ホテレス』2024年10月号(オータパブリケイションズ)

順位 ホテル名 ADR（円）

1 パレスホテル東京 91,422
2 ホテル雅叙園東京 76,476

3 オークラ東京
(�e Okura Tokyo) 66,615

4 ホテル椿山荘東京 47,772

5 帝国ホテル 東京 46,083

6 AC ホテル・バイ・マリオット
東京銀座 43,180

7 東京ベイコート倶楽部 
ホテル＆スパリゾート 33,579

8 ホテルニューオータニ 33,328

9 リーガロイヤルホテル東京 32,660

10 コートヤード・マリオット
銀座東武ホテル 32,503

95 2025.1.31
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お
金
・
孤
独
・
健
康
の
不
安
を
一
挙
に
な
く
す
働
き
方

脳科学者。1962年生まれ。東京大学理学部、法学
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求
め
ら
れ
て
い
て
、
元
気
に
仕
事
を
し
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
方
に
会
っ
て
、
ご
自
身
の

す
る
べ
き
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
。
夢
中
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
て
、
お
金
の
こ
と
が
第
一
で

は
な
い
。

　読
者
は
、
養
老
先
生
は
特
別
な
人
だ
か
ら

参
考
に
な
ら
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
誰
も
が
養
老
先
生
の
よ
う
に
活

躍
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
大
い

に
見
習
う
べ
き
点
は
あ
る
と
思
う
。

　一
番
肝
心
な
の
は
、
養
老
先
生
は
別
に
お

金
を
も
う
け
よ
う
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。い
つ
も「
面

倒
だ
な
あ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
た
だ
、

虫
の
こ
と
な
ど
、
ご
自
身
が
夢
中
に
な
れ
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
で
、

た
ま
た
ま
仕
事
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ

の
よ
う
な
世
間
か
ら
の
需
要
に
応
え
て
い
る

と
、
時
々
お
金
が
入
る
と
い
う
だ
け
の
話
な

の
で
あ
る
。

　読
者
の
方
々
が
年
金
を
も
ら
う
立
場
に

な
っ
た
と
き
に
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
基
に
生

活
を
考
え
る
の
も
よ
い
が
、
加
え
て
、
何
か

興
味
の
あ
る
こ
と
、
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
そ
れ
に
取
り
組
む
の
も
い
い
。

多
く
の
こ
と
は
無
償
だ
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、
時
に
は
お
金
を
も
ら
え
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
評
判
が
よ
け
れ
ば
、
次

第
に
そ
の
よ
う
な
「
仕
事
」
も
増
え
て
い
く

か
も
し
れ
な
い
。

　一
般
に
、
定
年
後
も
年
金
だ
け
で
暮
ら
す

の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
方
法
で
お
金
を
稼

い
だ
ほ
う
が
脳
に
い
い
。
お
金
を
稼
ぐ
と
い

う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
社
会
と
の

接
点
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
で
、

脳
が
活
性
化
し
て
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に

も
つ
な
が
る
。

　私
の
著
書
、『
脳
は
若
返
る
』（
リ
ベ
ラ
ル

新
書
）
の
中
で
も
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
で
、

人
と
つ
な
が
り
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
生

き
る
秘
訣
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
の
で
、

も
し
興
味
が
あ
っ
た
ら
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　定
年
後
の
仕
事
で
入
る
収
入
は
広
義
の

〝

年
金〟
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
と

も
と
も
ら
う
「
年
金
」
に
加
え
て
、
自
分
の

こ
れ
ま
で
の
人
生
の
経
験
が
生
き
る
シ
ニ
ア

の
社
会
活
動
は
、
も
し
お
金
が
発
生
す
る
と

す
れ
ば
、
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
ま
で
の
人
生

の
頑
張
り
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
「
お
礼
」

と
も
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　今
、
年
金
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
の
声
が
聞
か
れ
る
。
世
代
間
格
差
の
問
題

も
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
今
の
シ
ニ
ア
層
、
こ

れ
か
ら
シ
ニ
ア
に
な
る
方
々
も
、
本
当
に
安

定
し
た
年
金
を
も
ら
い
続
け
ら
れ
る
の
か
、

不
確
実
な
側
面
も
あ
る
。

　そ
ん
な
中
、
年
金
を
広
義
に
と
ら
え
て
、

「
現
役
」
の
と
き
に
頑
張
っ
て
身
に
つ
け
た

知
識
や
ス
キ
ル
、
人
間
力
に
対
す
る
社
会
か

ら
の
「
配
当
」
で
シ
ニ
ア
に
な
っ
て
か
ら
受

け
取
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、
心
が
前
向
き
に

な
る
だ
ろ
う
。
現
役
世
代
は
、
年
を
重
ね
た

あ
と
に
今
の
頑
張
り
に
対
す
る
ご
ほ
う
び
が

あ
る
と
思
え
ば
元
気
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、

シ
ニ
ア
世
代
は
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生

を
振
り
返
る
こ
と
で
、
そ
の
中
に
社
会
と
の

接
点
の
「
種
」
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　考
え
て
み
れ
ば
、
養
老
先
生
だ
っ
て
、
東

京
大
学
医
学
部
の
解
剖
学
教
室
の
教
授
を
つ

と
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
に
、
い
ろ
い

ろ
と
面
倒
な
こ
と
、
大
変
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ら
し
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
。
最
近

の
ご
著
書
『
人
生
の
壁
』（
新
潮
新
書
）
で
も
、

現
役
時
代
に
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
さ
れ
た
こ
と

が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
人
生
最
後
ま
で
現
役
だ
と
考

え
て
も
よ
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
ま
で

の
生
き
方
に
対
す
る
「
配
当
」
が
広
義
の

〝

年
金〟

だ
と
考
え
れ
ば
、
シ
ニ
ア
の
年
齢

を
迎
え
る
こ
と
が
楽
し
み
に
な
る
し
、「
今
」

を
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

金
」
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
と

し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
る

だ
ろ
う
が
、
自
分
の
生
き
方
に
即

し
て
考
え
る
の
が
い
い
と
思
う
。
年
金
制
度

が
変
わ
る
の
に
は
時
間
が
か
か
る
。
政
策
の

議
論
は
必
要
だ
が
、
ま
ず
は
個
人
と
し
て
で

き
る
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　以
下
は
、「
脳
科
学
者
が
教
え
る
、
脳
が

活
性
化
す
る〝

年
金〟
の
も
ら
い
方
」
で

あ
る
。
読
者
の
み
な
さ
ま
の
考
え
方
の
ヒ
ン

ト
に
な
れ
ば
と
思
う
。

「
生
き
方
」と
い
う
意
味
で
私
が
い
つ
も「
先

生
」
と
し
て
参
考
に
し
て
い
る
の
は
、
養
老

孟
司
さ
ん
で
あ
る
。
お
知
り
合
い
に
な
っ
て

か
ら
も
う
随
分
長
く
な
る
け
れ
ど
も
、
ず
っ

と
「
人
生
の
師
」
と
し
て
そ
の
生
き
方
に
イ

ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
て
い
る
。

　養
老
先
生
か
ら
は
、「
年
金
」
と
い
う
言

葉
を
つ
い
ぞ
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
お
そ
ら

く
も
ら
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と
は
思
う

け
れ
ど
も
、
生
き
る
う
え
で
の
考
え
方
の
ど

真
ん
中
に
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

　養
老
先
生
の
場
合
、
大
学
を
定
年
前
に
お

辞
め
に
な
ら
れ
た
あ
と
も
、
メ
デ
ィ
ア
出
演

や
講
演
、
執
筆
な
ど
で
働
き
続
け
て
い
ら
し

て
、
そ
れ
な
り
に
収
入
も
お
あ
り
に
な
る
と

推
定
さ
れ
る
。
会
う
と
う
か
が
う
の
は「
虫
」

の
話
ば
か
り
で
、
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
も

そ
も
あ
ま
り
お
金
の
話
を
さ
れ
る
の
を
聞
い

た
こ
と
が
な
い
。

　あ
る
意
味
で
は
、
養
老
先
生
の
生
き
方
は

一
つ
の
理
想
な
の
だ
と
思
う
。
社
会
の
中
で

「
年

定年後も年金だけで暮らすのではなく、社会と接点を持ちながら
お金を稼ごう。そのほうが脳によく、いつまでも若 し々くいられる。
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が
目
的
化
し
て
い
く
部
分
も
あ
り
、

世
間
を
引
っ
か
き
回
し
、
コ
ア
な

支
持
者
を
惹
き
つ
け
、
一
方
で
強

火
の
ア
ン
チ
も
生
む
挑
戦
的
な
言

動
だ
。

　
こ
こ
で
石
戸
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の

政
治
学
者
カ
ス
・
ミ
ュ
デ
ら
に
よ

る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
定
義
を
引
く
。

「
社
会
が
究
極
的
に
『
汚
れ
な
き

人
民
』対『
腐
敗
し
た
エ
リ
ー
ト
』

と
い
う
敵
対
す
る
二
つ
の
同
質
的

な
陣
営
に
分
か
れ
る
と
考
え
、
政

治
と
は
人
民
の
一
般
意
志
（
ヴ
ォ

ロ
ン
テ
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ー
ル
）
の
表
現

で
あ
る
べ
き
だ
と
論
じ
る
、
中
心

の
薄
弱
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」（『
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
：
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
友
と

敵
』
）。
対
立
構
造
を
作
り
上
げ
て
、

社
会
の
単
純
化
か
ら
導
い
た
幼
稚

な
極
論
を
操
る
の
が
ポ
ピ
ュ
リ
ス

ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
見
え

て
く
る
の
は
社
会
を
変
え
た
夢
の

技
術
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
終
焉
と
幼
稚
化
す
る
日
本
社
会

の
姿
で
あ
る
」（
石
戸
）。
24
年
の

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
を
論
じ
る
な
ら
ば

絶
対
に
外
せ
な
い
石
丸
伸
二
を
、

エ
ピ
ロ
ー
グ
で
俎
上
に
載
せ
て
く

れ
た
石
戸
の
選
択
に
拍
手
。 

ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン

ト
や
正
統
派
の
正
義
の

味
方
を
、
も
は
や
信
じ

な
く
な
っ
た
世
界
。
ダ
ー
ク
ヒ
ー

ロ
ー
全
盛
の
こ
の
時
代
に
お
い
て
、

本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
と
い
う
言

葉
は
「
清
濁
併
せ
呑
み
正
邪
の
壁

を
引
っ
か
き
回
す
人
」
と
で
も
言

お
う
か
、
昨
今
し
ば
し
ば
肯
定
的

な
、
と
き
に
礼
賛
的
な
空
気
さ
え

纏
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
言
葉
に

つ
い
て
、
石
戸
諭
は
「
広
辞
苑
を

開
い
て
み
る
と
、
最
初
に
記
載
さ

れ
て
い
る
定
義
は
『
詐
欺
師
。
ぺ

て
ん
師
』
で
あ
る
」
と
し
て
、
本

作
中
で
念
を
押
す
。

　
毎
日
新
聞
大
阪
社
会
部
記
者

だ
っ
た
石
戸
が
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア

に
移
り
、
そ
の
名
を
世
間
に
知
ら

し
め
た
の
は
福
島
第
一
原
発
を

扱
っ
た
力
強
い
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

だ
っ
た
。
そ
の
後
独
立
し
て
本
格

的
な
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
と

な
っ
た
石
戸
が
40
歳
を
迎
え
、
こ

れ
ま
で
各
所
で
書
い
て
き
た
「
や

や
こ
し
い
社
会
現
象
の
中
心
に
い

る
、
や
や
こ
し
い
人
た
ち
」
の
ル

ポ
を
大
幅
に
加
筆
し
て
一
冊
に
ま

と
め
た
も
の
が
、
こ
の
『「
嫌
わ

れ
者
」
の
正
体
』
だ
。
皆
が
彼
ら

を
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
何
か
し

ら
意
見
を
言
い
た
く
な
る
。
彼
ら

は
一
体
何
者
な
の
か
？
　
国
内
外

で
畳
み
掛
け
る
よ
う
に
し
て
選
挙

が
続
き
民
主
主
義
な
る
も
の
の
劣

化
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
２
０
２
４

年
、
広
義
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を

操
っ
て
注
目
を
浴
び
、
何
ら
か
の

利
益
を
得
る
人
物
た
ち
を
見
事
に

描
き
取
り
、
彼
ら
の
言
動
の
背
景

と
理
由
を
分
析
、
説
得
力
た
っ
ぷ

り
に
解
説
し
て
い
く
過
程
は
見
事

で
あ
る
。

　
石
戸
が
肉
薄
す
る「
嫌
わ
れ
者
」

と
は
、玉
川
徹
や
西
野
亮
廣
、ガ
ー

シ
ー
、
吉
村
洋
文
そ
し
て
山
本
太

郎
。
こ
こ
10
年
を
代
表
す
る
、
メ

デ
ィ
ア
や
選
挙
の
台
風
の
目
と

な
っ
た
男
た
ち
だ
。
彼
ら
の
周
辺

で
同
様
に
世
間
を
騒
が
せ
る
あ
れ

こ
れ
の
人
物
や
政
治
家
の
名
前
も

て
ん
こ
盛
り
に
出
て
く
る
。
ニ
ュ
ー

ス
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
に
名
前
が
出

て
は
支
持
も
批
判
も
大
量
に
湧
く

彼
ら
の
共
通
点
は
、
定
義
は
実
に

さ
ま
ざ
ま
だ
が
「
既
得
権
益
」
へ

の
対
立
姿
勢
、
や
が
て
そ
れ
自
体

な
ぜ
人
々
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
嫌
わ
れ
者
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
の
か

●石戸 諭 著
●新潮新書　●本体価格960円+税

『「嫌われ者」の正体
 日本のトリックスター』

エ

撮影＝増田岳二　イラストレーション＝保光敏将

河
崎 

環
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト

か
わ
さ
き
・
た
ま
き
●
１
９
７
３
年
、京
都
府
生
ま
れ
。慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
卒
業
。時
事
、カ
ル
チ
ャ
ー
、政

治
経
済
、子
育
て
・
教
育
な
ど
多
く
の
分
野
で
執
筆
中
。著
書
に『
オ
タ
ク
中
年
女
子
の
す
す
め
』『
女
子
の
生
き
様
は
顔

に
出
る
』（
と
も
に
小
社
刊
）ほ
か
。
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著
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

>
新
刊
紹
介

圧
倒
的
成
果
を
出
せ
る
人

そ
こ
そ
こ
で
終
わ
る
人

そ
の
差
は
何
か
？

鎌
田
和
樹
　『
名
前
の
な
い
仕
事
』

文＝三浦愛美　撮影＝関 竜太

　
小
学
生
が
将
来
な
り
た
い
職
業

ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
が
「
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
」
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
時
、
世
間
の
大
人
た
ち
は

驚
い
た
。
わ
ず
か
十
数
年
前
ま
で

は
こ
の
世
に
存
在
し
な
か
っ
た

〝
職
業
〞
だ
。
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ

を
は
じ
め
著
名
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
会
社
「
Ｕ

Ｕ
Ｕ
Ｍ
」
を
創
業
し
た
鎌
田
和
樹

氏
で
す
ら
、
当
初
は
な
ぜ
生
計
が

成
り
立
つ
の
か
、
聞
き
取
り
か
ら

始
め
た
と
回
顧
し
て
い
る
。

　
著
書
で
、
鎌
田
氏
は
19
歳
で
入

社
し
た
光
通
信
で
の
ハ
ー
ド
な
仕

事
体
験
か
ら
、
独
立
起
業
し
、
事

業
成
長
後
に
事
業
売
却
す
る
に

至
っ
た
道
の
り
を
、
赤
裸
々
か
つ

軽
妙
に
綴
っ
て
い
る
。
鎌
田
氏
は

「
世
の
中
は
名
前
の
な
い
仕
事
で

満
ち
て
い
る
」
と
語
る
。

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
も
、
そ
れ
を

支
え
る
事
業
も
10
年
前
は
『
な
に

そ
れ
？
』
と
訝
し
が
ら
れ
た
も
の

で
す
。
で
も
、
い
ま
や
立
派
な
市

場
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
人
の
願

い
、
努
力
、
好
奇
心
こ
そ
が
、
世

界
の
あ
ら
ゆ
る
『
仕
事
』
を
支
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
個
人
が
メ
デ
ィ
ア
に
な
る
時
代

を
目
の
当
た
り
に
し
た
軌
跡
は
読

ん
で
い
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
と
同

時
に
社
会
人
１
年
目
で
味
わ
っ
た

〝
理
不
尽
〞
な
し
ご
き
や
、
総
務

時
代
の
目
立
た
ぬ
作
業
な
ど
、「
仕

事
」
に
向
か
う
真
摯
な
姿
勢
に
学

ぶ
こ
と
も
多
い
。

　
２
０
１
４
年
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

は
「
好
き
な
こ
と
で
、
生
き
て
い

く
」と
銘
打
ち
、著
名
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
た
ち
を
広
告
塔
に
大
々
的
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
っ
た
。

「
個
人
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
つ
い
に

社
会
で
認
知
さ
れ
た
瞬
間
で
す
。

た
だ
〈
好
き
な
こ
と
で
生
き
る
〉

と
い
う
標
語
は
時
に
勘
違
い
も
さ

れ
や
す
い
。
好
き
な
こ
と
を
仕
事

に
す
る
っ
て
思
っ
た
よ
り
困
難
な

道
の
り
で
す
よ
。
セ
ン
ス
や
能
力

は
も
ち
ろ
ん
、
膨
大
な
工
夫
と
努

力
、
試
行
錯
誤
が
な
い
と
埋
も
れ

て
い
き
ま
す
。
一
見
華
や
か
に
見

え
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
た
ち
の
陰

の
努
力
や
葛
藤
も
皆
さ
ん
に
お
伝

え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」

　
一
方
、
世
の
中
に
は
仕
事
の
や

り
が
い
や
好
き
な
こ
と
が
見
つ
か

ら
ず
、
早
期
リ
タ
イ
ア
を
目
指
す

人
も
少
な
く
な
い
。

「
何
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
の
か
、

で
す
よ
ね
。
会
社
の
時
価
総
額
や

給
与
面
が
一
番
大
事
と
い
う
人
も

い
ま
す
。
で
も
、
僕
は
結
果
と
同

じ
く
ら
い
楽
し
さ
が
欲
し
い
。
自

分
の
頭
で
ウ
ン
ウ
ン
唸
り
、
皆
で

ワ
イ
ワ
イ
議
論
し
、
熱
量
高
く
誰

か
の
役
に
立
ち
た
い
と
願
う
タ
イ

プ
で
す
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
自

分
自
身
の
成
長
に
も
繋
が
っ
て
い

く
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
新
た
に
起
業
し
た
鎌
田
氏
は
、

子
ど
も
た
ち
の
体
験
格
差
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
「
ピ
ぺ
プ
ロ
」

を
ス
タ
ー
ト
。

「
正
直
、
利
益
が
出
る
事
業
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
貧
困
格
差
問
題

に
自
分
な
り
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
と
挑
戦
し
て
い
ま
す
」

　
こ
こ
か
ら
ま
た
「
名
前
の
な
い

仕
事
」
が
生
ま
れ
て
い
く
。 

KMD代表。1983年生まれ。2003年に19歳で光通信に入
社。総務部、店舗開発部署などを経て、最年少役員に就任。 
HIKAKINとの出会いをきっかけに13年にUUUMを創業。
23年に退任し、現在に至る。

『
持
続
可
能
な
交
通
ま
ち
づ
く
り

─
欧
州
の
実
践
に
学
ぶ
』

宇
都
宮
浄
人
、柴
山
多
佳
児 

著

一
度
は
廃
止
し
た
路
面
電
車
を
復
活
さ
せ
、

街
中
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
事
例
が
欧

州
に
は
数
多
い
。日
本
が
参
考
に
す
る
に

は
何
が
必
要
か
。２
人
の
専
門
家
が
深
く

論
じ
る
。

『
Ｂ
Ｃ
Ｇ
が
読
む

経
営
の
論
点
２
０
２
５
』

ボ
ス
ト
ン 

コン
サ
ル
ティン
グ

グ
ル
ー
プ 

編

生
成
Ａ
Ｉ
、自
動
車
、半
導
体
…
…
、２
０
２
５

年
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営
を
考
え
る
際
に
重

要
と
な
る
10
の
論
点
に
つ
い
て
、第
一
線
で

活
躍
中
の
コン
サ
ル
タ
ン
ト
た
ち
が
解
説
。

『
運
命
の
子 

ト
リ
ソ
ミ
ー 

完
全
版
』

松
永
正
訓 

著

小
児
外
科
医
で
あ
る
著
者
が
、在
宅
医
療

を
受
け
る
重
度
障
害
児
と「
地
元
の
主
治

医
」と
し
て
出
会
い
、そ
の
家
族
と
の
対
話

を
通
じ
て
至
っ
た
生
命
倫
理
観
と
は
。
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著
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
現
代
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
分
に

優
し
く
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い

込
ん
で
い
る
」

　
本
書
の
著
者
で
あ
る
若
杉
忠
弘

さ
ん
は
こ
う
訴
え
る
。
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
で
大
企
業
の
幹
部
候
補

生
な
ど
に
向
け
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
育
成
」
を
専
門
に
日
々

講
義
を
す
る
中
、「
日
本
の
管
理

職
は
か
つ
て
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
像

の
呪
縛
に
囚
わ
れ
て
い
る
」
と
感

じ
る
と
い
う
。

「
あ
ら
ゆ
る
点
で
『
成
果
』
を
求

め
ら
れ
る
昨
今
で
す
が
、
で
あ
る

な
ら
ば
、
自
分
に
ス
ト
イ
ッ
ク
で

あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
優
し
く
接
し

た
ほ
う
が
、
仕
事
を
成
果
に
結
び

つ
け
る
近
道
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
」

　
著
者
が
本
書
で
伝
え
る
の
は

「
セ
ル
フ
・
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
い
う
ス
キ
ル
だ
。
自
分
に
対
し

て
優
し
く
声
掛
け
す
る
こ
と
で
心

身
を
整
え
、
自
信
を
持
っ
て
仕
事

に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

ま
た
こ
の
技
術
を
実
践
す
る
こ
と

で
疲
弊
感
や
自
己
犠
牲
感
が
減
り
、

自
分
や
チ
ー
ム
の
成
果
を
効
果
的

に
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

「
私
も
か
つ
て
は
『
今
の
ま
ま
で

は
ダ
メ
だ
』
と
自
分
に
厳
し
い

リ
ー
ダ
ー
で
し
た
。
結
果
と
し
て

体
調
を
崩
し
、
メ
ン
タ
ル
的
に
も

燃
え
尽
き
か
け
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
、
そ
ん
な
と
き
に
セ
ル
フ
・

コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
と
出
合
い
ま
し

た
。
実
践
し
て
み
た
と
こ
ろ
劇
的

な
効
果
が
あ
り
、
こ
れ
は
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
と
思
い
、
日
々
活

動
し
て
い
ま
す
」

　
現
代
の
リ
ー
ダ
ー
は
「
理
想
の

上
司
像
」
を
追
い
求
め
す
ぎ
て
は

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
部
下
の
話
を

丁
寧
に
聞
き
、
経
営
陣
の
無
茶
ぶ

り
に
文
句
も
言
わ
ず
に
対
応
し
、

失
敗
し
た
ら
そ
の
責
任
は
す
べ
て

自
分
が
負
う
…
…
。

「
た
く
さ
ん
心
に
傷
を
負
っ
て
い

る
の
に
、
ま
る
で
な
か
っ
た
か
の

よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
。
で
も
、

ど
こ
か
で
必
ず
無
理
が
き
ま
す
。

気
合
や
根
性
で
ご
ま
か
す
の
で
は

な
く
、
自
分
の
傷
に
優
し
く
ガ
ー

ゼ
を
当
て
る
。
そ
れ
が
セ
ル
フ
・

コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
技
術
で
す
」

　
真
面
目
で
理
想
が
高
い
管
理
職

に
こ
そ
読
ん
で
ほ
し
い
本
だ
。 

文＝本誌編集部　撮影＝大崎えりや

成
果
を
出
し
た
け
れ
ば

「
自
分
に
優
し
く
」が

一
番
の
近
道

グロービス経営大学院教授。東京大学工学部・大学院を
経て、外資系コンサルティングファーム入社。2013年から
グロービスへ参画し、グローバルリーダーの育成に従事し
ている。一橋大学博士。

若
杉
忠
弘

　
﹃
す
ぐ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
ほ
ど
自
分
に
や
さ
し
い
﹄
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職 心場 理の 学
Workplace psychology

　
会
社
の
売
り
上
げ
が
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
て
、

延
滞
せ
ず
に
支
払
い
し
て
い
る
黒
字
経
営

の
会
社
で
も
、
潰
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

理
由
の
多
く
は
、
消
費
税
で
す
。
赤
字
に

な
れ
ば
免
税
さ
れ
る
法
人
税
な
ど
と
違
い
、

消
費
税
は
赤
字
で
あ
っ
て
も
支
払
わ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
現
時
点

で
赤
字
経
営
で
も
、
同
年
度
内
に
1
億
円

の
売
り
上
げ
が
あ
れ
ば
、
単
純
計
算
で
１

０
０
０
万
円
の
消
費
税
を
払
わ
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
消
費
税
を
支

払
う
た
め
の
消
費
税
貯
金
を
し
て
い
る
企

業
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
倒
産
の
ニ
オ
イ
を
従
業
員
が
嗅

ぎ
つ
け
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
会
社

や
社
長
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
目
を
光

ら
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
般
従

業
員
で
も
わ
か
る「
潰
れ
る
会
社
の
兆
候
」

を
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
ま
め
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
た
観
葉
植

物
が
枯
れ
て
放
置
さ
れ
て
い
る
、
清
掃
会

社
に
頼
ん
で
い
た
清
掃
を
自
分
た
ち
で
す

る
よ
う
に
な
っ
た
、
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー

が
撤
去
さ
れ
た
、
社
用
車
を
外
国
車
か
ら

国
産
車
に
替
え
た
…
…
こ
の
よ
う
な
怒
涛

の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
始
ま
る
と
「
倒
産
の

兆
候
！
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う

考
え
る
の
は
早
計
。
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
し
て

い
る
う
ち
は
ま
だ
セ
ー
フ
。
社
長
に
立
て

直
す
意
欲
が
あ
り
、
危
機
か
ら
脱
出
す
る

ケ
ー
ス
が
意
外
と
多
い
で
す
。

　
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
社
長
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。
社
長
が
自
宅
を
「
最
後
の
城
」

と
し
て
手
放
せ
ず
、
こ
れ
が
致
命
傷
と
な

っ
て
自
己
破
産
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
ま
す
。
社
長
個
人
の
車
や
役
員
報

酬
も
同
じ
で
す
。「
業
績
が
下
が
っ
て
辛

い
」
と
言
い
な
が
ら
自
分
は
ベ
ン
ツ
に
乗

っ
て
い
る
よ
う
な
社
長
に
は
、
誠
意
を
感

じ
ま
せ
ん
ね
。
反
対
に
、
安
い
中
古
車
に

買
い
替
え
た
り
、
自
分
の
役
員
報
酬
を
大

幅
カ
ッ
ト
し
た
り
し
て
い
る
と
、
評
価
は

よ
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
イ
ド
を

捨
て
て
自
宅
や
私
用
の
高
級
外
車
を
売
り
、

生
活
レ
ベ
ル
を
落
と
せ
る
社
長
な
ら
、
ま

だ
会
社
を
立
て
直
す
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
社
長
の
見
た
目
の
変
化
は
、
わ
か
り
や

す
い
危
険
サ
イ
ン
で
す
。
た
と
え
ば
、
い

つ
も
ア
イ
ロ
ン
の
か
か
っ
た
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
着
て
い
た
の
に
、
徐
々
に
し
わ
し
わ
の

シ
ャ
ツ
を
着
る
よ
う
に
な
る
、
な
ど
で
す
。

あ
る
破
産
専
門
の
弁
護
士
は
、「
倒
産
前

の
社
長
は
顔
色
が
ど
す
黒
い
土
色
に
な

る
」
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一

貫
し
て
人
の
話
を
聞
か
な
い
社
長
が
、
急

に
弁
護
士
や
税
理
士
に
意
見
を
請
う
よ
う

に
な
っ
た
と
き
も
要
注
意
で
す
。

　
そ
の
後
、
し
わ
し
わ
の
シ
ャ
ツ
を
着
て

ど
す
黒
い
顔
色
を
し
た
社
長
が
、
あ
る
日

構成＝渡辺一朗　イラストレーション＝村田篤司

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
が
撤
去

観
葉
植
物
が
枯
れ
て
い
る

　
倒
産
は
、
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
情
報
に

は
箝か

ん

口こ
う

令れ
い

が
厳
重
に
敷
か
れ
る
の
で
、
社

員
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。
知
ら
れ
て

し
ま
う
と
、
倒
産
日
ま
で
に
取
引
先
が
撤

退
し
た
り
従
業
員
が
退
職
し
た
り
と
、
少

し
で
も
確
保
し
た
い
売
り
上
げ
さ
え
入
っ

て
こ
な
く
な
る
た
め
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
誰

に
も
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
す
。

　
そ
も
そ
も
倒
産
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

企
業
が
債
務
の
支
払
い
不
能
に
陥
る
な
ど

し
て
経
済
活
動
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
た

状
態
を
指
し
、
法
的
倒
産
と
私
的
倒
産
の

２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
法
的
倒
産
は
、
再

建
型
の
「
会
社
更
生
」
と
「
民
事
再
生
」、

清
算
型
の
「
破
産
」
と
「
特
別
清
算
」
の

４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
私
的
倒
産
は
、

「
銀
行
取
引
停
止
」
や
「
内
整
理
」（
任
意

整
理
）
の
開
始
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
民
事
再
生
で
事
業
継
続
す
る
予
定
な
ら
、

な
お
さ
ら
情
報
は
隠
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

従
業
員
が
あ
る
朝
い
つ
も
の
よ
う
に
会
社

へ
行
く
と
、
入
り
口
に
倒
産
の
告
示
が
貼

っ
て
あ
る
わ
け
で
す
。
事
態
を
知
っ
て
い

る
の
は
、
社
長
と
幹
部
、
一
部
の
経
理
や

財
務
担
当
者
の
み
。
実
は
、
倒
産
す
る
こ

と
は
3
カ
月
〜
半
年
前
に
は
も
う
わ
か
っ

て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
民
事
再
生

す
る
に
し
て
も
清
算
す
る
に
し
て
も
、
水

面
下
で
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

倒産は、ある日突然あなたの会社を襲う。しかし、その前触れは必ずどこかに現れているものだ。
実は、会社や社長の小さな変化に注意を払えば、「潰れる会社の兆候」を見抜くことはできる。

会社の未来を見極める「倒産の予兆」を嗅ぎ分けるポイントをプロが解説する。

｢社長が明るくなる｣｢全社集会が頻発｣
もうすぐ潰れる会社9つの予兆

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、特
定
行
政
書
士
、ク
リ
エ
ー
タ
ー
。２
０
０
３
年
、23
歳
で
行
政
書
士
事
務
所

を
開
設
し
、独
立
。07
年
に
士
業
向
け
の
経
営
ス
ク
ー
ル「
経
営
天
才
塾
」（
現：LEGALBACKS

）を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。著
書
に『
プ
ロ
が
教
え
る
潰
れ
る
会
社
の
シ
グ
ナ
ル
』ほ
か
。

横
須
賀
輝
尚

Teruhisa Yokosuka
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に
、「
お
ま
え
ら
の
責
任
だ
」
な
ん
て
言

わ
れ
た
ら
、
忠
誠
心
は
地
の
底
へ
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
。

　
社
長
が
従
業
員
に
業
績
の
責
任
を
求
め

出
す
と
、
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー
と
周
辺
従
業
員

の
結
託
離
職
が
起
こ
り
ま
す
。
一
緒
に
辞

め
て
、
新
会
社
を
設
立
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
優
秀
な
人
材
が
辞
め
、
専
務
や

常
務
が
辞
め
て
い
く
と
、
残
っ
た
上
層
部

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
社
長
抜
き
の
会
議
を

行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
議
題
は
も
っ
ぱ

ら
「
会
社
は
も
う
終
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら

ど
う
し
よ
う
」
で
す
が
、
社
長
の
目
に
は

「
あ
い
つ
ら
が
や
っ
と
や
る
気
を
出
し
た
」

に
見
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
会
社
の
業
績
が
傾
く
と
、
新
規
事
業
を

や
み
く
も
に
始
め
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス

と
繋
が
り
の
あ
る
領
域
だ
と
よ
い
の
で
す

が
、
ま
っ
た
く
の
素
地
の
な
い
領
域
に
手

を
出
す
会
社
は
危
険
で
す
。
潰
れ
る
会
社

の
社
長
は
、
ト
レ
ン
ド
に
も
飛
び
つ
き
が

ち
で
す
。

　
そ
れ
は
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い

の
で
す
が
、
た
と
え
ばChatGPT

な
ど

の
最
新
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
安

易
に
飛
び
つ
く
の
は
危
険
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
大
本
の
会
社
が
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
を
超
え
る
シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
ダ

ク
ト
を
実
装
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
、

Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
に
明
る
い
人
は
知
っ
て
い

ま
す
。
果
た
し
て
、
勝
算
は
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

謎
の
人
物
が
入
社
し

決
起
集
会
が
増
え
る

　
倒
産
が
近
い
会
社
に
は
不
穏
な
空
気
が

流
れ
始
め
ま
す
。
優
秀
な
人
材
が
転
職
し

始
め
た
ら
、
倒
産
危
機
の
サ
イ
ン
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
い
つ
も
果
敢
に
意
見
を
出
す

人
が
急
に
何
も
言
わ
な
く
な
っ
た
り
、
以

前
か
ら
反
対
し
て
い
た
企
画
を
受
け
入
れ

始
め
た
ら
、
そ
れ
は
も
う
、
会
社
に
未
練

が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
倒
産
の
危
機
に
勘
づ
い
た
従
業
員
は
、

勤
務
中
に
転
職
サ
イ
ト
を
見
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。
パ
ソ
コ
ン
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ

ウ
ザ
に
転
職
サ
イ
ト
の
閲
覧
履
歴
が
残
っ

た
り
、
関
係
の
な
い
サ
イ
ト
で
も
、
転
職

サ
イ
ト
の
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
（
ユ

ー
ザ
ー
の
嗜
好
や
履
歴
に
合
わ
せ
た
広
告
表
示
）

突
然
晴
れ
や
か
な
表
情
に
な
っ
た
ら
…
…

ほ
ぼ
倒
産
確
定
で
し
ょ
う
！
　
や
る
べ
き

こ
と
は
や
っ
て
、
あ
と
は
飛
ぶ（
逃
げ
る
）

だ
け
に
な
っ
た
証
し
で
す
。

　
倒
産
の
事
前
情
報
を
知
っ
て
い
る
の
は

一
般
的
に
社
長
や
幹
部
の
み
と
い
っ
て
も
、

経
理
部
の
中
に
は
、
う
す
う
す
勘
づ
く
人

が
い
ま
す
。
沈
む
船
か
ら
逃
げ
出
す
よ
う

に
、
経
理
部
が
い
の
一
番
に
逃
げ
る
、
と

は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
。
情
報
収
集
を

進
め
る
た
め
に
、
経
理
部
や
財
務
部
の
人

と
ゴ
リ
ゴ
リ
に
仲
良
く
な
っ
て
お
く
の
も

一
つ
の
手
で
す
。
彼
ら
は
会
社
の
業
績
や
、

倒
産
の
予
兆
に
も
と
て
も
敏
感
で
す
。
ま

た
、
社
長
の
様
子
や
来
客
情
報
も
摑
ん
で

い
る
、
社
長
秘
書
の
人
と
も
良
好
な
関
係

を
つ
く
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
会
社
に
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
最

終
的
な
責
任
者
は
社
長
で
す
。
た
と
え
従

業
員
が
横
領
で
逮
捕
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
の
従
業
員
を
採
用
し
た
社
長
に
責
任
が

あ
り
ま
す
し
、
社
長
も
そ
れ
を
百
も
承
知

で
日
々
経
営
に
励
み
ま
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
社
長
が
従
業
員
に
「
業
績
が
悪
い

の
は
お
ま
え
の
せ
い
だ
」「
業
績
が
傾
い

て
い
る
の
は
皆
の
努
力
が
足
り
な
い
か
ら

だ
」
と
何
度
も
言
い
出
し
た
ら
、
そ
の
会

社
は
か
な
り
危
険
な
状
態
で
す
。

　
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
方
向
へ
進
む
舵
を
取

っ
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
社
長
で
あ
り
、

平
常
時
な
ら
社
長
も
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
従
業
員
は
、
会
社
の
た
め
、

自
分
の
業
務
の
た
め
を
思
っ
て
従
っ
た
の
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社内の変化 危険度 ポイントと解説

◻◻ コーヒーメーカーが
撤去された ★ ほかにも、枯れた観葉植物の放置、清掃業者が入らないなどのコストカ

ットを開始。しかしコストカットするうちはまだ復活の可能性がある

◻◻ 社長が妙に明るい ★★★ 社長の見た目が以前と変わる。顔色が悪い、スーツにしわ、外国車から国
産中古車に買い替えるなど。そこからまた表情が明るくなったら末期

◻◻ 優秀な従業員が
辞めていく ★★ 会社の将来を見限って、優秀な社員が辞める。沈む船から脱出するよう

に、経理担当も辞めがちである

◻◻ 同僚のPCに転職
サイトの広告が表示 ★★★ 業績の悪い会社から脱しようと、隣の席の人も転職を考えている可能性。

人材流出は会社の業績に影響する

◻◻ SNS大好きな
従業員が多い ★ 情報統制が下手な会社は危険。よからぬ情報流出や炎上のリスクがあり、

それがトドメになることも

◻◻ AI関連の新規事業に
手を出す ★★ ピンチを脱しようと、まったく新しい領域に手を出す。たとえば今だと最

新AIに安易に飛びつくのは危険

◻◻ 社長が従業員に
責任を求めている ★★★ 社長が従業員に「業績が悪いのはおまえのせいだ」「業績が傾いているの

は皆の努力が足りないからだ」と言う

◻◻ 謎の人物が会議に
参加している ★★ 社長や幹部が〝救世主〞たる人材を引き入れる。会議にはこれまでいな

かった謎の人物が参加している

◻◻ 決起集会が
増えた ★★ 「みんなで頑張ろう！」と謎の集会が増える半面、

飲み会など社内イベントへの参加率は下がっていく

当てはまったら危険
「倒産の予兆」9のチェックリスト

※取材をもとに編集部作成

ポイントは「いつもと違う」という「差異」である！
 「今まではそうじゃなかったのに……」という
ふとした気付きが予兆を摑むきっかけになる

経
営
回
復
不
可
能
な
状
態
を
決
定
づ
け
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
見
栄
や
承
認
欲
求

か
ら
く
る
投
稿
の
多
く
は
、「
見
ら
れ
て

い
る
感
覚
」
が
欠
如
し
て
い
ま
す
。
フ
ォ

ロ
ワ
ー
が
少
な
い
ア
カ
ウ
ン
ト
で
も
、
投

稿
が
拡
散
さ
れ
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
世

界
中
で
見
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
定
期
集
会
に
積
極
的
で
は
な

か
っ
た
会
社
が
、
た
び
た
び
決
起
集
会
を

開
催
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
変
化
の
兆
し

で
す
。
社
長
が「
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
！
」

と
声
を
上
げ
た
と
き
は
、「
ボ
ー
ナ
ス
カ

ッ
ト
や
残
業
禁
止
を
始
め
る
け
れ
ど
、
耐

え
て
ね
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
謎
の
集
会
が
増
え
る
半
面
、
傾

き
始
め
た
会
社
は
、
社
員
旅
行
や
飲
み
会

な
ど
の
社
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
率
は
下

が
り
ま
す
。
会
社
の
業
績
と
社
内
の
雰
囲

気
の
よ
さ
は
比
例
し
ま
す
。
業
績
が
い
い

と
き
に
は
参
加
率
が
高
ま
り
、
そ
う
で
な

い
場
合
は
下
が
り
ま
す
。
業
績
が
悪
い
と
、

社
内
に
ど
ん
よ
り
と
し
た
空
気
が
漂
い
ま

す
。
社
内
イ
ベ
ン
ト
が
閑
散
と
し
て
き
た

場
合
は
、
危
険
な
シ
グ
ナ
ル
だ
と
断
言
し

て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
訪
ね
て
く
る
こ
と
が
少
な
か

っ
た
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
が
頻
繁
に

来
る
よ
う
に
な
る
の
も
倒
産
の
危
険
サ
イ

ン
で
す
。
弁
護
士
は
会
社
や
社
長
の
破
産

手
続
き
を
、
司
法
書
士
は
不
動
産
の
整
理

を
進
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
来

訪
し
た
弁
護
士
の
名
前
を
ネ
ッ
ト
で
検
索

し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
破
産
案
件
多
数
」

な
ど
と
書
い
て
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
経
営
改
造
計
画
を
立
て
る
た
め

に
、
信
用
金
庫
か
ら
中
小
企
業
診
断
士
が

送
ら
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
士
業

以
外
で
は
、
金
融
機
関
の
来
訪
も
増
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
「
士
業
の
奴
ら
は
現
場
を

知
ら
な
い
」
と
言
っ
て
耳
を
貸
さ
な
か
っ

た
社
長
が
、
話
を
熱
心
に
聞
き
出
し
た
ら
、

か
な
り
危
な
い
状
況
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
資
金
繰
り
に
追
わ
れ
始
め
る
と
、
連
日

に
わ
た
っ
て
督
促
の
電
話
が
か
か
っ
て
く

る
た
め
、
社
長
は
誰
の
電
話
に
も
出
た
く

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
業
務
連
絡

で
電
話
を
し
よ
う
と
し
た
従
業
員
に
対
し

て
も
「
会
社
の
状
況
が
バ
レ
て
、
辞
め
る

の
か
も
」
と
勘
ぐ
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
追
い

詰
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
会
社
が
潰
れ
る
予
兆
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
い
つ
も
と
違
う
」
と
い
う
点
が
増
え
た

か
ど
う
か
で
す
。
倒
産
す
る
会
社
に
は
、

以
前
と
の
「
差
異
」
が
必
ず
現
れ
ま
す
。

　
会
社
の
経
営
難
に
気
付
い
て
し
ま
っ
た

ら
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
民
事
再
生
で

Ｖ
字
回
復
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
す

ぐ
に
転
職
す
れ
ば
い
い
と
も
言
い
切
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
、
自
分
の
３
〜
５
年
後
を
見

据
え
て
「
こ
の
会
社
に
残
る
べ
き
か
」
と

い
ま
一
度
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
よ

い
き
っ
か
け
と
な
る
の
は
確
か
で
す
。
会

社
の
事
業
内
容
が
現
代
や
未
来
に
合
わ
せ

て
進
化
し
て
い
る
か
、
過
去
の
栄
光
に
よ

る
利
益
や
仕
組
み
に
頼
り
す
ぎ
て
い
な
い

か
も
判
断
材
料
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

が
頻
繁
に
表
示
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
あ
な
た
の
隣
の
人
の
パ
ソ
コ
ン

に
、
う
っ
か
り
転
職
サ
イ
ト
の
広
告
が
出

て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
材
は
流
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
ピ
ン

チ
を
切
り
抜
け
よ
う
と
、
新
し
く
社
長
や

幹
部
が
外
か
ら
人
材
を
引
き
入
れ
る
場
合

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
会
議
に
こ
れ
ま
で
は

同
席
し
て
い
な
か
っ
た「
顧
問
」「
相
談
役
」

「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
」
と
い
っ
た
謎
の
参
加

者
が
増
え
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

な
る
と
倒
産
の
危
険
の
信
憑
性
は
増
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
従
業
員
の
中
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
大
好
き

で
承
認
欲
求
が
強
い
人
が
多
い
会
社
は
注

意
が
必
要
で
す
。
会
社
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投

稿
の
情
報
統
制
が
し
っ
か
り
取
れ
て
い
な

い
会
社
は
、
経
営
が
傾
く
時
期
は
特
に
危

険
で
す
。
い
ち
従
業
員
や
ア
ル
バ
イ
ト
が

何
気
な
く
投
稿
し
た
内
容
が
大
炎
上
し
、
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1965年、兵庫県西宮市生まれ。1987年に旧大蔵省に入省、主計局を中心に各役職を歴任し、2021年から24年ま
で財務官を務めた。現在、内閣官房参与、財務省顧問。

神田 眞人
Masato Kanda

構
成
＝
山
川 

徹
　撮
影
＝
門
間
新
弥

先
進
国
の
中
で
日
本
だ
け
が

経
済
成
長
し
て
い
な
い

│
─
経
済
の
落
ち
込
み
と
と
も
に
、
国
際
社

会
で
、
日
本
の
地
位
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

現
状
を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

  

国
際
社
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
低
下
は
、

日
本
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
も
含
め

た
西
側
諸
国
が
当
た
り
前
だ
と
受
け
止
め
て

い
た
価
値
観
や
考
え
方
が
通
用
し
な
く
な
り
、

国
際
秩
序
が
溶
解
、
分
断
化
し
て
い
ま
す
。

　
40
年
ほ
ど
前
は
、
全
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）
に
占
め
る
Ｇ
７
の
割
合
は
約
６
割
。

し
か
し
現
在
は
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
諸
国
の

急
速
な
経
済
成
長
に
よ
り
、
４
割
程
度
に
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。
先
進
諸
国
の
な
か
で
も

と
く
に
深
刻
な
の
が
日
本
で
す
。
世
界
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
日
本
の
割
合
は
、
１
９
８
０

年
に
約
10
％
、
95
年
に
は
17
％
を
超
え
ま
し

た
が
、
現
在
は
５
％
程
度
。
そ
れ
で
も
、
25

年
前
ま
で
日
本
の
経
済
規
模
は
、
中
国
の
４

倍
あ
り
ま
し
た
が
、
15
年
前
に
抜
か
れ
て
力

関
係
は
逆
転
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
、
イ
ン

ド
に
も
抜
か
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
つ
ま
り
こ
の
20
年
か
ら
30
年
、
日
本
は
ま

っ
た
く
経
済
成
長
せ
ず
、
給
料
も
上
が
ら
ず

※
1

に
、
投
資
も
し
な
か
っ
た
。
結
果
、
世
界
か

ら
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

  

加
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
諸
国
は
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
首
脳
会
議
な
ど
を
通
し
て
、
緊

密
な
協
力
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
国
際
社

会
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
わ
り
、

合
意
形
成
が
と
て
も
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

Ｇ
20
な
ど
で
も
合
意
に
至
ら
ず
に
共
同
声
明

が
出
せ
ず
、
議
長
声
明
に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス

が
増
え
た
の
は
、
そ
の
象
徴
で
す
。
た
だ
し
、

国
際
社
会
が
二
極
化
し
分
断
し
つ
つ
あ
る
と

は
い
っ
て
も
、
世
界
恐
慌
が
起
き
れ
ば
、
世

界
中
の
人
々
が
不
幸
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

気
候
変
動
、
感
染
症
や
テ
ロ
に
対
し
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
国
々
が
力
を
合
わ
せ
て
対
策
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
、
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
世
界
中
の
国
々
が
抱
え
る
共
通
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
政
策
の
立
案

や
、
先
進
諸
国
と
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
諸
国

の
連
携
が
重
要
に
。
ま
さ
に
、
そ
こ
に
日
本

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
日
本
が
主
導
し
、
各
国

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
実
績
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
経
済
規
模
が
相
対
的
に
縮
小
し

た
い
ま
、
一
層
、
日
本
が
生
存
す
る
た
め
に

よ
り
よ
い
世
界
秩
序
を
構
築
す
る
必
要
が
あ ※

2

り
ま
す
し
、
日
本
が
世
界
の
安
寧
と
繁
栄
に

貢
献
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
社
会
で
名

誉
あ
る
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

│
─
国
際
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
、
日

本
の
過
去
の
実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
敢
え
て
２
つ
だ

け
あ
げ
ま
す
。
１
つ
目
が
ス
リ
ラ
ン
カ
の
債

務
問
題
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ

は
、
農
業
政
策
の
失
敗
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
、
放
漫
財
政
な
ど
で
急
激

な
イ
ン
フ
レ
や
、
通
貨
安
に
な
り
、
２
０
２

２
年
４
月
か
ら
対
外
債
務
の
支
払
い
を
停
止

し
、
デ
フ
ォ
ル
ト
（
債
務
不
履
行
）
の
状
態
に
。

そ
こ
で
、
私
が
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ン
ド
に
呼
び

か
け
て
債
権
国
会
合
を
立
ち
上
げ
た
の
が
、

23
年
４
月
の
こ
と
で
す
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
国
際
的
に
下
位
中
所
得

国
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。
低
所
得
国
に
は
、

Ｇ
20
や
パ
リ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
国
に
よ
っ

て
、
債
権
国
や
債
務
国
が
協
議
し
、
債
務
再

編
に
取
り
組
む
、
コ
モ
ン
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
い
う
枠
組
み
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
中
所
得
国
に
は
そ
う
し
た
仕
組
み
が
未

整
備
で
し
た
。
そ
こ
で
、
中
所
得
国
の
債
務

問
題
解
決
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
よ
う
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
ふ
く
め
た
26
カ
国
が
参
加

し
た
債
権
国
会
合
を
開
い
た
の
で
す
。

  

ま
た
会
合
の
立
ち
上
げ
に
際
し
、
圧
倒
的

に
大
き
な
債
権
国
と
な
っ
た
イ
ン
ド
を
は
じ

め
と
し
た
新
興
債
権
国
の
協
調
が
な
け
れ
ば
、

う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
債
務
問
題
の
対
処
に
は
、

新
興
債
権
国
の
理
解
の
促
進
が
必
要
で
す
。

債
務
の
削
減
や
返
済
期
限
の
延
長
に
対
し
て

は
、
過
去
の
日
本
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

債
権
国
の
国
内
で
も
批
判
が
起
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
な
か
ど
う
債
務
を
透
明
化
し
、
再

編
し
て
い
く
の
か
。
話
し
合
い
を
続
け
、
返

済
期
間
の
延
期
や
金
利
の
引
き
下
げ
な
ど
を

ふ
く
め
て
、
よ
う
や
く
合
意
に
至
っ
た
の
は
、

債
権
国
会
合
の
設
立
か
ら
１
年
以
上
を
経
た

咋
年
６
月
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
債
務
問
題
が
、

Ｇ
20
や
パ
リ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
国
と
新
興

債
権
国
が
足
並
み
を
揃
え
た
、
初
め
て
の
事

例
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
が
主
導
し
、
イ
ン

ド
や
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
は
な
く
、
債
権
国
と

協
力
し
合
っ
た
成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
２
つ
目
が
、
23
年
10
月
に
Ｇ
７
の
議
長
国

だ
っ
た
日
本
が
リ
ー
ド
し
て
策
定
し
た
「
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
で
す
。「
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
と
は 

“
Resilient and Inclusive Supply-

chain Enhancem
ent” 

の
略
で
、
再
生

中
国
や
イ
ン
ド
に
抜
か
れ
た
日
本
が

存
在
感
を
高
め
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と

3
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※1：主にアジア、アフリカ、中南米地域の新興国・途上国を指す総称。冷戦時代に「第三世界」と呼ばれていた国々を指すことが多い。
※2：新興国の経済協力グループを指す略称。当初はブラジル（B）、ロシア（R）、インド（I）、中国（C）、南アフリカ（S）の５カ国だったが、
2024年1月以降、イラン、エジプト、エチオピア、アラブ首長国連邦（UAE）が新たに加わり、9カ国体制となった。

日本は20年以上経済成長していない
上位５カ国のGDPの推移

出所：国際通貨基金
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2010年中国に
抜かれる

2023年ドイツに
抜かれる

き
る
の
か
。
議
長
国
の
財
務
官
と
し
て
の
私

の
考
え
に
共
感
し
て
く
れ
た
要
人
が
世
界
中

に
た
く
さ
ん
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
印
象
深
い
の
が
、
23
年
５
月
に
新

潟
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
の
財
務
大
臣
・
中

央
銀
行
総
裁
会
議
で
す
。
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
ほ
か
に
、
ア
フ
リ
カ
ユ
ニ
オ
ン

議
長
国
で
あ
る
コ
モ
ロ
ま
で
招
待
し
ま
し
た
。

会
議
の
運
営
は
大
変
で
し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ウ
ス
か
ら
大
い
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
は
、
非
Ｇ
７
の
要
人
は
、
植
民
地
支
配

の
経
験
も
あ
っ
て
、
Ｇ
７
に
対
し
て
、
ネ
ガ

テ
ィ
ヴ
な
先
入
観
や
疑
念
を
抱
い
て
い
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
先
進
国
同
士
で

自
分
た
ち
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
議
論
ば
か

り
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、

た
く
さ
ん
の
国
に
Ｇ
７
の
取
り
組
み
を
理
解

し
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
し
、
話
し
合
え
ば
、

連
携
が
進
み
ま
す
し
、
我
々
も
途
上
国
の
真

の
ニ
ー
ズ
を
勉
強
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
追
求
が

世
界
の
共
通
認
識
に

│
─
影
響
力
を
強
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス

諸
国
に
日
本
の
立
場
や
役
割
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
も
大
切
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

  

そ
の
点
で
は
、
Ｇ
７
で
日
本
が
取
り
上
げ

た「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
追
求
す
る
経
済
政
策
」

に
つ
い
て
の
議
論
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス

諸
国
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
の
意
味
は
「
福
祉
」「
幸
福
」。
経
済
規
模

が
拡
大
し
た
も
の
の
、
貧
富
の
差
が
広
が
り
、

社
会
が
不
安
定
化
し
て
い
る
の
は
皆
さ
ん
も

感
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
時
代
（
20
世
紀
中
盤
か
ら
後

半
）、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
い
う
概
念
の
誕
生
当
時
か

ら
家
庭
内
労
働
や
公
害
、
売
春
な
ど
を
ど
う

扱
う
か
と
い
う
問
題
は
存
在
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
は
も
っ
と
深
刻
で
、
そ
も
そ
も
デ

ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
把
握
で
き
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
に
加
え
、
い
く
ら
経
済
規
模
が
大

き
く
な
っ
て
も
、
持
続
可
能
性
が
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
し
、
過
度
に
格
差
が
広
が
れ
ば
、

公
正
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
不
満
が
爆
発
し

て
社
会
が
危
険
な
ま
で
に
不
安
定
化
し
て
い

く
こ
と
が
心
配
で
し
た
。
そ
ん
な
問
題
意
識

か
ら
、
22
年
12
月
、
各
国
の
財
務
官
が
集
う

会
合
で
、
私
が
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
提

案
し
た
の
で
す
。
世
界
銀
行
時
代
か
ら
敬
愛

す
る
友
人
で
あ
る
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
テ
ィ
グ
リ

ッ
ツ
教
授
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
当
初
は
ま
っ
た
く
相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
が
学
問
的
議
論
の
俎

上
に
の
ぼ
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
政
策

と
し
て
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
実
現
可
能
性
が
低
い
、
現
実
の
政

策
に
は
結
び
つ
か
な
い
、
と
い
う
反
応
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
け
れ
ど
、
話
し
合
い
を
続

け
て
い
く
と
、
面
白
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
し

た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
え
て
も
、
次
世
代
が
苦
し

む
社
会
で
は
意
味
が
な
い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
１
０

０
倍
に
な
っ
て
も
、
一
部
が
富
を
独
占
し
、

多
く
が
没
落
す
る
社
会
に
持
続
可
能
性
は
な

い
し
、
大
衆
が
既
存
の
制
度
に
恨
み
を
持
ち
、

そ
の
破
壊
に
走
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

経
済
成
長
し
て
い
る
の
に
社
会
が
不
安
定
と

な
り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
極
端
な
政
党
が
伸

長
す
る
状
況
に
悩
ん
で
い
る
の
は
世
界
共
通
。

各
国
の
財
務
官
や
財
務
大
臣
だ
け
で
な
く
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中
央
銀
行
）
の
ラ
ガ
ル
ド
総
裁

を
は
じ
め
と
す
る
各
国
の
中
央
銀
行
の
総
裁

も
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
な
か
で

も
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
先
進
国
、
低
・
中
所

得
国
の
区
別
な
く
「
こ
れ
は
我
々
に
共
通
し

た
問
題
だ
」
と
意
見
が
一
致
し
た
こ
と
。

　
い
ま
日
本
が
提
案
し
た
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

を
追
求
す
る
経
済
政
策
」
は
、
議
長
国
を
引

き
継
い
だ
イ
タ
リ
ア
の
も
と
実
現
に
向
け
た

議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。
先
進
国
と
低
・
中

所
得
国
の
、
あ
る
い
は
Ｇ
７
と
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
ウ
ス
諸
国
と
の
架
け
橋
の
役
割
を
日
本
が

果
た
す
│
│
。
知
的
貢
献
に
よ
っ
て
、
日
本

が
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
で
信
頼
を
得
る
こ

と
は
十
分
に
可
能
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
製
品
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
強
化
す
る
Ｇ
７
の
取
り
決
め
で
す
。
創

設
に
向
け
、
私
が
各
国
の
要
人
に
強
調
し
た

の
が
〝
一
石
三
鳥
〞
だ
と
い
う
こ
と
。
ま
ず
、

気
候
変
動
対
策
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
電
気
自
動
車
の
電
池
や
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
と
い
っ
た
脱
炭
素
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
製
品
の
原
材
料
の
生
産
は
特
定
国
に
偏
っ

て
お
り
、
極
め
て
脆
弱
な
供
給
網
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
多
様
化
し
て
強
靭
化
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
新
た
な
供
給
網

の
拠
点
と
な
る
低
・
中
所
得
国
の
開
発
や
経

済
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
気
候
変
動
対
策
、
我
々
の
供
給

網
強
化
、
途
上
国
の
成
長
と
い
う
一
石
三
鳥

と
な
る
た
め
、
沢
山
の
国
々
か
ら
感
謝
、
支

援
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
た
の
で
す
。

│
─
ス
リ
ラ
ン
カ
の
債
権
国
会
合
と
「
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
」
の
創
設
は
、
日
本
だ
か
ら
こ
そ
可
能

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
日
本

が
Ｇ
７
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
議
長
国
と
い

う
21
年
に
一
度
の
珍
し
い
時
に
、
ま
た
、
大

感
染
症
や
戦
争
と
い
っ
た
危
機
の
時
に
財
務

官
だ
っ
た
か
ら
、
私
自
身
は
微
力
な
が
ら
、

日
本
の
存
在
感
を
発
揮
で
き
た
と
い
う
要
因

は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
の
債
務
問
題
に
対
し
て
、
ほ

か
の
国
々
は「
デ
フ
ォ
ル
ト
も
仕
方
が
な
い
」

と
問
題
解
決
に
消
極
的
で
し
た
。
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
整
備
は
、
保
護
主
義
の
貿
易
戦

争
と
い
っ
た
国
家
間
の
対
立
を
招
き
か
ね
ま

せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
各
国
が
連
携
し
協
調
で
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笹井恵里子の

根拠ある
医療健康情報

笹井恵里子の
根拠ある

医療健康情報

ジャーナリスト。１９７８年生まれ。「サ
ンデー毎日」記者を経て、２０１８年よ
りフリーに。著書に『老けない最強食』

（文春新書）、新著に『国民健康保険
料が高すぎる！　保険料を下げる
10のこと』（中公新書ラクレ）がある。

笹井 恵里子
Eriko Sasai

撮影＝今井一詞

た
っ
た
１
杯
で
十
分
な

「
ト
リ
ゴ
ネ
リ
ン
」が
摂
れ
る

　
新
し
い
年
の
始
ま
り
で
あ
る
今
号
で
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
身
近
な
飲
み

も
の
で
あ
る
「
コ
ー
ヒ
ー
」
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
い
と
思
う
。
最
近
新
た
に
判
明
し
た

コ
ー
ヒ
ー
の
健
康
効
果
、
そ
の
効
果
を
得
る

た
め
の
飲
み
方
、
適
正
な
摂
取
量
な
ど
を
解

説
す
る
。

　
コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
と
「
抗
酸
化
成
分
が
豊

富
な
飲
み
も
の
」
と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
れ
も
魅
力
な
の
だ
が
、
近
年
注
目
さ

れ
る
の
は
「
ト
リ
ゴ
ネ
リ
ン
」
と
い
う
成
分

だ
。
長
年
コ
ー
ヒ
ー
の
研
究
を
行
い
、〝
コ

ー
ヒ
ー
博
士
〞
と
し
て
知
ら
れ
る
東
京
薬
科

大
学
名
誉
教
授
の
岡
希
太
郎
氏
が
こ
う
話
す
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
補
酵
素
の
Ｎ
Ａ
Ｄ
＋

（
ニ
コ
チ
ン
ア
ミ
ド
ア
デ
ニ
ン
ジ
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
）は
、

サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝
子
（
長
寿
遺
伝
子
）
に
働

き
か
け
て
病
気
を
予
防
し
、
病
気
に
な
っ
て

も
ひ
ど
く
な
ら
な
い
よ
う
に
体
を
守
る
も
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
年
と
と
も
に
減
少
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
老
化
現
象
に
結
び
つ
き
ま
す
。

非
常
に
簡
単
に
述
べ
ま
す
と
、
コ
ー
ヒ
ー
豆

に
含
ま
れ
る
ト
リ
ゴ
ネ
リ
ン
は
Ｎ
Ａ
Ｄ
＋
を

増
加
さ
せ
、
筋
肉
量
と
筋
肉
の
力
が
回
復
す

る
こ
と
が
２
０
２
４
年
、
学
術
誌『N

ature 
M

etabolism

』
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
」

　
補
酵
素
の
Ｎ
Ａ
Ｄ
＋
は
、「
ナ
イ
ア
シ
ン
」

ま
た
は
「
ニ
コ
チ
ン
酸
」
と
し
て
知
ら
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
３
か
ら
合
成
さ
れ
る
（
ナ
イ
ア
シ

ン
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
３
に
属
す
る
栄
養
素
の
一
つ
。
日

本
で
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
３
と
い
う
名
称
は
使
わ
れ
て
い

な
い
）。
そ
れ
な
ら
コ
ー
ヒ
ー
じ
ゃ
な
く
て
も
、

ナ
イ
ア
シ
ン
を
多
く
含
む
豚
肉
、
か
つ
お
、

レ
バ
ー
な
ど
を
食
べ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
た
あ
な
た
は
素
晴
ら
し
い
。
確
か
に

ナ
イ
ア
シ
ン
は
食
品
に
も
含
ま
れ
て
い
る
し
、

体
内
で
も
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン（
必
須
ア
ミ
ノ
酸
）

か
ら
合
成
さ
れ
る
。
だ
か
ら
タ
ン
パ
ク
質
を

摂
っ
て
い
れ
ば
体
内
で
ナ
イ
ア
シ
ン
が
不
足

す
る
心
配
は
な
い
の
だ
が
、
問
題
は
そ
の
よ

う
な
材
料
が
あ
っ
て
も
、
Ｎ
Ａ
Ｄ
＋
を
生
み

出
す
力
が
加
齢
に
よ
り
低
下
す
る
と
い
う
こ

と
だ
。
よ
り
正
確
に
は
「
Ｎ
Ａ
Ｄ
＋
の
合
成

経
路
が
限
ら
れ
て
く
る
」（
岡
氏
）と
い
う
（
私

を
含
め
文
系
の
人
間
に
は
何
だ
か
ム
ズ
ム
ズ
す
る
話

が
続
く
が
、
も
う
少
し
お
付
き
合
い
を
）。

　
今
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
業
界
で
は
「
Ｎ

Ｍ
Ｎ
サ
プ
リ
」
や
「
Ｎ
Ｍ
Ｎ
点
滴
」
が
大
流

行
し
て
い
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
こ
の

Ｎ
Ｍ
Ｎ（
ニ
コ
チ
ン
ア
ミ
ド
モ
ノ
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
）

も
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
３
か
ら
合
成
さ
れ
る
物
質
で
、

こ
の
Ｎ
Ｍ
Ｎ
を
サ
プ
リ
や
点
滴
で
摂
取
す
れ

ば
、
体
内
で
Ｎ
Ａ
Ｄ
＋
に
変
換
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
老
化
し
た
細
胞
を
修
復
し
、

細
胞
の
若
返
り
効
果
が
あ
る
と
、
ど
の
美
容

ク
リ
ニ
ッ
ク
も
宣
伝
し
て
い
る
。
そ
の
真
偽

は
、
正
直
な
と
こ
ろ
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。

サ
プ
リ
会
社
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て
も
効

果
が
異
な
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
高
額
な
費
用
を
払

わ
な
く
て
も
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
で
Ｎ

Ａ
Ｄ
＋
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が

昨
年
、
先
の
学
術
誌
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で

明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
再
び
岡

氏
の
話
。

「
体
の
中
で
一
番
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し

て
い
る
の
は
、
脳
の
神
経
細
胞
と
骨
格
筋
で

す
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｄ
＋
は
こ
こ
に
最
も
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
の
Ｎ
Ａ
Ｄ
＋
が
減
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
認
知
機
能
の
低
下
や
虚
弱
体
質
（
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
）
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
ト

リ
ゴ
ネ
リ
ン
を
摂
取
す
れ
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｄ
＋
が

増
え
る
こ
と
が
昨
年
報
告
さ
れ
、
も
の
す
ご

い
影
響
力
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ト
リ
ゴ
ネ
リ
ン
は
コ
ー
ヒ
ー
生
豆
１
０
０
㌘

に
６
０
０
㍉
㌘
も
含
ま
れ
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー

１
杯
は
お
よ
そ
10
㌘
で
す
か
ら
、
１
杯
に
60

㍉
㌘
の
ト
リ
ゴ
ネ
リ
ン
。
こ
れ
で
十
分
な
薬

理
作
用
が
期
待
で
き
ま
す
」

　
管
理
栄
養
士
の
望
月
理
恵
子
氏
も
「
ト
リ

ゴ
ネ
リ
ン
は
認
知
機
能
改
善
に
働
き
か
け

コ
ー
ヒ
ー
博
士
が
解
説

コ
ー
ヒ
ー
博
士
が
解
説

  「「
若
返
り
サ
プ
リ

若
返
り
サ
プ
リ
」」よ
り
効
く

よ
り
効
く

科
学
的
に
正
し
い
飲
み
方

科
学
的
に
正
し
い
飲
み
方
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笹
井
恵
里
子
の
根
拠
あ
る
医
療
健
康
情
報

成分名 １杯分の含有量 作用生豆～浅煎豆 深煎豆
カフェイン 100mg 100mg 抗炎症作用

クロロゲン酸 250～600mg ～0mg 抗酸化・抗炎症作用

トリゴネリン 50～100mg ～5mg

抗炎症作用、筋肉
量の減少を軽減、
認知機能改善（動
物実験）

浅煎豆と深煎豆で
成分の含有量に差がある

トリゴネリンは、ＢＭＩが高めの人の安静時
のエネルギー消費の向上もサポートする

安静時エネルギー消費量の実測値推移
2000

1800

1600

1400
SCR 4週 8週

※監修：東京薬科大学名誉教授の岡希太郎氏

※出所：『薬理と治療』, 第51巻, 11号, p1713-p1729(2023)

・被験者：20～29歳の成人男女（18.5≦BMI<30）のうちBMIが高め（23≦
BMI<30）の男女20名（被験食品摂取群：9名、プラセボ食品摂取群：11名）

・試験内容：コーヒー由来トリゴネリンを 150 mg含有する被験食品の8週
間継続摂取（対象群（プラセボ）は、プラセボ食品の継続摂取）

・SCR（摂取開始前）と4週、8週における27 ℃、19 ℃環境下での安静時エ
ネルギー消費量を測定（図は27 ℃環境下の推移として）

被験食品 プラセボ食品

(kcal/day)

に
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
、
ク
ロ
ロ
ゲ

ン
酸
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
焙
煎
す
る

ほ
ど
少
な
く
な
り
ま
す
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

を
添
加
し
た
商
品
は
別
に
し
て
、
一
般
的
な

缶
コ
ー
ヒ
ー
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
」（
岡
氏
）

カ
フ
ェ
イ
ン
は

体
に
と
っ
て
害
な
の
か

　
ト
リ
ゴ
ネ
リ
ン
、
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
、
カ
フ

ェ
イ
ン
│
│
こ
の
３
つ
が
コ
ー
ヒ
ー
の
健
康

成
分
と
い
え
る
。

「
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
や
カ
フ
ェ
イ
ン
は
活
性
酸

素
が
原
因
の
慢
性
炎
症
を
防
ぎ
、
老
化
や
病

気
を
予
防
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
雪
山
で
浴
び

る
こ
と
の
多
い
紫
外
線
Ｂ
波
に
よ
る
日
焼
け

を
起
こ
し
に
く
く
な
る
と
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
」（
同
）

　
だ
が
、
飲
め
ば
飲
む
ほ
ど
い
い
わ
け
で
は

な
い
。
コ
ー
ヒ
ー
１
杯
（
１
５
０
㍉
㍑
）
あ
た

り
約
90
㍉
㌘
の
カ
フ
ェ
イ
ン
が
含
ま
れ
て
い

る
が
、
１
日
４
０
０
㍉
㍑
以
上
の
慢
性
的
な

カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
は
心
疾
患
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
コ
ー
ヒ
ー
に
し
て

4
・
5
杯
以
上
は
、
飲
ま
な
い
ほ
う
が
い
い

と
い
う
こ
と
だ
。
岡
氏
は
「
１
日
に
２
、
３

杯
」
を
勧
め
る
。

「
か
と
い
っ
て
カ
フ
ェ
イ
ン
は
悪
者
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
小
児
科
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
カ
フ
ェ
イ

ン
は
常
備
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
新
生
児
が
１

年
以
上
投
与
さ
れ
て
も
、
そ
の
後
に
む
し
ろ

Ｉ
Ｑ
が
高
く
健
康
的
に
成
長
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
私
た
ち
が
行
っ
た
実

験
で
も
、
カ
フ
ェ
イ
ン
を
投
与
し
た
マ
ウ
ス

は
毒
に
対
す
る
生
存
率
が
高
い
の
で
す
。
カ

フ
ェ
イ
ン
に
抗
炎
症
作
用
が
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

強
力
に
体
に
作
用
す
る
か
ら
こ
そ
、
飲
み
す

ぎ
は
毒
に
も
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
。
コ
ー

ヒ
ー
１
杯
で
も
健
康
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
し
、

２
、
３
杯
が
十
分
な
健
康
効
果
を
得
ら
れ
る

適
量
で
す
。
飲
み
す
ぎ
の
領
域
は
５
杯
か
ら
、

そ
し
て
１
日
に
10
杯
を
超
え
る
、
カ
フ
ェ
イ

ン
に
し
て
１
０
０
０
㍉
㌘
摂
取
と
な
る
と
、

リ
ス
ク
が
高
ま
り
害
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

こ
れ
は
医
療
現
場
で
投
与
で
き
る
上
限
と
ほ

ぼ
同
程
度
で
す
」

　
さ
て
コ
ー
ヒ
ー
と
同
様
に
、
カ
フ
ェ
イ
ン

と
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
含
む
飲
み
も
の
が
緑

茶
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
は
ト
リ
ゴ
ネ
リ
ン
と
い
う

ス
ペ
シ
ャ
ル
な
若
返
り
成
分
を
含
む
が
、
緑

茶
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
「
カ
テ
キ
ン
」
は
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
の
80
倍
の
抗
酸
化
作
用
を
も
つ
と

い
わ
れ
、
冬
に
は
や
る
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
や
食
中
毒
を
防
ぐ
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
か
ら
個
人
的
に
は
病

気
の
「
予
防
」
に
は
緑
茶
、「
炎
症
」
が
起

き
て
し
ま
っ
た
ら
コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
使
い
方

も
ア
リ
だ
と
思
う
。
実
際
に
服
薬
よ
り
も
、

蜂
蜜
入
り
コ
ー
ヒ
ー
の
ほ
う
が
咳
症
状
が
軽

減
さ
れ
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
の
だ
。

 

る
」
と
補
足
す
る
。

「
脳
の
病
気
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

い
ず
れ
も
神
経
細
胞
の
変
性
な
ど
で
情
報
の

伝
達
が
悪
く
な
る
と
い
う
症
状
で
す
。
コ
ー

ヒ
ー
は
神
経
細
胞
の
周
囲
か
ら
出
た
突
起
が
、

隣
の
神
経
細
胞
に
結
び
つ
く
働
き
を
高
め
る

よ
う
で
す
。
つ
ま
り
情
報
の
伝
達
を
良
く
し

て
、
認
知
機
能
を
改
善
さ
せ
る
。
そ
の
作
用

は
ト
リ
ゴ
ネ
リ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
コ
ー
ヒ
ー

由
来
ト
リ
ゴ
ネ
リ
ン
に
よ
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
高

め
の
方
の
安
静
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
向

上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
し
て
Ｕ
Ｃ
Ｃ
が
機
能

性
表
示
食
品
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
」

　
ト
リ
ゴ
ネ
リ
ン
は
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
ほ
か
フ

ェ
ヌ
グ
リ
ー
ク
（
ハ
ー
ブ
）
や
桜
島
大
根
に

も
含
ま
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
身
近
な
食
品
で

は
な
い
。
ま
た
セ
ロ
リ
、
冬
瓜
、
玉
ね
ぎ
、

大
豆
に
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
微
量
。

や
は
り
コ
ー
ヒ
ー
が
最
も
手
軽
で
、
ト
リ
ゴ

ネ
リ
ン
含
有
量
が
多
い
食
品
な
の
だ
が
、
問

題
は
焙
煎
（
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
焙
じ
て
煎
る
こ
と
）

を
す
る
と
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
。

「
焙
煎
し
て
い
る
と
パ
チ
、
パ
チ
と
音
が
し

て
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
細
胞
壁
が
破
壊
さ
れ
、
ト

リ
ゴ
ネ
リ
ン
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。
コ
ー
ヒ

ー
通
ほ
ど
深
煎
り
を
好
む
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
限
り
浅
煎
り
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
酸
っ
ぱ
い
も
の
、
コ

ー
ヒ
ー
の
色
が
こ
げ
茶
色
で
は
な
く
薄
い
も

の
は
焙
煎
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
コ
ー
ヒ
ー
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▶ 2025 1.17号

前号が購入できる全国書店リスト

バックナンバー一覧

前号

北海道
旭川市	 ジュンク堂書店旭川店
	 コーチャンフォー旭川店
網走郡	 TSUTAYA 美幌店
江別市	 江別	蔦屋書店
北見市	 コーチャンフォー北見店
釧路市	 コーチャンフォー釧路店
	 リラブルート38号店
釧路郡	 リラブ運動公園通り店
札幌市	 くまざわ書店アリオ札幌店
	 コーチャンフォー美しが丘店
	 コーチャンフォー新川通り店
	 コーチャンフォーミュンヘン大橋店
	 文教堂北 49 条店
	 文教堂琴似駅前店
	 文教堂札幌大通駅店
	 文教堂新道店
	 文教堂札幌ルーシー店
	 文教堂新札幌 DUO店
	 文教堂西野３条店
	 文教堂平岸店
	 MARUZEN&ジュンク堂書店札幌店
滝川市	 TSUTAYA	滝川店
千歳市	 カルチャーエージェント文教堂新千歳空港店
	 山三ふじや書店
	 文教堂新千歳空港店
函館市	 文教堂函館昭和店
	 文教堂湯ノ川店
根室市	 リラブ根室店
室蘭市	 TSUTAYA 室蘭店

青森県
青森市	 さわや書店青森ラビナ店
	 TSUTAYA	中央青森店
	 成田本店サンロード店
	 成田本店しんまち店
	 成田本店つくだ店
黒石市	 ブックショップかえで
八戸市	 TSUTAYA	八戸ニュータウン店
	 成田本店みなと高台店
弘前市	 TSUTAYA	弘前店
むつ市	 TSUTAYA	むつ店

岩手県
大船渡市	 ブックボーイ大船渡店
奥州市	 サンエー書店
北上市	 ブックスアメリカン北上店
釜石市	 さわや書店イオンタウン釜石店
花巻市	 エムズ書店桜台店
	 TSUTAYA	花巻店
	 宮脇書店	花巻店
水沢市	 TSUTAYA	水沢店

宮古市	 かんの書店本店
盛岡市	 さわや書店	フェザン店
	 さわや書店	本店
	 さわや書店	松園店
	 MORIOKA	TSUTAYA
	 東山堂
陸前高田市	 伊東文具店

山形県
酒田市	 みずほ八文字屋
新庄市	 丸井八文字屋
鶴岡市	 こぴあ八文字屋
	 八文字屋鶴岡店
天童市	 TENDO八文字屋
長井市	 八文字屋長井店
東根市	 TSUTAYA	東根店
山形市	 八文字屋北店
	 八文字屋本店
米沢市	 ファミリーマート	ハラトク書店	米沢店

宮城県
大崎市	 TSUTAYA	古川店
栗原市	 ブックセンター湘南栗原店
角田市	 ブックTOWN	角田店
仙台市	 あゆみ BOOKS 仙台一番町店
	 くまざわ書店エスパル仙台店
	 八文字屋書店 SELVA 店
	 八文字屋書店泉店
	 BOOK　EXPRESS 仙台北口店
	 丸善仙台アエル店
柴田郡	 宮脇書店	柴田店
名取市	 TSUTAYA	岩沼店
	 TSUTAYA	仙台南店
	 未来屋書店	名取店
東松島市	 ブックセンター湘南矢本店

秋田県
秋田市	 TSUTAYA中野店
	 TSUTAYA 仁井田店
	 TSUTAYA 広面店
大館市	 TSUTAYA 大館店
大仙市	 TSUTAYA 大仙店
湯沢市	 TSUTAYA 湯沢店
由利本荘市	 TSUTAYA 本荘店
横手市	 TSUTAYA 横手店
能代市	 TSUTAYA 能代店

福島県
会津若松市	 西沢書店アピオ店
いわき市	 鹿島ブックセンター
	 ブックエース植田店
	 ブックエース小名浜店
	 ブックエース上荒川店
須賀川市	 宮脇書店須賀川店
福島市	 SASYU 鎌田店
	 西沢書店大町店

茨城県
神栖市	 WonderGoo 鹿島店
北茨城市	 WonderGoo 北茨城店
下妻市	 ブックエース下妻店
筑西市	 ブックエース下館店
	 WonderGoo下館店
つくば市	 ACADEMIAイーアスつくば店
	 WonderGoo つくば店
取手市	 くまざわ書店取手店
	 ブックエース新取手店
那珂郡	 ブックエース東海店
坂東市	 ブックエース坂東店
日立市	 ブックエース日立鮎川店
	 WonderGoo日立田尻店
	 WonderGoo日立中央店
常陸大宮市	 WonderGoo 常陸大宮店
ひたちなか市	 ブックエース勝田東石川店
水戸市	 川又書店エクセル店
	 川又書店県庁店
	 ブックエース茨大前店
	 ブックエース酒門店
	 WonderGoo 水戸笠原店
守谷市	 WonderGoo 守谷店
結城市	 ブックエース結城店

栃木県
鹿沼市	 ビッグワンブックス鹿沼店
真岡市	 TSUTAYA 真岡店
	 WonderGoo 真岡店

群馬県
伊勢崎市	 夢屋書店アピタ伊勢崎東店
太田市	 ブックマンズアカデミー太田店
高崎市	 くまざわ書店高崎店
	 ブックマンズアカデミー高崎店
	 WonderGoo 高崎店
前橋市	 蔦屋書店前橋みなみモール店
	 ブックマンズアカデミー前橋店

7

頭
が
い
い
思
考

バ
カ
の
思
考

▶ 2024 10.18号

価格 920円

本当の
お金持ちは
どこに住んで
いるのか

▶ 2024 11.1号

価格 920円

人生後半の
時間術

▶ 2024 11.15 号

価格 920円

▶ 2024 11.29 号

価格 920円

間
違
い
だ
ら
け
の

健
康
常
識

▶ 2024 12.13号

価格 980円

▶ 2025 1.3号

価格 920円

新春特別号

運を上げる習慣
・「最高の1年」が舞い込む幸運学
・運がいい人の口ぐせ、
	悪い人の口ぐせ
・総合運／健康運／金運
	仕事運／恋愛運／勉強運…

価格920円



「PRESIDENT」は月2回（第2、第4金曜）発売です。

❶ お近くの書店にてご注文ください。
❷ ご注文ダイヤル70120-489-612までご連絡ください。
　	お支払いは代金引換となります。
❸ プレジデント社ホームページ（https://presidentstore.jp/）
　	にてご注文ください。お支払いはカード払いか代金引換と
　	なります。

※価格は、税込価格です。
※品切れの際はご容赦願います。

お買い忘れ、読み逃しはありませんか?	

←次頁へ

バックナンバー購入方法

埼玉県
朝霞市	 CHIENOWA	BOOK	STORE
	 TSUTAYA みはら店
	 文教堂朝霞マルエツ店
春日部市	 TSUTAYA 春日部店
	 TSUTAYA 春日部 16 号線店
加須市	 カサモ関口商店
川口市	 文教堂川口駅店
	 文教堂東川口店
川越市	 ブックファーストルミネ川越店
行田市	 宮脇書店行田店
久喜市	 くまざわ書店鷲宮店
	 CROSSBOOKS久喜店
熊谷市	 くまざわ書店アズセカンド店
	 文教堂熊谷駅店
越谷市	 CROSSBOOKSせんげん台店
	 文真堂北越谷店Ｔ・Ｃ
さいたま市	 一清堂栄和店
	 浦和	蔦屋書店
	 紀伊國屋書店浦和パルコ店
	 紀伊國屋書店さいたま新都心店
	 くまざわ書店宮原店
	 三省堂書店大宮店
	 ジュンク堂書店大宮高島屋店
	 成文堂南浦和店
	 ブックファーストルミネ大宮店
	 文教堂岩槻店
狭山市	 文教堂狭山店
草加市	 CROSSBOOKS 松原店
戸田市	 明文堂書店 TSUTAYA 戸田店
新座市	 文教堂新座駅店
蓮田市	 文教堂蓮田店
飯能市	 くまざわ書店飯能店
深谷市	 TSUTAYA	籠原店
富士見市	 TSUTAYA	BOOKSTORE ふじみ野店
本庄市	 蔦屋書店本庄早稲田店
南埼玉郡	 CROSSBOOKS 動物公園駅店
和光市	 くまざわ書店和光店

千葉県
我孫子市	 CROSSBOOKS 我孫子店
市川市	 くまざわ書店本八幡店
	 住吉書房シャポー本八幡店
	 ときわ書房本八幡店
	 ときわ書房八幡スクエア店プラスGEO
	 文教堂行徳店
印西市	 WonderGoo 千葉ニュータウン牧の原店
浦安市	 有隣堂アトレ新浦安店
	 文教堂浦安西友店
柏市	 柏の葉	蔦屋書店
	 くまざわ書店柏高島屋ステーションモール店
	 TSUTAYA	BOOKSTORE	Red	Wall	柏店
	 ハマジマ書店
佐倉市	 ときわ書房志津ステーションビル店
千葉市	 くまざわ書店蘇我店
	 くまざわ書店ペリエ千葉本店
	 くまざわ書店ペリエ千葉エキナカ店
	 三省堂カルチャーステーション千葉店
	 三省堂そごう千葉店
	 ときわ書房千城台店
	 文教堂小倉台店
	 未来屋書店マリンピア店
富里市	 WonderGoo 富里店
流山市	 紀伊國屋書店流山おおたかの森店
習志野市	 くまざわ書店津田沼店
	 丸善津田沼店
成田市	 くまざわ書店公津店
	 ブックエース成田赤坂店
船橋市	 きりん書房
	 くまざわ書店シャポー船橋店
	 ジュンク堂書店南船橋店
	 ときわ書房イトーヨーカドー船橋店
	 ときわ書房本店
	 ブックエキスプレスペリエ西船橋店
	 文教堂下総中山店
	 文教堂東習志野店
松戸市	 くまざわ書店松戸店
	 くまざわ書店松戸新田店
茂原市	 蔦屋書店茂原店
	 文教堂茂原店
	 WonderGoo 茂原店
八千代市	 くまざわ書店八千代台店
	 TSUTAYA	勝田台店
四街道市	 くまざわ書店四街道店

東京都
足立区	 くまざわ書店西新井店
	 CROSSBOOKS 梅島店
	 CROSSBOOKS	EQUiA 北千住南店
	 ブックファースト	ルミネ北千住店
板橋区	 TSUTAYA	BOOKSTORE	EQUiA 成増店
	 ブックスページワン板橋店
	 文教堂成増店
	 文教堂西台店
江戸川区	 あゆみ BOOKS 瑞江店
	 くまざわ書店船堀店
	 CROSSBOOKS 篠崎駅前店
	 住吉書房シャポー小岩店
	 文教堂西葛西店
	 八重洲ブックセンターアリオ葛西店
大田区	 改造社書店羽田国際空港ターミナル店
	 くまざわ書店イトーヨーカドー大森店
	 ブックファースト	アトレ大森店
	 有隣堂グランデュオ蒲田店
葛飾区	 第一書林新小岩北口店
	 第一書林新小岩南口店
	 文教堂青戸店
北区	 CROSSBOOKSサミット王子店
	 文教堂赤羽店
江東区	 くまざわ書店豊洲店
	 文教堂東陽町駅前店
品川区	 ブックファーストレミィ五反田店
	 文教堂大崎店
	 有隣堂アトレ大井町店
	 有隣堂アトレ目黒店
渋谷区	 啓文堂書店渋谷店
	 SHIBUYA　TSUTAYA
	 代官山蔦屋書店
	 BOOK	EXPRESS 新宿南口店
新宿区	 紀伊國屋書店新宿本店
	 くまざわ書店東京オペラシティ店
	 新榮堂書店新宿パークタワー店
	 BOOK　EXPRESS 新宿南口店
	 ブックファースト新宿店
	 芳進堂ラムラ店
	 芳林堂書店高田馬場店
杉並区	 啓文堂書店永福町店
	 啓文堂書店荻窪店
	 今野書店
	 サンブックス浜田山
	 文禄堂荻窪店
	 文禄堂高円寺店
	 八重洲ブックセンタールミネ荻窪店
墨田区	 くまざわ書店錦糸町店
	 三省堂書店東京ソラマチ店
世田谷区	 あおい書店池尻大橋店
	 紀伊國屋書店玉川高島屋店

	 啓文堂書店下高井戸店
	 啓文堂書店八幡山店
	 二子玉川蔦屋家電
	 文教堂二子玉川店
台東区	 くまざわ書店浅草店
	 book	express エキュート上野店
中央区	 教文館
	 書原大川端リバーシティ店
	 文教堂人形町店
	 丸善日本橋店
千代田区	 三省堂書店アトレ秋葉原 1
	 三省堂書店有楽町店
	 ジュンク堂書店プレスセンター店
	 文教堂市ケ谷店
	 丸善お茶の水店
	 丸善丸の内本店
豊島区	 旭屋書店アトレヴィ大塚店
	 旭屋書店池袋店
	 くまざわ書店サンシャインシティアルパ店
	 三省堂書店池袋本店
	 ジュンク堂書店池袋本店
	 BOOK	EXPRESSアトレヴィ巣鴨店
中野区	 ブックファースト中野店
	 文教堂中野坂上店
練馬区	 オリオン書房上石神井店
	 くまざわ書店大泉学園店
	 文教堂練馬高野台店
	 八重洲ブックセンター石神井公園店
文京区	 往来堂書店
	 文教堂グリーンコート店
港区	 くまざわ書店高輪店
	 くまざわ書店田町店
	 崇文堂書店
	 虎ノ門書房本店
	 カルチャーエージェント文教堂青山一丁目店
	 文教堂広尾店
	 文教堂六本木ヒルズ店
目黒区	 恭文堂書店
	 不二屋書店
昭島市	 井上書店
あきる野市	 文教堂あきる野とうきゅう店
稲城市	 コーチャンフォー若葉台店
青梅市	 文教堂イオンスタイル	河辺店
小金井市	 くまざわ書店ＩＹ武蔵小金井店
	 くまざわ書店武蔵小金井北口店
国分寺市	 紀伊國屋書店国分寺店
	 BOOKS 隆文堂
小平市	 文教堂小平店
狛江市	 啓文堂書店狛江店
立川市	 オリオン書房サザン店
	 オリオン書房ルミネ立川店
	 TSUTAYA 立川柏町店

どんどん本が
読めるようになる

＼速くなる、忘れない／

▶ 2024 8.30 号

価格 920円

新NISA
儲けた人、損した人

▶ 2024 9.13号

価格 980円

恥
を
か
か
な
い

大
人
の
マ
ナ
ー

▶ 2024 10.4号

価格 920円



前号が購入できる全国書店リスト（つづき）

	 PAPER	WALL エキュート立川
	 　エキナカWEST店
多摩市	 ACADEMIAくまざわ書店桜ヶ丘店
	 啓文堂書店多摩センター店
	 MARUZEN多摩センター店
調布市	 くまざわ書店調布店
	 啓文堂書店仙川店
	 啓文堂書店つつじヶ丘店
八王子市	 啓文堂書店高尾店
	 くまざわ書店八王子店
	 くまざわ書店八王子南口店
	 文教堂南大沢店
	 有隣堂セレオ八王子店
日野市	 啓文堂書店高幡店
	 啓文堂書店豊田店
	 未来屋書店多摩平の森店
府中市	 啓文堂書店府中本店
町田市	 啓文堂書店鶴川店
	 久美堂本店
	 ブックファーストルミネ町田店
	 文教堂つくし野東急店
	 文教堂成瀬店
三鷹市	 啓文堂書店三鷹店
	 TSUTAYA 深大寺店
	 TSUTAYA 三鷹新川店
武蔵野市	 啓文堂書店吉祥寺店
	 ジュンク堂書店吉祥寺店
	 ブックスルーエ
	 ブックファースト	アトレ吉祥寺店
	 文教堂アニメガ武蔵境駅前店
武蔵村山市	 オリオン書房イオンモールむさし村山店

神奈川県
愛甲郡	 久美堂愛川店
厚木市	 くまざわ書店本厚木店
	 文教堂 R412 店
伊勢原市	 久美堂伊勢原店
	 文教堂伊勢原店
海老名市	 三省堂書店	海老名店
大磯町	 文教堂平塚店
鎌倉市	 文教堂鎌倉とうきゅう店
川崎市	 くまざわ書店さぎ沼店
	 啓文堂書店稲田堤店
	 住吉書房登戸店
	 中原ブックランド本店
	 文教堂新城駅店
	 文教堂登戸駅店
	 文教堂溝ノ口駅前店
	 文教堂溝ノ口本店
	 丸善ラゾーナ川崎店
	 有隣堂アトレ川崎店
相模原市	 ACADEMIAくまざわ書店橋本店
	 伊勢原書店城山店
	 くまざわ書店相模大野店
	 啓文堂書店小田急相模原店
	 啓文堂書店橋本駅店
	 文教堂星ケ丘店
茅ヶ崎市	 長谷川書店ネスパ茅ヶ崎店
秦野市	 伊勢原書店秦野店
葉山町	 文教堂葉山店
藤沢市	 ジュンク堂書店藤沢店
	 文教堂湘南とうきゅう店
	 有隣堂藤沢店
大和市	 文教堂中央林間店
横須賀市	 くまざわ書店久里浜店
	 くまざわ書店横須賀店
	 三雄堂書店
	 文教堂横須賀MORE'S 店

	 文教堂 LIVINよこすか店
横浜市	 ACADEMIA 港北店
	 紀伊國屋書店横浜店
	 紀伊國屋書店ららぽーと横浜店
	 くまざわ書店鶴見店
	 くまざわ書店ランドマーク店
	 ブックファースト青葉台店
	 文教堂杉田とうきゅう店
	 文教堂すすき野とうきゅう店
	 文教堂立場店
	 文教堂中山とうきゅう店
	 有隣堂伊勢佐木町本店
	 有隣堂横浜駅西口ジョイナス店

新潟県
長岡市	 蔦屋書店長岡新保店
	 蔦屋書店長岡古正寺店
新潟市	 紀伊國屋書店新潟店
	 ジュンク堂書店新潟店

長野県
諏訪市	 平安堂諏訪店
長野市	 平安堂長野店
松本市	 丸善松本店
	 宮脇書店松本店

石川県
金沢市	 紀伊國屋書店金沢大和店
かほく市	 BOOKSなかだイオンモールかほく店

富山県
魚津市	 BOOKS なかだ魚津店
黒部市	 BOOKS なかだ黒部店
砺波市	 BOOKS なかだ砺波店
富山市	 紀伊國屋書店富山店
	 BOOKS なかだ大沢野店
	 BOOKS なかだ掛尾本店	本館
	 BOOKS なかだ北の森店
	 BOOKS なかだファボーレ店
	 BOOKS なかだ婦中店
	 BOOKS なかだ本店

福井県
越前市	 ひしだい書店
坂井市	 宮脇書店春江店
福井市	 紀伊國屋書店福井店
	 じっぷじっぷ文京店
	 TSUTAYA 福井パリオ店

静岡県
伊豆の国市	 文教堂大仁店
伊東市	 文教堂伊東店
磐田市	 谷島屋書店磐田店
静岡市	 MARUZEN＆ジュンク堂書店新静岡店
	 谷島屋高松店
	 谷島屋流通通り店
浜松市	 谷島屋イオンモール浜松志都呂店
	 谷島屋サンストリート浜北店
	 谷島屋浜松本店
三島市	 くまざわ書店三島店

愛知県
稲沢市	 くまざわ書店稲沢店
犬山市	 いけだ書店犬山店
大府市	 滝書店
岡崎市	 TSUTAYA ウイングタウン岡崎店
春日井市	 TSUTAYA	春日井店
長久手市	 くまざわ書店長久手店
名古屋市	 草叢 BOOKS新守山店
	 くまざわ書店アピタ千代田橋店
	 三省堂書店名古屋本店
	 ジュンク堂書店名古屋栄店
	 白沢書店
	 星野書店近鉄パッセ店
西春日井郡	 紀伊國屋書店名古屋空港店
丹羽郡	 カルコス扶桑店

岐阜県
大垣市	 ACADEMIA 大垣店
	 TSUTAYA 大垣店
各務原市	 カルコス各務原店
	 草叢 BOOKS各務原店
岐阜市	 アート書房
	 カルコス本店
	 くまざわ書店柳津店
	 宮脇書店柳津店
高山市	 田近書店三福寺店
	 ブックス・アイオー
多治見市	 TSUTAYA 多治見インター店
瑞穂市	 カルコス穂積店

三重県
伊賀市	 岡森書店 TSUTAYA 上野店
伊勢市	 ブック・スクウェア　ララパーク店
鈴鹿市	 コメリ書房鈴鹿店
津市	 本の王国	文化センター前店
	 宮脇書店津ハッピーブックス店
名張市	 ブックスアルデアピタ店
	 ひまわり書店
	 ブックスアルデ本店
	 桔梗が丘書店
松阪市	 コメリ書房松阪店
四日市市	 TSUTAYA 笹川店
	 丸善四日市店
	 宮脇書店四日市本店

滋賀県
草津市	 ジュンク堂書店滋賀草津店
	 ハイパーブックスかがやき通り店
	 ハイパーブックス駒井沢店
	 ひらがきエイスクエア店
甲賀市	 ウイング甲南店
	 TSUTAYA 水口店
湖南市	 TSUTAYA 甲西店
長浜市	 サンミュージック長浜店
	 ハイパーブックス長浜店
東近江市	 ハイパーブックス八日市店
彦根市	 ハイパーブックス彦根店
守山市	 サンミュージック守山店
	 本のがんこ堂守山店
野洲市	 ふたば書房アルプラザ野洲店

京都府
宇治市	 富士書房大久保店
亀岡市	 TSUTAYA 亀岡店
木津川市	 富士書房木津店
京都市	 大垣書店烏丸三条店
	 大垣書店京都ヨドバシ店
	 くまざわ書店四条烏丸店
	 恵文社西大路店
	 平和書店 TSUTAYA 京都リサーチパーク店
	 丸善京都本店
相楽郡	 TSUTAYA 精華台店
城陽市	 富士書房久津川本店
福知山市	 TSUTAYA	AVIX 福知山店

奈良県
生駒市	 啓林堂書店生駒店
北葛城郡	 BOOKSえみたすアピタ西大和店
天理市	 未来屋書店天理店
奈良市	 紀伊國屋書店近畿大学農学部ブックセンター
	 ジュンク堂書店奈良店
大和郡山市	 BOOKS えみたすアピタ大和郡山店

和歌山県
田辺市	 TSUTAYA	WAY オーシティ前田辺店
橋本市	 TSUTAYA	WAY 橋本店

和歌山市	 TSUTAYA	WAY ガーデンパーク和歌山
	 TSUTAYA	WAY	和歌山高松店
	 宮脇書店ロイネット和歌山店
	 WAY書店 TSUTAYA オークワ本社店

大阪府
和泉市	 木下書店エコール店
	 宮脇書店コムボックス光明池店
泉大津市	 水嶋書房泉大津店
泉佐野市	 TSUTAYA 関西空港店
茨木市	 未来屋書店新茨木店
大阪市	 旭屋書店なんば CITY店
	 喜久屋書店阿倍野店
	 紀伊國屋書店梅田本店
	 紀伊國屋書店京橋店
	 紀伊國屋書店グランドビル店
	 紀伊國屋書店グランフロント大阪店
	 紀伊國屋書店天王寺ミオ店
	 紀伊國屋書店本町店
	 くまざわ書店阿倍野店
	 ジュンク堂書店近鉄あべのハルカス店
	 ジュンク堂書店上本町店
	 ジュンク堂書店大阪本店
	 ジュンク堂書店天満橋店
	 ジュンク堂書店難波店
	 MARUZEN&ジュンク堂書店梅田店
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	 丸善高島屋大阪店
	 梅田	蔦屋書店
	 TSUTAYA 大正千島店
	 西日本書店
	 ブックスタジオ新大阪店
	 ブックファースト梅田 2階店
	 ブックファーストクリスタ長堀店
	 ブックファースト野田アプラ店
	 文学館玉造店
	 文教堂淀屋橋店
	 未来屋書店喜連瓜破店
大阪狭山市	 水嶋書房金剛店
交野市	 中村興文堂書店交野店
堺市	 大垣書店イオンモール堺鉄砲町店
	 WAY書店フレスポしんかな店
	 紀伊國屋書店堺北花田店
	 紀伊國屋書店泉北店
	 ブックスファミリア堺本店
吹田市	 ブックファーストデュー阪急山田店
	 リブロ江坂店
泉南郡	 アプローズターミナル２
	 アプローズターミナル２ゲート店
大東市	 紀伊國屋書店大阪産業大学売店
	 ブックストア談住道店
	 文教堂住道店
高槻市	 大垣書店高槻店
	 紀伊國屋書店高槻店
	 ジュンク堂書店高槻店
	 未来屋書店高槻店
豊中市	 スカイブック北店
	 スカイブック南店
	 ブックファースト曽根店
	 文学館緑地駅前
寝屋川市	 中村興文堂書店寝屋川店
東大阪市	 TSUTAYA 八戸ノ里店
	 LE	MIRAI 東大阪
枚方市	 TSUTAYA 東香里店
	 TSUTAYA 牧野高校前店
	 水嶋書房くずはモール店
	 水嶋書房枚方駅前店
藤井寺市	 TSUTAYA	藤井寺駅前店
八尾市	 丸善八尾アリオ店
	 経法大書店

兵庫県
赤穂市	 TSUTAYA フレスポ赤穂店
明石市	 くまざわ書店明石店
	 ジュンク堂書店明石店
芦屋市	 ジュンク堂書店芦屋店
尼崎市	 くまざわ書店あまがさき店
加西市	 ファミリーマート＋西村書店
加古川市	 くまざわ書店加古川店
	 未来屋書店加古川店
川西市	 紀伊國屋書店川西店
神戸市	 大垣書店神戸ハーバーランド umie 店
	 喜久屋書店北神戸店
	 喜久屋書店須磨パティオ店
	 紀伊國屋書店神戸店
	 ジュンク堂書店神戸住吉店
	 ジュンク堂書店三宮店
	 ジュンク堂書店三宮駅前店
	 知恵蔵兵庫店
	 FUTABA+プリコ垂水店
	 ブックファースト六甲店
	 文学館六甲アイランド店　
	 マリンエアブックス
	 未来屋書店ジェームス山店
宝塚市	 ブックランドサンクス宝塚ソリオ店

豊岡市	 TSUTAYA	AVIX 豊岡店
西宮市	 ジュンク堂書店西宮店
	 ブックファースト阪急西宮ガーデンズ店
姫路市	 喜久屋書店姫路店
	 ジュンク堂書店姫路店
三木市	 TSUTAYA 三木店

岡山県
赤磐市	 TSUTAYA 山陽店
岡山市	 啓文社岡山本店
	 TSUTAYA	AZ岡南店
	 TSUTAYA 高屋店
	 TSUTAYA 古新田店
総社市	 TSUTAYA 総社東店
津山市	 津山ブックセンターアルネ店
	 津山ブックセンターイオン店
	 津山ブックセンター本店
真庭市	 津山ブックセンター真庭店

広島県
呉市	 啓文社ゆめタウン呉店
廿日市市	 明林堂書店フジグランナタリー店
東広島市	 啓文社西条店
広島市	 エディオン蔦屋家電
	 廣文館広島駅ビル店
	 ジュンク堂書店広島駅前店
	 丸善広島店
福山市	 啓文社コア神辺店
	 啓文社コア福山西店
	 啓文社 BOOKSPLUS 緑町店
	 啓文社ポートプラザ店
三原市	 啓文社イオン三原店

鳥取県
八頭郡	 鳥取ブックセンター郡家店
米子市	 TSUTAYA 角盤町店

山口県
岩国市	 ブックランド都野泉南岩国店
宇部市	 明林堂書店フジ西宇部店
	 明林堂書店フジグラン宇部店
下松市	 ブックランド都野サンリブ下松店
下関市	 くまざわ書店下関店
周南市	 TSUTAYAロックタウン周南店
山口市	 TSUTAYA 山口葵店

徳島県
板野郡	 紀伊國屋書店ゆめタウン徳島店
徳島市	 紀伊國屋書店徳島店
	 宮脇書店新徳島本店
吉野川市	 宮脇書店鴨島店

香川県
綾歌郡	 TSUTAYA 宇多津店
高松市	 TSUTAYA 西宝店
	 宮脇書店本店
丸亀市	 紀伊國屋書店丸亀店
	 TSUTAYA 丸亀郡家店

愛媛県
松山市	 紀伊國屋書店いよてつ髙島屋店

福岡県
糸島市	 積文館前原店
大野城市	 積文館大野城店
北九州市	 くまざわ書店小倉店
久留米市	 TSUTAYA 上津店
	 BOOKS あんとく	みずま店
	 ブックセンタークエストエマックス久留米店
筑紫野市	 TSUTAYA 積文館書店シュロアモール店
福岡市	 積文館小田部店
	 積文館新天町本店
	 TSUTAYAＡＶクラブ神松寺店
	 TSUTAYA 和白店
福津市	 未来屋書店福津店
柳川市	 TSUTAYA 柳川店

佐賀県
佐賀市	 紀伊國屋書店ゆめタウン佐賀店

長崎県
諫早市	 オックスフォード小川店
	 オックスフォード貝津店
	 ブックマート諌早
大村市	 TSUTAYAココアドバンス大村店
五島市	 オックスフォード福江店
長崎市	 くさの書店住吉店
	 くさの書店チトセピア店
	 TSUTAYABOOKSTOREMIRAINAGASAKICOCOWALK
	 TSUTAYA 遊 ING 浜町店
西彼杵郡	 くさの書店長与店

熊本県
天草市	 TSUTAYA 天草店
荒尾市	 BOOKS あんとく	あらお店
宇土市	 カメヤBOOK宇土シティ店
熊本市	 紀伊國屋書店熊本はません店
	 蔦屋書店熊本三年坂
人吉市	 ブックスミスミ人吉店
山鹿市	 BOOKS あんとく	やまが店

大分県
大分市	 TSUTAYA 光吉店

宮崎県
小林市	 TSUTAYA 小林店
延岡市	 くまざわ書店延岡店
日向市	 ブックスミスミ日向店
宮崎市	 TSUTAYA 江平店
	 明林堂書店神宮店
	 明林堂書店本郷店

鹿児島県
出水市	 TSUTAYA 出水本町店
いちき串木野市	 TSUTAYA 串木野店
指宿市	 TSUTAYA 指宿店
鹿児島市	 ジュンク堂書店鹿児島店
	 ブックスミスミオプシア
	 ブックスミスミ七ッ島店
鹿屋市	 ブックスミスミ鹿屋店
薩摩郡	 TSUTAYAプラッセ宮之城店
薩摩川内市	 TSUTAYA 川内中央店
西之表市	 TSUTAYAプラッセ種子島店
日置市	 TSUTAYA 伊集院店
南さつま市	 TSUTAYA 加世田店

沖縄県
島尻郡	 宮脇書店南風原店
那覇市	 球陽堂書房メインプレイス店
	 くまざわ書店那覇店
	 ジュンク堂書店那覇店
	 TSUTAYA首里店







読
者
の
声 

出
版
だ
よ
り

プレジデントは、第2・第4金曜日発売です。
次号は、1月24日（金）発売

（
２
０
２
５
年
１
月
３
号
「
頭
が
い
い
人

の
お
金
の
使
い
方
」
を
読
ん
で
）

▼
「
お
金
で
幸
せ
は
買
え
な
い
」
と
は
言

う
け
れ
ど
も
、
最
低
限
の
衣
食
住
が
揃
っ

て
い
な
い
と
、
自
分
の
利
を
求
め
る
こ
と

に
終
始
し
、
他
人
へ
の
優
し
さ
や
施
し
、

相
手
の
気
持
ち
を
推
し
量
る
と
こ
ろ
ま
で

至
ら
な
い
だ
ろ
う
。
お
金
以
外
の
人
的
資

産
を
し
っ
か
り
築
い
て
、
自
分
な
り
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
持
つ
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
？

�

（
石
川
県
・
結
城
は
る
か
・
46
歳
）

▼
「
幸
福
度
を
上
げ
る
に
は
差
異
の
大
き

な
体
験
を
す
る
こ
と
」
に
同
感
で
す
。
そ

の
原
資
を
「
良
い
節
約
」
で
賄
う
べ
き
と

私
は
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
世
代
は
、「
後
で
時
間
は
た
く

さ
ん
あ
る
か
ら
」
と
好
き
な
こ
と
を
後
回

し
に
し
て
生
き
て
き
ま
し
た
。で
も
、「
後
の

楽
し
み
」
は
ま
っ
た
く
や
っ
て
く
る
気
配

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
や
り
た
い

こ
と
こ
そ
前
倒
し
で
や
っ
て
み
る
べ
き
と

思
い
ま
す
。� （
東
京
都
・
柿
崎
高
志
・
65
歳
）

編
集
部
よ
り

▼
ラ
イ
タ
ー
に
な
り
た
て
で
貧
し
か
っ
た

時
代
、「
年
金
は
払
わ
な
く
て
い
い
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
執
筆
依
頼
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
共
感
し
た
私
は
年
金
に
つ

い
て
調
べ
、
賦
課
方
式
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
責
任
を
感
じ
て
未
納
分
を
追
納
し
ま

し
た
。
編
集
者
に
執
筆
を
断
る
連
絡
を
入

れ
る
と
、「
で
す
よ
ね
！
　
僕
も
払
っ
て

ま
す
」
と
の
返
事
。
あ
の
記
事
は
誰
に
向

け
て
つ
く
ら
れ
た
の
か
謎
で
す
。� （
鈴
木
）

編
集
長
よ
り

▼
息
子
が
小
学
校
に
上
が
る
こ
と
に
な
り
、

入
学
式
の
ス
ー
ツ
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。

私
で
は
な
く
息
子
用
で
す
。百
貨
店
の「
男

児
向
け
ス
ー
ツ
」
の
品
揃
え
に
驚
き
つ
つ
、

代
金
は
妻
側
の
祖
母
や
叔
祖
母
に
甘
え
る

こ
と
に
。
特
集
の
影
響
で
「
原
資
は
年

金
？
」
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
経
済
は
回

し
た
ほ
う
が
い
い
。
そ
う
信
じ
て
、
私
自

身
の
ス
ー
ツ
の
新
調
も
検
討
し
は
じ
め
て

い
ま
す
。「
お
金
は
天
下
の
回
り
も
の
」

と
は
至
言
で
す
ね
。�
（
星
野
）

▼
『
未
来
を
つ
く
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
経
営
戦
略
』（
柴
田
巌
・
著
）。

日
本
初
の
１
０
０
％
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
で

あ
る
Ｂ
Ｂ
Ｔ
大
学
・
大
学
院
や
ア
オ
バ
ジ

ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
を
運
営
し
て
い
る
著
者
が
、
若
年
層
の

人
材
育
成
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教

育
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
国
際

教
育
の
必
要
性
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
の
役
割
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の

価
値
、
さ
ら
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
教
育
の

未
来
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
た
一
冊
。

▼『
ク
リ
ニ
ッ
ク
未
来
予
想
図
２
０
３
５
』

（
ド
ク
タ
ー
ズ
・
フ
ァ
イ
ル
編
集
部 

ク
リ

ニ
ッ
ク
未
来
ラ
ボ
・
著
）。
複
雑
か
つ
多

様
化
す
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
現
場
。
開
業
医
の
不
安
や
悩
み
を

定
性
的
・
定
量
的
に
つ
ま
び
ら
か
に
し
た

「
開
業
医
白
書
」
を
発
表
し
た
ク
リ
ニ
ッ

ク
未
来
ラ
ボ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解

決
す
る
「
チ
ー
ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
い
う

新
た
な
〝
理
想
解
〟
を
提
唱
す
る
。
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片桐凛子・境田真奈美・林 真理奈
村井 秀・吉田美咲

Ⓒ株式会社プレジデント社
本誌掲載記事の無断転載を禁じます。

本社●〒102-8641
東京都千代田区平河町2-16-1
編集（03）3237-3737
広告（03）3237-3721
販売（03）3237-3731
顧客サービス係 0120-489-612
書店注文 （048）989-6500

●記事内容についての感想をお待ちしております。お名
前、年齢、ご住所、をお書き添えのうえ、下記のアンケート
フォームまたは宛先までお送りください。

宛先　〒102-86 41
東京都千代田区平河町2-16 -1
プレジデント社
プレジデント編集部 「読者の声」係

採用させていただいた方には
20 0 0円分の図書カードを
進呈いたします。

アンケートフォーム
https://forms.gle/
zp4Qjnv5TE1nVizk9

インターネット・ホームページ

プレジデント社 公式サイト
●https://www.president.co.jp/
定期購読の申し込みを受け付けています。

当社の個人情報保護方針に関しては以下の
サイトをご覧ください。
https://www.president.co.jp/
information/privacy/
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